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欠 席 議 員     

会議録署名議員 ７ 番 金 城   章 ８ 番 伊 佐 則 勝 

職務のため本会議 
に 出 席 し た 者 議会事務局長 知 名   勉 議 事 係 長 比 嘉   保 

地方自治法第121 

条の規定による 

本 会 議 出 席 者 

村 長 浜 田 京 介 企 画 課 長 與 儀   忍 

副 村 長 比 嘉 忠 典 
企 業 立 地 ・ 
観光推進課長 屋 良 朝 次 
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住民生活課長 仲 村 盛 和 上下水道課長 仲 村 武 宏 

会計管理者 比 嘉 義 人 教育総務課長 名 幸   孝 

税 務 課 長 稲 嶺 盛 昌 
教 育 総 務 課 
主 幹 安 田   智 

福 祉 課 長 仲 松 範 三   

健康保険課長 比 嘉 健 治   
 



― 2 ― 

議 事 日 程 第 １ 号 

日 程 件 名 

第 １ 

第 ２ 

第 ３ 

第 ４ 

 

第 ５ 

 

第 ６ 

第 ７ 

 

会議録署名議員の指名 

会期の決定 

議案第46号 中城村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

議案第47号 中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改

正する条例 

議案第48号 中城村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条

例 

議案第49号 平成28年度中城村一般会計補正予算（第４号） 

議案第50号 平成28年度中城村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 



― 3 ― 

○議長 與那覇朝輝 皆さん、おはようござい

ます。ただいまより平成28年第６回中城村議会

臨時会を開会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第

127条の規定により、７番 金城 章議員及び

８番 伊佐則勝議員を指名します。 

 日程第２ 会期の決定の件を議題といたしま

す。 

 お諮りします。本臨時会の会期は本日11月25

日のみにしたいと思います。御異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、会期は本日11月25日の１日間に決

定しました。 

 続きまして、日程第３ 議案第46号 中城村

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

を議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第46号 中城村職員の

給与に関する条例の一部を改正する条例につい

て御提案申し上げます。 

 

議案第46号 

 

中城村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 

 中城村職員の給与に関する条例（昭和59年中城村条例第13号）の一部を別紙のとおり改正した

いので、地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第１項の規定により議会の議決を求める。 

 

  平成28年11月25日提出 

中城村長 浜 田 京 介 

 

提 案 理 由 

 沖縄県人事委員会の給与勧告等を考慮し、村職員の給与を改定する必要がある。 

 

 

   中城村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 中城村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例(昭和59年中城村条例第13号)の一部を次のよう

に改正する。 

改正後 改正前 

 （扶養手当） 

第11条 （略） 

２ 前項の扶養親族とは、次に掲げる者で他に生

計の途がなく主として職員の扶養を受けている 

 （扶養手当） 

第11条 （略） 

２ 前項の扶養親族とは、次に掲げる者で他に生

計の途がなく主として職員の扶養を受けている 
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改正後 改正前 

 ものをいう。 

 (１) （略） 

 (２) 満22歳に達する日以後の最初の３月31日

までの間にある子 

 (３) 満22歳に達する日以後の最初の３月31日

までの間にある孫 

 (４) （略） 

 (５) （略） 

 (６) （略） 

３ 扶養手当の月額は、前項第１号及び第３号か

ら第６号までに掲げる扶養親族（以下「扶養親

族たる配偶者、父母等」という。）については

１人につき6,500円、同項第２号に掲げる扶養

親族（以下「扶養親族たる子」という。）につ

いては１人につき10,000円とする。 

 

４ （略） 

 

第12条 新たに職員となった者に扶養親族がある

場合又は職員に次の各号のいずれかに掲げる事

実が生じた場合においては、その職員は、直ち

にその旨を任命権者に届け出なければならな

い。 

 

 

 

 (１) （略） 

 (２) 扶養親族としての要件を欠くに至った者

がある場合（扶養親族たる子又は前条第２項

第３号若しくは第５号に掲げる扶養親族が、

満22歳に達した日以後の最初の３月31日の経

過により、扶養親族たる要件を欠くに至った

場合を除く。） 

 

 

 

 ものをいう。 

 (１) （略） 

 (２) 満22歳に達する日以後の最初の３月31日

までの間にある子及び孫 

 (３) （略） 

 

 (４) （略） 

 (５) （略） 

 

３ 扶養手当の月額は、前項第１号に掲げる扶養

親族については13,000円、同項第２号から第５

号までに掲げる扶養親族（次条において「扶養

親族たる子、父母等」という。）については１

人につき6,500円（職員に配偶者がない場合に

あっては、そのうち１人については11,000円）

とする。 

４ （略） 

 

第12条 新たに職員となった者に扶養親族がある

場合又は職員に次の各号のいずれかに該当する

事実が生じた場合においては、その職員は、直

ちにその旨（新たに職員となった者に扶養親族

がある場合又は職員に第１号に該当する事実が

生じた場合において、その職員に配偶者がない

ときは、その旨を含む。）を任命権者に届け出

なければならない。 

 (１) （略） 

 (２) 扶養親族としての要件を欠くに至った者

がある場合（前条第２項第２号又は第４号に

該当する扶養親族が、満22歳に達した日以後

の最初の３月31日の経過により、扶養親族た

る要件を欠くに至った場合を除く。） 

 

 (３) 扶養親族たる子、父母等がある職員が配

偶者のない職員となった場合（前号に該当す

る場合を除く。） 
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改正後 改正前 

 

 

 

２ 扶養手当の支給は、新たに職員となった者に

扶養親族がある場合においてはその者が職員と

なった日、職員に扶養親族で前項の規定による

届出に係るものがない場合においてその職員に

同項第１号に掲げる事実が生じたときはその事

実が生じた日の属する月の翌月（これらの日が

月の初日であるときは、その日の属する月）か

ら開始し、扶養手当を受けている職員が離職

し、又は死亡した場合においてはそれぞれその

者が離職し、又は死亡した日、扶養手当を受け

ている職員の扶養親族で同項の規定による届出

に係るものの全てが扶養親族たる要件を欠くに

至った場合においてはその事実が生じた日の属

する月（これらの日が月の初日であるときは、

その日の属する月の前月）をもって終わる。た

だし、扶養手当の支給の開始については、前項

の規定による届出が、これに係る事実の生じた

日から15日を経過した後にされたときは、その

届出を受理した日の属する月の翌月（その日が

月の初日であるときは、その属する月）から行

うものとする。 

３ 扶養手当は、次の各号のいずれかに掲げる事

実が生じた場合においては、その事実が生じた

日の属する月の翌月（その日が月の初日である

ときは、その日の属する月）からその支給額を

改定する。前項ただし書の規定は、第１号に掲

げる事実が生じた場合における扶養手当の支給

額の改定について準用する。 

 

 

 

 

 

 (４) 扶養親族たる子、父母等がある職員が配

偶者を有するに至った場合（第１号に該当す

る場合を除く。） 

２ 扶養手当の支給は、新たに職員となった者に 

 扶養親族がある場合においてはその者が職員と

なった日、扶養親族がない職員に前項第１号に

掲げる事実が生じた場合においてはその事実が

生じた日の属する月の翌月（これらの日が月の

初日であるときは、その日の属する月）から開

始し、扶養手当を受けている職員が離職し、又

は死亡した場合においてはそれぞれの者が離職

し、又は死亡した日、扶養手当を受けている職

員の扶養親族で同項の規定による届出に係るも

ののすべてが扶養親族たる要件を欠くに至った

場合においてはその事実が生じた日の属する月

（これらの日が月の初日であるときは、その日

の属する月の前月）をもって終わる。ただし、

扶養手当の支給の開始については、前項の規定

による届出が、これに係る事実の生じた日から

15日を経過した後にされたときは、その届出を

受理した日の属する月の翌月（その日が月の初

日であるときは、その属する月）から行うもの

とする。 

 

３ 扶養手当は、これを受けている職員に更に第

１項第１号に掲げる事実が生じた場合、扶養手

当を受けている職員の扶養親族で同項の規定に

よる届出に係るものの一部が扶養親族たる要件

を欠くに至った場合、扶養手当を受けている職

員について同項第３号若しくは第４号に掲げる

事実が生じた場合又は職員の扶養親族たる子で

同項の規定による届出に係るもののうち特定期

間にある子でなかった者が特定期間にある子と

なった場合においては、これらの事実が生じた

日の属する月の翌月（これらの日が月の初日で

あるときは、その日の属する月）からその支給 
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改正後 改正前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (１) 扶養手当を受けている職員に更に第１項

第１号に掲げる事実が生じた場合 

 (２) 扶養手当を受けている職員の扶養親族で

第１項の規定による届出に係るものの一部が

扶養親族たる要件を欠くに至った場合 

 (３) 職員の扶養親族たる子で第１項の規定に

よる届出に係るもののうち特定期間にある子

でなかった者が特定期間にあることとなった

場合 

 

 （勤勉手当） 

第22条 （略） 

２ 勤勉手当の額は、勤勉手当基礎額に、任命権

者が規則で定める基準にしたがって定める割合

を乗じて得た額とする。この場合において、任

命権者が支給する勤勉手当の額の、その者に所

属する次の各号に掲げる職員の区分ごとの総額

は、それぞれ当該各号に掲げる額を超えてはな

らない。 

 (１) 前項の職員のうち再任用職員以外の職員 

  当該職員の勤勉手当基礎額に当該職員がそれ

ぞれその基準日現在（退職し、若しくは失職

し、又は死亡した職員にあっては、退職し、 

 額を改定する。前項ただし書の規定は、扶養手

当を受けている職員に更に第１項第１号に掲げ

る事実が生じた場合における扶養手当の支給額

の改定（扶養親族たる子、父母等で同項の規定

による届出に係るものがある職員で配偶者のな

いものが扶養親族たる配偶者を有するに至った

場合における当該扶養親族たる子、父母等に係

る扶養手当の支給額の改定を除く。）及び扶養

手当を受けている職員のうち扶養親族たる子、

父母等で同項の規定による届出に係るものがあ

る職員が配偶者のいない職員となった場合にお

ける当該扶養親族たる子、父母等に係る扶養手

当の支給額の改定について準用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （勤勉手当） 

第22条 （略） 

２ 勤勉手当の額は、勤勉手当基礎額に、任命権

者が規則で定める基準にしたがって定める割合

を乗じて得た額とする。この場合において、任

命権者が支給する勤勉手当の額の、その者に所

属する次の各号に掲げる職員の区分ごとの総額

は、それぞれ当該各号に掲げる額を超えてはな

らない。 

 (１) 前項の職員のうち再任用職員以外の職員 

  当該職員の勤勉手当基礎額に当該職員がそれ

ぞれその基準日現在（退職し、若しくは失職

し、又は死亡した職員にあっては、退職し、 

 



― 7 ― 

改正後 改正前 

  若しくは失職し、又は死亡した日現在。次項

において同じ。）において受けるべき扶養手

当の月額を加算した額に100分の85を乗じて

得た額の総額 

 (２) 前項の職員のうち再任用職員 当該再任

用職員の勤勉手当基礎額に100分の40を乗じ

て得た額の総額 

３～５ （略） 

 

 

別表第２（第６条関係） 

行政職給料表 

職務 
の級 １ 級 ２ 級 ３ 級 ４ 級 ５ 級 ６ 級 

号給 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 

 円 円 円 円 円 円 

1 141,600 191,700 227,900 261,100 287,100 317,700 

2 142,700 193,500 229,500 263,000 289,300 319,900 

3 143,900 195,300 231,000 264,800 291,600 322,200 

4 145,000 197,100 232,600 266,900 293,700 324,400 

       

5 146,100 198,700 234,100 268,700 295,700 326,600 

6 147,200 200,500 235,800 270,600 298,000 328,600 

7 148,300 202,300 237,300 272,500 300,300 330,800 

8 149,400 204,100 238,900 274,600 302,500 333,000 

       

9 150,500 205,800 240,300 276,700 304,600 335,100 

10 151,900 207,600 241,800 278,700 306,900 337,300 

11 153,200 209,400 243,400 280,800 309,100 339,400 

12 154,500 211,200 244,800 282,800 311,400 341,600 

       

13 155,800 212,600 246,300 284,800 313,500 343,500 

14 157,300 214,400 247,800 286,900 315,600 345,500 

15 158,800 216,100 249,100 288,900 317,800 347,600 

16 160,400 217,900 250,500 290,900 319,900 349,600 

       

17 161,700 219,600 252,000 292,900 322,000 351,400 

18 163,200 221,300 253,700 294,900 324,000 353,400 

19 164,700 222,900 255,400 297,000 326,100 355,200 

20 166,200 224,500 257,200 299,000 328,100 357,100 

       

21 167,600 226,000 258,800 301,000 330,000 359,100 

22 170,300 227,700 260,600 303,100 332,100 361,000 

23 172,900 229,300 262,300 305,100 334,100 363,000 

24 175,500 230,900 264,000 307,200 336,200 364,900 

       

  

  若しくは失職し、又は死亡した日現在。次項

において同じ。）において受けるべき扶養手

当の月額を加算した額に100分の80を乗じて

得た額の総額 

 (２) 前項の職員のうち再任用職員 当該再任

用職員の勤勉手当基礎額に100分の37.5を乗

じて得た額の総額 

３～５ （略） 

 

 

別表第２（第６条関係） 

行政職給料表 

職務 
の級 １ 級 ２ 級 ３ 級 ４ 級 ５ 級 ６ 級 

号給 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 

 円 円 円 円 円 円 

1 140,100 190,200 226,400 259,900 286,200 317,000 

2 141,200 192,000 228,000 261,900 288,400 319,200 

3 142,400 193,800 229,500 263,700 290,700 321,500 

4 143,500 195,600 231,100 265,800 292,900 323,700 

       

5 144,600 197,200 232,600 267,700 294,900 326,000 

6 145,700 199,000 234,300 269,600 297,200 328,000 

7 146,800 200,800 235,800 271,600 299,500 330,200 

8 147,900 202,600 237,400 273,700 301,800 332,400 

       

9 149,000 204,300 238,900 275,800 303,900 334,500 

10 150,400 206,100 240,400 277,800 306,200 336,700 

11 151,700 207,900 242,000 279,900 308,400 338,800 

12 153,000 209,700 243,500 282,000 310,700 341,000 

       

13 154,300 211,100 245,000 284,000 312,900 343,000 

14 155,800 212,900 246,500 286,100 315,000 345,000 

15 157,300 214,600 247,900 288,100 317,200 347,100 

16 158,900 216,400 249,300 290,200 319,300 349,100 

       

17 160,200 218,100 250,800 292,200 321,400 351,000 

18 161,700 219,800 252,600 294,200 323,400 353,000 

19 163,200 221,400 254,300 296,300 325,500 354,800 

20 164,700 223,000 256,100 298,300 327,500 356,700 

       

21 166,100 224,500 257,800 300,400 329,500 358,700 

22 168,800 226,200 259,600 302,500 331,600 360,600 

23 171,400 227,800 261,400 304,500 333,600 362,600 

24 174,000 229,400 263,100 306,600 335,700 364,500 

       

  

  



― 8 ― 

改正後 改正前 

  
25 178,200 232,200 266,000 309,000 337,700 366,900 

26 179,900 233,700 267,900 311,100 339,600 368,800 

27 181,600 235,100 269,700 313,200 341,500 370,800 

28 183,300 236,400 271,500 315,200 343,400 372,800 

       

29 184,800 237,700 273,200 317,100 345,100 374,300 

30 186,600 238,900 275,100 319,100 347,000 376,100 

31 188,400 239,900 277,000 321,200 348,900 377,900 

32 190,100 241,100 278,700 323,300 350,700 379,500 

       

33 191,700 242,400 280,400 324,700 352,600 381,300 

34 193,200 243,600 282,300 326,700 354,400 382,700 

35 194,700 244,800 284,100 328,600 356,200 384,200 

36 196,200 246,100 286,000 330,700 357,900 385,800 

       

37 197,500 247,000 287,600 332,600 359,300 387,200 

38 198,800 248,400 289,300 334,500 360,600 388,400 

39 200,100 249,800 291,100 336,500 362,000 389,600 

40 201,400 251,300 292,900 338,400 363,400 390,700 

       

41 202,700 252,700 294,600 340,300 364,700 391,800 

42 204,000 254,100 296,300 342,200 365,600 393,000 

43 205,300 255,500 297,900 344,000 366,700 394,200 

44 206,600 256,800 299,500 345,900 367,800 395,300 

       

45 207,800 258,000 301,200 347,400 368,600 396,000 

46 209,100 259,300 302,900 348,800 369,500 396,700 

47 210,400 260,700 304,500 350,300 370,400 397,400 

48 211,700 262,000 306,200 351,800 371,300 398,100 

       

49 212,800 263,300 307,300 353,400 372,200 398,700 

50 213,900 264,400 308,800 354,200 373,000 399,300 

51 214,900 265,700 310,300 355,400 373,800 399,800 

52 216,000 267,000 311,900 356,400 374,600 400,200 

       

53 217,100 268,000 313,500 357,300 375,300 400,600 

54 218,100 269,100 315,100 358,400 376,000 400,900 

55 219,000 270,400 316,700 359,300 376,700 401,200 

56 220,000 271,700 318,200 360,400 377,400 401,500 

       

57 220,600 272,800 319,700 361,300 377,900 401,800 

58 221,500 273,800 320,900 362,000 378,500 402,100 

59 222,300 274,800 322,100 362,700 379,100 402,400 

60 223,200 275,900 323,300 363,400 379,800 402,700 

       

61 223,900 277,100 324,000 363,800 380,200 403,000 

62 224,900 278,100 324,900 364,400 380,900 403,300 

63 225,700 279,000 325,700 365,100 381,500 403,600 

64 226,600 280,000 326,500 365,800 382,100 403,900 

       

  

  
25 176,700 230,800 265,100 308,400 337,300 366,500 

26 178,400 232,300 267,000 310,500 339,200 368,400 

27 180,100 233,800 268,800 312,600 341,100 370,400 

28 181,800 235,100 270,700 314,600 343,000 372,400 

       

29 183,300 236,400 272,400 316,600 344,700 373,900 

30 185,100 237,600 274,300 318,600 346,600 375,700 

31 186,900 238,700 276,200 320,700 348,500 377,500 

32 188,600 239,900 278,000 322,800 350,300 379,100 

       

33 190,200 241,200 279,700 324,300 352,200 380,900 

34 191,700 242,500 281,600 326,300 354,000 382,300 

35 193,200 243,700 283,400 328,200 355,800 383,800 

36 194,700 245,000 285,300 330,300 357,500 385,400 

       

37 196,000 246,000 287,000 332,200 358,900 386,800 

38 197,300 247,400 288,700 334,100 360,200 388,000 

39 198,600 248,900 290,500 336,100 361,600 389,200 

40 199,900 250,400 292,300 338,000 363,000 390,300 

       

41 201,200 251,800 294,000 339,900 364,300 391,400 

42 202,500 253,200 295,700 341,800 365,200 392,600 

43 203,800 254,600 297,400 343,600 366,300 393,800 

44 205,100 256,000 299,000 345,500 367,400 394,900 

       

45 206,300 257,200 300,700 347,000 368,200 395,600 

46 207,600 258,500 302,400 348,400 369,100 396,300 

47 208,900 259,900 304,000 349,900 370,000 397,000 

48 210,200 261,300 305,700 351,400 370,900 397,700 

       

49 211,300 262,600 306,900 353,000 371,800 398,300 

50 212,400 263,700 308,400 353,800 372,600 398,900 

51 213,400 265,000 309,900 355,000 373,400 399,400 

52 214,500 266,300 311,500 356,000 374,200 399,800 

       

53 215,600 267,400 313,100 356,900 374,900 400,200 

54 216,600 268,500 314,700 358,000 375,600 400,500 

55 217,500 269,800 316,300 358,900 376,300 400,800 

56 218,500 271,100 317,800 360,000 377,000 401,100 

       

57 219,200 272,200 319,300 360,900 377,500 401,400 

58 220,100 273,200 320,500 361,600 378,100 401,700 

59 221,000 274,300 321,700 362,300 378,700 402,000 

60 221,900 275,400 322,900 363,000 379,400 402,300 

       

61 222,600 276,600 323,600 363,400 379,800 402,600 

62 223,600 277,600 324,500 364,000 380,500 402,900 

63 224,500 278,500 325,300 364,700 381,100 403,200 

64 225,400 279,500 326,100 365,400 381,700 403,500 
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改正後 改正前 

  
65 227,300 280,700 327,400 366,100 382,500 404,200 

66 228,100 281,600 327,800 366,800 383,100 404,500 

67 229,000 282,300 328,500 367,500 383,700 404,800 

68 230,100 283,200 329,300 368,200 384,300 405,100 

       

69 230,800 284,200 330,100 368,500 384,700 405,300 

70 231,500 285,000 330,800 369,100 385,200 405,600 

71 232,100 285,800 331,500 369,800 385,700 405,900 

72 232,900 286,600 332,200 370,400 386,300 406,200 

       

73 233,700 287,400 332,700 370,700 386,600 406,400 

74 234,400 287,900 333,300 371,300 387,000 406,700 

75 235,100 288,300 333,800 372,000 387,400 407,000 

76 235,700 288,800 334,400 372,600 387,800 407,200 

       

77 236,400 288,900 334,700 373,000 388,100 407,400 

78 237,200 289,300 335,200 373,500 388,400 407,700 

79 238,000 289,500 335,600 374,100 388,700 408,000 

80 238,700 289,900 336,100 374,600 389,000 408,200 

       

81 239,400 290,100 336,500 375,100 389,200 408,400 

82 240,100 290,300 337,000 375,700 389,500 408,700 

83 240,800 290,700 337,500 376,200 389,800 409,000 

84 241,500 291,000 338,000 376,500 390,000 409,200 

       

85 242,100 291,300 338,300 376,900 390,200 409,400 

86 242,800 291,600 338,700 377,400 390,500  

87 243,500 291,900 339,200 377,800 390,800  

88 244,200 292,300 339,600 378,200 391,000  

       

89 244,900 292,600 339,900 378,600 391,200  

90 245,400 293,000 340,300 379,100 391,500  

91 245,800 293,300 340,800 379,500 391,800  

92 246,300 293,700 341,200 379,900 392,000  

       

93 246,600 293,800 341,400 380,200 392,200  

94  294,000 341,800    

95  294,400 342,300    

96  294,800 342,700    

       

97  295,000 342,800    

98  295,300 343,300    

99  295,700 343,700    

100  296,100 344,000    

       

101  296,300 344,300    

102  296,600 344,700    

103  297,000 345,100    

104  297,300 345,500    

       

  

  
65 226,100 280,300 327,000 365,700 382,100 403,800 

66 227,000 281,200 327,400 366,400 382,700 404,100 

67 227,900 281,900 328,100 367,100 383,300 404,400 

68 229,000 282,800 328,900 367,800 383,900 404,700 

       

69 229,800 283,800 329,700 368,100 384,300 404,900 

70 230,500 284,600 330,400 368,700 384,800 405,200 

71 231,200 285,400 331,100 369,400 385,300 405,500 

72 232,000 286,200 331,800 370,000 385,900 405,800 

       

73 232,800 287,000 332,300 370,300 386,200 406,000 

74 233,500 287,500 332,900 370,900 386,600 406,300 

75 234,200 287,900 333,400 371,600 387,000 406,600 

76 234,900 288,400 334,000 372,200 387,400 406,800 

       

77 235,600 288,500 334,300 372,600 387,700 407,000 

78 236,400 288,900 334,800 373,100 388,000 406,200 

79 237,200 289,100 335,200 373,700 388,300 406,500 

80 238,000 289,500 335,700 374,200 388,600 406,700 

       

81 238,700 289,700 336,100 374,700 388,800 406,900 

82 239,400 289,900 336,600 375,300 389,100 407,200 

83 240,100 290,300 337,100 375,800 389,400 407,500 

84 240,800 290,600 337,600 376,100 389,600 407,700 

       

85 241,500 290,900 337,900 376,500 389,800 407,900 

86 242,200 291,200 338,300 377,000 390,100  

87 242,900 291,500 338,800 377,400 390,400  

88 243,600 291,900 339,200 377,800 390,600  

       

89 244,300 292,200 339,500 378,200 390,800  

90 244,800 292,600 339,900 378,700 391,100  

91 245,300 292,900 340,400 379,100 391,400  

92 245,800 293,300 340,800 379,500 391,600  

       

93 246,100 293,400 341,000 379,800 391,800  

94  293,600 341,400    

95  294,000 341,900    

96  294,400 342,300    

       

97  294,600 342,400    

98  294,900 342,900    

99  295,300 343,300    

100  295,700 343,600    

       

101  295,900 343,900    

102  296,200 344,300    

103  296,600 344,700    

104  296,900 345,100    

       

  

 



― 10 ― 

改正後 改正前 

  
105  297,500 346,000    

106  297,800 346,400    

107  298,200 346,800    

108  298,500 347,200    

       

109  298,700 347,700    

110  299,100 348,100    

111  299,500 348,400    

112  299,800 348,700    

       

113  299,900 349,200    

114  300,200     

115  300,500     

116  300,900     

       

117  301,100     

118  301,300     

119  301,600     

120  301,900     

       

121  302,300     

122  302,500     

123  302,800     

124  303,100     

       

125  303,400     

再任用
職員 

186,900 214,400 254,400 273,800 288,900 314,300 

 

 備考 この表は、他の給料表の適用を受けない

全ての職員に適用する。ただし、第24条に

規定する職員を除く。 

  
105  297,100 345,600    

106  297,400 346,000    

107  297,800 346,400    

108  298,100 346,800    

       

109  298,300 347,300    

110  298,700 347,700    

111  299,100 348,000    

112  299,400 348,300    

       

113  299,500 348,800    

114  299,800     

115  300,100     

116  300,500     

       

117  300,700     

118  300,900     

119  301,200     

120  301,500     

       

121  301,900     

122  302,100     

123  302,400     

124  302,700     

       

125  303,000     

再任用
職員 

186,500 214,000 254,000 273,400 288,500 313,900 

 

 備考 この表は、他の給料表の適用を受けない

全ての職員に適用する。ただし、第24条に

規定する職員を除く。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、この条例による改正後の中城村職員の給与に関する

条例（以下「改正後の給与条例」という。）の第11条、第12条及び附則第４項の規定は、平成29年４

月１日から適用する。 

２ 改正後の給与条例の別表第２（第６条関係）の規定は、平成28年４月１日から適用する。 

 （給与の内払） 

３ 改正後の給与条例の規定を適用する場合においては、改正前の中城村職員の給与に関する条例の規

定に基づいて支給された給与は、改正後の給与条例の規定による給与の内払とみなす。 

 （扶養手当に関する特例） 

４ 平成29年４月１日から平成30年３月31日までの間は、改正後の給与条例第11条第３項及び第12条の

規定の適用については、同項中「前項第１号及び第３号から第６号までに掲げる扶養親族（以下

「扶養親族たる配偶者、父母等」という。）については１人につき6,500円、同項第２号に掲げる扶
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養親族（以下「扶養親族たる子」という。）については１人につき10,000円」とあるのは「前項第１

号に掲げる扶養親族（以下「扶養親族たる配偶者」という。）については10,000円、同項第２号に掲

げる扶養親族（以下「扶養親族たる子」という。）については１人につき8,000円（職員に配偶者が

いない場合にあっては、そのうち１人については10,000円）、同項第３号から第６号までに掲げる扶

養親族（以下「扶養親族たる父母等」という。）については１人につき6,500円（職員に配偶者及び

扶養親族たる子がいない場合にあっては、そのうち１人については9,000円）」と、同条第１項中

「その旨」とあるのは「その旨（新たに職員となった者に扶養親族がある場合又は職員に第１号に

掲げる事実が生じた場合において、その職員に配偶者がいないときは、その旨を含む。）」と、同項

中「(２) 扶養親族たる要件を欠くに至った者がある場合（扶養親族たる子又は前条第２項第３号

若しくは第５号に掲げる扶養親族が、満22歳に達した日以後の最初の３月31日の経過により、扶養

親族たる要件を欠く場合を除く。）」とあるのは 

 「(２)扶養親族たる要件を欠くに至ったものがある場合(扶養親族たる子又は前条第２項第３号若し

くは第５号に該当する扶養親族が、満22歳に達した日以後の最初の３月31日の経過により、扶養親

族たる要件を欠くに至った場合を除く。) 

 (３)扶養親族たる子又は扶養親族たる父母等がある職員が配偶者のない職員となった場合(前号に該

当する場合を除く。) 

 (４)扶養親族たる子又は扶養親族たる父母等がある職員が配偶者を有するに至った場合(第１号に該

当する場合を除く。)」と、同条第３項中「においては、その」とあるのは「又は扶養手当を受け

ている職員について第１項第３号に掲げる事実が生じた場合においては、これらの」と、「その日

が」とあるのは「これらの日が」と、「の改定」とあるのは「の改定（扶養親族たる子で第１項の

規定による届出に係るものがある職員で配偶者のいないものが扶養親族たる配偶者を有するに至っ

た場合における当該扶養親族たる子に係る扶養手当の支給額の改定並びに扶養親族たる父母等で同

項の規定による届出に係るものがある職員であって配偶者及び扶養親族たる子で同項の規定による

届出に係るもののないものが扶養親族たる配偶者又は扶養親族たる子を有するに至った場合におけ

る当該扶養親族たる父母等に係る扶養手当の支給額の改定を除く。）、扶養手当を受けている職員の

うち扶養親族たる子で第１項の規定による届出に係るものがある職員が配偶者のない職員となった

場合における当該扶養親族たる子に係る扶養手当の支給額の改定及び扶養手当を受けている職員の

うち扶養親族たる父母等で同項の規定による届出に係るものがある職員であって扶養親族たる子で

同項の規定による届出に係るもののないものが配偶者のない職員となった場合における当該扶養親

族たる父母等に係る扶養手当の支給額の改定」とする。 

 （勤勉手当に関する経過措置） 

５ 改正後の給与条例第22条中の規定について、平成28年12月期に限り、同条第２項第１号の「100分

の85」とあるのは「100分の90」とし、同条第２項第２号の「100分の40」とあるのは、「100分の

42.5」とする。 

 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１０時０３分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時３２分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 
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 これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１０時３２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時３３分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第46号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第46号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第46号 中城村職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例を採決いたしま

す。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第46号 中城村職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例は原案のとお

り可決されました。 

 次に、日程第４ 議案第47号 中城村特別職

の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例の一部を改正する条例を議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第47号 中城村特別職

の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例の一部を改正する条例について御提案申し上

げます。 

 
 

議案第47号 

 

中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の 

一部を改正する条例 

 

 中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例(昭和47年中城村条例第18号)の

一部を別紙のとおり改正したいので、地方自治法(昭和22年法律第67号）第96条第１項の規定に

より、議会の議決を求める。 

 

  平成28年11月25日提出 

中城村長 浜 田 京 介 

 

提 案 理 由 

 勤勉手当の支給割合を引き上げ改定する中城村の一般職員との均衡を考慮し、特別職で常勤の

ものの期末手当の支給割合を引上げ改定する必要がある。 
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   中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 

 中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例(昭和47年中城村条例第18号)の一部を

次のように改正する。 

改正後 改正前 

 （期末手当） 

第４条 （略） 

２ 前項の期末手当の額は、その特別職の職員の

受ける給料月額に給料月額の100分の10を乗じ

て得た額を加算した額に、６月10日は100分の

155、12月10日は100分の170を乗じて得た額と

する。 

 （期末手当） 

第４条 （略） 

２ 前項の期末手当の額は、その特別職の職員の

受ける給料月額に給料月額の100分の10を乗じ

て得た額を加算した額に、６月10日は100分の

150、12月10日は100分の165を乗じて得た額と

する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （期末手当に関する経過措置） 

２ 改正後の中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例（以下「改正後の給与条例」

という。）第４条第２項の規定の適用については、平成28年度分に限り、「100分の155」を「100分の

150」に、「100分の170」を「100分の175」を乗じて得た額とする。 

 （給与の内払い） 

３ 改正後の給与条例の適用を行う場合には、改正前の中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅

費に関する条例の規定に基づいて支給された給与は、改正後の給与条例による内払とみなす。 

 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 これから質疑を行います。ほかに質疑ありま

せんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第47号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第47号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第47号 中城村特別職の職員で

常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部

を改正する条例を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第47号 中城村特別職の職員

で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一

部を改正する条例は原案のとおり可決されま
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した。 

 日程第５ 議案第48号 中城村議会の議員の

報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例を議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第48号 中城村議会の

議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例について御提案申し上げます。 

 

 
 

議案第48号 

 

中城村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の 

一部を改正する条例 

 

 中城村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例(昭和47年中城村条例第８号)の一部を別

紙のとおり改正したいので、地方自治法(昭和22年法律第67号）第96条第１項の規定により、議

会の議決を求める。 

 

  平成28年11月25日提出 

中城村長 浜 田 京 介 

 

提 案 理 由 

 勤勉手当の支給割合を引上げ改定する中城村の一般職員との均衡を考慮し、中城村議会の議員

の期末手当の支給割合を引上げ改定する必要がある。 

 

 

   中城村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

 中城村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例(昭和47年中城村条例第８号)の一部を次のよう

に改正する。 

改正後 改正前 

 （期末手当） 

第５条 （略） 

２ 前項の期末手当の額は議員の受ける報酬月額

に報酬月額の100分の10を乗じて得た額を加算

した額に、６月10日は100分の155、12月10日は

100分の170を乗じて得た額とする。 

 （期末手当） 

第５条 （略） 

２ 前項の期末手当の額は議員の受ける報酬月額

に報酬月額の100分の10を乗じて得た額を加算

した額に、６月10日は100分の150、12月10日は

100分の165を乗じて得た額とする。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 
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 （期末手当に関する経過措置） 

２ 改正後の中城村議会議員の報酬及び費用弁償に関する条例（以下「改正後の報酬条例」という。）

第５条第２項の規定の適用については、平成28年度に限り、「100分の155」を「100分の150」に

「100分の170」を「100分の175」とする。 

 （期末手当の内払） 

３ 改正後の報酬条例の適用を行う場合には、改正前の中城村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関す

る条例に基づいて支払われた期末手当は、改正後の報酬条例の内払とみなす。 

 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第48号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第48号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第48号 中城村議会の議員の報

酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す

る条例を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第48号 中城村議会の議員の

報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例は原案のとおり可決されました。 

 日程第６ 議案第49号 平成28年度中城村一

般会計補正予算（第４号）を議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第49号 平成28年度中

城村一般会計補正予算（第４号）について御提

案申し上げます。 

 

議案第49号 

 

平成28年度中城村一般会計補正予算（第４号） 

 

 平成28年度中城村一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ10,332千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ7,037,069千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金 
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 額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

  平成28年11月25日提出 

中城村長  浜 田 京 介 

 

第１表  歳 入 歳 出 予 算 補 正 

（歳 入） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

15 県支出金   1,253,743 5,892 1,259,635 

  ２ 県補助金 823,128 5,892 829,020 

18 繰入金   153,037 4,440 157,477 

  ２ 基金繰入金 151,879 4,440 156,319 

歳 入 合 計 7,026,737 10,332 7,037,069 

 

（歳 出） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 議会費   100,615 697 101,312 

  １ 議会費 100,615 697 101,312 

２ 総務費   1,088,657 △4,878 1,083,779 

  １ 総務管理費 916,591 △2,047 914,544 

  ２ 徴税費 94,028 △1,576 92,452 

  ３ 戸籍住民基本台帳費 49,642 △1,255 48,387 

３ 民生費   2,645,037 △849 2,644,188 

  １ 社会福祉費 1,153,219 658 1,153,877 

  ２ 児童福祉費 1,491,818 △1,507 1,490,311 

４ 衛生費   807,752 △2,564 805,188 

  １ 保健衛生費 406,506 △2,756 403,750 

  ２ 清掃費 401,246 192 401,438 

６ 農林水産業費   152,004 300 152,304 

  １ 農業費 139,643 233 139,876 

  ３ 水産業費 11,502 67 11,569 

７ 商工費   144,214 7,977 152,191 

  １ 商工費 144,214 7,977 152,191 
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款 項 補正前の額 補正額 計 

８ 土木費   465,906 5,326 471,232 

  １ 土木管理費 23,074 4,664 27,738 

  ２ 道路橋梁費 282,317 110 282,427 

  ４ 都市計画費 40,214 552 40,766 

10 教育費   724,507 4,323 728,830 

  １ 教育総務費 109,886 533 110,419 

  ４ 幼稚園費 91,394 240 91,634 

  ５ 社会教育費 192,263 3,316 195,579 

  ６ 保健体育費 104,022 234 104,256 

歳 出 合 計 7,026,737 10,332 7,037,069 

 

 

 それでは歳入歳出ともに第１表歳入歳出予算

補正で読み上げて御提案申し上げます。 

 歳入、15款県支出金、２項県補助金、補正前

の額８億2,312万8,000円、補正額589万2,000円、

合計で８億2,902万円。 

 18款繰入金、２項基金繰入金、補正前の額１

億5,187万9,000円、補正額444万円、合計で１

億5,631万9,000円。 

 歳入合計、補正前の額70億2,673万7,000円、

補正額1,033万2,000円、合計で70億3,706万

9,000円。 

 続いて、歳出でございます。歳出、１款議会

費、１項議会費、補正前の額１億61万5,000円、

補正額69万7,000円、合計で１億131万2,000円。 

 ２款総務費、１項総務管理費、補正前の額９

億1,659万1,000円、補正額204万7,000円の減額

補正、合計で９億1,454万4,000円。２項徴税費、

補正前の額9,402万8,000円、補正額157万6,000

円の減額補正。合計で9,245万2,000円。３項戸

籍住民基本台帳費、補正前の額4,964万2,000円、

補正額125万5,000円の減額補正、合計で4,838

万7,000円。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、補正前の額11

億5,321万9,000円、補正額65万8,000円、合計

で11億5,387万7,000円。２項児童福祉費、補正

前の額14億9,181万8,000円、補正額150万7,000

円の減額補正、合計で14億9,031万1,000円。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、補正前の額４

億650万6,000円、補正額275万6,000円の減額補

正、合計で４億375万円。２項清掃費、補正前

の額４億124万6,000円、補正額19万2,000円、

合計４億143万8,000円。 

 ６款農林水産業費、１項農業費、補正前の額

１億3,964万3,000円、補正額23万3,000円、合

計で１億3,987万6,000円。３項水産業費、補正

前の額1,150万2,000円、補正額６万7,000円、

合計で1,156万9,000円。 

 ７款商工費、１項商工費、補正前の額１億

4,421万4,000円、補正額797万7,000円、合計で

１億5,219万1,000円。 

 ８款土木費、１項土木管理費、補正前の額

2,307万4,000円、補正額466万4,000円、合計で

2,773万8,000円。２項道路橋梁費、補正前の額

２億8,231万7,000円、補正額11万円、合計で２

億8,242万7,000円。４項都市計画費、補正前の

額4,021万4,000円、補正額55万2,000円、合計

で4,076万6,000円。 

 10款教育費、１項教育総務費、補正前の額１
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億988万6,000円、補正額53万3,000円、合計で

１億1,041万9,000円。４項幼稚園費、補正前の

額9,139万4,000円、補正額24万円、合計で

9,163万4,000円。５項社会教育費、補正前の額

１億9,226万3,000円、補正額331万6,000円、合

計で１億9,557万9,000円。６項保健体育費、補

正前の額１億402万2,000円、補正額23万4,000

円、合計で１億425万6,000円。 

 歳出合計、補正前の額70億2,673万7,000円、

補正額1,033万2,000円、合計で70億3,706万

9,000円。 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１０時４５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時５１分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。ほかに質疑ありま

せんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第49号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第49号は委員会付託を省略し

ます。 

 次に、討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第49号 平成28年度中城村一般

会計補正予算（第４号）を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第49号 平成28年度中城村一

般会計補正予算（第４号）は原案のとおり可決

されました。 

 日程第７ 議案第50号 平成28年度中城村国

民健康保険特別会計補正予算（第２号）を議題

とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第50号 平成28年度中

城村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

について御提案申し上げます。 

 

議案第50号 

 

平成28年度中城村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 

 平成28年度中城村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ911千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ2,898,552千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の 
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 金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

  平成28年11月25日提出 

 

中城村長 浜 田 京 介 

 

第１表  歳 入 歳 出 予 算 補 正 

（歳 入） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

10 繰入金   256,191 △911 255,280 

  １ 他会計繰入金 256,190 △911 255,279 

歳 入 合 計 2,899,463 △911 2,898,552 

 

（歳 出） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 総務費   38,098 △911 37,187 

  １ 総務管理費 31,212 △911 30,301 

歳 出 合 計 2,899,463 △911 2,898,552 

 

 それでは歳入歳出読み上げて御提案申し上げ

ます。 

 第１表歳入歳出予算補正。歳入、10款繰入金、

１項他会計繰入金、補正前の額２億5,619万円、

補正額91万1,000円の補正減額、合計で２億

5,527万9,000円。 

 歳入合計、補正前の額28億9,946万3,000円、

補正額91万1,000円。合計で28億9,855万2,000

円。 

 続いて歳出。歳出、１款総務費、１項総務管

理費、補正前の額3,121万2,000円、補正額91万

1,000円、合計で3,030万1,000円。 

 歳出合計、補正前の額28億9,946万3,000円、

補正額91万1,000円の減額補正、合計で28億

9,855万2,000円。 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 これから質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１０時５５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時５６分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第50号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 
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○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第50号は委員会付託を省略し

ます。 

 次に、討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第50号 平成28年度中城村国民

健康保険特別会計補正予算（第２号）を採決い

たします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第50号 平成28年度中城村国

民健康保険特別会計補正予算（第２号）は原案

のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本臨時会はこれで閉会します。御苦労さまで

した。 

  閉 会（１０時５７分） 

 

 地方自治法第123条第２項の規定によりここ

に署名する。 

 

中城村議会議長 與那覇 朝 輝 

 

中城村議会議員 金 城   章 

 

中城村議会議員 伊 佐 則 勝 
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○議長 與那覇朝輝 皆さん、おはようござい

ます。ただいまより平成28年第７回中城村議会

定例会を開会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第

127条の規定により、９番 仲眞功浩議員及び

10番 安里ヨシ子議員を指名します。 

 日程第２ 会期の決定の件を議題といたしま

す。 

 お諮りします。本定例会の会期は本日12月９

日から12月16日までの８日間にしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、本議会の会期は本日12月９日から

12月16日までの８日間に決定しました。 

 日程第３ 諸般の報告を行います。お手元に

資料が配られておりますので、ごらんになって

ください。読み上げて報告に変えたいと思いま

す。 

諸般の報告について 

 平成28年９月９日より、平成28年12月８日ま

での諸般の報告を下記のとおり行います。 

記 

１ 例月現金出納検査の報告について 

 村監査委員より、平成28年９月、10月、

11月の例月現金出納検査の結果報告があり

ました。お手元に結果報告書をお配りして

ありますのでご参照下さい。 

２ 一部事務組合議会、介護保険広域連合議会、

後期高齢者医療広域連合議会報告について 

  それぞれの議会議員より、各議会における

議事の経過及び結果の報告がありました。

お手元に報告書をお配りしてありますので

ご参照下さい。 

３ 陳情、要請等の処理について 

 期間中に受理した陳情・要請等について

は12件受理し、12月６日の議会運営委員会

で協議した結果、配布してあります陳情等

処理一覧表のとおり、所管の常任委員会に

付託または資料配布といたします。 

４ 沖縄県町村議会議長会関係について 

○10月12日（水）定例理事会が自治会館で

開催され、議長が出席しております。 

○10月12日（水）定例総会が自治会館で開

催され、議長、事務局長が出席しており

ます。 

○10月13日（木）町村議会議員・議会事務

局職員研修会が糸満市で開催されており

ます。 

○11月９日（水）町村議会議長全国大会が

開催され、議長、事務局長が出席してお

ります。 

○11月16日（水）町村議会広報研修会が開

催されております。 

５ 中部地区町村議会議長会関係について 

○10月７日（金）10月定例会が嘉手納町で

開催され、議長、事務局長が出席してお

ります。 

○11月２日（水）議員・事務局職員親善ス

ポーツ大会が西原町で開催されておりま

す。 

○11月10日（木）県外行政視察研修が茨城

県で開催され、議長、事務局長が参加し

ております。 

６ そ の 他 

 その他の日程等については別紙をご参照

下さい。 

 その中で一番最後の沖縄県市町村総合事務組

合議会というのが初めて載っていますが、これ

は中部議長会が２年交代でありまして、私が今

回からこの委員会に回されております。この組

合は県の市町村職員退職手当組合、それと県の

市町村非常勤職員公務災害保障等組合、それか
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ら県の市町村消防補償等組合の３つが整理統合

されたものであります。ですからいろいろこう

いう補償関係等に関する取り扱い、内容はそう

いうのの取り扱いということで、これは全市町

村が加盟しておりまして、この議会の議員は12

名ですけれども、うるま市長以下12名となって

おります。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 日程第４ 行政報告を行います。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは行政報告を行いま

す。お手元の資料の１枚つづりのやつから初め

まして、そして主要施策の執行状況の調書に移

りたいと思っております。 

 それでは行政報告１枚つづりのやつで、読み

上げて御報告申し上げます。主なものとしまし

て、まずは９月、10月、11月についてのもので

ございます。 

 ９月４日には中城村陸上競技大会がございま

した。 

 ９月９日村海外移住者子弟研修生の歓迎会に

出席をしております。今年度はアルゼンチン、

そしてペルー、お二人の受け入れをいたしまし

た。 

 ９月11日には中部地区の老人クラブ連合会創

立50周年記念闘牛大会、これは初の試みですけ

れども、参加をさせていただきました。 

 ９月23日中城村役場新庁舎建設場所について

の住民説明会を行いました。数々の御意見を

賜ったところでございます。 

 10月に入りまして、10月16日には中頭郡の陸

上競技大会、これは西原町の陸上競技場でした

けれども、参加をして挨拶をさせていただいて

おります。 

 10月17日にはサンライズ推進協議会の要請行

動で、これは官民ともに要請行動をさせていた

だきました。南部国道事務所、沖縄総合事務局、

そこから11月１日の東京行動まで一緒の要請行

動でございます。 

 18日には九州治水大会に参加をし、21日には

世界のウチナーンチュ大会、若者ウチナーン

チュ大会の芸能フェスティバルを吉の浦会館で

開催をして、参加をしております。 

 10月22日、23日にはごさまるまつり。 

 10月27日からは世界のウチナーンチュ大会開

会式。 

 そして28日にはナカグスクンチュ交流大会。 

 そして30日の閉会式と、この週は世界のウチ

ナーンチュ大会の行事がめじろ押しでございま

した。 

 11月に入りまして、先ほどお話しましたサン

ライズ推進協議会の東京での要請行動、官民と

もにでございます。 

 11月５日には村の慰霊祭がございました。 

 11月15日には全国町村長大会。 

 11月19日、20日につきましては、プロジェク

ションマッピングがありました。 

 そして11月24日、これは新庁舎のプロポーザ

ル審査結果報告としまして、私のほうへの報告

で設計がもう決まったということで、いよいよ

スタートをしますということでございます。土

地に関しても非常に順調に推移しているようで

ございます。そしていよいよ設計に入っていく

ということで庁舎建設もいろいろ順調に推移し

ているということを御報告を申し上げます。 

 続いて28年度の主要施策の執行状況調書（第

３・四半期分）について、読み上げて御報告申

し上げます。 

 ページを開いていただきまして、１ページ、

まずは総務課のほうからでございます。事業名、

契約年月日、契約方法、契約金額、落札率、契

約の相手方の順に御報告申し上げます。まずは

13節中城村公共駐車場整備基本計画策定委託業

務、平成28年９月30日、指名競争入札、351万

円、100％、（株）オオバ沖縄支店。13節中城村

新庁舎設計業務、平成28年11月30日、随意契約、
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5,724万円、58.1％、（有）エン設計・米須建築

設計事務所 中城村新庁舎設計業務共同企業体

でございます。13節平成28年度所有者不明土地

実態調査業務委託、平成28年11月14日、指名競

争入札、313万2,000円、96.7％、永技研（株）。 

 続いて企画課でございます。企画課、11節中

城村勢要覧印刷製本業務、平成28年９月12日、

随意契約、336万9,600円、96.3％、（有）サン

印刷。13節個人番号利用事務セキュリティ強化

委託事業、平成28年10月５日、指名競争入札、

732万2,400円、78.5％、（株）国際システム。

13節ＬＧＷＡＮ系インターネット系分離委託業

務、平成28年11月30日、指名競争入札、1,791

万7,649円、57.8％、トラストコミュニケー

ション（株）。同じく13節防災拠点及び地域交

流施設整備事業、平成28年９月20日、指名競争

入札、231万1,200円、88％、オリジナル建築設

計室。19節自治体中間サーバープラットフォー

ム負担金、平成28年９月12日、これも負担金で

ございます、96万3,000円、地方公共団体情報

システム機構。 

 続いて企業立地・観光推進課、18節護佐丸観

光資源製作事業観光促進車購入事業、平成28年

10月７日、指名競争入札、348万8,151円、

99.2％、沖縄トヨペット（株）。19節中城村大

相撲土俵入り実行委員会補助金、平成28年10月

11日、補助金、100万円、同じく実行委員会で

ございます。 

 税務課のほうでございます。税務課、13節標

準宅地不動産鑑定事業、平成28年11月１日、随

意契約、205万6,320円、（株）はまもと不動産

鑑定。 

 続いて農林水産課、15節中城地区農道舗装及

び排水路工事（28）、平成28年９月21日、指名

競争入札、2,426万40円、95％、（有）渡久地建

設。13節中城地区農道舗装及び排水路工事現場

技術業務、平成28年10月31日、指名競争入札、

237万6,000円、95.7％、（株）沖橋エンジニア

リング。13節中城農業振興地域整備計画策定業

務委託、平成28年11月７日、随意契約、300万

円、96.4％、（株）リック。 

 続いて都市建設課、13節平成28年度久場前浜

原線調査業務、平成28年10月28日、指名競争入

札、264万6,000円、86.8％、（株）沖縄ランド

コンサルタント。同じく13節中城村橋梁定期点

検支援業務委託、平成28年７月11日、随意契約、

293万7,600円、（財）沖縄県建設技術センター。

15節平成28年度交通安全対策工事、平成28年９

月２日、指名競争入札、251万6,400円、62.9％、

（株）オパス。15節歴史の道復旧対策工事、平

成28年10月６日、指名競争入札、4,336万2,000

円、92.6％、（有）ヒロ建設。15節久場前浜原

線建設工事（２工区）、平成28年９月12日、指

名競争入札、7,573万2,840円、93％、（株）新

栄組・（有）仲建設工業 特定建設工事共同企

業体。同じく都市建設、17節村道中城城跡線用

地費、平成28年10月12日、随意契約、999万

3,207円、登又地内（１件）。同じく17節村道若

南線用地費、平成28年９月30日、随意契約、

123万6,827円、北上原地内（２件）。同じく17

節久場前浜原線用地購入費、平成28年11月30日、

随意契約、564万2,318円、泊地内（１件）、久

場地内（１件）。同じく都市建設課、13節平成

28年度南上原地区保留地草刈り処分業務（その

１）、平成28年９月１日、随意契約、180万

3,600円、（有）津城電気工事。同じく13節平成

28年度南上原地区産業廃棄物収集業務（その

３）、平成28年９月15日、随意契約、91万4,760

円、92％、裕起リサイクル。13節平成28年度調

査業務（その４）、平成28年９月20日、随意契

約、637万2,000円、89.9％、（株）与那嶺測量

設計。同じく13節平成28年度調査業務（その

５）、平成28年11月22日、随意契約、583万

2,000円、88.6％、（株）与那嶺測量設計。15節

南上原地区築造工事（28－６工区）、平成28年

９月13日、指名競争入札、4,138万8,840円、
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93.1％、（有）大日土木。15節南上原地区坂田

線整備工事（28－７工区）、平成28年11月９日、

指名競争入札、3,805万9,848円、93.7％、（株）

オキナワ商事。22節物件移転補償、平成28年10

月13日、随意契約、1,935万7,300円、南上原地

内（４件）。 

 上下水道課、15節登又地内排水管布設工事

（28－２工区）、平成28年10月27日、指名競争

入札、1,031万4,000円、97.9％、（有）石原設

備。13節平成28年度南上原地内公共下水道調査

測量設計委託業務、平成28年９月７日、指名競

争入札、1,468万8,000円、97.9％、アート技研

（株）。15節南上原地内公共下水道工事（28－

４）、平成28年９月７日、指名競争入札、2,926

万8,000円、95％、（株）マルケン。 

 続いて教育総務課、13節ハブ対策防除壁工事

施工監理業務、平成28年９月26日、指名競争入

札、101万5,200円、97.9％、（株）双葉測量設

計。13節ハブ対策防除壁整備工事磁気探査業務、

平成28年９月26日、指名競争入札、345万6,000

円、94.2％、（株）沖縄共同技研。18節平成28

年度理科教育設備等備品購入業務（各小学校）、

平成28年10月６日、指名競争入札、80万9,352

円、95.9％、（有）沖縄教育サンエンス。 

 生涯学習課、13節平成28年度中城城跡整備工

事設計委託業務、平成28年10月28日、随意契約、

86万4,000円、91.2％、（株）真南風。 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 続いて、教育行政報告を

行います。 

 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 おはようございます。平

成28年９月から平成28年11月までの教育行政報

告をいたします。 

 ９月４日、中城村陸上競技大会に参加しまし

た。中頭地区大会の選考を兼ねての大会で盛り

上がっておりました。 

 ９月９日、飲酒運転根絶県民大会に参加。県

内から飲酒運転を根絶しようとの強い意思表示

がありました。 

 ９月18日、中城南小学校運動会に参加。全児

童による大玉ころがしに大きな声援と拍手が送

られておりました。 

 21日、秋の全国交通安全出発式に参加。宜野

湾市中央公民館で交通事故をなくす運動の出発

式でした。 

 26日、短期留学及びＥＳＬキャンプ合同報告

会、小中学生が英語での報告を堂々と話してお

りました。 

 30日、第12回定例教育委員会会議、中城村集

落指導委員会委員の委嘱。中城村公共交通モデ

ル事業が話し合われました。 

 10月５日、陸上競技大会結団式に参加。中頭

大会で２位を目指して頑張るとの意思表示があ

りました。 

 10月13日、中城南小学校での１日パトロール

に参加。パトロール隊長の６年生神田さんが交

通安全を呼びかけています。 

 21日、人権の花苗植え式に参加。津覇小学校

の代表がプランターに人権の花の苗を植えまし

た。 

 同じ日に13回定例教育委員会会議、中城村教

育委員会臨時嘱託職員発令の報告がありました。 

 10月22日から23日まで中城護佐丸まつりに参

加。２日間で約3,000名余りの参加でにぎわっ

ておりました。 

 24日、３町村ブロック小学校音楽発表会に参

加しました。３町村の児童による独唱や合唱が

大変好評でした。 

 28日、中城村ウチナーンチュ交流会に参加。

中城村関係者約200名余りのナカグスクンチュ

が参加し、交流を深めました。 

 30日、グスクの響きに参加。青年会によりエ

イサーが優雅に披露されました。 

 11月５日、中城村慰霊祭に参加。戦争で亡く

なった御霊を慰める行事でありました。 
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 ６日、津覇小学校音楽発表会及びＰＴＡ文化

祭に参加しました。音楽発表会とＰＴＡ文化祭

で獅子舞や伊豆のターファンクー等の演武が行

われました。 

 ９日、第68回県民体育大会の結団式に参加。

平成28年度中城村は総合２位を目指すという決

意がありました。 

 11月11日、交通安全対策等優秀警察署表彰式

に参加。宜野湾署が優秀警察署表彰をなされて

おります。 

 17日、海外移住者子弟研修生の修了式及び報

告会に参加いたしました。研修生による三線、

空手、太鼓等の演武披露がありました。 

 11月19日から20日にかけてプロジェクション

マッピングに参加。城跡での映像と演技のアト

ラクションは大好評でした。 

 11月22日、第37回沖縄県青少年育成大会に参

加いたしました。青少年育成功労表彰に本村の

棚原さんが表彰を受けております。 

 28日、第14回定例教育委員会会議がありまし

て、教育委員会総務課、生涯学習課、給食セン

ター等の報告等がありました。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１０時２８分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時４９分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 以上で行政報告を終わります。 

 続きまして、日程第５．議案第51号 中城村

税条例等の一部を改正する条例を議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは議案第51号 中城

村税条例等の一部を改正する条例について、御

提案申し上げます。 

 

 

議案第51号 

 

中城村税条例等の一部を改正する条例 

 

 中城村税条例（昭和47年中城村条例第37号）の一部を別紙のとおり改正したいので、地方自治

法（昭和22年法律第67号）第96条第１項の規定により議会の議決を求める。 

 

  平成28年12月９日提出 

中 城 村 長  浜 田 京 介 

 

提 案 理 由 

 地方税法等の一部を改正する等の法律等の施行に伴い、中城村税条例等を改正する必要があ

る。 

 

中城村税条例等の一部を改正する条例 

 （中城村税条例の一部改正） 

第１条 中城村税条例（昭和47年中城村条例第37号）の一部を次のように改正する。 
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改正後 改正前 

 （納税証明事項） 

第18条の３ 地方税法施行規則（昭和29年総理府

令第23号。以下「施行規則」という。）第１条

の９第２号に規定する事項は、道路運送車両法

（昭和26年法律第185号）第59条第１項に規定

する検査対象軽自動車又は２輪の小型自動車に

ついて天災その他やむを得ない事由により種別

割を滞納している場合においてその旨とする。 

 

 （納期限後に納付し又は納入する税金又は納入

金に係る延滞金） 

第19条 納税者又は特別徴収義務者は、第40条、

第46条、第46条の２若しくは第46条の５（第53

条の７の２において準用する場合を含む。以下

この条において同じ。）、第47条の４第１項（第

47条の５第３項において準用する場合を含む。

以下この条において同じ。）、第48条第１項（法

第321条の８第22項及び第23項の申告書に係る

部分を除く。）、第53条の７、第67条、第81条の

６第１項、第83条第２項、第98条第１項若しく

は第２項、第102条第２項、第105条又は第139

条第１項に規定する納期限後にその税金を納付

し、又は納入金を納入する場合においては、当

該税額又は納入金額にその納期限（納期限の延

長のあったときは、その延長された納期限とす

る。以下第１号、第２号及び第５号において同

じ。）の翌日から納付又は納入の日までの期間

の日数に応じ、年14.6パーセント（次の各号に

掲げる税額の区分に応じ、第１号から第４号ま

でに掲げる期間並びに第５号及び第６号に定め

る日までの期間については、年7.3パーセン

ト）の割合を乗じて計算した金額に相当する延

滞金額を加算して納付書によって納付し、又は

納入書によって納入しなければならない。 

 (１) （略） 

 (２) 第81条の６第１項の申告書、第98条第１ 

 （納税証明事項） 

第18条の３ 地方税法施行規則（昭和29年総理府

令第23号。以下「施行規則」という。）第１条

の９第２号に規定する事項は、道路運送車両法

（昭和26年法律第185号）第59条第１項に規定

する検査対象軽自動車又は二輪の小型自動車に

ついて天災その他やむを得ない事由により軽自

動車税を滞納している場合においてその旨とす

る。 

 （納期限後に納付し又は納入する税金又は納入

金に係る延滞金） 

第19条 納税者又は特別徴収義務者は、第40条、

第46条、第46条の２若しくは第46条の５（第53

条の７の２において準用する場合を含む。以下

この条において同じ。）、第47条の４第１項（第

47条の５第３項において準用する場合を含む。

以下この条において同じ。）、第48条第１項（法

第321条の８第22項及び第23項の申告書に係る

部分を除く。）、第53条の７、第67条、第83条第

２項、第98条第１項若しくは第２項、第102条

第２項、第105条又は第139条第１項に規定する

納期限後にその税金を納付し、又は納入金を納

入する場合においては、当該税額又は納入金額

にその納期限（納期限の延長のあったときは、

その延長された納期限とする。以下第１号及び

第２号において同じ。）の翌日から納付又は納

入の日までの期間の日数に応じ、年14.6パーセ

ント（次の各号に掲げる税額の区分に応じ、当

該各号に掲げる期間については年7.3パーセン

ト）の割合を乗じて計算した金額に相当する延

滞金額を加算して納付書によって納付し、又は

納入書によって納入しなければならない。 

 

 

 (１) （略） 

 (２) 第48条第１項の申告書（法第321条の８ 
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  項若しくは第２項の申告書又は第139条第１

項の申告書に係る税額（第４号に掲げる税額

を除く。）当該税額に係る納期限の翌日から

１月を経過する日までの期間 

 

 

 (３) 第81条の６第１項の申告書、第98条第１

項若しくは第２項の申告書又は第139条第１

項の申告書でその提出期限後に提出したもの

に係る税額 当該提出した日までの期間又は

その日の翌日から１月を経過する日までの期

間 

 

 (４) （略） 

 (５) 第48条第１項の申告書（法第321条の８

第１項、第２項、第４項又は第19項の規定に

よる申告書に限る。）に係る税額（次号に掲

げるものを除く。）当該税額に係る納期限の

翌日から１月を経過する日 

 (６) 第48条第１項の申告書（法第321条の８

第22項及び第23項の申告書を除く。）でその

提出期限後に提出したものに係る税額 当該

提出した日又はその日の翌日から１月を経過

する日 

 

 （法人税割の税率） 

第34条の４ 法人税割の税率は、100分の６とす

る。 

 

 （普通徴収に係る個人の村民税の賦課額の変更

又は決定及びこれらに係る延滞金の徴収） 

第43条 普通徴収の方法によって徴収する個人の

村民税について所得税の納税義務者が提出した

修正申告書又は国の税務官署がした所得税の更

正若しくは決定に関する書類を法第325条の規

定により閲覧し、その賦課した税額を変更し、

若しくは賦課する必要を認めた場合には、すで 

  第１項、第２項、第４項又は第19項の規定に

よる申告書に限る。）、第98条第１項若しくは

第２項の申告書又は第139条第１項の申告書

に係る税額（第４号に掲げる税額を除く。）

当該税額に係る納期限の翌日から１月を経過

する日までの期間 

(３) 第48条第１項の申告書（法第321条の８第

22項及び第23項の申告書を除く。）、第98条第

１項若しくは第２項の申告書又は第139条第

１項の申告書でその提出期限後に提出したも

のに係る税額 当該提出した日までの期間又

はその日の翌日から１月を経過する日までの

期間 

(４) （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （法人税割の税率） 

第34条の４ 法人税割の税率は、100分の9.7とす

る。 

 

 （普通徴収に係る個人の村民税の賦課後の変更

又は決定及びこれらに係る延滞金の徴収） 

第43条 普通徴収の方法によって徴収する個人の

村民税について所得税の納税義務者が提出した

修正申告書又は国の税務官署がした所得税の更

正若しくは決定に関する書類を法第325条の規

定によって閲覧し、その賦課した税額を変更

し、若しくは賦課する必要を認めた場合におい 
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 に第35条第１号ただし書若しくは第２号又は第

36条の規定を適用して個人の村民税を賦課して

いた場合を除くほか、直ちに変更による不足税

額又は賦課されるべきであった税額のうちその

決定があった日までの納期に係る分（以下この

条において「不足税額」という。）を追徴す

る。 

２ 前項の場合においては、不足税額をその決定

があった日までの納期の数で除して得た額に第

40条の各納期限（納期限の延長があったとき

は、その延長された納期限とする。次項及び第

４項において同じ。）の翌日から納付の日まで

の期間の日数に応じ、年14.6パーセント（当該

不足税額に係る納税通知書において納付すべき

こととされる日までの期間又はその日の翌日か

ら１月を経過するまでの期間については、年

7.3パーセント）の割合を乗じて計算した金額

に相当する延滞金額を加算して徴収する。 

３ 所得税の納税義務者が修正申告書（偽りその

他不正の行為により所得税を免れ、又は所得税

の還付を受けた所得税の納税義務者が、当該所

得税についての調査があったことにより当該所

得税について更正があるべきことを予知して提

出した当該申告書及び所得税の納税義務者が所

得税の決定を受けた後に提出した当該申告書を

除く。）を提出し、又は国の税務官署が所得税

の更正（偽りその他不正の行為により所得税を

免れ、又は所得税の還付を受けた所得税の納税

義務者についてされた当該所得税に係る更正及

び所得税の決定があった後にされた当該所得税

に係る更正を除く。）をしたことに基因して、

第40条の各納期限から１年を経過する日後に第

１項の規定によりその賦課した税額を変更し、

又は賦課した場合には、当該１年を経過する日

の翌日から同項に規定する不足税額に係る納税

通知書が発せられた日までの期間は、前項に規

定する期間から控除する。 

 ては、すでに第35条第１号ただし書若しくは第

２号又は第36条の規定を適用して個人の村民税

を賦課していた場合を除くほか、直ちに変更に

よる不足税額又は賦課されるべきであった税額

のうちその決定があった日までの納期に係る分

（以下次項において「不足税額」と総称す

る。）を追徴する。 

２ 前項の場合においては、不足税額をその決定

があった日までの納期の数で除して得た額に第

40条の各納期限（納期限の延長があったとき

は、その延長された納期限とする。次項におい

て同じ。）の翌日から納付の日までの期間の日

数に応じ、年14.6パーセント（当該不足税額に

係る納税通知書において納付すべきこととされ

る日までの期間又はその日の翌日から１月を経

過するまでの期間については、年7.3パーセン

ト）の割合を乗じて計算した金額に相当する延

滞金額を加算して徴収する。 

３ 所得税の納税義務者が修正申告書（偽りその

他不正の行為により所得税を免れ、又は所得税

の還付を受けた所得税の納税義務者が、当該所

得税についての調査があったことにより当該所

得税について更正があるべきことを予知して提

出した当該申告書及び所得税の納税義務者が所

得税の決定を受けた後に提出した当該申告書を

除く。）を提出し、又は国の税務官署が所得税

の更正（偽りその他不正の行為により所得税を

免れ、又は所得税の還付を受けた所得税の納税

義務者についてされた当該所得税に係る更正及

び所得税の決定があった後にされた当該所得税

に係る更正を除く。）をしたことに基因して、

第40条の各納期限から１年を経過する日後に第

１項の規定によりその賦課した税額を変更し、

又は賦課した場合には、当該１年を経過する日

の翌日から第１項に規定する不足税額に係る納

税通知書が発せられた日までの期間は、前項に

規定する期間から控除する。 
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４ 第２項の場合において、所得税の納税義務者

が修正申告書を提出し、又は国の税務官署が所 

 得税の更正（納付すべき税額を増加させるもの

に限り、これに類するものを含む。以下この項

において「増額更正」という。）をしたとき

（国の税務官署が所得税の更正（納付すべき税

額を減少させるものに限り、これに類するもの

を含む。以下この項において「減額更正」とい

う。）をしたことに基因して、第１項の規定に

よりその賦課した税額が減少した後に、その賦

課した税額が増加したときに限る。）は、その

追徴すべき不足税額（当該減額更正前に賦課し

た税額から当該減額更正に基因して変更した税

額を控除した金額（還付金の額に相当する税額

を含む。）に達するまでの部分に相当する税額

に限る。以下この項において同じ。）について

は、次に掲げる期間（令第48条の９の９第４項

各号に掲げる村民税にあっては、第１号に掲げ

る期間に限る。）を延滞金の計算の基礎となる

期間から控除する。 

 (１) 第40条の各納期限の翌日から当該減額更

正に基因して変更した税額に係る納税通知書

が発せられた日までの期間 

 (２) 当該減額更正に基因して変更した税額に

係る納税通知書が発せられた日（当該減額更

正が更正の請求に基づくものである場合に

は、同日の翌日から起算して１年を経過する

日）の翌日から増額更正に基因して変更した

税額に係る納税通知書が発せられた日までの

期間 

 

 （法人の村民税の申告納付） 

第48条 （略） 

２ （略） 

３ 法第321条の８第22項に規定する申告書（同

条第21項の規定による申告書を含む。以下この

項において同じ。）に係る税金を納付する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （法人の村民税の申告納付） 

第48条 （略） 

２ （略） 

３ 法第321条の８第22項の申告書（同条第21項

の規定による申告書を含む。以下この項におい

て同じ。）に係る税金を納付する場合において 
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 においては、当該税金に係る同条第１項、第２

項、第４項又は第19項の納期限（納期限の延長

があったときは、その延長された納期限とす

る。）の翌日から納付の日までの期間の日数に

応じ、当該税額に年14.6パーセント（申告書を

提出した日（同条第23項の規定の適用がある場

合において、当該申告書がその提出期限前に提

出されたときは、当該提出期限）までの期間又

はその期間の末日の翌日から１月を経過する日

までの期間については、年7.3パーセント）の

割合を乗じて計算した金額に相当する延滞金を

加算して施行規則第22号の４様式による納付書

によって納付しなければならない。 

４ 前項の場合において、法人が法第321条の８

第１項、第２項、第４項又は第19項に規定する

申告書を提出した日（当該申告書がその提出期

限前に提出された場合には、当該申告書の提出

期限）の翌日から１年を経過する日後に同条第

22項に規定する申告書を提出したときは、詐偽

その他不正の行為により村民税を免れた法人が

法第321条の11第１項又は第３項の規定による

更正があるべきことを予知して当該申告書を提

出した場合を除き、当該１年を経過する日の翌

日から当該申告書を提出した日（法第321条の

８第23項の規定の適用がある場合において、当

該申告書がその提出期限前に提出されたとき

は、当該申告書の提出期限）までの期間は、延

滞金の計算の基礎となる期間から控除する。 

５ 第３項の場合において、法第321条の８第22

項に規定する申告書（以下この項において「修

正申告書」という。）の提出があったとき（当

該修正申告書に係る村民税について同条第１

項、第２項、第４項又は第19項に規定する申告

書（以下この項において「当初申告書」とい

う。）が提出されており、かつ、当該当初申告

書の提出により納付すべき税額を減少させる更

正（これに類するものを含む。以下この項にお 

 は、当該税額に当該税金に係る同条第１項、第

２項、第４項又は第19項の納期限（納期限の延

長があったときは、その延長された納期限とす

る。）の翌日から納付の日までの期間に応じ当

該税額に14.6パーセント（申告書を提出した日

（同条第23項の規定の適用がある場合で当該申

告書がその提出期限前に提出されたときは、当

該提出期限）までの期間又はその期間の末日の

翌日から１月を経過する日までの期間について

は年7.3パーセント）の割合を乗じて計算した

金額に相当する延滞金を加算して施行規則第22

号の４様式による納付書によって納付しなけれ

ばならない。 

４ 前項の場合において、法人が法第321条の８

第１項、第２項、第４項又は第19項の申告書を

提出した日（当該申告書がその提出期限前に提

出された場合には、当該申告書の提出期限）の

翌日から１年を経過する日後に同条第22項の申

告書を提出したときは、詐偽その他不正の行為

により村民税を免れた法人が法第321条の11第

１項又は第３項の規定による更正があるべきこ

とを予知して当該申告書を提出した場合を除

き、当該１年を経過する日の翌日から当該申告

書を提出した日（法第321条の８第23項の規定

の適用がある場合で当該申告書がその提出期限

前に提出されたときは、当該申告書の提出期

限）までの期間は、延滞金の計算の基礎となる

期間から控除する。 
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 いて「減額更正」という。）があった後に、当

該修正申告書が提出されたときに限る。）は、

当該修正申告書の提出により納付すべき税額

（当該当初申告書に係る税額（還付金の額に相

当する税額を含む。）に達するまでの部分に相

当する税額に限る。）については、次に掲げる

期間（詐欺その他不正の行為により村民税を免

れた法人が法第321条の11第１項又は第３項の

規定による更正があるべきことを予知して提出

した修正申告書に係る村民税又は令第48条の16

の２第３項に規定する村民税にあっては、第１

号に掲げる期間に限る。）を延滞金の計算の基

礎となる期間から控除する。 

 (１) 当該当初申告書の提出により納付すべき

税額の納付があった日（その日が当該申告に

係る村民税の納期限より前である場合には、

当該納期限）の翌日から当該減額更正の通知

をした日までの期間 

 (２) 当該減額更正の通知をした日（当該減額

更正が、更正の請求に基づくもの（法人税に

係る更正によるものを除く。）である場合又

は法人税に係る更正（法人税に係る更正の請

求に基づくものに限る。）によるものである

場合には、当該減額更正の通知をした日の翌

日から起算して１年を経過する日）の翌日か

ら当該修正申告書を提出した日（法第321条

の８第23項の規定の適用がある場合におい

て、当該修正申告書がその提出期限前に提出

されたときは、当該修正申告書の提出期限）

までの期間 

６ （略） 

７ （略） 

 

 （法人の村民税に係る不足税額の納付の手続） 

第50条 法人の村民税の納税者は、法第321条の

12の規定に基づく納付の告知を受けた場合にお

いては、当該不足税額を当該通知書の指定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ （略） 

６ （略） 

 

 

 （法人の村民税に係る不足税額の納付の手続） 

第50条 法人の村民税の納税者は法第321条の12

の規定に基づく納付の告知を受けた場合におい

ては、当該不足税額を当該通知書の指定する期 
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 期限までに、施行規則第22号の４様式による納

付書によって納付しなければならない。 

２ 前項の場合においては、その不足税額に法第

321条の８第１項、第２項、第４項又は第19項

の納期限（同条第23項の申告納付に係る法人税

割に係る不足税額がある場合には、同条第１

項、第２項又は第４項の納期限とし、納期限の

延長があった場合には、その延長された納期限

とする。）の翌日から納付の日までの期間の日

数に応じ、年14.6パーセント（前項の納期限ま

での期間又は当該納期限の翌日から１月を経過

する日までの期間については、年7.3パーセン

ト）の割合を乗じて計算した金額に相当する延

滞金額を加算して納付しなければならない。 

 

３ 前項の場合において、法第321条の11第１項

又は第３項の規定による更正の通知をした日

が、法第321条の８第１項、第２項、第４項又

は第19項に規定する申告書を提出した日（当該

申告書がその提出期限前に提出された場合に

は、当該申告書の提出期限）の翌日から１年を

経過する日後であるときは、詐偽その他不正の

行為により村民税を免れた場合を除き、当該１

年を経過する日の翌日から当該通知をした日

（法人税に係る修正申告書を提出し、又は法人

税に係る更正若しくは決定がされたこと（同条

第２項又は第４項に規定する申告書を提出すべ

き法人が連結子法人の場合には、当該連結子法

人との間に連結完全支配関係がある連結親法人

（法人税法第２条第12号の６の７に規定する連

結親法人をいう。以下この項において同じ。）

若しくは連結完全支配関係があった連結親法人

が法人税に係る修正申告書を提出し、又は法人

税に係る更正若しくは決定を受けたこと。次項

第２号において同じ。）による更正に係るもの

にあっては、当該修正申告書を提出した日又は

国の税務官署が更正若しくは決定の通知をした 

 限までに施行規則第22号の４様式による納付書

によって納付しなければならない。 

２ 前項の場合においては、その不足税額に法第

321条の８第１項、第２項、第４項又は第19項

の納期限（同条第23項の申告納付に係る法人税

割に係る不足税額についても同条第１項、第２

項又は第４項の納期限によるものとする。な

お、納期限の延長があったときは、その延長さ

れた納期限とする。）の翌日から納付の日まで

の期間の日数に応じ、年14.6パーセント（前項

の納期限までの期間又は当該納期限の翌日から

１月を経過する日までの期間については年7.3

パーセント）の割合を乗じて計算した金額に相

当する延滞金額を加算して納付しなければなら

ない。 

３ 前項の場合において、法第321条の11第１項

又は第３項の規定による更正の通知をした日

が、法第321条の８第１項、第２項、第４項又

は第19項の申告書を提出した日（当該申告書が

その提出期限前に提出された場合には、当該申

告書の提出期限）の翌日から１年を経過する日

後であるときは、詐偽その他不正の行為により

村民税を免れた場合を除き、当該１年を経過す

る日の翌日から当該通知をした日（法人税に係

る修正申告書を提出し、又は法人税に係る更正

若しくは決定がされたこと（同条第２項又は第

４項の申告書を提出すべき法人が連結子法人の

場合にあっては、当該連結子法人との間に連結

完全支配関係がある連結親法人（法人税法第２

条第12号の６の７に規定する連結親法人をい

う。以下この項において同じ。）若しくは連結

完全支配関係があった連結親法人が法人税に係

る修正申告書を提出し、又は法人税に係る更正

若しくは決定を受けたこと）による更正に係る

ものにあっては、当該修正申告書を提出した日

又は国の税務官署が更正若しくは決定の通知を

した日）までの期間は、延滞金の計算の基礎と 
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 日）までの期間は、延滞金の計算の基礎となる

期間から控除する。 

４ 第２項の場合において、法第321条の８第22

項に規定する申告書（以下この項において「修

正申告書」という。）の提出があったとき（当

該修正申告書に係る村民税について同条第１

項、第２項、第４項又は第19項に規定する申告

書（以下この項において「当初申告書」とい

う。）が提出されており、かつ、当該当初申告

書の提出により納付すべき税額を減少させる更

正（これに類するものを含む。以下この項にお

いて「減額更正」という。）があった後に、当

該修正申告書が提出されたときに限る。）は、

当該修正申告書の提出により納付すべき税額

（当該当初申告書に係る税額（還付金の額に相

当する税額を含む。）に達するまでの部分に相

当する税額に限る。）については、次に掲げる

期間（詐欺その他不正の行為により村民税を免

れた法人が提出した修正申告書に係る村民税又

は令第48条の15の５第３項に規定する村民税に

あっては、第１号に掲げる期間に限る。）を延

滞金の計算の基礎となる期間から控除する。 

 (１) 当該当初申告書の提出により納付すべき

税額の納付があった日（その日が当該申告に

係る村民税の納期限より前である場合には、

当該納期限）の翌日から当該減額更正の通知

をした日までの期間 

 (２) 当該減額更正の通知をした日（当該減額

更正が、更正の請求に基づくもの（法人税に

係る更正によるものを除く。）である場合又

は法人税に係る更正（法人税に係る更正の請

求に基づくものに限る。）によるものである

場合には、当該減額更正の通知をした日の翌

日から起算して１年を経過する日）の翌日か

ら当該修正申告書に係る更正の通知をした日

までの期間 

 

 なる期間から控除する。 
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 （軽自動車税の納税義務者等） 

第80条 軽自動車税は、３輪以上の軽自動車に対

し、当該３輪以上の軽自動車の取得者に環境性

能割によって、原動機付自転車、軽自動車、小

型特殊自動車及び２輪の小型自動車（以下軽自

動車税について「軽自動車等」という。）に対

し、当該軽自動車等の所有者に種別割によって

課する。 

２ 前項に規定する３輪以上の軽自動車の取得者

には、法第443条第２項に規定する者を含まな

いものとする。 

 

３ 軽自動車等の所有者が法第445条第１項の規

定により種別割を課することができない者であ

る場合には、第１項の規定にかかわらず、その

使用者に課する。ただし、公用又は公共の用に

供する軽自動車等については、これを課さな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （軽自動車税のみなす課税） 

第81条 軽自動車等の売買契約において売主が当

該軽自動車等の所有権を留保している場合に

は、軽自動車税の賦課徴収については、買主を

前条第１項に規定する３輪以上の軽自動車の取

得者（以下この節において「３輪以上の軽自動

車の取得者」という。）又は軽自動車等の所有

者とみなして、軽自動車税を課する。 

２ 前項の規定の適用を受ける売買契約に係る軽

自動車等について、買主の変更があったとき 

 （軽自動車税の納税義務者等） 

第80条 軽自動車税は、原動機付自転車、軽自動

車、小型特殊自動車及び二輪の小型自動車（以

下軽自動車税について「軽自動車等」とい

う。）に対し、その所有者に課する。 

 

 

 

２ 軽自動車等の売買があった場合において、売

主が当該軽自動車等の所有権を留保していると

きは、軽自動車税の賦課徴収については、買主

を当該軽自動車等の所有者とみなす。 

３ 軽自動車等の所有者が法第443条第１項の規

定によって軽自動車税を課することができない

者である場合においては、その使用者に課す

る。ただし、公用又は公共の用に供するものに

ついては、これを課さない。 

 

 

 （日本赤十字社の所有する軽自動車等に対する

軽自動車税の非課税の範囲） 

第80条の２ 日本赤十字社が所有する軽自動車等

のうち、直接その本来の事業の用に供するもの

で、次の各号に該当するものに対しては、軽自

動車税を課さない。 

 (１) 救急用のもの 

 

 

第81条 削除 
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 は、新たに買主となる者を３輪以上の軽自動車

の取得者又は軽自動車等の所有者とみなして、

軽自動車税を課する。 

３ 法第444条第３項に規定する販売業者等（以

下この項において「販売業者等」という。）

が、その製造により取得した３輪以上の軽自動

車又はその販売のためその他運行（道路運送車

両法第２条第５項に規定する運行をいう。次項

において同じ。）以外の目的に供するため取得

した３輪以上の軽自動車について、当該販売業

者等が、法第444条第３項に規定する車両番号

の指定を受けた場合（当該車両番号の指定前に

第１項の規定の適用を受ける売買契約の締結が

行われた場合を除く。）には、当該販売業者等

を３輪以上の軽自動車の取得者とみなして、環

境性能割を課する。 

４ 法の施行地外で３輪以上の軽自動車を取得し

た者が、当該３輪以上の軽自動車を法の施行地

内に持ち込んで運行の用に供した場合には、当

該３輪以上の軽自動車を運行の用に供する者を

３輪以上の軽自動車の取得者とみなして、環境

性能割を課する。 

 

 （日本赤十字社の所有する軽自動車等に対する

軽自動車税の非課税の範囲） 

第81条の２ 日本赤十字社が所有する軽自動車等

のうち、直接その本来の事業の用に供するもの

で、救急用のものに対しては、軽自動車税を課

さない。 

 

 （環境性能割の課税標準） 

第81条の３ 環境性能割の課税標準は、３輪以上

の軽自動車の取得のために通常要する価額とし

て施行規則第15条の10に定めるところにより算

定した金額とする。 

 

 （環境性能割の税率） 
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第81条の４ 次の各号に掲げる３輪以上の軽自動

車に対して課する環境性能割の税率は、当該各

号に定める率とする。 

 (１) 法第451条第１項（同条第４項において

準用する場合を含む。）の規定の適用を受け

るもの 100分の１ 

 (２) 法第451条第２項（同条第４項において

準用する場合を含む。）の規定の適用を受け

るもの 100分の２ 

 (３) 法第451条第３項の規定の適用を受ける

もの 100分の３ 

 

 （環境性能割の徴収の方法） 

第81条の５ 環境性能割の徴収については、申告

納付の方法によらなければならない。 

 

 （環境性能割の申告納付） 

第81条の６ 環境性能割の納税義務者は、法第

454条第１項各号に掲げる３輪以上の軽自動車

の区分に応じ、当該各号に定める時又は日まで

に、施行規則第33号の４様式による申告書を村

長に提出するとともに、その申告に係る環境性

能割額を納付しなければならない。 

２ ３輪以上の軽自動車の取得者（環境性能割の

納税義務者を除く。）は、法第454条第１項各号

に掲げる区分に応じ、当該各号に定める時又は

日までに、施行規則第33号の４様式による報告

書を村長に提出しなければならない。 

 

 （環境性能割に係る不申告等に関する過料） 

第81条の７ 環境性能割の納税義務者が前条の規

定により申告し、又は報告すべき事項について

正当な事由がなくて申告又は報告をしなかった

場合には、その者に対し、10万円以下の過料を

科する。 

２ 前項の過料の額は、情状により、村長が定め

る。 
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３ 第１項の過料を徴収する場合において発する

納入通知書に指定すべき納期限は、その発付の

日から10日以内とする。 

 

 （環境性能割の減免） 

第81条の８ 村長は、公益のため直接専用する３

輪以上の軽自動車又は第90条第１項各号に掲げ

る軽自動車等（３輪以上のものに限る。）のう

ち必要と認めるものに対しては、環境性能割を

減免する。 

２ 前項の規定による環境性能割の減免を受ける

ための手続その他必要な事項については、規則

で定める。 

 

 （種別割の税率） 

第82条 次の各号に掲げる軽自動車等に対して課

する種別割の税率は、１台について、それぞれ

当該各号に定める額とする。 

 (１) 原動機付自転車 

  ア （略） 

  イ ２輪のもので、総排気量が0.05リットル

を超え0.09リットル以下のもの又は定格出

力が0.6キロワットを超え、0.8キロワット

以下のもの 年額 2,000円 

  ウ ２輪のもので、総排気量が0.09リットル

を超えるもの又は定格出力が0.8キロワッ

トを超えるもの 年額 2,400円 

  エ ３輪以上のもの（車室を備えず、かつ、

輪距（２以上の輪距を有するものにあって

は、その輪距のうち最大のもの）が0.5

メートル以下であるもの及び側面が構造上

開放されている車室を備え、かつ、輪距が

0.5メートル以下の３輪のものを除く。）

で、総排気量が0.02リットルを超えるもの

又は定格出力が0.25キロワットを超えるも

の 年額 3,700円 

 (２) 軽自動車及び小型特殊自動車 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （軽自動車税の税率） 

第82条 軽自動車税の税率は、次の各号に掲げる

軽自動車等に対し、１台について、それぞれ当

該各号に定める額とする。 

 (１) 原動機付自転車 

  ア （略） 

  イ 二輪のもので、総排気量が0.05リットル

を超え0.09リットル以下のもの又は定格出

力が0.6キロワットを超え0.8キロワット以

下のもの 年額 2,000円 

  ウ 二輪のもので、総排気量が0.09リットル

を超えるもの又は定格出力が0.8キロワッ

トを超えるもの 年額 2,400円 

  エ 三輪以上のもの（車室を備えず、かつ、

輪距（二以上の輪距を有するものにあって

は、その輪距のうち最大のもの）が0.5

メートル以下であるもの及び側面が構造上

開放されている車室を備え、かつ、輪距が

0.5メートル以下の三輪のものを除く。）

で、総排気量が0.02リットルを超えるもの

又は定格出力が0.25キロワットを超えるも

の 年額 3,700円 

 (２) 軽自動車及び小型特殊自動車 
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  ア 軽自動車 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （ア） ２輪のもの（側車付のものを含

む。）年額 3,600円 

  （イ） ３輪のもの 年額 3,900円 

  （ウ） ４輪以上のもの 

   ａ 乗用のもの 

      営業用 年額 6,900円 

      自家用 年額 10,800円 

   ｂ 貨物用のもの 

      営業用 年額 3,800円 

      自家用 年額 5,000円 

  イ 小型特殊自動車 

 

 

  （ア） 農耕作業用のもの 年額 2,000円 

  （イ） その他のもの 年額 5,900円 

 (３) ２輪の小型自動車 年額 6,000円 

 

 （種別割の賦課期日及び納期） 

第83条 種別割の賦課期日は、４月１日とする。 

 

２ 種別割の納期は、５月10日から同月31日まで

とする。 

 

 （種別割の徴収の方法） 

第85条 種別割は、普通徴収の方法によって徴収

する。 

  ア 軽自動車 

   二輪のもの（側車付のものを含む。） 年 

  額 3,600円 

   三輪のもの 年額 3,900円 

   四輪以上のもの 

    乗用のもの 

     営業用 年額 6,900円 

     自家用 年額 10,800円 

    貨物用のもの 

     営業用 年額 3,800円 

     自家用 年額 5,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 小型特殊自動車 

   農耕作業用のもの 年額 2,000円 

   その他のもの 年額 5,900円 

 

 

 (３) 二輪の小型自動車 年額 6,000円 

 

 （軽自動車税の賦課期日及び納期） 

第83条 軽自動車税の賦課期日は、４月１日とす

る。 

２ 軽自動車税の納期は、５月10日から同月31日

までとする。 

 

 （軽自動車税の徴収の方法） 

第85条 軽自動車税は、普通徴収の方法によって

徴収する。ただし、賦課期日後に第91条第１項 
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 （種別割に関する申告又は報告） 

第87条 種別割の納税義務者である軽自動車等の

所有者又は使用者（以下この節において「軽自

動車等の所有者等」という。）は、軽自動車等

の所有者等となった日から15日以内に、軽自動

車及び２輪の小型自動車の所有者又は使用者に

あっては施行規則第33号の４の２様式による申

告書、原動機付自転車及び小型特殊自動車の所

有者又は使用者にあっては施行規則第33号の５

様式による申告書並びにその者の住所を証明す

べき書類を村長に提出しなければならない。 

２ 前項の申告書を提出した者は、当該申告事項

について変更があった場合においては、その事

由が生じた日から15日以内に、当該変更があっ

た事項について軽自動車及び２輪の小型自動車

の所有者又は使用者にあっては施行規則第33号

の４の２様式による申告書並びに原動機付自転

車及び小型特殊自動車の所有者又は使用者に

あっては施行規則第33号の５様式による申告書

を村長に提出しなければならない。ただし、次

項の規定により申告書を提出すべき場合につい

ては、この限りでない。 

３ 軽自動車等の所有者等でなくなった者は、軽

自動車等の所有者等でなくなった日から30日以

内に、軽自動車及び２輪の小型自動車の所有者

又は使用者にあっては施行規則第33号の４の２

様式による申告書並びに原動機付自転車及び小

型特殊自動車の所有者又は使用者にあっては施

行規則第34号様式による申告書を村長に提出し

なければならない。 

４ 第81条第１項に規定する軽自動車等の売主

は、村長から当該軽自動車等の買主の住所又は

居所が不明であることを理由として請求があっ

た場合には、当該請求があった日から15日以内 

 の規定による標識を交付する場合においては、

証紙徴収の方法によって徴収する。 

 

 （軽自動車税に関する申告又は報告） 

第87条 軽自動車税の納税義務者である軽自動車

等の所有者又は使用者（以下本節において「軽

自動車等の所有者等」という。）は、軽自動車

等の所有者等となった日から15日以内に、軽自

動車及び２輪の小型自動車の所有者又は使用者

にあっては施行規則第33号の４様式による申告

書、原動機付自転車及び小型特殊自動車の所有

者又は使用者にあっては施行規則第33号の５様

式による申告書並びにその者の住所を証明すべ

き書類を村長に提出しなければならない。 

２ 前項の申告書を提出した者は、当該申告事項

について変更があった場合においては、その事

由が生じた日から15日以内に、当該変更があっ

た事項について軽自動車及び２輪の小型自動車

の所有者又は使用者については施行規則第33号

の４様式による申告書並びに原動機付自転車及

び小型特殊自動車の所有者又は使用者について

は施行規則第33号の５様式による申告書を村長

に提出しなければならない。ただし、次項の規

定により申告書を提出すべき場合については、

この限りでない。 

３ 軽自動車等の所有者等でなくなった者は、軽

自動車等の所有者等でなくなった日から30日以

内に、軽自動車及び２輪の小型自動車の所有者

又は使用者については施行規則第33号の４様式

による申告書、原動機付自転車及び小型特殊自

動車の所有者又は使用者については施行規則第

34号様式による申告書を村長に提出しなければ

ならない。 

４ 第80条第２項に規定する軽自動車等の売主

は、村長から当該軽自動車等の買主の住所又は

居所が不明であることを理由として請求があっ

た場合には、当該請求があった日から15日以内 
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 に、次の各号に掲げる事項を記載した報告書を

村長に提出しなければならない。 

 (１)～(５) （略） 

 

 （種別割に係る不申告等に関する過料） 

第88条 軽自動車等の所有者等又は第81条第１項

に規定する軽自動車等の売主が前条の規定に

よって申告し、又は報告すべき事項について正

当な理由がなくて申告又は報告をしなかった場

合においては、その者に対し、10万円以下の過

料を科する。 

２・３ （略） 

 

 （種別割の減免） 

第89条 村長は、公益のため直接専用する軽自動

車等のうち必要と認めるものに対しては、種別

割を減免する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 前項の規定によって種別割の減免を受けよう

とする者は、納期限までに、当該軽自動車等に

ついて減免を受けようとする税額及び次の各号

に掲げる事項を記載した申請書に減免を必要と

する事由を証明する書類を添付し、これを村長

に提出しなければならない。 

 (１)～(８) （略） 

３ 第１項の規定によって種別割の減免を受けた

者は、その事由が消滅した場合においては、直

ちにその旨を村長に申告しなければならない。 

 

 に、次の各号に掲げる事項を記載した報告書を

村長に提出しなければならない。 

 (１)～(５) （略） 

 

 （軽自動車税に係る不申告等に関する過料） 

第88条 軽自動車等の所有者等又は第80条第２項

に規定する軽自動車等の売主が前条の規定に

よって申告し、又は報告すべき事項について正

当な理由がなくて申告又は報告をしなかった場

合において、その者に対し10万円以下の過料を

科する。 

２・３ （略） 

 

 （軽自動車税の減免） 

第89条 村長は、次の各号のいずれかに該当する

軽自動車等については、軽自動車税を減免する

ことができる。 

 (１) 社会福祉法（昭和26年法律第45号）第22

条に規定する社会福祉法人が所有する軽自動

車等で当該法人の事業の用に供するもののう

ち、規則で定めるもの 

 (２) 社会福祉法第107条に規定する社会福祉

協議会が所有する軽自動車等でその本来の事

業の用に供するもの 

 (３) 地緑団体等公益のため直接専用する軽自

動車等 

２ 前項の規定によって軽自動車税の減免を受け

ようとする者は、納期限までに、当該軽自動車

等について減免を受けようとする税額及び次の

各号に掲げる事項を記載した申請書に減免を必

要とする事由を証明する書類を添付し、これを

村長に提出しなければならない。 

 (１)～(８) （略） 

３ 第１項の規定によって軽自動車税の減免を受

けた者は、その事由が消滅した場合において

は、直ちにその旨を村長に申告しなければなら

ない。 
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 （身体障害者等に対する種別割の減免） 

第90条 村長は、次の各号に掲げる軽自動車等の

うち必要と認めるものに対しては、種別割を減

免する。 

 (１) 身体に障害を有し歩行が困難な者（以下

「身体障害者」という。）又は精神に障害を

有し歩行が困難な者（以下「精神障害者」と

いう。）が所有する軽自動車等（身体障害者

又は精神障害者と生計を一にする者が所有す

る軽自動車等を含む。）で、当該身体障害

者、当該身体障害者若しくは精神障害者（以

下「身体障害者等」という。）のために当該

身体障害者等と生計を一にする者又は当該身

体障害者等（身体障害者等のみで構成される

世帯のものに限る。）のために当該身体障害

者等（身体障害者等のみで構成される世帯の

ものに限る。）を常時介護する者が運転する

もの（１台に限る。） 

 

 (２) （略） 

２ 前項第１号の規定によって種別割の減免を受

けようとする者は、納期限までに、村長に対し

て、身体障害者福祉法（昭和24年法律第283

号）第15条の規定により交付された身体障害者

手帳（戦傷病者特別援護法（昭和38年法律第

168号）第４条の規定により戦傷病者手帳の交

付を受けている者で身体障害者手帳の交付を受

けていないものにあっては、戦傷病者手帳とす

る。以下この項において「身体障害者手帳」と

いう。）、厚生労働大臣が定めるところにより交

付された療育手帳（以下この項において「療育

手帳」という。）又は精神保健及び精神障害者

福祉に関する法律（昭和25年法律第123号）第

45条の規定により交付された精神障害者保健福

祉手帳（以下この項において「精神障害者保健

福祉手帳」という。）及び道路交通法（昭和35

年法律第105号）第92条の規定により交付され 

 （身体障害者等に対する軽自動車税の減免） 

第90条 村長は、次の各号に掲げる軽自動車等に

対しては、軽自動車税を減免することができ

る。 

 (１) 身体に障害を有し歩行が困難な者（以下

「身体障害者」という。）又は精神に障害を

有し歩行が困難な者（以下「精神障害者」と

いう。）が所有する軽自動車等（身体障害者

又は精神障害者と生計を一にする者が所有す

る軽自動車等を含む。）で、当該身体障害

者、当該身体障害者若しくは精神障害者（以

下「身体障害者等」という。）のために当該

身体障害者等と生計を一にする者又は当該身

体障害者等（身体障害者等のみで構成される

世帯のものに限る。）のために当該身体障害

者等（身体障害者等のみで構成される世帯の

ものに限る。）を常時介護する者が運転する

もののうち、村長が必要と認めるもの（１台

に限る。） 

 (２) （略） 

２ 前項第１号の規定によって軽自動車税の減免

を受けようとする者は、納期限までに、村長に

対して、身体障害者福祉法（昭和24年法律第

283号）第15条の規定により交付された身体障

害者手帳（戦傷病者特別援護法（昭和38年法律

第168号）第４条の規定により戦傷病者手帳の

交付を受けている者で身体障害者手帳の交付を

受けていないものにあっては、戦傷病者手帳と

する。以下本項において「身体障害者手帳」と

いう。）、厚生労働大臣が定めるところにより交

付された療育手帳（以下本項において「療育手

帳」という。）又は精神保健及び精神障害者福

祉に関する法律（昭和25年法律第123号）第45

条の規定により交付された精神障害者保健福祉

手帳（以下本項において「精神障害者保健福祉

手帳」という。）及び道路交通法（昭和35年法

律第105号）第92条の規定により交付された身 
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 た身体障害者又は身体障害者等と生計を一にす

る者若しくは身体障害者等（身体障害者等のみ

で構成される世帯の者に限る。）を常時介護す

る者の運転免許証（以下この項において「運転

免許証」という。）を提示するとともに、次の

各号に掲げる事項を記載した申請書に減免を必

要とする理由を証明する書類を添付して、提出

しなければならない。 

 (１)～(６) （略） 

３ 第１項第２号の規定によって種別割の減免を

受けようとする者は、納期限までに、村長に対

して、当該軽自動車等の提示（村長が、当該軽

自動車等の提示に代わると認める書類の提出が

ある場合には、当該書類の提出）をするととも

に、前条第２項各号に掲げる事項を記載した申

請書を提出しなければならない。 

４ 前条第３項の規定は、第１項の規定によって

種別割の減免を受けている者について準用す

る。 

 

 （原動機付自転車及び小型特殊自動車の標識の

交付等） 

第91条 新たに原動機付自転車又は小型特殊自動

車に係る軽自動車等の所有者等となった者は、

村長に対し、第87条第１項の申告書を提出する

際、標識交付申請書を提出し、かつ、当該原動

機付自転車又は小型特殊自動車の提示（村長

が、当該原動機付自転車又は小型特殊自動車の

提示に代わると認める書類の提出がある場合に

は、当該書類の提出。次項において同じ。）を

して、その車体に取り付けるべき標識の交付を

受けなければならない。ただし、村長がやむを

得ない理由があると認める場合は、この限りで

ない。 

２ 法第445条若しくは第81条の２又は第80条第

３項ただし書の規定によって種別割を課するこ

とのできない原動機付自転車又は小型特殊自動 

 体障害者又は身体障害者等と生計を一にする者

若しくは身体障害者等（身体障害者等のみで構

成される世帯の者に限る。）を常時介護する者

の運転免許証（以下本項において「運転免許

証」という。）を提示するとともに、次の各号

に掲げる事項を記載した申請書に減免を必要と

する理由を証明する書類を添付して、提出しな

ければならない。 

 (１)～(６) （略） 

３ 第１項第２号の規定によって軽自動車税の減

免を受けようとする者は、納期限までに、村長

に対して、当該軽自動車等の提示（村長が、当

該軽自動車等の提示に代わると認める書類の提

出がある場合には、当該書類の提出）をすると

ともに、第89条第２項各号に掲げる事項を記載

した申請書を提出しなければならない。 

４ 前条第３項の規定は、第１項の規定によって

軽自動車税の減免を受けている者について準用

する。 

 

 （原動機付自転車及び小型特殊自動車の標識の

交付等） 

第91条 新たに原動機付自転車又は小型特殊自動

車に係る軽自動車等の所有者等となった者は、

村長に対し第87条第１項の申告書を提出する

際、標識交付申請書を提出し、かつ、当該原動

機付自転車又は小型特殊自動車の提示（村長

が、当該原動機付自転車又は小型特殊自動車の

提示に代わると認める書類の提出がある場合に

は、当該書類の提出。次項において同じ。）を

して、その車体に取り付けるべき標識の交付を

受けなければならない。ただし、村長がやむを

得ない理由があると認める場合は、この限りで

ない。 

２ 法第443条若しくは第80条の２又は第80条第

３項ただし書の規定によって軽自動車税を課す

ることのできない原動機付自転車又は小型特殊 
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 車の所有者又は使用者は、その主たる定置場

が、村内に所在することとなったときは、その

事由が発生した日から15日以内に、村長に対

し、標識交付申請書を提出し、かつ、当該原動

機付自転車又は小型特殊自動車の提示をして、

その車体に取り付けるべき標識の交付を受けな

ければならない。種別割を課されるべき原動機

付自転車又は小型特殊自動車が法第445条若し

くは第81条の２又は第80条第３項のただし書の

規定によって種別割を課されないこととなった

ときにおける当該原動機付自転車又は小型特殊

自動車の所有者又は使用者についても、また、

同様とする。 

３・４ （略） 

５ 第１項又は第２項の規定により交付を受けた

標識は、次項の規定により返納するまでの間

は、村長の指示に従い、これを当該原動機付自

転車又は小型特殊自動車の車体の見易い箇所に

常に取り付けていなければならない。 

６ 第１項の標識及び第３項の証明書の交付を受

けた後において当該原動機付自転車又は小型特

殊自動車に係る軽自動車等の所有者等でなく

なった者は、村長に対し、第87条第３項の申告

書を提出する際、当該申告書に添えて、その標

識及び証明書を返納しなければならない。 

７ 第２項の標識及び第３項の証明書の交付を受

けた者は、当該原動機付自転車又は小型特殊自

動車の主たる定置場が村内に所在しないことと

なったとき、当該原動機付自転車又は小型特殊

自動車を所有し若しくは使用しないこととなっ

たとき又は当該原動機付自転車又は小型特殊自

動車に対して種別割が課されることとなったと

きは、その事由が発生した日から15日以内に、

村長に対し、その標識及び証明書を返納しなけ

ればならない。 

８・９ （略） 

 

 自動車の所有者又は使用者は、その主たる定置

場が村内に所在することとなったときは、その

事由が発生した日から15日以内に村長に対し、

標識交付申請書を提出し、かつ、当該原動機付

自転車又は小型特殊自動車の提示をして、その

車体に取り付けるべき標識の交付を受けなけれ

ばならない。軽自動車税を課されるべき原動機

付自転車又は小型特殊自動車が法第443条若し

くは第80条の２又は第80条第３項のただし書の

規定によって軽自動車税を課されないことと

なったときにおける当該原動機付自転車又は小

型特殊自動車の所有者又は使用者についても、

また同様とする。 

３・４ （略） 

５ 第１項又は第２項の規定により交付を受けた

標識は、次項の規定により返納するまでの間

は、村長の指示に従いこれを当該原動機付自転

車又は小型特殊自動車の車体の見易い箇所に常

に取り付けていなければならない。 

６ 第１項の標識及び第３項の証明書の交付を受

けた後において当該原動機付自転車又は小型特

殊自動車に係る軽自動車等の所有者等でなく

なった者は、村長に対し、第87条第３項の申告

書を提出する際、当該申告書に添えてその標識

及び証明書を返納しなければならない。 

７ 第２項の標識及び第３項の証明書の交付を受

けた者は、当該原動機付自転車又は小型特殊自

動車の主たる定置場が村内に所在しないことと

なったとき、当該原動機付自転車又は小型特殊

自動車を所有し若しくは使用しないこととなっ

たとき又は当該原動機付自転車又は小型特殊自

動車に対して軽自動車税が課されることとなっ

たときは、その事由が発生した日から15日以内

に、村長に対し、その標識及び証明書を返納し

なければならない。 

８・９ （略） 
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   附 則 

 （特定一般用医薬品等購入費を支払った場合の

医療費控除の特例） 

第２条の４ 平成30年度から平成34年度までの各

年度分の個人の村民税に限り、法附則第４条の

４第３項の規定に該当する場合における第34条

の２の規定による控除については、その者の選

択により、同条中「同条第１項」とあるのは

「同条第１項（第２号を除く。）」と、「まで」

とあるのは「まで並びに法附則第４条の４第３

項の規定により読み替えて適用される法第314

条の２第１項（第２号に係る部分に限る。）」と

して、同条の規定を適用することができる。 

 

 （軽自動車税の環境性能割の賦課徴収の特例） 

第11条の２ 軽自動車税の環境性能割の賦課徴収

は、当分の間、第１章第２節の規定にかかわら

ず、県が、自動車税の環境性能割の賦課徴収の

例により、行うものとする。 

 

 （軽自動車税の環境性能割の減免の特例） 

第11条の３ 村長は、当分の間、第81条の８の規

定にかかわらず、県知事が自動車税の環境性能

割を減免する自動車に相当するものとして村長

が定める３輪以上の軽自動車に対しては、軽自

動車税の環境性能割を減免する。 

 

 （軽自動車税の環境性能割の申告納付の特例） 

第11条の４ 第81条の６の規定による申告納付に

ついては、当分の間、同条中「村長」とあるの

は、「県知事」とする。 

 

 （軽自動車税の環境性能割に係る徴収取扱費の

交付） 

第11条の５ 村は、県が軽自動車税の環境性能割

の賦課徴収に関する事務を行うために要する費

用を補償するため、法附則第29条の16第１項に 

   附 則 
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 掲げる金額の合計額を、徴収取扱費として県に

交付する。 

 

 （軽自動車税の環境性能割の税率の特例） 

第11条の６ 営業用の３輪以上の軽自動車に対す

る第81条の４の規定の適用については、当分の

間、次の表の左欄に掲げる同条の規定中同表の

中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄に掲

げる字句とする。 

  

第１号 100分の１ 100分の0.5 
  

第２号 100分の２ 100分の１ 
  

第３号 100分の３ 100分の２ 

 

２ 自家用の３輪以上の軽自動車に対する第81条

の４（第３号に係る部分に限る。）の規定の適

用については、同号中「100分の３」とあるの

は、「100分の２」とする。 

 

 （軽自動車税の種別割の税率の特例） 

第12条 法附則第30条第１項に規定する３輪以上

の軽自動車に対する当該軽自動車が最初の法第

444条第３項に規定する車両番号の指定（以下

この条において「初回車両番号指定」とい

う。）を受けた月から起算して14年を経過した

月の属する年度以後の年度分の軽自動車税の種

別割に係る第82条の規定の適用については、当

分の間、次の表の左欄に掲げる同条の規定中同

表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄

に掲げる字句とする。 

  

第２号ア（イ） 3,900円 4,600円 

第２号ア（ウ）

ａ 

6,900円 8,200円 

10,800円 12,900円 

第２号ア（ウ）

ｂ 

3,800円 4,500円 

5,000円 6,000円 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （軽自動車税の税率の特例） 

第12条 法附則第30条第１項に規定する３輪以上

の軽自動車に対する当該軽自動車が初めて道路

運送車両法第60条第１項後段の規定による車両

番号の指定（以下この条において「初回車両番

号指定」という。）を受けた月から起算して14

年を経過した月の属する年度以後の年度分の軽

自動車税に係る第82条の規定の適用について

は、当分の間、次の表の左欄に掲げる規定中同

表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄

に掲げる字句とする。 

  

第82条第２号ア 3,900円 4,600円 

 
6,900円 8,200円 

10,800円 12,900円 

 
3,800円 4,500円 

5,000円 6,000円 
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２ 法附則第30条第３項第１号及び第２号に掲げ 

 る３輪以上の軽自動車に対する第82条の規定の

適用については、当該軽自動車が平成28年４月

１日から平成29年３月31日までの間に初回車両

番号指定を受けた場合には、平成29年度分の軽

自動車税の種別割に限り、次の表の左欄に掲げ

る同条の規定中同表の中欄に掲げる字句は、そ

れぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。 

  

第２号ア（イ） 3,900円 1,000円 

第２号ア（ウ）

ａ 

6,900円 1,800円 

10,800円 2,700円 

第２号ア（ウ）

ｂ 

3,800円 1,000円 

5,000円 1,300円 

  

３ 法附則第30条第４項第１号及び第２号に掲げ

る法第446条第１項第３号に規定するガソリン

軽自動車（以下この項及び次項において「ガソ

リン軽自動車」という。）のうち３輪以上のも

のに対する第82条の規定の適用については、当

該ガソリン軽自動車が平成28年４月１日から平

成29年３月31日までの間に初回車両番号指定を

受けた場合には、平成29年度分の軽自動車税の

種別割に限り、次の表の左欄に掲げる同条の規

定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表

の右欄に掲げる字句とする。 

  

第２号ア（イ） 3,900円 2,000円 

第２号ア（ウ）

ａ 

6,900円 3,500円 

10,800円 5,400円 

第２号ア（ウ）

ｂ 

3,800円 1,900円 

5,000円 2,500円 

  

４ 法附則第30条第５項第１号及び第２号に掲げ

るガソリン軽自動車のうち３輪以上のもの（前

項の規定の適用を受けるものを除く。）に対す 

２ 法附則第30条第３項第１号及び第２号に規定 

 する３輪以上の軽自動車に対する第82条の規定

の適用については、当該軽自動車が平成27年４

月１日から平成28年３月31日までの間に初回車

両番号指定を受けた場合において、平成28年度

分の軽自動車税に限り、次の表の左欄に掲げる

規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同

表の右欄に掲げる字句とする。 

  

第82条第２号ア 3,900円 1,000円 

 
6,900円 1,800円 

10,800円 2,700円 

 
3,800円 1,000円 

5,000円 1,300円 

  

３ 法附則第30条第４項第１号及び第２号に規定

する３輪以上の軽自動車（ガソリンを内燃機関

の燃料として用いるものに限る。次項において

同じ。）に対する第82条の規定の適用について

は、当該軽自動車が平成27年４月１日から平成

28年３月31日までの間に初回車両番号指定を受

けた場合において、平成28年度分の軽自動車税

に限り、次の表の左欄に掲げる規定中同表の中

欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄に掲げ

る字句とする。 

 

  

第82条第２号ア 3,900円 2,000円 

 
6,900円 3,500円 

10,800円 5,400円 

 
3,800円 1,900円 

5,000円 2,500円 

  

４ 法附則第30条第５項第１号及び第２号に規定

する３輪以上の軽自動車（前項の規定の適用を

受けるものを除く。）に対する第82条の規定の 

 



― 49 ― 

 る第82条の規定の適用については、当該軽自動

車が平成28年４月１日から平成29年３月31日ま

での間に初回車両番号指定を受けた場合には、

平成29年度分の軽自動車税の種別割に限り、次

の表の左欄に掲げる同条の規定中同表の中欄に

掲げる字句は、それぞれ同表の右欄に掲げる字

句とする。 

  

第２号ア（イ） 3,900円 3,000円 

第２号ア（ウ）

ａ 

6,900円 5,200円 

10,800円 8,100円 

第２号ア（ウ）

ｂ 

3,800円 2,900円 

5,000円 3,800円 

  

 （特例適用利子等及び特例適用配当等に係る個

人の村民税の課税の特例） 

第14条の３の２ 所得割の納税義務者が支払を受

けるべき外国居住者等の所得に対する相互主義

による所得税等の非課税等に関する法律（昭和

37年法律第144号。以下「外国居住者等所得相

互免除法」という。）第８条第２項に規定する

特例適用利子等、外国居住者等所得相互免除法

第12条第５項に規定する特例適用利子等又は外

国居住者等所得相互免除法第16条第２項に規定

する特例適用利子等については、第33条及び第

34条の３の規定にかかわらず、他の所得と区分

し、その前年中の外国居住者等所得相互免除法

第８条第２項（外国居住者等所得相互免除法第

12条第５項及び第16条第２項において準用する

場合を含む。）に規定する特例適用利子等の額

（以下この項において「特例適用利子等の額」

という。）に対し、特例適用利子等の額（次項

第１号の規定により読み替えられた第34条の２

の規定の適用がある場合には、その適用後の金

額）に100分の３の税率を乗じて計算した金額

に相当する村民税の所得割を課する。 

２ 前項の規定の適用がある場合には、次に定め 

 適用については、当該軽自動車が平成27年４月

１日から平成28年３月31日までの間に初回車両

番号指定を受けた場合において、平成28年度分

の軽自動車税に限り、次の表の左欄に掲げる規

定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表

の右欄に掲げる字句とする。 

 

  

第82条第２号ア 3,900円 3,000円 

 
6,900円 5,200円 

10,800円 8,100円 

 
3,800円 2,900円 

5,000円 3,800円 
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 るところによる。 

 (１) 第34条の２の規定の適用については、同

条中「総所得金額」とあるのは、「総所得金

額、附則第14条の３の２第１項に規定する特

例適用利子等の額」とする。 

 (２) 第34条の６から第34条の８まで、第34条

の９第１項並びに附則第３条第１項、第３条

の３第１項及び第３条の３の２第１項の規定

の適用については、第34条の６中「所得割の

額」とあるのは「所得割の額及び附則第14条

の３の２第１項の規定による村民税の所得割

の額」と、第34条の７第１項前段、第34条の

８、第34条の９第１項並びに附則第３条第１

項、第３条の３第１項及び第３条の３の２第

１項中「所得割の額」とあるのは「所得割の

額並びに附則第14条の３の２第１項の規定に

よる村民税の所得割の額」と、第34条の７第

１項後段中「所得割の額」とあるのは「所得

割の額及び附則第14条の３の２第１項の規定

による村民税の所得割の額の合計額」とす

る。 

 (３) 第35条の規定の適用については、同条中

「又は山林所得金額」とあるのは「若しくは

山林所得金額又は附則第14条の３の２第１項

に規定する特例適用利子等の額」と、「若し

くは山林所得金額」とあるのは「若しくは山

林所得金額若しくは外国居住者等の所得に対

する相互主義による所得税等の非課税等に関

する法律（昭和37年法律第144号）第７条第

10項（同法第11条第８項及び第15条第14項に

おいて準用する場合を含む。）に規定する特

定対象利子に係る利子所得の金額、同法第７

条第12項（同法第11条第９項及び第15条第15

項において準用する場合を含む。）に規定す

る特定対象収益分配に係る配当所得の金額、

同法第７条第16項（同法第11条第11項及び第

15条第17項において準用する場合を含む。） 
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  に規定する特定対象懸賞金等に係る一時所得

の金額若しくは同法第７条第18項（同法第11

条第12項及び第15条第18項において準用する

場合を含む。）に規定する特定対象給付補填

金等に係る雑所得等の金額」とする。 

 (４) 附則第２条３の規定の適用については、

同条第１項中「山林所得金額」とあるのは

「山林所得金額並びに附則第14条の３の２第

１項に規定する特例適用利子等の額」と、同

条第２項中「所得割の額」とあるのは「所得

割の額並びに附則第14条の３の２第１項の規

定による村民税の所得割の額」とする。 

３ 所得割の納税義務者が支払を受けるべき外国

居住者等所得相互免除法第８条第４項に規定す

る特例適用配当等、外国居住者等所得相互免除

法第12条第６項に規定する特例適用配当等又は

外国居住者等所得相互免除法第16条第３項に規

定する特例適用配当等（次項において「特例適

用配当等」という。）については、第33条第３

項及び第４項の規定は適用しない。この場合に

おいて、当該特例適用配当等については、同条

及び第34条の３の規定にかかわらず、他の所得

と区分し、その前年中の外国居住者等所得相互

免除法第８条第４項（外国居住者等所得相互免

除法第12条第６項及び第16条第３項において準

用する場合を含む。）に規定する特例適用配当

等の額（以下この項において「特例適用配当等

の額」という。）に対し、特例適用配当等の額

（第５項第１号の規定により読み替えられた第

34条の２の規定の適用がある場合には、その適

用後の金額）に100分の３の税率を乗じて計算

した金額に相当する村民税の所得割を課する。 

４ 前項後段の規定は、特例適用配当等に係る所

得が生じた年の翌年の４月１日の属する年度分

の第36条の２第１項の規定による申告書（その

提出期限までに提出されたもの及びその提出期

限後において村民税の納税通知書が送達される 
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 時までに提出されたものに限り、その時までに

提出された第36条の３第１項に規定する確定申

告書を含む。）に前項後段の規定の適用を受け

ようとする旨の記載があるとき（これらの申告

書にその記載がないことについてやむを得ない

理由があると村長が認めるときを含む。）に限

り、適用する。 

５ 第３項後段の規定の適用がある場合には、次

に定めるところによる。 

 (１) 第34条の２の規定の適用については、同

条中「総所得金額」とあるのは、「総所得金

額、附則第14条の３の２第３項後段に規定す

る特例適用配当等の額」とする。 

 (２) 第34条の６から第34条の８まで、第34条

の９第１項並びに附則第３条第１項、第３条

の３第１項及び第３条の３の２第１項の規定

の適用については、第34条の６中「所得割の

額」とあるのは「所得割の額及び附則第14条

の３の２第３項後段の規定による村民税の所

得割の額」と、第34条の７第１項前段、第34

条の８、第34条の９第１項並びに附則第３条

第１項、第３条の３第１項及び第３条の３の

２第１項中「所得割の額」とあるのは「所得

割の額並びに附則第14条の３の２第３項後段

の規定による村民税の所得割の額」と、第34

条の７第１項後段中「所得割の額」とあるの

は「所得割の額及び附則第14条の３の２第３

項後段の規定による村民税の所得割の額の合

計額」とする。 

 (３) 第35条の規定の適用については、同条中

「又は山林所得金額」とあるのは「若しくは

山林所得金額又は附則第14条の３の２第３項

後段に規定する特例適用配当等の額」と、

「若しくは山林所得金額」とあるのは「若し

くは山林所得金額若しくは外国居住者等の所

得に対する相互主義による所得税等の非課税

等に関する法律（昭和37年法律第144号）第 
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  ７条第14項（同法第11条第10項及び第15条第

16項において準用する場合を含む。）に規定

する申告不要特定対象配当等に係る利子所得

の金額若しくは配当所得の金額」とする。 

 (４) 附則第２条の３の規定の適用について

は、同条第１項中「山林所得金額」とあるの

は「山林所得金額並びに附則第14条の３の２

第３項後段に規定する特例適用配当等の額」

と、同条第２項中「所得割の額」とあるのは

「所得割の額並びに附則第14条の３の２第３

項後段の規定による村民税の所得割の額」と

する。 

 

 （条約適用利子等及び条約適用配当等に係る個

人の村民税の課税の特例） 

第14条の３の３ 所得割の納税義務者が支払を受

けるべき租税条約等の実施に伴う所得税法、法

人税法及び地方税法の特例等に関する法律（昭

和44年法律第46号。以下「租税条約等実施特例

法」という。）第３条の２の２第10項に規定す

る条約適用利子等については、第33条及び第34

条の３の規定にかかわらず、他の所得と区分

し、その前年中の同項に規定する条約適用利子

等の額（以下この項において「条約適用利子等

の額」という。）に対し、条約適用利子等の額

（次項第１号の規定により読み替えられた第34

条の２の規定の適用がある場合には、その適用

後の金額）に100分の５の税率から租税条約等

実施特例法第３条の２の２第１項に規定する限

度税率（第３項において「限度税率」とい

う。）を控除して得た率に５分の３を乗じて得

た率（当該納税義務者が同条第３項の規定の適

用を受ける場合には、100分の３の税率）を乗

じて計算した金額に相当する村民税の所得割を

課する。 

２ 前項の規定の適用がある場合には、次に定め

るところによる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （条約適用利子等及び条約適用配当等に係る個

人の村民税の課税の特例） 

第14条の３の２ 所得割の納税義務者が支払を受

けるべき租税条約等の実施に伴う所得税法、法

人税法及び地方税法の特例等に関する法律（昭

和44年法律第46号。以下「租税条約等実施特例

法」という。）第３条の２の２第10項に規定す

る条約適用利子等については、第33条及び第34

条の３の規定にかかわらず、他の所得と区分

し、その前年中の同項に規定する条約適用利子

等の額（以下この項において「条約適用利子等

の額」という。）に対し、条約適用利子等の額

（次項第１号の規定により読み替えられた第34

条の２の規定の適用がある場合には、その適用

後の金額）に100分の５の税率から同法第３条

の２の２第１項に規定する限度税率（第３項に

おいて「限度税率」という。）を控除して得た

率に５分の３を乗じて得た率（当該納税義務者

が同条第３項の規定の適用を受ける場合には、

100分の３の税率）を乗じて計算した金額に相

当する村民税の所得割を課する。 

 

２ 前項の規定の適用がある場合には、次に定め

るところによる。 
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 (１) 第34条の２の規定の適用については、同

条中「総所得金額」とあるのは、「総所得金

額、附則第14条の３の３第１項に規定する条

約適用利子等の額」とする。 

 (２) 第34条の６から第34条の８まで、第34条 

  の９第１項並びに附則第３条第１項、第３条

の３第１項及び第３条の３の２第１項の規定

の適用については、第34条の６中「所得割の

額」とあるのは「所得割の額及び附則第14条

の３の３第１項の規定による村民税の所得割

の額」と、第34条の７第１項前段、第34条の

８、第34条の９第１項並びに附則第３条第１

項、第３条の３第１項及び第３条の３の２第

１項中「所得割の額」とあるのは「所得割の

額並びに附則第14条の３の３第１項の規定に

よる村民税の所得割の額」と、第34条の７第

１項後段中「所得割の額」とあるのは「所得

割の額及び附則第14条の３の３第１項の規定

による村民税の所得割の額の合計額」とす

る。 

 (３) 第35条の規定の適用については、同条中

「又は山林所得金額」とあるのは「若しくは

山林所得金額又は附則第14条の３の３第１項

に規定する条約適用利子等の額」と、「若し

くは山林所得金額」とあるのは「若しくは山

林所得金額若しくは租税条約等の実施に伴う

所得税法、法人税法及び地方税法の特例等に

関する法律（昭和44年法律第46号）第３条の

２第16項に規定する特定利子に係る利子所得

の金額、同条第18項に規定する特定収益分配

に係る配当所得の金額、同条第22項に規定す

る特定懸賞金等に係る一時所得の金額若しく

は同条第24項に規定する特定給付補填金等に

係る雑所得等の金額」とする。 

 (４) 附則第２条の３の規定の適用について

は、同条第１項中「山林所得金額」とあるの

は「山林所得金額並びに附則第14条の３の３ 

 (１) 第34条の２の規定の適用については、同

条中「総所得金額」とあるのは、「総所得金

額、附則第14条の３の２第１項に規定する条

約適用利子等の額」とする。 

 (２) 第34条の６から第34条の８まで、第34条 

  の９第１項、附則第３条第１項、附則第３条

の３第１項及び附則第３条の３の２第１項の

規定の適用については、第34条の６中「所得

割の額」とあるのは「所得割の額及び附則第

14条の３の２第１項の規定による村民税の所

得割の額」と、第34条の７第１項前段、第34

条の８、第34条の９第１項、附則第３条第１

項、附則第３条の３第１項及び附則第３条の

３の２第１項中「所得割の額」とあるのは

「所得割の額並びに附則第14条の３の２第１

項の規定による村民税の所得割の額」と、第

34条の７第１項後段中「所得割の額」とある

のは「所得割の額及び附則第14条の３の２第

１項の規定による村民税の所得割の額の合計

額」とする。 

 (３) 第35条の規定の適用については、同条中

「又は山林所得金額」とあるのは「若しくは

山林所得金額又は附則第14条の３の２第１項

に規定する条約適用利子等の額」と、「若し

くは山林所得金額」とあるのは「若しくは山

林所得金額若しくは租税条約等実施特例法第

３条の２第16項に規定する特定利子に係る利

子所得の金額、同条第18項に規定する特定収

益分配に係る配当所得の金額、同条第22項に

規定する特定懸賞金等に係る一時所得の金額

若しくは同条第24項に規定する特定給付補て

ん金等に係る雑所得等の金額」とする。 

 

 

 (４) 附則第２条の３の規定の適用について

は、同条第１項中「山林所得金額」とあるの

は「山林所得金額並びに附則第14条の３の２ 
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 第１項に規定する条約適用利子等の額」と、同

条第２項中「所得割の額」とあるのは「所得

割の額並びに附則第14条の３の３第１項の規

定による村民税の所得割の額」とする。 

３ 所得割の納税義務者が支払を受けるべき租税

条約等実施特例法第３条の２の２第12項に規定

する条約適用配当等（次項において「条約適用

配当等」という。）については、第33条第３項

及び第４項の規定は適用しない。この場合にお

いて、当該条約適用配当等については、同条及

び第34条の３の規定にかかわらず、他の所得と

区分し、その前年中の租税条約等実施特例法第

３条の２の２第12項に規定する条約適用配当等

の額（以下この項において「条約適用配当等の

額」という。）に対し、条約適用配当等の額

（第５項第１号の規定により読み替えられた第

34条の２の規定の適用がある場合には、その適

用後の金額）に100分の５の税率から限度税率

を控除して得た率に５分の３を乗じて得た率

（当該納税義務者が租税条約等実施特例法第３

条の２の２第３項の規定の適用を受ける場合に

は、100分の３の税率）を乗じて計算した金額

に相当する村民税の所得割を課する。 

４ （略） 

５ 第３項後段の規定の適用がある場合には、次

に定めるところによる。 

 (１) 第34条の２の規定の適用については、同

条中「総所得金額」とあるのは、「総所得金

額、附則第14条の３の３第３項後段に規定す

る条約適用配当等の額」とする。 

 (２) 第34条の６から第34条の８まで、第34条

の９第１項並びに附則第３条第１項、第３条

の３第１項及び第３条の３の２第１項の規定

の適用については、第34条の６中「所得割の

額」とあるのは「所得割の額及び附則第14条

の３の３第３項後段の規定による村民税の所

得割の額」と、第34条の７第１項前段、第34 

 第１項に規定する条約適用利子等の額」と、同

条第２項中「所得割の額」とあるのは「所得

割の額並びに附則第14条の３の２第１項の規

定による村民税の所得割の額」とする。 

３ 所得割の納税義務者が支払を受けるべき租税

条約等実施特例法第３条の２の２第12項に規定

する条約適用配当等（次項において、「条約適

用配当等」という。）については、第33条第３

項及び第４項の規定は適用しない。この場合に

おいて、当該条約適用配当等については、第33

条及び第34条の３の規定にかかわらず、他の所

得と区分し、その前年中の同法第３条の２の２

第12項に規定する条約適用配当等の額（以下こ

の項において、「条約適用配当等の額」とい

う。）に対し、条約適用配当等の額（第５項第

１号の規定により読み替えられた第34条の２の

規定の適用がある場合には、その適用後の金

額）に100分の５の税率から限度税率を控除し

て得た率に５分の３を乗じて得た率（当該納税

義務者が同法第３条の２の２第３項の規定の適

用を受ける場合には、100分の３の税率）を乗

じて計算した金額に相当する村民税の所得割を

課する。 

４ （略） 

５ 第３項後段の規定の適用がある場合には、次

に定めるところによる。 

 (１) 第34条の２の規定の適用については、同

条中「総所得金額」とあるのは、「総所得金

額、附則第14条の３の２第３項に規定する条

約適用配当等の額」とする。 

 (２) 第34条の６から第34条の８まで、第34条

の９第１項、附則第３条第１項、附則第３条

の３第１項及び附則第３条の３の２第１項の

規定の適用については、第34条の６中「所得

割の額」とあるのは「所得割の額及び附則第

14条の３の２第３項の規定による村民税の所

得割の額」と、第34条の７第１項前段、第34 
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  条の８、第34条の９第１項並びに附則第３条

第１項、第３条の３第１項及び第３条の３の

２第１項中「所得割の額」とあるのは「所得

割の額並びに附則第14条の３の３第３項後段

の規定による村民税の所得割の額」と、第34

条の７第１項後段中「所得割の額」とあるの

は「所得割の額及び附則第14条の３の３第３

項後段の規定による村民税の所得割の額の合

計額」とする。 

 

 

 (３) 第35条の規定の適用については、同条中

「又は山林所得金額」とあるのは「若しくは

山林所得金額又は附則第14条の３の３第３項

後段に規定する条約適用配当等の額」と、

「若しくは山林所得金額」とあるのは「若し

くは山林所得金額若しくは租税条約等の実施

に伴う所得税法、法人税法及び地方税法の特

例等に関する法律（昭和44年法律第46号）第

３条の２第20項に規定する申告不要特定配当

等に係る利子所得の金額若しくは配当所得の

金額」とする。 

 (４) 附則第２条の３の規定の適用について

は、同条第１項中「山林所得金額」とあるの

は「山林所得金額並びに附則第14条の３の３

第３項後段に規定する条約適用配当等の額」

と、同条第２項中「所得割の額」とあるのは

「所得割の額並びに附則第14条の３の３第３

項後段の規定による村民税の所得割の額」と

する。 

６ 租税条約等実施特例法第３条の２の２第１項

の規定の適用がある場合（第３項後段の規定の

適用がある場合を除く。）における第34条の９

の規定の適用については、同条第１項中「又は

同条第６項」とあるのは「若しくは附則第14条

の３の３第３項前段に規定する条約適用配当等

（以下「条約適用配当等」という。）に係る所 

  条の８、第34条の９第１項、附則第３条第１

項、附則第３条の３第１項及び附則第３条の

３の２第１項中「所得割の額」とあるのは

「所得割の額並びに附則第14条の３の２第３

項の規定による村民税の所得割の額」と、第

34条の７第１項後段中「所得割の額」とある

のは「所得割の額及び附則第14条の３の２第

３項の規定による村民税の所得割の額の合計

額」と、第34条の９第１項中「第33条第４

項」とあるのは「附則第14条の３の２第４

項」とする。 

 (３) 第35条の規定の適用については、同条中

「又は山林所得金額」とあるのは「若しくは

山林所得金額又は附則第14条の３の２第３項

に規定する条約適用配当等の額」と、「若し

くは山林所得金額」とあるのは「若しくは山

林所得金額若しくは租税条約等実施特例法第

３条の２第20項に規定する申告不要特定配当

等に係る利子所得の金額又は配当所得の金

額」とする。 

 

 

 (４) 附則第２条の３の規定の適用について

は、同条第１項中「山林所得金額」とあるの

は「山林所得金額並びに附則第14条の３の２

第３項に規定する条約適用配当等の額」と、

同条第２項中「所得割の額」とあるのは「所

得割の額並びに附則第14条の３の２第３項の

規定による村民税の所得割の額」とする。 

 

６ 租税条約等実施特例法第３条の２の２第１項

の規定の適用がある場合（第３項後段の規定の

適用がある場合を除く。）における第34条の９

の規定の適用については、同条第１項中「又は

同条第６項」とあるのは「若しくは附則第14条

の３の２第３項に規定する条約適用配当等（以

下「条約適用配当等」という。）に係る所得が 
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 得が生じた年の翌年の４月１日の属する年度分

の第36条の２第１項の規定による申告書（その

提出期限後において村民税の納税通知書が送達

される時までに提出されたもの及びその時まで

に提出された第36条の３第１項の確定申告書を

含む。）にこの項の規定の適用を受けようとす

る旨及び当該条約適用配当等に係る所得の明細

に関する事項の記載がある場合（これらの申告

書にこれらの記載がないことについてやむを得

ない理由があると村長が認めるときを含む。）

であって、当該条約適用配当等に係る所得の金

額の計算の基礎となった条約適用配当等の額に

ついて租税条約等の実施に伴う所得税法、法人

税法及び地方税法の特例等に関する法律（昭和

44年法律第46号。以下「租税条約等実施特例

法」という。）第３条の２の２第１項の規定及

び法第２章第１節第５款の規定により配当割額

を課されたとき、又は第33条第６項」と、同条

第３項中「法第37条の４」とあるのは「租税条

約等実施特例法第３条の２の２第９項の規定に

より読み替えて適用される法第37条の４」とす

る。 

 

 （中城村税条例の一部を改正する条例の一部改

正） 

第２条 中城村税条例の一部を改正する条例（平

成26年中城村条例第11号）の一部を次のように

改正する。 

第６条 平成27年３月31日以前に初めて道路運送

車両法第60条第１項後段の規定による車両番号

の指定を受けた３輪以上の軽自動車に対して課

する軽自動車税の種別割に係る中城村税条例第

82条及び附則第12条の規定の適用については、

次の表の左欄に掲げる同条例の規定中同表の中

欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄に掲げ

る字句とする。 

 

 生じた年の翌年の４月１日の属する年度分の第

36条の２第１項の規定による申告書（その提出

期限後において村民税の納税通知書が送達され

る時までに提出されたもの及びその時までに提

出された第36条の３第１項の確定申告書を含

む。）にこの項の規定の適用を受けようとする

旨及び当該条約適用配当等に係る所得の明細に

関する事項の記載がある場合（これらの申告書

にこれらの記載がないことについてやむを得な

い理由があると村長が認めるときを含む。）で

あって、当該条約適用配当等に係る所得の金額

の計算の基礎となった条約適用配当等の額につ

いて租税条約等の実施に伴う所得税法、法人税

法及び地方税法の特例等に関する法律（昭和44

年法律第46号。以下「租税条約等実施特例法」

という。）第３条の２の２第１項の規定及び法

第２章第１節第５款の規定により配当割額を課

されたとき、又は第33条第６項」と、同条第３

項中「法第37条の４」とあるのは「租税条約等

実施特例法第３条の２の２第９項の規定により

読み替えて適用される法第37条の４」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

第６条 平成27年３月31日以前に初めて道路運送

車両法第60条第１項後段の規定による車両番号

の指定を受けた３輪以上の軽自動車に対して課

する軽自動車税に係る新条例第82条及び新条例

附則第12条の規定の適用については、次の表の

左欄に掲げる規定中同表の中欄に掲げる字句

は、それぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。 
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第82条第２号ア

（イ） 
3,900円 3,100円 

第82条第２号ア

（ウ）ａ 
6,900円 5,500円 

10,800円 7,200円 

第82条第２号ア

（ウ）ｂ 
3,800円 3,000円 

5,000円 4,000円 

附則第12条第１

項 

第82条 中城村条例の一

部を改正する条

例（平成26年中

城村条例第 11

号。以下この条

において「平成

26年改正条例」

という。）附則第

６条の規定によ

り読み替えて適

用される第82条 

附則第12条第１

項の表第２号ア

（イ）の項 

第２号ア（イ） 平成26年改正条

例附則第６条の

規定により読み

替えて適用され

る第82条第２号

ア（イ） 

3,900円 3,100円 

附則第12条第１

項の表第２号ア

（ウ）ａの項 

第２号ア（ウ）

ａ 

平成26年改正条

例附則第６条の

規定により読み

替えて適用され

る第82条第２号

ア（ウ）ａ 

6,900円 5,500円 

10,800円 7,200円 

附則第12条第１

項の表第２号ア

（ウ）ｂの項 

第２号ア（ウ）

ｂ 

平成26年改正条

例附則第６条の

規定により読み

替えて適用され

る第82条第２号

ア（ウ）ｂ 

3,800円 3,000円 

5,000円 4,000円 

  

第３条 中城村税条例の一部を改正する条例（平

成27年中城村条例第17号）の一部を次のように

改正する。 

 

 （村たばこ税に関する経過措置） 

第６条 （略）  

２～６ （略） 

  

新条例第82条第

２号ア 
3,900円 3,100円 

 
6,900円 5,500円 

10,800円 7,200円 

 
3,800円 3,000円 

5,000円 4,000円 

新条例附則第12

条第１項の表以

外の部分 

第82条 中城村税条例の

一部を改正する

条例（平成26年

中城村条例第11

号。以下この条

において「平成

26年改正条例」

という。）附則第

６条の規定によ

り読み替えて適

用される第82条 

新条例附則第12

条第１項の表第

82条第２号アの

項 

第82条第２号ア 平成26年改正条

例附則第６条の

規定により読み

替えて適用され

る第82条第２号

ア 

3,900円 3,100円 

6,900円 5,500円 

10,800円 7,200円 

3,800円 3,000円 

5,000円 4,000円 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （村たばこ税に関する経過措置） 

第６条 （略）  

２～６ （略） 
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７ 第４項の規定により村たばこ税を課する場合

においては、同項から前項までに規定するもの

のほか、中城村税条例第19条、第98条第４項及

び第５項、第100条の２並びに第101条の規定を

適用する。この場合において、次の表の左欄に

掲げる同条例の規定中同表の中欄に掲げる字句

は、それぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。 

  

（略） 

第19条第３号 第81条の６第１項

の申告書、第98条

第１項若しくは第

２項の申告書又は

第139条第１項の

申告書でその提出

期限 

平成27年改正条例

附則第６条第６項

の納期限 

（略） 

  

 

 

８～14 （略） 

７ 第４項の規定により村たばこ税を課する場合

においては、同項から前項までに規定するもの

のほか、新条例第19条、第98条第４項及び第５

項、第100条の２並びに第101条の規定を適用す

る。この場合において、次の表の左欄に掲げる

新条例の規定中同表の中欄に掲げる字句は、そ

れぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。 

  

（略） 

第19条第３号 第48条第１項の申

告書（法第321条

の８第22項及び第

23項の申告書を除

く。）、第98条第１

項若しくは第２項

の申告書又は第

139条第１項の申

告書でその提出期

限 

平成27年改正条例

附則第６条第６項

の納期限 

（略） 

  

８～14 （略） 

   附 則 

 （施行期日） 

第１条 この条例は、平成29年１月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に

定める日から施行する。 

 (１) 第１条中中城村税条例第18条の３の改正規定、同条例第19条の改正規定（「、第53条の７、第

67条」の次に「、第81条の６第１項」を加える部分、同条第２号中「第98条第１項」を「第81条の

６第１項の申告書、第98条第１項」に改める部分及び同条第３号中「第98条第１項」を「第81条の

６第１項の申告書、第98条第１項」に改める部分に限る。）、同条例第34条の４及び第80条の改正規

定、同条例第80条の２を削る改正規定、同条例第81条の改正規定、同条の次に７条を加える改正規

定、同条例第82条、第83条及び第85条から第91条までの改正規定並びに同条例附則第11条の次に５

条を加える改正規定及び同条例附則第12条の改正規定並びに第２条の規定並びに第３条中中城村税

条例の一部を改正する条例（平成27年中城村条例第17号）附則第６条第７項の表第19条第３号の項

の改正規定（「第98条第１項」を「第81条の６第１項の申告書、第98条第１項」に改める部分に限

る。）並びに次条第３項及び附則第３条の規定 平成29年４月１日 

 (２) 第１条中中城村税条例附則第２条の３の次に１条を加える改正規定及び次条第２項の規定 平

成30年１月１日 

 （村民税に関する経過措置） 

第２条 第１条の規定による改正後の中城村税条例（以下「新条例」という。）第43条第４項の規定は、

この条例の施行の日（以下「施行日」という。）以後に新条例第43条第２項に規定する納期限が到来



― 60 ― 

する個人の村民税に係る延滞金について適用する。 

２ 新条例附則第２条の４の規定は、平成30年度以後の年度分の個人の村民税について適用する。 

３ 新条例第34条の４の規定は、前条第１号に掲げる規定の施行の日以後に開始する事業年度分の法人

の村民税及び同日以後に開始する連結事業年度分の法人の村民税について適用し、同日前に開始し

た事業年度分の法人の村民税及び同日前に開始した連結事業年度分の法人の村民税については、な

お従前の例による。 

４ 新条例第48条第５項及び第50条第４項の規定は、施行日以後に新条例第48条第３項又は第50条第２

項に規定する納期限が到来する法人の村民税に係る延滞金について適用する。 

５ 新条例附則第14条の３の２の規定は、施行日以後に支払を受けるべき外国居住者等の所得に対する

相互主義による所得税等の非課税等に関する法律（昭和37年法律第144号）第８条第２項に規定する

特例適用利子等、同法第12条第５項に規定する特例適用利子等若しくは同法第16条第２項に規定す

る特例適用利子等又は同法第８条第４項に規定する特例適用配当等、同法第12条第６項に規定する

特例適用配当等若しくは同法第16条第３項に規定する特例適用配当等に係る個人の村民税について

適用する。 

 （軽自動車税に関する経過措置） 

第３条 新条例の規定中軽自動車税の環境性能割に関する部分は、附則第１条第１号に掲げる規定の施

行の日以後に取得された３輪以上の軽自動車に対して課する軽自動車税の環境性能割について適用

する。 

２ 新条例の規定中軽自動車税の種別割に関する部分は、平成29年度以後の年度分の軽自動車税の種別

割について適用し、平成28年度分までの軽自動車税については、なお従前の例による。 

 

 別紙のほうには、改正前、改正後の新旧対照

表がございますので、下線の部分が改正される

箇所でございます。御参照いただきますお願い

いたします。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 続きまして、日程第６ 議案第52号 中城村

国民健康保険税条例の一部を改正する条例を議

題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 案第52号 中城村国民健康

保険税条例の一部を改正する条例について、御

提案申し上げます。 

 

議案第52号 

 

中城村国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 

 中城村国民健康保険税条例（昭和47年中城村条例第71号）の一部を別紙のとおり改正したいの

で、地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第１項の規定により議会の議決を求める。 
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  平成28年12月９日提出 

中 城 村 長  浜 田 京 介 

 

提 案 理 由 

 外国人等の国際運輸業に係る所得に対する相互主義による所得税等の非課税に関する法律施行

令等の一部改正する政令（平成28年政令第226号）が平成28年５月25日に公布され、平成29年１

月１日に施行されることに伴い、中城村国民健康保険税条例の一部を改正する必要がある。 

 

   中城村国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 中城村国民健康保険税条例（昭和47年中城村条例第71号）の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

   附 則 

１～９（略） 

 （特例適用利子等に係る国民健康保険税の課税

の特例） 

10 世帯主又はその世帯に属する国民健康保険の

被保険者若しくは特定同一世帯所属者が外国居

住者等の所得に対する相互主義による所得税等

の非課税等に関する法律（昭和37年法律第144

号）第８条第２項に規定する特例適用利子等、

同法第12条第５項に規定する特例適用利子等又

は同法第16条第２項に規定する特例適用利子等

に係る利子所得、配当所得、譲渡所得、一時所

得及び雑所得を有する場合における第３条及び

第17条第１項の規定の適用については、第３条

第１項中「山林所得金額の合計額から同条第２

項」とあるのは「山林所得金額並びに外国居住

者等の所得に対する相互主義による所得税等の

非課税等に関する法律（昭和37年法律第144

号）第８条第２項（同法第12条第５項及び第16

条第２項において準用する場合を含む。）に規

定する特例適用利子等の額（以下この条及び第

17条第１項において「特例適用利子等の額」と

いう。）の合計額から法第314条の２第２項」

と、「山林所得金額の合計（」とあるのは「山

林所得金額並びに特例適用利子等の額の合計額 

   附 則 

１～９（略） 
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 （」と、同条第２項中「又は山林所得金額」と

あるのは「若しくは山林所得金額又は特例適用

利子等の額」と、第17条第１項中「山林所得金

額」とあるのは「山林所得金額並びに特例適用

利子等の額」とする。 

 （特例適用配当等に係る国民健康保険税の課税

の特例） 

11 世帯主又はその世帯に属する国民健康保険の

被保険者若しくは特定同一世帯所属者が外国居

住者等の所得に対する相互主義による所得税等

の非課税等に関する法律第８条第４項に規定す

る特例適用配当等、同法第12条第６項に規定す

る特例適用配当等又は同法第16条第３項に規定

する特例適用配当等に係る利子所得、配当所得

及び雑所得を有する場合における第３条及び第

17条第１項の規定の適用については、第３条第

１項中「山林所得金額の合計額から同条第２

項」とあるのは、「山林所得金額並びに外国居

住者等の所得に対する相互主義による所得税等

の非課税等に関する法律第８条第４項（同法第

12条第６項及び第16条第３項において準用する

場合を含む。）に規定する特例適用配当等の額

（以下この条及び第17条第１項において「特例

適用配当等の額」という。）の合計額から法第

314条の２第２項」と、「山林所得金額の合計

（」とあるのは「山林所得金額並びに特例適用

配当等の額の合計額（」と、同条第２項中「又

は山林所得金額」とあるのは「若しくは山林所

得金額又は特例適用配当等の額」と、第17条第

１項中「山林所得金額」とあるのは「山林所得

金額並びに特例適用配当等の額」とする。 

12・13（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10・11（略） 

   附 則 

 （施行期日） 

第１条 この条例は、平成29年１月１日から施行する。 

 （適用区分） 

第２条 この条例による改正後の中城村国民健康保険税条例附則第10項及び第11規定は、この条例の施
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行の日以後に支払を受けるべき外国居住者等の所得に対する相互主義による所得税等の非課税等に

関する法律（昭和37年法律第144号）第８条第２項に規定する特例適用利子等、同法第12条第５項に

規定する特例適用利子等若しくは同法第16条第２項に規定する特例適用利子等又は同法第８条第４

項に規定する特例適用配当等、同法第12条第６項に規定する特例適用配当等若しくは同法第16条第

３項に規定する特例適用配当等に係る国民健康保険税について適用する。 

 

 同じく新旧対照表、改正前、改正後がござい

ますので、御参照いただきたいと思います。以

上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１０時５２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時５５分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 これで提案理由の説明を終わります。 

 続きまして、日程第７ 議案第53号 中城村

北中城村清掃事務組合規約の一部を変更する規

約（平成26年12月11日沖縄県指令企第408号）

の一部を変更する規約についてを議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第53号 中城村北中城

村清掃事務組合規約の一部を変更する規約（平

成26年12月11日沖縄県指令企第408号）の一部

を変更する規約について御提案申し上げます。 

 

 

議案第53号 

 

   中城村北中城村清掃事務組合規約の一部を変更する規約（平成26年12月11日沖縄県指令企 

   第408号）の一部を変更する規約について 

 

 地方自治法第286条第１項の規定により、別紙のとおり中城村北中城村清掃事務組合規約を変

更することについて、同法第290条の規定に基づき議会の議決を求める。 

 

  平成28年12月９日 

中 城 村 長  浜 田 京 介 

 

提案理由 

 中城村北中城村清掃事務組合のし尿処理施設の閉設及び解体工事に伴い、「し尿処理施設工業

用水管撤去工事（国道329号渡口交差点埋設部分）」を行う必要があり、当該工事が完了するまで

の間は、中城村北中城村清掃事務組合において共同処理する必要があるため。 
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中城村北中城村清掃事務組合規約の一部を変更する規約の一部を変更する規約 

 

 中城村北中城村清掃事務組合規約の一部を変更する規約（平成26年12月11日沖縄県指令企第408号）

の一部を次のように変更する。 

改正後 改正前 

   附 則 

 

 （施行期日） 

１ この規約は、平成27年１月１日から施行す

る。 

 

 （し尿処理施設解体工事等に関する経過措置） 

２ 平成27年１月１日から平成29年３月31日まで

の間は、し尿処理施設解体工事等に関する事務

を共同処理する。 

 

３ し尿処理施設解体工事に伴う工業用水管撤去

工事が完了するまでの間は、当該工事に関する

事務を共同処理する。 

   附 則 

 

 （施行期日） 

１ この規約は、平成27年１月１日から施行す

る。 

 

 （し尿処理施設解体工事等に関する経過措置） 

２ 平成27年１月１日から平成29年３月31日まで

の間は、し尿処理施設解体工事等に関する事務

を共同処理する。 

 

 

   附 則 

 この条例は、平成29年４月１日から施行する。 

 

 新旧対照表がございますので、御参照いただ

きたいと思います。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１０時５７分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時００分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして、日程第８ 議案第54号 平成28

年度中城村一般会計補正予算（第５号）を議題

とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第54号 平成28年度中

城村一般会計補正予算（第５号）について、御

提案申し上げます。 

 

  



― 65 ― 

議案第54号 

 

平成28年度中城村一般会計補正予算（第５号） 

 

 平成28年度中城村一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 

 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ51,514千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ7,088,583千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （債務負担行為の補正） 

第２条 債務負担行為の追加は「第２表 債務負担行為補正」による。 

 

  平成28年12月９日提出 

中城村長  浜 田 京 介 

 

第１表  歳 入 歳 出 予 算 補 正 

（歳 入） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

14 国庫支出金   1,053,242 12,055 1,065,297 

  １ 国庫負担金 786,861 15,000 801,861 

  ２ 国庫補助金 261,671 △2,945 258,726 

15 県支出金   1,259,635 △19,104 1,240,531 

  １ 県負担金 387,301 7,500 394,801 

  ２ 県補助金 829,020 △26,615 802,405 

  ３ 委託金 43,314 11 43,325 

18 繰入金   157,477 56,790 214,267 

  ２ 基金繰入金 156,319 56,790 213,109 

20 諸収入   106,686 1,773 108,459 

  ４ 雑入 102,356 1,773 104,129 

歳 入 合 計 7,037,069 51,514 7,088,583 
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（歳 出） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 議会費   101,312 △104 101,208 

  １ 議会費 101,312 △104 101,208 

２ 総務費   1,083,779 261,962 1,345,741 

  １ 総務管理費 914,544 269,284 1,183,828 

  ２ 徴税費 92,452 2,849 95,301 

  ３ 戸籍住民基本台帳費 48,387 △205 48,182 

  ４ 選挙費 25,989 △9,966 16,023 

３ 民生費   2,644,188 △221,220 2,422,968 

  １ 社会福祉費 1,153,877 33,691 1,187,568 

  ２ 児童福祉費 1,490,311 △254,911 1,235,400 

４ 衛生費   805,188 15,915 821,103 

  １ 保健衛生費 403,750 15,983 419,733 

  ２ 清掃費 401,438 △68 401,370 

６ 農林水産業費   152,304 4,462 156,766 

  １ 農業費 139,876 4,551 144,427 

  ２ 林業費 859 △37 822 

  ３ 水産業費 11,569 △52 11,517 

７ 商工費   152,191 △204 151,987 

  １ 商工費 152,191 △204 151,987 

８ 土木費   471,232 △19,210 452,022 

  １ 土木管理費 23,738 13 27,751 

  ２ 道路橋梁費 282,427 △18,663 263,764 

  ４ 都市計画費 40,766 △140 40,626 

  ５ 下水道費 115,325 △420 114,905 

10 教育費   728,830 9,913 738,743 

  １ 教育総務費 110,419 △2,493 107,926 

  ２ 小学校費 181,199 8,839 190,038 

  ３ 中学校費 45,743 3,818 49,561 

  ４ 幼稚園費 91,634 △1,075 90,559 

  ５ 社会教育費 195,579 △109 195,470 

  ６ 保健体育費 104,256 933 105,189 
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款 項 補正前の額 補正額 計 

12 公債費   574,024 0 574,024 

  １ 公債費 574,024 0 574,024 

歳 出 合 計 7,037,069 51,514 7,088,583 

 

第２表 債務負担行為補正 

（追加） 

事   項 期   間 限 度 額 

 

村道中城城跡線改良舗装事業 

 

 

平成29年度 

 

千円 

72,533 

 
 

 

 それでは歳入歳出、読み上げて御提案申し上

げます。 

 第１表歳入歳出予算補正、歳入、款、項、補

正前の額、補正額、合計の順に読み上げて御提

案申し上げます。 

 14款国庫支出金、１項国庫負担金、補正前の

額７億8,686万1,000円、補正額1,500万円、合

計で８億1,861万円。２項国庫補助金、補正前

の額２億6,167万1,000円、補正額294万5,000円

の減額補正、合計で２億5,872万6,000円。 

 15款県支出金、１項県負担金、補正前の額３

億8,730万1,000円、補正額750万円、合計で３

億9,480万1,000円。２項県補助金、補正前の額

８億2,902万円、補正額2,661万5,000円の減額

補正、合計で８億240万5,000円。３項委託金、

補正前の額4,331万4,000円、補正額１万1,000

円、合計で4,332万5,000円。 

 18款繰入金、２項基金繰入金、補正前の額１

億5,631万9,000円、補正額5,679万円、合計で

２億1,310万9,000円。 

 20款諸収入、４項雑入、補正前の額１億235

万6,000円、補正額177万3,000円、合計で１億

412万9,000円。 

 歳入合計、補正前の額70億3,706万9,000円、

補正額5,151万4,000円、合計で70億8,858万

3,000円でございます。 

 続いて歳出でございます。歳出、１款議会費、

１項議会費、補正前の額１億131万2,000円、補

正額10万4,000円の減額補正、合計で１億120万

8,000円。 

 ２款総務費、１項総務管理費、補正前の額９

億1,454万4,000円、補正額２億6,928万4,000円、

合計で11億8,382万8,000円。２項徴税費、補正

前の額9,245万2,000円、補正額284万9,000円、

合計で9,530万1,000円。３項戸籍住民基本台帳

費、補正前の額4,838万7,000円、補正額20万

5,000円の減額補正、合計で4,818万2,000円。

４項選挙費、補正前の額2,598万9,000円、補正

額996万6,000円の減額補正、合計で1,602万

3,000円。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、補正前の額11

億5,387万7,000円、補正額3,369万1,000円、合

計で11億8,756万8,000円。２項児童福祉費、補

正前の額14億9,031万1,000円、補正額２億

5,491万1,000円の減額補正、合計で12億3,540

万円。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、補正前の額４

億375万円、補正額1,598万3,000円、合計で４

億1,973万3,000円。２項清掃費、補正前の額４

億143万8,000円、補正額６万8,000円の減額補
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正、合計で４億137万円。 

 ６款農林水産業費、１項農業費、補正前の額

１億3,987万6,000円、補正額455万1,000円、合

計で１億4,442万7,000円。２項林業費、補正前

の額85万9,000円、補正額３万7,000円の減額補

正、合計で82万2,000円。３項水産業費、補正

前の額1,156万9,000円、補正額５万2,000円の

減額補正、合計で1,151万7,000円。 

 ７款商工費、１項商工費、補正前の額１億

5,219万1,000円、補正額20万4,000円の減額補

正、合計で１億5,198万7,000円。 

 ８款土木費、１項土木管理費、補正前の額

2,773万8,000円、補正額１万3,000円、合計で

2,775万1,000円。２項道路橋梁費、補正前の額

２億8,242万7,000円、補正額1,866万3,000円の

減額補正、合計で２億6,376万4,000円。４項都

市計画費、補正前の額4,076万6,000円、補正額

14万円の減額補正、合計で4,062万6,000円。５

項下水道費、補正前の額１億1,532万5,000円、

補正額42万円の減額補正、合計で１億1,490万

5,000円。 

 10款教育費、１項教育総務費、補正前の額１

億1,041万9,000円、補正額249万3,000円の減額

補正、合計で１億792万6,000円。２項小学校費、

補正前の額１億8,119万9,000円、補正額883万

9,000円、合計で１億9,003万8,000円。３項中

学校費、補正前の額4,574万3,000円、補正額

381万8,000円、合計で4,956万1,000円。４項幼

稚園費、補正前の額9,163万4,000円、補正額

107万5,000円の減額補正、合計で9,055万9,000

円。５項社会教育費、補正前の額１億9,557万

9,000円、補正額10万9,000円の減額補正、合計

で１億9,547万円。６項保健体育費、補正前の

額１億425万6,000円、補正額93万3,000円、合

計で１億518万9,000円。 

 12款公債費、１項公債費、補正前の額５億

7,402万4,000円、補正額はございませんので同

額でございます。 

 歳出合計、補正前の額70億3,706万9,000円、

補正額5,151万4,000円、合計で70億8,858万

3,000円でございます。 

 続いて、債務負担行為の補正でございます。 

 第２表、事項といたしましては村道中城城跡

線改良舗装工事、期間が平成29年度、限度額が

7,253万3,000円でございます。以上でございま

す。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１１時１０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時２２分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 日程第９ 議案第55号 平成28年度中城村土

地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）を

議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第55号 平成28年度中

城村土地区画整理事業特別会計補正予算（第２

号）について、御提案申し上げます。 

 

 

議案第55号 

 

平成28年度中城村土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 

 

 平成28年度中城村土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところに 
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よる。 

 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ70,000千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ713,576千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 

  平成28年12月９日提出 

中城村長 浜 田 京 介 

 

第１表  歳 入 歳 出 予 算 補 正 

（歳 入） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

２ 繰入金   400,000 70,000 470,000 

  １ 基金繰入金 400,000 70,000 470,000 

歳 入 合 計 643,576 70,000 713,576 

 

（歳 出） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 土地区画整理事業費   643,574 70,000 713,574 

  １ 南上原土地区画整理事業費 643,574 70,000 713,574 

歳 出 合 計 643,576 70,000 713,576 

 

 同じく読み上げて御提案申し上げます。 

 第１表歳入歳出予算補正。まず歳入のほうか

ら、２款繰入金、１項基金繰入金、補正前の額

４億円、補正額7,000万円、合計で４億7,000万

円。 

 歳入合計が、補正前の額６億4,357万6,000円、

補正額7,000万円、合計で７億1,357万6,000円。 

 歳出のほうで、１款土地区画整理事業費、１

項南上原土地区画整理事業費、補正前の額６億

4,357万4,000円、補正額7,000万円、合計で７

億1,357万4,000円。 

 歳出合計、補正前の額６億4,357万6,000円、

補正額7,000万円、合計で７億1,357万6,000円。

以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 日程第10 議案第56号 平成28年度中城村公

共下水道事業特別会計補正予算（第２号）を議

題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第56号 平成28年度中

城村公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

について、御提案申し上げます。 



― 70 ― 

議案第56号 

 

平成28年度中城村公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 

 平成28年度中城村公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3,080千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ368,212千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 

  平成28年12月９日提出 

中城村長 浜 田 京 介 

 

第１表  歳 入 歳 出 予 算 補 正 

（歳 入） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 使用料手数料   26,060 3,500 29,560 

  １ 使用料 26,000 3,500 29,500 

３ 繰入金   115,325 △420 114,905 

  １ 一般会計繰入金 115,325 △420 114,905 

歳 入 合 計 365,132 3,080 368,212 

 

（歳 出） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 公共下水道費   249,665 3,080 252,745 

  １ 公共下水道費 249,665 3,080 252,745 

歳 出 合 計 365,132 3,080 368,212 

 

 

 それでは歳入のほうから。第１表歳入歳出予

算補正。歳入、１款使用料手数料、１項使用料、

補正前の額2,606万円、補正額350万円、合計で

2,950万円。 

 ３款繰入金、１項一般会計繰入金、補正前の

額１億1,532万5,000円、補正額42万円の減額補

正、合計で１億1,490万5,000円。 

 歳入合計、補正前の額３億6,513万2,000円、

補正額308万円、合計で３億6,821万2,000円。 

 歳出、１款公共下水道費、１項公共下水道費、
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補正前の額２億4,966万5,000円、補正額308万

円、合計で２億5,274万5,000円。 

 歳出合計、補正前の額３億6,513万2,000円、

補正額308万円、合計で３億6,821万2,000円で

ございます。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 日程第11 議案第57号 物品購入等の契約に

ついてを議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第57号 物品購入等の

契約について、御提案申し上げます。 

 

 

議案第57号 

 

物品購入等の契約について 

 

 サッカースタッフベンチ購入業務について、次のように物品購入契約を締結したいので、地方

自治法（昭和22年法律第67号）第96条第１項の規定により、議会の議決を求める。 

 

記 

 

１．契約の目的  サッカースタッフベンチ購入業務 

２．契約の方法  指名競争入札 

３．契 約 金 額 金7,128,000円 

４．契約の相手方 沖縄県沖縄市諸見里３丁目６番３号 

          中頭スポーツ 

          代表 島田 裕之 

 

  平成28年12月９日提出 

中城村長 浜田 京介 

 

理由 

 サッカースタッフベンチ購入業務の物品購入契約の締結については、議会の議決に付すべき契

約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により議会の議決を必要とする。 

 

 添付書類といたしまして、契約書、入札結果

調書、そしてこういったものでありますという

写真のコピーが添付されておりますので、御参

照いただきたいと思います。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１１時２８分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時３２分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 これで提案理由の説明を終わります。 
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 日程第12 議案第58号 村道中城城跡線改良

舗装工事（９工区）請負契約についてを議題と

します。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第58号 村道中城城跡

線改良舗装工事（９工区）請負契約について、

御提案申し上げます。 

 

議案第58号 

 

村道中城城跡線改良舗装工事（９工区）請負契約について 

 

 村道中城城跡線改良舗装工事（９工区）について、次のように工事請負契約を締結したいの

で、地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第１項第５号の規定により、議会の議決を求め

る。 

 

記 

 

１  契約の目的     ：村道中城城跡線改良舗装工事（９工区） 

２  契約の方法     ：指名競争入札 

３  契 約 金 額    ：金86,184,000円 

   うち取引に係る消費税 

   及び地方消費税の額 ：金6,384,000円 

 

４  契約の相手方    ：（有）ヒロ建設・仲真設備工業 特定建設工事共同企業体 

              代表者 住 所 沖縄県中頭郡中城村字屋宜271番地 

                  名 称 有限会社 ヒロ建設 

                  氏 名 代表取締役 與那嶺達博 

 

  平成28年12月９日提出 

中城村長 浜田京介 

 

理  由 

 村道中城城跡線改良舗装工事（９工区）の請負契約の締結については、議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を必要とする。 

 

 添付書類といたしまして、契約書、入札結果

調書、図面などがございますので、御参照いた

だきたいと思います。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提案理由の説明を

終わります。 

 以上で、本日の日程は終了いたしました。 
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 本日は、これで散会いたします。御苦労さま

でした。 

  散 会（１１時３５分） 
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平成28年第７回中城村議会定例会（第４日目） 

招 集 年 月 日 平成28年12月９日（金） 

招 集 の 場 所 中 城 村 議 会 議 事 堂 

開 会 ・ 散 会 ・ 

閉 会 等 日 時 

開  議 平成28年12月12日  （午前10時00分） 

散  会 平成28年12月12日  （午前11時47分） 

応 招 議 員 

 

 

（ 出 席 議 員 ） 

議 席 番 号 氏   名 議 席 番 号 氏   名 

１ 番 石 原 昌 雄 ９ 番 仲 眞 功 浩 

２ 番 比 嘉 麻 乃 10 番 安 里 ヨシ子 

３ 番 大 城 常 良 11 番 新 垣 德 正 

４ 番 外 間 博 則 12 番 新 垣 博 正 

５ 番 仲 松 正 敏 13 番 仲 座   勇 

６ 番 新 垣 貞 則 14 番 欠   席 

７ 番 金 城   章 15 番 宮 城 重 夫 

８ 番 伊 佐 則 勝 16 番 與那覇 朝 輝 

欠 席 議 員 14 番 新 垣 善 功   

会議録署名議員 ９ 番 仲 眞 功 浩 10 番 安 里 ヨシ子 

職務のため本会議 
に 出 席 し た 者 議会事務局長 知 名   勉 議 事 係 長 比 嘉   保 
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○議長 與那覇朝輝 皆さん、おはようござい

ます。それではこれより本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 議案第51号 中城村税条例等の一

部を改正する条例を議題といたします。 

 本件については12月９日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第51号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第51号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第51号 中城村税条例等の一部

を改正する条例を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第51号 中城村税条例等の一

部を改正する条例は原案のとおり可決されまし

た。 

 日程第２ 議案第52号 中城村国民健康保険

税条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 本件については12月９日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第52号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第52号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第52号 中城村国民健康保険税

条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第52号 中城村国民健康保険

税条例の一部を改正する条例は原案のとおり可

決されました。 

 日程第３ 議案第53号 中城村北中城村清掃

事務組合規約の一部を変更する規約（平成26年

12月11日沖縄県指令企第408号）の一部を変更

する規約についてを議題とします。 

 本件については12月９日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。 

 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 議案第53号について、

確認の意味も含めて質疑をしたいと思います。 

 まず１点目、９月６日の説明会では、これは

工業用水管にモルタルを注入してそのままにし

ておくという説明がありましたが、これは村道

の長さと県道の長さ、これは北中城村と県の道

路になると思うんですが、これは何メートルぐ

らいあったのか。それに対して県道と村道に関

してはこれで終了なのか、後からまたいろいろ
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と掘削作業とかが発生しないのかどうか。これ

を伺いたいと思います。 

 ２点目に、改正後の３のほうに、「公共用水

管撤去工事が完了するまでの間は」と文言があ

るんですけれども、これは国道の渡久地十字路、

その部分のことを意味しているのか。23メート

ルということで話も聞いているんですが、そこ

の部分に対しての撤去工事が発生するというこ

となのか。これが２点目です。 

 ３点目に、これは村道部分と、これは北中城

村の村道になるんですけれども、そこと清掃組

合との締結文書、そういうものが発行されてい

るのかどうか。やっぱりこれで終了ということ

になった場合、北中城村の自治体と清掃組合と

の間で何らかの締結があったと思うんですが、

口頭だけの話ではまずいんじゃないかと思った

りもするものですから。それと同じく県道と国

道、これに関しても県と国、それから清掃組合

と締結した文書が発生しているのかどうか。あ

るのかどうか。この３点を伺いたいと思ってお

ります。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 仲村盛和。 

○住民生活課長 仲村盛和 それではお答えし

ます。 

 まず延長のほうなんですけれども、県道のほ

うが307メートルあります。それとはまた別に

北中城高校の管理道路、それが525メートル、

それから北中城の村道、農道を含む部分が

1,038メートル、あと国道のほうで23メートル、

総延長としまして1,893メートルになります。

その中で県道と北中城高校の管理道路について

は、モルタル注入でいいということで、これは

ちゃんと協議書もあります。それでまた県道に

ついて今後も工事があるかについてなんですけ

れども、現在のところ拡幅の予定もないという

ことで、そのモルタル注入で完了していいです

よという協議で、現在のところ終えている状況

です。 

 それから国道部分です。国道部分については、

企業局の仕切弁の改修工事がありますので、そ

れと同時施工で撤去というふうに協議も交わさ

れている状況です。 

 あと１点、北中城村の村道部分についても、

この協議の中で、北中城村の部分についてはモ

ルタル注入ではなく、そのままの埋め殺しでい

いということで協議も全て終えている状況であ

ります。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 北中城村とは締結がで

きていると、文書があるということなんですが、

県のほうでは今から工事が進む段階で、まだ文

書は発生していないということになっているわ

けですか。その件については。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 仲村盛和。 

○住民生活課長 仲村盛和 県道とは協定書で

はなくて、現在、協議書で文書として残ってい

ます。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 ３番に関しては、これ

から国道に関しては掘削作業が始まる段階でと

いうことなんですが、課長から聞いた話でも平

成30年以降に国道の場合、水道管は撤去するか

もしれないという話があったものですから、そ

れになった場合に、その時点でまた本村にもい

ろいろ金額的な話が来るかとは思うんですけれ

ども、やはりこういう書面はきっちり残して

いって、いろいろとそういう話はなかったとか、

そういうのがないようにきっちりと文書は残し

てくださって、それから徐々に我々の村財政に

もできるだけ負担の少ないような協議のやり方

を進めていっていただきたいと思っているので、

これをよろしくお願いいたします。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 これで大城常良議員の質

疑を終わります。 

 ほかにありますか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 
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○議長 與那覇朝輝 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第53号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第53号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第53号 中城村北中城村清掃事

務組合規約の一部を変更する規約（平成26年12

月11日沖縄県指令企第408号）の一部を変更す

る規約についてを採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第53号 中城村北中城村清掃

事務組合規約の一部を変更する規約（平成26年

12月11日沖縄県指令企第408号）の一部を変更

する規約については原案のとおり可決されまし

た。 

 日程第４ 議案第54号 平成28年度中城村一

般会計補正予算（第５号）を議題とします。 

 本件については12月９日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。 

 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 議案第54号、一般会計

補正予算について質疑をしたいと思います。 

 まず１点目、これは13ページになります。２

款１目９節、県外旅費（特別職）というところ

で26万6,000円、それについて伺いたいと思い

ます。まず１、これは福智町の図書館落成式に

出席のため、村長、副村長、それから教育長の

３名の予定がありますと伺っているんですけれ

ども、これは先週の休憩の中でもありましたと

おり、危機管理上、本村の三役全てが同時にこ

の庁舎をあけるということに対して、私も大変

危惧しているものですから伺いたいと思います。

それに対して問題はないのかどうか。それが１

点目です。 

 それから２点目が、その下の財産管理費、13

節になります。委託料です。公共駐車場整備基

本計画設計委託料、それとその下の公共駐車場

整備実施設計業務委託料というのもあるんです

が、これも含めて、この基本計画と実施計画は

いつごろできるのか。それを伺いたいと思いま

す。 

 ３点目に、駐車場用地、この補正予算の中に

あるんですけれども、１万300平米ということ

で、坪にして3,139坪の予定になっているんで

すけれども、これは地権者が何名いらっしゃる

のか。また、それだけをちゃんと整備した場合

に、駐車台数はどれぐらいになるのか。これが

３点目です。 

 ４点目が、一括交付金で２億653万8,000円が

出されているんですけれども、これは間違いな

くこれだけの金額が交付されるのか。これが４

点目。 

 ５点目は19ページ、３款民生費になります。

介護保険事業のほうです。これの13節委託料、

高齢者等保健飲料給付事業ということで、これ

がマイナス92万4,000円になっているんですけ

れども、これは100人の予定が54人の給付に

なったという原因は何だったのか。約半数減っ

ているものですから、この半分の方々はなぜ給

付を受けなかったのか。申請がなかったのか、

あるいはまたいろいろな事業がその中にはあっ

たのか。これが５点目です。 

 ６点目が28ページ、８款土木費になります。

２目15節工事請負費です。その中に歴史の道整

備事業工事請負費ということで、これもマイナ
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スの1,750万円が発生しているんですけれども、

これは副村長の説明では入札残ということを聞

いておりますけれども、その中で工事の変更が

あったのか、あるいはまたなぜ減になったのか。

変更以外に何の理由があったのか。その理由を

教えていただきたいと思います。 

 あと32ページです。10款教育費、これは２目

の20節になります。扶助費の中で要保護及び準

要保護児童生徒援助費ということで274万2,000

円があるんですけれども、これは要保護及び準

要保護の制度が40人ふえたと。中学生を合わせ

れば49人ふえているんですが、これはなぜそう

なっているのか。ことし１年で49人、中学校も

合わせてなんですけれども、小学校にしたら40

人、ことし１年で大幅にふえているんですが、

その原因は何だったのか。その７点をお願いし

たいと思っています。以上、よろしくお願いし

ます。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 まず13ページの一般管理費の特別職の県外旅

費なんですが、議員がおっしゃったように３名

の特別職、村長、副村長、教育長と今予算を計

上してございますけれども、その派遣について

は調整して、危機管理という問題もございます

ので、その辺は今後調整していきたいと思って

おります。 

 それから公共駐車場の基本計画なんですが、

これは９月20日に契約をいたしまして、10月31

日には基本計画ということで業務は完了してお

りますけれども、ただ、この中身について若干

調整がありましたので、今、修正も含めてまだ

作業をしているところでございます。10月31日

には業務というのは完了してございます。それ

から駐車場の実施設計については、今からその

基本計画に基づいて今から配置をするわけです

けれども、当然期間的に短いですので、繰り越

しも考えながらやりたいと思います。 

 それから地権者なんですが、地権者はですね、

この予定している場所は３筆で、地権者は３名

です。ただ、その１筆の方は３分の１ずつ３名

の方が所有していますので、その辺がまたござ

います。それと面積といいますか、台数につい

ては今400台を予定してございます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 與儀 忍。 

○企画課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 一括交付金につきましては、この公共駐車場

につきましては全体で２億5,000万円程度の予

算を計上しているところでございます。それの

８割分ですから、２億600万円程度になります。

今、県のほうと調整をしておりまして、まだ予

測ですが、来週以降に交付金の交付決定がいた

だけるものだと考えております。現在、各市町

村の不用額を用いてこの事業を実施するもので

すから、不用額が幾らぐらいになるかというこ

とが、今、県と村と調整をしているところでご

ざいます。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 お答えします。 

 高齢者等保健飲料給付事業につきましては、

去る６月議会で予算を承認していただきました。

一番近いデータが４月１日時点のデータであり

ました。その時点のデータでは100人を見込ん

でいたんですが、６月補正で７月１日のスター

トとなりました。その間に介護認定をもらい、

介護給付サービスを受給している方々で100世

帯なんですけれども、その中には２階に子供た

ちが住んで十分な見守りができている世帯、そ

ういう方々を除外して現在54人の見込みとなっ

ています。中には民生委員、自治会長の紹介で

支給決定はしたんですが、自分たちには必要な

いということでお断りする世帯もありました。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 おはようございま

す。お答えします。 

 ８款２項２目、歴史の道整備工事請負費、マ
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イナス1,750万円を今回提案していますけれど

も、今回ですね、当初予算要求時に概算したと

きに設計まで入れてはいなかったものですから、

実績を入れた段階で、当初は前線で鋼管ぐいの

施工になるという予想でやっていましたけれど

も、実際、実施設計を発注したら12カ所ほどは

鋼管ぐいが必要ないということがわかりまして、

今回の設計変更をして、今議会において不用と

して提案しています。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それでは大城議員

の質疑についてお答えいたします。 

 32ページの扶助費の増の理由でございますけ

れども、要保護、準要保護の扶助費の主な増の

要因としましては、平成27年度までは各児童生

徒の保護者にお知らせの文書のみを配布してお

りました。それが今年度より、文書と同時に申

請書もつけて配布しております。そうすること

によりまして、申請がやりやすくなったという

のが要因だと思います。また、マスコミ等で去

年あたりから貧困の問題が大きく取り上げられ、

その制度をこれまで知らなかった保護者からの

申請が多くなったのではないかと考えておりま

す。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 それではまた今度は２

回目の質疑をしたいと思います。 

 先ほど総務課長は、１番目の質疑に対しては

検討して調整をしていくということですので、

私が兄弟都市の場合には３役はもちろんなんで

すけれども、村長、教育長、それと議会からも

議長を連れて行くべきだと思っているので、こ

れはやっぱり交流の意味でも、村民議会を代表

する議長を連れて行けば何ら問題はないだろう

と思っているので、そのほうも加えて調整はし

ていただきたいと思っております。 

 あとは、やはり昨今の時代の流れを見ていま

すと、地震、それからいろいろな事件事故が発

生している中で、やはり３名ともいなくなると

いうことは、大変本村に対しても、村民に対し

ても、何かあった場合には厳しい状況になると。

代表、一番しっかりした指示を下す３名の中で

３名がいないということになってしまいますと、

やっぱり相当な村民からのクレーム、あるいは

また苦情が来るかもしれませんので、そういう

ところはよく相談をしながら対応していただき

たいと思っております。 

 次２点目です。基本計画はできていると。あ

とは実施設計、それにかかってくるということ

なんですが、やはり一括交付金２億円ぐらいの

金額を見てやっている。非常に本村としては村

有地になるということで、喜ばしいことだと

思ってはいるんですが、そこに相対して、やは

りすばらしい農地がこれだけ3,000坪以上も削

られるということも踏まえますと、やはり一長

一短、全ていいなというところにはいかないか

と私自体は思っているものですから、そこら辺

もよく検討をしていただいて、今回、一般質問

でもその議案を出す予定にしているんですが、

そこはまた詰めて一般質問で聞きたいなと思っ

ております。 

 台数のほうです。それが400台を見込んでい

るということですので、とりあえず坪数と台数、

そこのところも含めてなんですが、また一般質

問で伺いたいと思います。 

 あとは一括交付金が２億600万円ほど出てい

る中で、今、県と調整しているという段階で、

ほぼ取れるだろうというようなニュアンスで

伺っているんですが、これはこれで間違いない

ですね。わかりました。それはその旨、再度伺

いたいと思います。これも一般質問のほうです

ね。 

 次19ページ、介護保険事業です。課長が言わ

れたとおり、４月１日現在では100名の予定が

あったと。これが給付サービスを受ける段階で

子供さんと一緒に暮らしているとか、本人がま
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だ要らないとか、そういう話もあるということ

で約半減しているという状況ですけれども、や

はりこれはよく調べていただいて、十分な資料

の中で予算提出していただかないと、本当に必

要なのかというところですね。必要なところは

必要で、やはりこれは出していかないといけな

いということも含めて、この数、構成とかいろ

いろな、普段のこの家族がどういう状況なのか

ということも含めて対応はお願いしたいと思っ

ています。 

 次６番目です。土木費です。歴史の道。課長

の答弁では実施設計を発注した段階でこれだけ

のマイナスが出たということなんですが、これ

は工事自体に関しては現状どおり、全ての工事

がうまくいくのかというところをひとつ、最後

に伺いたいと思っています。 

 次７点目です。これは教育振興費です。課長、

平成27年度はもうお知らせだけを村民の方々、

対象になる、生徒にお知らせだけを送ったと。

今回からはお知らせと一緒に申請書も携えて

送った結果、40名がその申請書を見て私たちも

該当するんだなというところでこれだけふえた

ということですので、やっぱりこういった学校

関係とか幼稚園、別な部署になるかもしれませ

んけれども、そういうところに関しても、やは

り申請書を送ったからこれだけのメンバー、人

数が多くなったということは、やはりいろいろ

と村広報とかに出してはいるんだけれども、載

せてはいるんだけれども、全然そういう申請が

あるのかどうかも知らないという方々が村内に、

恐らくもっと存在するかと思いますので、ぜひ

こういうのは徹底して掘り起こしていって、必

要な方には必要な分だけこういう補助を受けさ

せてあげるということを念頭に置いて、まだま

だ恐らく出てくると思います。そこはそれでま

たいろいろと対応していただいて、全員が受け

られる権利のある方はどんどん受けさせていた

だきたいと思っているので、ぜひ広報をしっか

りやっていただきたいと思います。今の２点に

ついて、再度お願いします。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 お答えします。 

 工事の延長については、当初どおりの延長で

ございます。一部ですね、今回、先ほども答弁

しましたけれども、一部鋼管ぐいが必要ないと。

横ボーリングで十分対応できるということで対

応していますので、工事には影響はないです。

以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 最後になるんですけれ

ども、ぜひ補正予算でこれだけマイナス、プラ

スがありはしますが、ぜひ事業として安心、安

全な事業を進めていただいて、ぜひ村民に還元

できるような事業をお願いしたいと思います。

以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 以上で、大城常良議員の

質疑を終わります。 

 ほかにありますか。 

 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 質疑に入る前に、少し

だけ補足説明をお願いしたいんですけれども、

よろしいでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１０時３３分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時３８分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 質疑ありますか。 

 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 それでは議案第54号 

平成28年度中城村一般会計補正予算（第５号）

についてお伺いいたします。 

 これは先ほど大城議員が質疑したものと若干

重複する点もありますが、その辺は確認しなが

らという意味も兼ねてよろしく御説明願いたい

と思います。 



― 83 ― 

 まず13ページです。２款１項１目９節旅費の

件でありますけれども、これに予算額としては

26万6,000円でありますけれども、この計上に

当たって村長、副村長が同時に出席しなければ

ならない理由とは、どういうことでそれを計上

したのか。その辺が１つです。 

 それから次、同じ13ページです。２款１項４

目17節公有地財産購入費の件なんですけれども、

先ほどこれもありましたが、この用地取得に当

たっての一括交付金の適用を想定していると思

うんですけれども、その一括交付金の適用に当

たっての適用項目としていろいろ挙げられてお

りますが、今回のこの用地取得に関してはどの

ような適用項目を想定しているのか。これが２

点目でございます。 

 それから３点目に32ページ、10款２項２目20

節の扶助費なんですけれども、この小学校、中

学校の要保護及び準要保護児童生徒援助費とい

うことで上げておりますが、これについては先

ほど説明がございましたけれども、ただ周知方

法を変えたとか、申請方法を変えたとか、そう

いうことをおっしゃっていましたが、今、子供

の貧困というのがかなり社会問題として取り上

げておりますけれども、本村もこの貧困問題と

いう調査、それを行った結果、この増として挙

がっている要因になっているのか。その辺です

ね。要するに聞きたいのは、子供の貧困調査を

行ったのかどうか。これをお伺いします。 

 それから35ページ、10款５項６目９節旅費で

県外旅費19万円が計上されておりますけれども、

これは職員の派遣ということを聞いております

が、職員の派遣はどこで、どの部署で、その目

的は何なのか、以上４点についてお伺いいたし

ます。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 先ほども大城議員のほうから御質疑がござい

ましたけれども、この県外旅費の特別職につい

てはどういった経緯で計上したかということで

すが、御存じのとおり、我々福智町とは兄弟都

市ということで締結してございます。そういう

こともありまして、護佐丸資料図書館のほうで

は福智町のほうから町長、それから副町長、そ

れから教育長の３名がお見えになったというこ

との経緯もございまして、我々もそれではその

特別職の３名分を計上した次第でございますけ

れども、先ほども答弁しましたが、この辺はま

た検討をして、派遣については今から検討して

いきたいと思っております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 與儀 忍。 

○企画課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 一括交付金の活用につきましては、交付要綱

の沖縄振興に資する事業等であって、沖縄の自

立、戦略的発展に資するものなど、沖縄の特殊

性に起因する事業等に当てはまるものでござい

ます。今回の本村の公共駐車場に関しましては、

観光振興の一環として整備するものでございま

す。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１０時４４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時４４分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 貧困の準要保護とかそういった方々の子供た

ちの調査を行ったかということでありますが、

教育委員会では行っておりません。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 10款５項６目の県外旅費につきましては、こ

れまで福智町とは子ども会の交流事業だけの交

流でしたけれども、昨年、兄弟都市の締結をい

たしましたのでさまざまな交流が始まると思い

ますが、今回、図書館の交流としまして、福智
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町の図書館のオープン記念式典に合わせまして、

三役とともに随行する職員と、あとは実際の図

書館の担当として福智町との意見交換、情報交

換、発刊物の交換について話し合うための職員

の出張となっております。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 ２回目の質疑を行いま

す。 

 特別職の県外旅費の件なんですけれども、こ

こで説明を聞いていますと、ただ先方は村長も

副村長も一緒に来たから、こちらもそれをやる

のが妥当だろというお話だったんですけれども、

これは全く私は理解できないと思うんです。村

長不在の際の副村長の役割は何なのか。何のた

めに副村長の職があるのか。基本に立ち返って、

これはしっかり考えて対応してもらいたいと思

います。これは一緒に、同時に行きますと、結

局、最終的には副村長不要論が出ても否めない

んです。こういうことはね。この辺はしっかり

とやってください。だから、そういう意味では

これは副村長分の予算の執行は留保することを

強く求めていきたいと思いますが、これに対し

てはどういうことを考えるのかお聞かせくださ

い。 

 それから次の公有財産購入費についてであり

ますけれども、けさの琉球新報によりますと、

一括交付金の不用額とか事業廃止の記事が出て

おりました。これはごらんになったと思います。

その中にうるま市の石川イベント公園駐車場整

備事業が繰り越しを経て事業廃止になったとあ

りました。中城村のことを考えてみますと、今

現在予定されている駐車場の近辺では、これと

いっためぼしい観光施設もないようであります

けれども、一括交付金の適用の基準が非常に厳

しいものになっておりますけれども可能性とし

てはどの程度を考えているのか。これをお聞き

したいと思います。 

 それからこの小学校、中学校の要保護、準要

保護の援助費についてでございますが、これは

今、生涯学習課長は貧困調査はやらなかったと。

教育委員会としてはやっていないとの御答弁が

ありましたが、これは村としてやられたのかど

うか。その辺を再度お伺いしたいと思います。 

 それから職員の旅費の件でありますが、これ

は式典に出席するのが目的ならば、余り意味な

いなと考えてはいたんですけれども、いろいろ

交流もやるということもありますけれども、今

オープンしたばかりでそういう必要性は余りな

いんじゃないかと考えますけれども、私として

はこの式典出席とかそういうことじゃなくて、

あるいは京都や奈良といった歴史のある地域の

土地や観光地を訪問して、先進地域の歴史資料

の保管とか、あるいは展示方法とか、そういっ

たノウハウを学ぶのがまず先じゃないかなと。

そういうことなんです。その辺を考慮して、こ

の式典じゃなくて、そういう先進地、歴史のあ

る図書館の先進地のノウハウを学ぶと。そうい

うほうの旅費とかに切りかえることはできない

んですか。お伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 特別職の旅費について

は、繰り返しになりますけれども村長、副村長、

教育長、特別職の派遣については今後検討する

ということですので、ひとつよろしくお願いい

たします。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 與儀 忍。 

○企画課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 これまで本村は一括交付金を活用しまして観

光誘客イベント、それからプロスポーツキャン

プを実施しております。その成果としまして、

観光客もだんだん増加して、本村の知名度も上

昇していると考えております。これまで中城城

跡を中心とした観光イベントも実施しておりま

すが、今回の計画につきましては、中城城跡で

のイベントだけを対象としているものではあり

ません。吉の浦公園で行うイベント、それから
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吉の浦会館周辺で行われる産業まつり、あるい

は文化まつり、こういうことに対応しようと考

えております。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 お答えします。 

 子供の貧困調査についてでありますが、全体

的なアンケート調査とかは実施しておりません。

貧困の子供たちの掘り起しのために社会的環境、

親の健康状態、子供への虐待とか、そういうも

ろもろの資料をもとに調査し、子供の居場所へ

つなげています。中城村は沖縄県の貧困率が

29.9％、中城村の貧困率は非公表ではあります

が、それより大分低い状態でありました。いち

早く子供の貧困対策協議会を立ち上げ、近隣市

町村よりも早く子供の居場所を立ち上げ、子供

たちをつないでいる状況であります。 

○議長 與那覇朝輝 追加答弁です。 

 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 福祉課のほうに子ども

支援嘱託員を２名配置し、そういう状況の子供

たちを民生委員と、また自治会長と協議をしな

がら掘り起こしている状態であります。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 職員の県外旅費につきましては、当初より式

典に合わせた費用の予算計上ではございません。

おのおのの歴史を含めた発刊物の交換をしてい

こうということで、福智町からは本村の図書館

に出張に来て、いろんな意見交換をしました。

逆にこちらが出向いて、向こうの歴史、発刊物

の調査と情報交換ということでの予算計上でご

ざいまして、議員のおっしゃった先進地視察、

ノウハウを学ぶ研修というのも別に予算計上し

て実施しております。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 この副村長の式典出席

と予算、これは強く執行留保していただきたい

と思います。この状況においては、村民の理解

というのは到底得られないと思いますので、十

分検討していただきたいと思います。 

 それから次の一括交付金の件なんですけれど

も、一括交付金の査定は年々厳しくなってきて

おります。国の監査で不適格が指摘されて、後

で交付金の返済を求められるというようなケー

スも最近よく出てきております。特に、今現在

の駐車場の問題です。これについては非常に微

妙なものがあるんじゃないかと考えております。

本当にこれは観光客誘致とかそういうもののた

めに、このような場所にこのような規模で必要

なのかと、そういうのを問われた場合、大変厳

しいことになるところがあるんじゃないかと思

います。あとでちょっと不適格だったというこ

とで返済が求められないように、しっかりとこ

の辺は精査して対応していただきたいと思いま

す。 

 それから児童生徒の援助費についてでありま

すけれども、子供の貧困調査は行っていないと

いうお話でしたが、教育総務課長がおっしゃっ

ていたように、これの共戦方法を変えただけで

49名も小学校、中学校の対象児童がふえてきた

ということがあります。これは大変いいことで

はありますけれども、ただ、この調査に基づい

ていないというのは、主にもっと潜在的な数が

いるんじゃないかということでありますので、

しっかりとこの子供の貧困調査を直ちに実施し

て、この辺の援助につなげていただきたいと思

います。そういう意味で、本格的な貧困調査と

いうのを実施するかどうか。他市町村では既に

多くの市町村がこの貧困調査をしておりますけ

れども、本村もやる計画があるのかどうかお伺

いします。 

 それとあと１点、この件に関して、これは今

回予算計上されるわけであります。新しく49名、

その方々については、この子供たちについては、

これは遡及してずっと、既に決定した、決まっ

ている子供たちと同様に遡及して支給されるか



― 86 ― 

どうか。ぜひこれは支給していただきたいと思

うんですけれども、その辺についてお伺いしま

す。 

 それから最後の職員派遣の旅費の件なんです

が、ぜひともこの歴史資料というのは非常に展

示とか保管というものについて、非常にノウハ

ウがあるんじゃないかと考えておりますので、

そういう先進地域へ派遣して、そういうノウハ

ウとかほかの方法、技術、そういうものを習得

させてもらうように、先ほど別予算で対応して

いるということでありましたが、その辺につい

てはやはりまた力を入れて、今後も取り組んで

いただきたいと思います。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 お答えします。 

 貧困のアンケート調査でありますけれども、

内容とかそういうのを確認し、また児童、保護

者のプライバシーも検討しながら検討したいと

思います。また福祉課のほうに先ほど答弁した

とおり、２人の子ども支援嘱託員を配置してい

ますので、この嘱託員を活用しながら子供たち

の状況、保護者の状況、家庭環境を確認し支援

へつなげていきたいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えし

ます。 

 準要保護の予算、12月で補正予算を上げてお

りますけれども、繰り上げて遡及できるように

努めていきたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 以上で、仲眞功浩議員の

質疑を終わります。 

 ほかにありますか。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１１時０２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時１２分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 質疑ありますか。 

 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 では、議案第54号 平

成28年度中城村一般会計補正予算（第５号）に

ついて、確認の面とこれからの体制についてお

伺いします。 

 30ページの下水道事業です。８款土木費、５

項、繰出金が42万円の減になっています。これ

はどういった状況での減なのか。また南上原地

区では下水道は何年度までに終了する予定なの

か、それと合わせて南上原は接続率で大分上

がってくると思いますけれども、その件でまた、

要するに一般繰り出しもだんだん減ってくるの

かどうか。 

○議長 與那覇朝輝 上下水道課長 仲村武宏。 

○上下水道課長 仲村武宏 お答えします。 

 一般会計からの繰入金の42万円の減になりま

すが、下水道との接続率が今回185件ふえまし

た。それに伴いまして下水道料金がふえたとい

うことで、一般会計からの繰り入れを減にして

います。 

 また南上原地区においての事業計画になりま

すが、現在の計画の中で、平成29年度までに設

計を全部完了させる予定であります。工事に関

しましては、予算の補助金との絡みもあります

が、裏負担もありますけれども、平成31年度ま

でには全南上原地区を完了させると考えていま

す。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 平成31年度に南上原の

下水道整備が完了すると。やっと追いついたと、

区画整理事業に対して追いついてきたかなと

思っております。また住宅、土地を購入したも

のの、まだ住宅件数が、下水道が整備されてな

く接続できないという地権者からの意見もあり

ましたので、早目の下水道整備を行っていって

ください。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 以上で、金城 章議員の

質疑を終わります。 
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 よろしいですか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第54号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第54号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第54号 平成28年度中城村一般

会計補正予算（第５号）を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第54号 平成28年度中城村一

般会計補正予算（第５号）は原案のとおり可決

されました。 

 休憩します。 

休 憩（１１時１７分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時２８分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 日程第５ 議案第55号 平成28年度中城村土

地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）を

議題といたします。 

 本件については12月９日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。 

 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 議案第55号について質

疑をしたいと思います。 

 １点目に区画整理事業ということで、今現在

なんですが、予定どおり進んでいるのかどうか。

進捗状況は現在どうなっているのか。 

 ２点目に、４ページの下のほうに物件移転補

償ということで3,000万円マイナスになってい

るんですけれども、その金額はどういうことで

確定したのか。以上、２点お願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 お答えします。 

 現在の進捗は94％、平成28年度末での状況で

す。予定としては換地処分が平成32年度で計画

どおり進んでいます。それと3,000万円の減で

すけれども、3,000万円については今回物件が

１つありましたが、用地交渉が難航しています

ので、次年度に回して交渉をやっていきたいと。

その分を工事費に回して１億円の予算となって

います。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 進捗状況が94％という

ことで、平成32年度までには換地を含めて全て

終了するという予定に、これは当初からの予定

だと思いますので、ぜひひとつこれも含めて、

また物件移転補償、やっぱりいろいろ問題はあ

るかと思うんですけれども、着実に進めていた

だいて、予定どおりの完工をお願いしたいと思

います。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 以上で、大城常良議員の

質疑を終わります。 

 ほかにありますか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第55号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第55号は委員会付託を省略し

ます。 
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 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第55号 平成28年度中城村土地

区画整理事業特別会計補正予算（第２号）を採

決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第55号 平成28年度中城村土

地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）は

原案のとおり可決されました。 

 日程第６ 議案第56号 平成28年度中城村公

共下水道事業特別会計補正予算（第２号）を議

題とします。 

 本件については12月９日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第56号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第56号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第56号 平成28年度中城村公共

下水道事業特別会計補正予算（第２号）を採決

いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第56号 平成28年度中城村公

共下水道事業特別会計補正予算（第２号）は原

案のとおり可決されました。 

 日程第７ 議案第57号 物品購入等の契約に

ついてを議題とします。 

 本件については12月９日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。 

 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 議案第57号について

ちょっと質疑をさせていただきます。 

 まず、これまで２回ほど説明をお聞きしたん

ですが、その中で購入理由で、今Ｊリーグ等が

練習しているところに強風が来て、テントが飛

ばされてけがをする恐れがあるために、そのベ

ンチを購入するということで伺っているんです

けれども、この説明資料というよりは、このベ

ンチの査定ですね。これはＪボックスセパレー

トタイプシートということになっているんです

けれども、その下のほうに強風時には御使用に

ならないでくださいということが書かれている

ものですから、これは強風のためにベンチを買

うのだけれども、強風には使えないのかどうか。

それが１点目。 

 ２点目に、今回これはプロサッカーチームの

使用ということになってはいるんですけれども、

この使用方法が、プロサッカーチームを対象に

した使用目的だけなのか。あるいはまた村内の

いろいろなサッカー大会とか、そういういろん

な場面での使用も検討されているのかどうか。

この２点伺いたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 では、

お答えいたしたいと思います。 

 当然、仕様書に基づいて強風時には使用いた
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しませんが、簡易的なテントが、少しの風でも

飛ばされていたという現状であります。また、

吉の浦公園の護佐丸陸上競技場においては、冬

場は比較的風がやや強い状況でありまして、こ

の辺についてはメーカー側に重りを準備するよ

うにという対策を図るようにしております。そ

れから風がありますので、やはり風を抜くため

の開口部も設置できないかと検討をしまして、

安全性を確保したいと思っております。 

 それからプロサッカーチームだけの使用かと

いうことでございますが、やはりこれだけの高

価な備品ですので、有効利用を図るのが当然だ

ろうと思っております。御承知のとおり、吉の

浦護佐丸陸上競技場は県内でも、サッカーの

メッカとして名が知れてきております。当然、

中学校の大会、高校、それから一般人も大分こ

こで大会をするようになってきております。当

然そのような大会でも頻繁に使えるようにして

いきたいと思います。今のは個人的な考え方で

すが、陸上競技大会とかトリムマラソンとかの

掲示のものにも、雨降りのときには十分腰かけ

けがあるので、机を置けば併用できるかと思っ

ています。他にもいろいろ利用方法を検討しな

がら、有効利用していきたいと思っています。

以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 風速によっていろいろ

出す出さないは決定するかとは思いますが、ぜ

ひ、ひとつ十分安全対策をしていただいて、こ

れをつけたらちょっとけがしてしまったという

ようなことが絶対にないように、使用方法は十

分に検討されてください。 

 あとは課長からあったとおり、利用方法、使

用法はいろいろと、村内のグラウンドを使う場

合には検討するということですので、ぜひそれ

も踏まえてちゃんと利用価値が大きくなるよう

な使用方法を検討してください。 

 あと１点です。前に保管場所はこの４基です

ね。長さがちょっと３メートル20センチぐらい

あるものですから、これを４基といったら相当

の場所をとるかと思うんですけれども、これ保

管場所はどこを考えているのか。陸上競技場の

下なのか、それとも上のクラブハウスの中なの

か、そこを伺います。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

したいと思います。 

 前に保管場所については臨時会のほうで御説

明したつもりでありますが、現在、クラブハウ

スの山手側のほうのクラブ倉庫の中に４基、ク

ラブハウスが横8,190ミリ、縦5,460の中におさ

まるということで、担当同士調整をしていると

ころです。ゆくゆくはまた倉庫とか、そういう

ものをしっかり整備しながら、教育委員会と調

整していきたいと思います。緊急的にはその施

設を使いたいと思っています。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 私もクラブハウスの倉

庫を見に行ったんですけれども、いろいろと資

材と言いますか、備品が入っておりまして、大

変厳しいのではないかということも考えました

ので、ぜひほかのものに支障のないように、保

管場所も含めて有効な活用をしていただきたい

と思います。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 以上で、大城常良議員の

質疑を終わります。 

 ほかにありますか。 

 休憩します。 

休 憩（１１時４０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時４１分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 これで質疑を終わります。 
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 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第57号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第57号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第57号 物品購入等の契約につ

いてを採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第57号 物品購入等の契約に

ついては原案のとおり可決されました。 

 日程第８ 議案第58号 村道中城城跡線改良

舗装工事（９工区）請負契約についてを議題と

します。 

 本件については12月９日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。 

 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 議案第58号について質

疑をしたいと思います。 

 ９工区で全延長1,295メートルに達している

んですけれども、この場合は道自体が。全延長

が1,295メートルということで、今回でほぼ全

延長が、道が全て達成するんですけれども、こ

れの終了時期というのはいつごろを予定してい

ますか。最終的な終了ですね。この道はいつか

ら開通できるのかどうか。そこの１点と、緑の

部分がちょっと変形しているように見えるんで

すが、これはなぜなのか。なぜ変形しているの

か。その２点伺いたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 お答えします。 

 完了年月日は平成29年度施工まで入っていま

すので、平成28年、平成29年、あと平成30年度

までになっていきます。今進捗は、先ほども答

弁しましたけれども95％進捗をしています。 

 それと緑の部分の変形という話ですが、これ

はここに山があって、のり面施工を行うため中

のほうまで食い込んでいくと。あくまでも道路

幅員は10メートル50センチの標準となっていま

す。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 この道路ができれば、

いろいろと登又地域も相当交通改善につながる

かと思っていますので、ぜひひとつ早目にと

言っても平成30年までということですので、こ

れも事故等がないようにしっかりと対応してい

ただいて、早目の完工もお願いしたいと思って

おります。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 以上で、大城常良議員の

質疑を終わります。 

 ほかにありますか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第58号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第58号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第58号 村道中城城跡線改良舗

装工事（９工区）請負契約についてを採決いた
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します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第58号 村道中城城跡線改良

舗装工事（９工区）請負契約については原案の

とおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまで

した。 

散 会（１１時４７分） 
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○議長 與那覇朝輝 皆さん、おはようござい

ます。これから本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 質問時間は答弁を含めず30分以内とします。

それでは通告書の順番に従って発言を許します。 

 最初に金城 章議員の一般質問を許します。 

○７番 金城 章議員 おはようございます。

７番 金城 章、通告書に基づいて一般質問し

ます。１．庁舎建設について。①庁舎建設・設

計については決定したか。また、何組の設計

（プロポーザル）メンバーで行われたのか。②

各設計者等の委託においての取り組みはどのよ

うに指名したか。設計の入札の案内ですね。③

庁舎建設の予算設定はいくらの設定で依頼を

行ったか。このことについてのプロポーザルで

のプレゼンにおいて建築予算も予算内におさ

まったかどうかもちょっと回答いただければと

思います。各社の予算がどのくらい差が出たか。

④場所の地権者の承諾は得られたか。 

 ２ですね、これは浜漁港についてですけれど

も、現在、浜漁港内の公園が雑草が生い茂って、

除草が追いつかなくて、また東屋ですか、それ

も壊れかけているので、使用不可能だと思って

の提案でありますので、ぜひ御検討お願いしま

す。①に浜漁港内の公園改善計画はどう考える

か。②公園の芝生植えかえの考えはあるかどう

か。それと周辺のフェンスの腐食等が多く見ら

れます。浜漁港周辺に、今住宅がだんだん多く

なってきていますので、その対応のためにも取

りかえの時期だと思うんですけれども、取りか

えの考えはないか。 

 大枠３．各種イベントについてであります。

ことしは各種イベントが多いと感じるが、各担

当課はこのようにほぼ各週の開催をどう考えて

いるか。また、今後の取り組みはどうか。まつ

りの時期の分散等ですね。 

 大枠４．健康食育についてです。現在の子供

たちの食育はどのように行っているか。②学校

以外での取り組みはあるか。今後、また食育に

ついての取り組みはどうか考えているか。この

食育についてですけれども、今、インターネッ

トとか、諸本とかいろいろなものが出てきます。

しかし、子供たちが将来、本当の人間的な体を

つくるために、健康的な体をつくるために食育

というのはどのように行っているか、ちょっと

最近考えさせられるものがありまして、この質

問を出してあります。ぜひよろしくお願いいた

します。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは金城 章議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番につきましては、総務課のほうでお

答えをさせていただきます。大枠２番は農林水

産課、大枠３番は企業立地観光推進課、大枠４

番につきましては、教育委員会のほうで答弁を

させていただきます。 

 私のほうでは御質問の庁舎建設について所見

を述べさせていただきたいと思いますが、議員

も御承知のとおり、場所の選定も終わりいよい

よスタートしていくということになります。今

回、設計のほうも業者発注も終わり、これから

実施設計をやっていくところでございます。後

で詳細は総務課のほうから説明させていただき

ますけれども、現在のところ非常にいいぐあい

に推移をしているようでございますし、またこ

れは早目早目にやるべきものだと認識をしてお

りますので、しっかりと一緒になってまた頑

張っていきたいなと思っております。議員の皆

様方のまた御協力もよろしくお願いをいたしま

す。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 おはようございます。金

城 章議員の御質問大枠４についてお答えしま

す。 

 食育の取り組みは、各学校の食育年間指導計
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画に基づいて、栄養士と学校の先生方で食育の

授業を行っております。指導計画外の食育の授

業は、学校の給食主任と調整し中城村の食材・

親子給食・沖縄料理等の授業も実施しておりま

す。②学校以外での取り組みは、農林水産課と

連携し島人参、島大根、サトウキビの収穫を体

験し、給食に食材として使用し食育の授業を

行っております。今後の取り組みとしましては、

地元産食材の利用や災害が起こった時の訓練と

しておにぎり、炊き出し、非常食を利用した給

食の提供を予定しております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 金城議員の大枠１の①から④についてお答え

いたします。まず①についてですけれども、新

庁舎建設の建設業務は、11月22日にプレゼンを

行いまして、有限会社エン設計、それから米須

建築設計事務所の２社のＪＶで決まりました。

６組のＪＶで行われております。②についてで

すけれども、村の入札参加資格登録者、その中

から村内業者や公共施設、役場等の設計実績の

あるものから選定し、指名しております。③に

ついてですけれども、庁舎建設工事費を13億

5,000万円で設定しております。これは中城村

の庁舎建設基本計画に示された金額でございま

す。委員が今おっしゃる建設予算との誤差なん

ですが、このプロポーザルの目的は中城村庁舎

建設基本計画を踏まえ、これらを実現するため

に設計の方針、それから想像力、技術力、経験

などの資質を備えた設計者を選定するものであ

ることから、建設予算の差を比較するものでは

ないことを御理解していただきたいというふう

にお願いいたします。もし建設費の差額と言い

ますと、これは差額になるかはちょっとわかり

ませんが、予定価格内の最高額が8,320万円、

最低価格が5,300万円、その差額は3,020万円と

いうふうになっています。予定価格は9,120万

円でございました。それからそのプロポーザル

が終わりまして、今後は設計に入っていくわけ

ですけれども、村といたしましては、この設計

を見ながら今後は住民説明会を初め、進めてい

きたいというふうに思っています。それから④

ですけれども、地権者６名全員が庁舎建設事業

に同意し承諾してございます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 津覇盛之。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 津覇盛

之 それでは金城 章議員の大枠２についてお

答えいたします。 

 まず①について。浜漁港内の施設改善につき

ましては、公園内のトイレは昨年度に改修をし

ております。また休憩施設の東屋については、

天井、梁部分のコンクリートの剝離が起きてお

り、危険であるため現在使用を禁止しておりま

す。今後、専門の業者にも相談し改修の方法等

について検討をしたいと考えております。②に

ついて。公園の芝生植えかえについては、多額

の予算を伴うため、補助事業での再整備ができ

ないか沖縄県にも確認をしておりますが、現在

のところ対象事業はないとのことでした。村の

単独予算では厳しいものがありますので、現在

のところ実施の考えはありませんが、維持管理

については、今後も草刈り作業等を漁協と地域

の協力を得ながら、定期的に実施していきたい

と考えております。③について。フェンスにつ

いては、これまでも台風等で倒壊した部分につ

いては、改修を行っております。現在の状況を

調査し腐食等による倒壊のおそれのある部分に

ついては、今後、改修を検討したいと考えてお

ります。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 金城 

章議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 大枠３の①でございますが、今年度の各種イ

ベントについては、基本的には、昨年同様の実
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施と考えております。今年度から、イベント誘

致トップセールス事業を展開し、３つのイベン

ト事業を誘致できたということで、ふえている

要因でございます。まずは「白鵬土俵入り事

業」、それから「中城演劇フェスティバル」、こ

れは共催をした事業でございますが、誘致とし

て捉えております。これが新・幕末純情伝。そ

れからクレージーキャメルの事業が実施される

ことで、今年のふえた要因であります。平成28

年度の事業は４月２日、３日に行われたＡＫＢ

48、チーム８全国ツアー特別公演ｉｎ沖縄、そ

れから去る11月19日、20日に行われた世界遺産

中城城跡プロジェクションマッピング事業や、

これから行う12月17日の世界遺産中城城跡横綱

白鵬土俵入り事業、１月７日、８日に行われる

中城演劇フェスティバル（新・幕末純情伝）、

それから１月28日、29日に行われる同じく中城

演劇フェスティバル（クレージーキャメル）、

さらに１月31日には世界遺産劇場「狂言」野村

萬斎の事業。１月から２月にかけてプロサッ

カーキャンプの受け入れ事業。最後になります

が、３月の19日、20日に中城村グスクの響き事

業を予定しているところでございます。 

 祭り等の時期の分散については、議員御承知

のとおり屋外でのイベントですので、天気に左

右されることは御存じだと思っております。沖

縄県では、台風の影響を受けやすい地域ですの

で、１年間の台風接近は、６月から10月ごろま

でに５個ないし７個接近するものと考慮します

と、イベントの実施時期は10月以降に開催する

ことが、より安全性が高いものではないかとい

うことで、時期については秋から冬にかけての

取り組みとなっております。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 それでは再質問させて

いただきます。 

 まず庁舎建設ですね。今、総務課長の話では、

村内業者の指名をいつもお願いしている立場で

ありますので、その村内業者に割り当てが行き

届いたことは、本当に育成を考えていらっしゃ

るんだなあと思っております。しかし、このプ

ロポーザルを村内業者が今回は１社ＪＶの下で

すか、そこでもらったのはまたうれしく思いま

すけれども、逆に上のほうに入れられなかった

のかなと何社かはあるかなと思って、その状況

はどんなですかね。村内７社、８社だと思うん

ですけれども、その全部に行き渡るように指名

を配慮したのはわかりますけれども、ＪＶの上

のほうでは実力がなかったのかどうか。また、

そういうことはどうなったのか、返答できます

か。 

○議長 與那覇朝輝 副村長 比嘉忠典。 

○副村長 比嘉忠典 お答えいたします。 

 今回のプロポーザルを実施しましたが、午後

１時からプロポーザルを実施しています。業者

のプロポーザルが10分、それに対する質問が10

分ということで、本来でしたら15分間の質問事

項と当てられ、その質問でやっていくんですが、

６業者を指名し、それでも５時半ぐらいまでか

かっております。そういうことからすると、７

社というのもちょっと無理がございまして、今

回６社という形で進めさせていただいておりま

す。Ａに該当する業者も１社あります。そうい

う１社あるんですが、中城の関係する業者がど

こがでも受注できるような体制を組みたいとい

うことで、今回の指名となっております。以上

です。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 わかりました。先ほど

話したように村内業者で落札したということは、

また本当にうれしく思っていますけれども、も

う少し村内業者がやはり格上でとれるようにま

た指導お願いできたらと思います。それで

ちょっと先ほど総務課長からありましたとおり

13億5,000万円ですね、建設費用ですが以前か

らよく話しますけれども、この基本計画の中で
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の発注はわかります。そこで設計発注というの

は金額決めて、大きさ決めて、平米数決めて、

そこの発注はわかりますけれども、どうしても

この予算で収まるのかなと思って疑問で、それ

で３番の質問を出したつもりではありますその

前にひとつだけ質問、設計の完了はいつの予定

ですか。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 基本設計計画ですけれども、平成29年５月に

基本設計、それから29年末ぐらいには実施設計

を終了したいというふうに思っております。以

上です。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 ちょっと確認だけ。以

前、課長は年度内に場所も決めると言いながら、

決められなかったというのがありますので、質

問に戻しますけれども、この設計完了ですね、

５月までに基本計画になる。先ほど課長が答弁

していた住民説明会もこの時期にやるのか。そ

れとも29年度末にやるのか、考えはどんなです

か。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えします。 

 設計の状況を見ながらということになります

けれども、今計画では２月、５月、９月という

ような形で３回から４回を住民説明会を計画し

ている段階です。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 課長、これは今２月、

５月、９月でした、５月以降はわかるんですけ

れども、２月は場所決定だけを説明する予定な

のかな。それとプロポーザルの案を説明する予

定なのか。今プロポーザルの案も13億5,000万

円でおさまっているかどうか、その件ももう一

度だけ。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 今２月と答弁したのは、

やはり基本計画をするに当たり、やはり方向性

とかいろいろ設計業務の中で必要になるんじゃ

ないかなということの考慮もしながら、２月と

いうふうに設定します。これが２月なのか、３

月なのかというのは、また進みぐあいによって

また違いますけれども、今のところそういうふ

うに考えてございます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 住民への細かな説明が

あれば、いいにこしたことはないんですけれど

も、私は以前から話をしていますように、早目

の庁舎建設を望んでおります。よく毎回のごと

く言いますけれども、このぼろ庁舎を早目に移

転させないといけないという気持ちだけです。

そのために早目の施工をぜひお願いしたいとい

うことで、毎回のごとく庁舎建設の質問を出し

てありますけれども、来年29年度に設計完成し

たと、見込みで申しわけありませんけれども、

庁舎建設が終わるまでには、あと３年ですよね。

２年では難しいかなと思うんですけれども、３

年かかると。その時期は先ほど総務課長の答弁

がありましたけれども、物価高騰も考えられる。

オリンピックの前ですよね。それが少し延びた

ら単価が上がってくると、業者の落札を考えな

いと、この13億5,000万円でどうしてもとまる

とは考えられないんですよね。そこでそういう

ときの予算のアップとかは、ぜひ今で考えてい

ただきたいと。私はあと３億円ではとまらない、

５億円ぐらい上乗せしての庁舎建設になろうか

と思うんですけれども、最初に設定した18億円

ですか、そのぐらいは最低でもかかるんじゃな

いかなと建設だけでも思っています。そのプロ

ポーザルの設計見てとまると感じたかどうか、

どうですか。 

○議長 與那覇朝輝 副村長 比嘉忠典。 

○副村長 比嘉忠典 ただいまの質問にお答え

いたします。 

 物価の高騰、資材の高騰等が予想されます。
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そういう中でこの設計を終え、予算建築費が決

まってくると思います。その中でこの高騰する

中で、高騰するか下がるか未来のことですので

わかりませんが、予算内で発注していいのか。

時期をちょっとずらして発注すべきかについて

は、検討していきたいというふうに考えます。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 副村長、時期をずらし

てではなくて、時期を早めてのほうがいいと思

いますけれども、もっと早目にこの庁舎建設で

すね、場所の件から住民説明会とかいろいろな

問題がありましたけれども、本当に早目につ

くっていただかないと、これは住民説明会も

ちゃんと終えて早目の着工を本当は29年度内に

は庁舎建設の入札を行ってほしいと切に願いま

す。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 時期を早目にさせる、させないは私の裁量と

はまたちょっと違うところにあるものですから、

法規上、その他もろもろ阻害するものがないと

いう段階で、あえて時期をおくらせるようなこ

とはないと断言はできると思っております。も

ちろんそのときの社会情勢も含めて、検討しな

がらできるだけ思いは同じでございます。早目

に着工して完成をさせたいと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 あと一つだけちょっと

確認の意味で質問します。この中城村で初めて

のプロポーザルだと思うんですけれども、この

件で何か庁舎のいい点とか、今決まったところ

でいい点とかは今説明できますか。どういう感

じで、この業者を選んだかどうかだけでもいい

ですよ。プロポーザルでの結果ですね、プレゼ

ンの結果で要するによくて選んだと思うんです

けれども、どういったのが気に入って、この選

ばれたのかどうかだけ。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 お答えします。 

 今回、プロポーザルは村内では委託もありま

した。企画のほうで１回プロポーザルをやって

います。それと２件目で、この設計業務で庁舎

建設が入っています。今回は、プロポーザルは

技術提案書を各業者６業者に提案してもらって、

その中で８名の委員がいまして、その中で業務

の理解度、業務内容、手続に対する理解度、そ

れから業務の取り組み、新庁舎の基本的考え方、

それから庁舎の取り組み体制、設計チームの特

徴と、それから３番目に適格性、これについて

は新庁舎建設基本策定報告書など、各種計画と

整合性がとれているかどうかの審査報告となっ

ています。それと４番目に、独創性、工学的知

見に基づく独創性に提案されているかどうか、

これは免震構造、耐震構造も含めて、そういっ

たのも提案しています。それから⑤として実現

性、提案内容が本当にこの庁舎ができるかどう

かという内容を技術的に提案していって、各委

員で審査を行っています。それから課題として

開発許可、市街化調整区域で予定されています

ので、開発審査会等の事項に当たるため、建築

の許可が可能かどうかその辺までも提案させて

います。それから構造は先ほど言いました耐震、

免震性についても提案しています。それから防

災の観点からは津波浸水想定地域で最大１メー

トル未満、土砂災害区域も含まれておりますの

で、それに対しての対策はどういうふうになっ

ているかということで、評価して各委員が100

点満点を持ち寄って点数で決めて、エン設計が

契約を取っています。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 このプロポーザルをい

い点を取って、そこが選ばれたということです

けれども、やはり災害の対策もいろいろとられ

ているので、そこが選ばれたと思います。以前

の住民説明会でもありましたとおり、津波災害

の対策もちゃんととられているということを聞
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いて安心しております。庁舎建設をぜひ早目の

着工をよろしくお願いします。頑張ってくださ

い。 

 続いて、大枠２番について質問します。③の

フェンスについては、取りかえる改修を考える

ということで、いい答弁をいただき本当にあり

がとうございます。先ほども話しましたけれど

も、今漁港周辺に、新築の住宅がだんだん建っ

てきていますので、フェンスが倒れたりしたら、

またそこのいろいろな交通の支障にもなると思

いますので、ぜひ見て取りかえしていただきた

いと思います。それと公園の改修計画ですか、

これはぜひ取りかえて、この漁業組合もしっか

り、浜区民もそうですけれども、そこの管理が

行き届ければぜひもう一度やっていただきたい

なと考えております。もう雑草が多い中、農林

課は頑張って、漁業組合朝市のメンバーとか、

周辺住民と一緒に何回か草刈りはしましたけれ

ども、毎回、この草刈りではなくて、きれいな

ところでいろいろなまた事業ができる公園にす

れば、管理承諾を得られれば漁業組合でも、各

地域、この浜地区でもいいですから、そこの管

理がしっかりするということだったら、もう一

度きれいな公園にぜひしてほしいと思います、

その点もう一度だけお願いできますか。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 津覇盛之。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 津覇盛

之 それではお答えします。 

 公園内の草刈りはこれまでも何度か行ってき

ております。やはり今後、いつまでもこういう

形での管理というのはかなり厳しいものがある

と思いますので、芝生を張りかえて、この芝生

を管理していきたいとは考えております。ただ

し、予算がかなり高額になりますので、年次的

に部分的なもので張りかえについては検討をし

ていきたいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 今課長から毎回除草処

理だけではなくて、本当の使える公園を目指し

て、大きな予算がかかるのであれば少しずつで

もそこをまた改善していくのが妥当だと思いま

すので、ぜひ御検討されていい公園ができ上が

ることを望んでおりますので、これは浜漁港に

対して、朝市もいろいろ絡んでおりまして、来

客者が多くて本当に村外の方も見えるし、初め

て浜漁港に来たときに印象的なものがありまし

て、私たち朝市を取り組ませていただいており

ますけれども、来たときに余りいい雰囲気では

ないと、また来たいという感覚が湧かないと思

いますので。それできれいにしようということ

で考えております。ぜひ使える公園というか、

きれいな公園を目指してやっていっていただき

たいと思っております。 

 次、各種イベント、先ほど屋良課長から答弁

ありましたけれども、このイベントは年間行事

で要するに各課そろってそのイベントの実施計

画とかあるはずなんですけれども、何月に行っ

てどういった打ち合わせ等をやって、各課要す

るに持ち寄りでイベントか、事業をその計画を

出し合って検討しているのかどうかだけ、ひと

つ答弁できますか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

します。 

 各課おのおの事業イベント等を担当課のほう

では計画をしておりますが、これを持ち寄って

一同に会議をするということではなくて、年に

11月ごろに企画課のほうで実施計画をおのおの

各課からヒアリングがございます。その実施計

画に基づいて予算を査定していくわけですが、

その時点で要望書を挙げて、予算が確定して実

施するということでありますので、おのおの各

課で実施管理しているという状況でございます。

以上です。 
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○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 実施計画の持ち寄りで

予算化をしますよね。この予算化をする前に日

程調整とかは各課でまた行わないのか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

します。 

 事業の日程調整については、各施設を利用す

るときの調整会議が生涯学習課のほうがまとめ

て各課の事業を調整していくものはあります。

例えば吉の浦会館を予約するときとか、それか

ら吉の浦公園の予約をするときのものについて

は、各課事業をバッティングしないように日程

調整はされているものと認識しております。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 この予算化されたとき

にやはり皆さんで事業計画は一緒になって日に

ちも一緒に打ち合わせたほうがいいんじゃない

かなと思うんですけれども、ことし、少しイベ

ント的な事業が多すぎるような気がして、それ

にとってまた集客率が少しことしは雨のせいと

言えば雨のせいかもしれませんけれども、それ

はひとつにまとめて要するに同じようなイベン

トとか事業はできるだけ予算を抱き合わせでも

いいですから、大きくできないかどうか。要す

るに１つを300万円、300万円を２回打つより、

600万円で１つをばっと打ったほうがいいじゃ

ないですか。そういうことを考えられないかど

うかで、今回の質問を出したんですけれども、

これは別の自治体がそういう取り組みの方向に

向かっていて、何度もイベントとか事業をやる

のではなくて、１回でぱっとやるような方向性

になっている自治体が多くなっているんですよ。

何回も何回も打つことも意識的にはいいかもし

れませんけれども、大きく打って意識づけるも

の。それと村民が集えるものと、若者が集える、

去年ですか若者が多く集った祭りがありました。

ああいう祭りに参加しない人たちとか、村民と

かを集めるイベント的なものをどうにか考えて、

何度も打つのでなくて、一発で打つとか、そう

いうのはどうですか。こういう考えはないです

か。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

します。 

 イベントの集約として御理解をしております

が、イベントにはおのおの目的とやはりスタイ

ルというのがあります。例えばプロジェクショ

ンマッピングのときにはやはり地域の伝統芸能

をコラボしたほうがより効果が得られるのでは

ないかというものと、それからグスクの響きに

関しては、伝統エイサーとか、それから琉装

ファッションショーとかというコラボをしてお

ります。イベントの時間的にも夕方というのが

一番ピークな時期でございますので、朝から果

たして１日でこれだけの事業を１つにまとめて

やるということになると、朝から時間を費やし

なければならないだろうと思っております。そ

ういうことからすると、やはりイベントを誘致

するにはおのおのの目的に合った時間帯に合わ

せたほうがいいのではないかと思っております。

それから規模を大きく１回でというのを話です

が、やはりまとめられるものについては、今後

しっかり検討して予算削減にも生かさなければ

ならないと思っております。もう一つ若者のイ

ベントを考えるということでありますが、うち

の課としてはやはりバランスのとれたイベント

を今やっているつもりであります。以上でござ

います。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 今課長の答弁はわかり

ます。しかし、今回先ほども話しましたとおり

雨のせいだとだけは言えないんじゃないかなと

思って、このイベントの質問を出してあります。
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やはりプロジェクションマッピングはですね、

今回は子供たちに夢を与えるようなプロジェク

ションマッピングの作成は交換しましたけれど

も、それももし子供たちに呼び掛けが、今回の

プロジェクションマッピングは子供たちのため

の題材の気がしましたけれども、すぐそこで初

めて披露するのではなくて、ああいうのは子供

たちが参加するような感じの広報も必要じゃな

いかなと思うんですよね。何かあのプロジェク

ションマッピングを見ていたらそういう気がし

ました。ぜひこういう広報もしてから集客は

ちゃんと要するに募っての予算に見合った集客

を求めなければいけないんじゃないかと。それ

とこのプロジェクションマッピングも意外とお

金かかっているんですけれども、一括交付金が

ある間は継続していくのかどうかだけ確認だけ。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

したいと思います。 

 プロジェクションマッピングについては、一

括交付金が終わった後でも何らかの形で継続し

たいというのが課の方針でございます。特にプ

ロジェクションマッピングについては、中城村

の伝統芸能を駆使してコラボして開催しており

ます。さらに今年は鮮明に出てきたと思います

が、子供たちがごさまる科で学んだごさまるが

表現できていくという人材育成にもつながるこ

とだということで、子供たちに対する波及効果

は大いに出てくるものだと将来的には考えてお

りますので、ぜひ継続させていただきたいと思

います。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 先ほどの繰り返しにな

りますけれども、やはり集客ですか、これは前

もってその題材に合った、今回であれば子供た

ちですね、こういう感じで取り組んでいってほ

しいと思います。それとやはり多いときには必

ず護佐丸まつりにするとか、プロジェクション

マッピングにするとかではなくて、集約もぜひ

検討はしたほうがいいと、この目的もあろうか

と思います。この目的も村民が本当に今、課長

がおっしゃるとおり伝統文化の継承で、この

マッピングをやるとか、それとまた護佐丸まつ

りとか、産業まつりは産業まつりでちゃんと明

確なものがありますけれども、そういうものに

対して、村民がどのぐらい違いがわかるのかど

うか、検討していただきたいと思っております。 

 次、食育についてちょっと再質問いたします。

今、先ほど教育長から答弁ありましたけれども、

各学校の栄養士と地産地消で頑張っていらっ

しゃるのは、本当にいいなと思っておりますけ

れども、今調べてみますと、給食の食べ残しと

いうのが、意外と資料的にも出てくるんですけ

れども、そういったのはどのぐらい中城村にあ

るのかどうか、わかります。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 給食の残量ですけれども、これは年に２回、

県への報告の義務がございます。各学校は年２

回調査しまして、中城小学校におきましては、

ほぼ完食というふうな報告であります。残り津

覇小学校、中城南小学校、中学校におきまして

は残量がございます。この残量はバケツにどれ

だけ残っているかということでの調査になって

おります。中城小学校は大体3.8リットル、津

覇小学校におきましては15.4リットル、中城南

小学校におきましては23.7リットル。中学校に

おきましては23.9リットルの残量となっており

ます。以上であります。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 ちょっとこれは沖縄の

資料ではなくてあれですけれども、食べ残しが

３割の子供が残したというのが資料に出るんで

すけれども、好き嫌いで残したとか、そういう
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のもあります。この食育についてちょっとまた

出したのを先ほど話したとおり、今の栄養士さ

んのカロリー的なものの栄養度をそういうのを

食育が意外と行われているのは、よく行われて

いますけれども、この食育の考え方も本当に体

にいい食べ方とか、食の安全面とか、今最近い

ろいろな情報がありますけれども、ほとんど７

割の人が、この食に対しての勘違いをしている

のが多いとよく言われております。この食べ方

であったり、食事のあり方、これを見直す食育

というのを考えてみるべきではないかなと思っ

て、この質問を出してあるんですけれども、本

当に体が人間も動物であります。体が機能する

食事のとり方、このカロリー面だけではなくて、

本当にいい食べ方が子供たちに教えて、今咀嚼

も、子供たちもその回数も減ってきて、顎の発

達とか、そういうのも未発達で、また味覚の障

害も意外と多いと。この味覚を形成するのは、

小学校までにほとんど形成されているというこ

とで、その味覚形成の嗜好も小学校までにはほ

とんど完成されるということであります。そこ

で食育に関してはいろいろな面において、やは

り教育するべきではないかなと思っているんで

すけれども、そこで本当の日本の食の味覚に関

しての教育がただの栄養面、生きていくための

ただカロリー、本当の体を健全につくる食育を

目指してはないんじゃないかなということでし

たんですけれども、沖縄が昔やはり長寿県で

あったのは、この質素な食育でやはり咀嚼の回

数もふえて、咀嚼する中で、人間から出るこの

唾液が出る段階で、この脳が食事をするんだよ

ということで、内臓に働きかけるらしいんです

ね。この回数が減ったらその内臓の機能も全然

またそこについていかないと、ただ取り入れて

いる食事ということになってしまうんじゃない

かなとよく言われているんですけれども、この

面に対して食事のあり方とか、考え方だとか、

とり方、そういう面での食育をする予定はない

かどうか、講演会とかまたそういうのをやって

いるのかどうか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それでは学校での

食育をどういうふうなもので授業しているかで

答弁していきたいと思います。まず食事の大切

さと基本的な習慣や、各学校で食育の授業を

やっていますけれども、次は低学年になります

けれども、箸の持ち方とか、清潔な身支度とか

について。あとはカルシウムの重要性、夏の食

生活、後片付けなど商品の働きについて。給食

の歴史とねらいについてとか、各月にまたがっ

たこういった食育を行っているのが現状であり

ます。以上であります。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 今、課長がおっしゃっ

るところは全部資料でほとんど私が拾った資料

にもよく書いてありましたけれども、私が言う

のは、今の日本の食のあり方をもうちょっと研

究して、本当の体にいい大人になれることを子

供に教育したほうがいいのかなと思っておりま

す。これは実は参考ですけれども、今日本が添

加物は１品に対して幾らまではいいよというこ

とで言われていますけれども、この合体したと

きの量はだんだんふえていくんですね。その面

に対して、先進国で一番の添加物の使用の品種

の多さというのは、日本が300を認可している。

ほかの先進国だったら２桁台でとまっているら

しいです。そういうのもこの添加物も全部食べ

るなとは言いませんけれども、そういうことも

考えていろいろなものをやって、また地産でい

い食材を使いながら、本当の食べ方、体が機能

する食べ方をぜひ食育で行っていただきたいと。 

 それともう一つ、この食育に関して私は質問

しようと思ったのが、千葉県の野坂町ですか、

この中学校でそういう新聞を見てですね、最近

の子供はよく切れるとかよく皆さん言いますよ

ね、そういうものが食育で変わったということ
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を見て、集中力も持続力もつき、そういう落ち

つきができると、この食事のとり方を変えるだ

けでそういう変化が出たという結果がありまし

て、そこを読んだときにこれは本当にこれから

取り組むべきものではないかなと思って、今質

問をしていますけれども、これは本当に子供た

ちの性格みたいなものを治ったらいいんじゃな

いかなと思っております。これが早い子で１カ

月でほとんどの子供が少し集中力も持続力もつ

いて、やる気も意外と出るらしいですよ。それ

と一番いいことはスポーツをやっている子供。

全然体力的な取り組みが全然違うらしいんです

ね、持続力、耐久力みたいなのが、それも本当

に今栄養的な食べ方も一緒ですけれども、この

とり方と考え方をぜひもう一度教育員会でぜひ

取り組んでいただきたいと。もう一度だけ答弁。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 お答えいたします。 

 どういったことができるか、またこれから校

長会等で協議し、検討してまいりたいと思いま

す。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 いろいろなお話ししま

したけれども、ぜひこれから先んじて今の食育

の件、今貧困の問題が挙げられていますけれど

も、このものにも本当かかってきます。この貧

困問題、食育をそこがしっかりしていないとま

た貧困のメンバーがまた余計多くなると、健康

的なものにも左右するということになりますの

で、あと一つだけ、健康保険課の課長にも少し

だけ、まだ１分ありますから質問したいんです

けれども、この食育を妊婦に対しての食育の指

導とか、要するにそういうのはどういうふうに

行っているか。この食育も子供ができたときか

ら親が食べる物で子は育つといっていろいろな

関心があるというこの資料に載っていましたの

で、そこを少し答弁できますか。 

○議長 與那覇朝輝 健康保険課長 比嘉健治。 

○健康保険課長 比嘉健治 それではお答えし

ます。 

 妊婦における食育ということなんですが、健

康保険課においては、以前は母子手帳と言って

いましたが、現在親子健康手帳といいますが、

その交付時に妊婦さんの現在の体の健康状態な

どを聞き取りする中で、貧血などまた低体重や

過体重というんですか、ふえる体重のその辺の

リスクの説明などをする中で、また今後気にな

ることがあれば連絡していただいて、随時、相

談に乗っている体制を整えています。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 金城 章議員。 

○７番 金城 章議員 そうですね、課長の答

弁ですが、この低体重もう少しこの出産後に体

重も肥満につながるようなデータも少しばかり

上がってきますよね。そこもこの生まれてきた

ときから食育に対して、いろいろなものを知識

を持たせて、ぜひ健康でいい子供たちが誕生す

ることを願います。それとぜひ庁舎建設も早目

の施行を願っております。よろしくお願いしま

す。以上で、一般質問を終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で金城 章議員の一

般質問を終わります。 

 10分間休憩します。 

休 憩（１１時０３分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時１２分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続いて、比嘉麻乃議員の一般質問を許します。 

○２番 比嘉麻乃議員 それでは改めましてお

はようございます。議席番号２番 比嘉麻乃、

通告書に基づきまして、御質問いたします。 

 大枠１、子育て支援について。このほど本村

の人口が２万人を達成し８月31日には記念式典

が開催されました。人口２万人目が出生に伴う

新生児ということでさらにうれしく思います。

これからも本村での出生がふえることに期待を

して質問いたします。①６月定例議会におきま
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しても質問いたしましたが、本村は現在就学前

まで通院医療費助成がなされていますが今後さ

らに小学校、あるいは中学校卒業までの拡充は

考えていますか。現在の村長の考えを伺います。

②現在本村では子ども医療費を医療機関の窓口

で一度支払い、後日口座へと払い戻しを受ける

償還払い（自動給付）が実施されていますが、

今後更なる子育て支援として窓口で医療費を立

て替える必要のない窓口無料化（現物給付）の

実施の考えはありますか。 

 大枠２．護佐丸バス70歳以上の運賃無料化に

ついて。最近全国的に高齢者の運転による交通

事故が多発しております。県内でも2015年に75

歳以上の運転者による人身事故が272件発生し

残念なことに亡くなっている方もいらっしゃい

ます。現在70歳以上の運転者には高齢者講習を

受ける事が義務づけられているそうです。そこ

で高齢運転者のハンドルを手放すきっかけづく

りと家に閉じこもりがちな高齢者の外出を促す

ために本村在住全ての70歳以上の方に対し護佐

丸バス運賃を無料化にしてはどうでしょうか、

伺います。 

 大枠３．奥間南上原線の舗装工事ついて。在

奥間南上原線のわだちがひどくその凹凸でハン

ドルが取られることがあり危険です。先日もそ

の凹凸のせいでバイクが横転し手足にケガを

負った人を見かけました。改善の余地は無いか

伺います。 

 大枠４．中城中学校修学旅行について。中城

中学校の修学旅行が今月の12月５日から７日ま

での２泊３日で実施されました。これまで、中

城中学校の修学旅行は２学年で実施されていま

したが、平成28年度より３学年での実施となり

ました。３学年の12月というのは高校入試の３

カ月前で受験生にとって大切な時期で保護者も

生徒も一生懸命に入試に向け、取り組んでいる

時期です。どうしてこのような時期に修学旅行

の実施になったのか。学校側の決定だとは思い

ますが理由を伺います。それでは答弁お願いい

たします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは比嘉麻乃議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番につきましては健康保険課、大枠２

番につきましては企画課、大枠３番につきまし

ては都市建設課、大枠４番につきましては教育

委員会のほうでお答えをさせていただきます。 

 私のほうでは、御質問の子育て支援について。

比嘉麻乃議員当選以来、一貫してこの質問で非

常に重きを置いているというのは認識をしてお

ります。私も御承知のとおり、子育て支援とい

う面では、１丁目１番地を銘打って進めてきて

おりますけれども、今回の就学前の医療費無料

化から中学校卒業あるいは小学校卒業まで現在

の村長の考えということでございますので、現

在の考えを述べさせていただきます。私としま

しても、以前の議会でもお答えしたと思います

が、多岐にわたる子育て支援の部分をどの方面

を最優先で考えるかということをずっと考えて

きましたけれども、結論から申しますと御質問

のこの医療費の無料化、これは中学校卒業まで

の医療費の無料化という捉え方で考えています

が、最優先で考えなくちゃいけないものだと認

識をしております。今の時代の流れも含めて、

そして本村の先ほど２万人達成のお話もありま

したけれども、これからの子育て支援という人

口増に対する子育て支援という面では、まず最

優先で取り組むべきものだという考えのもとで、

現在、担当課から予算の計上を含めて、来年の

４月から可能かどうかも含めて、今一番に考え

ているところでございます。かなり前向きに

やっていきたいなと思ってはおります。詳細に

つきましては、また担当課のほうでお答えをさ

せていただきます。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 比嘉麻乃議員の御質問大
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枠４についてお答えします。 

 中城中学校の修学旅行をなぜこの時期に設定

したのか、中城中学校へ確認したところ、今年

度の修学旅行の計画は平成26年度中に行ったと

の返事でした。２年生で実施していた修学旅行

を３年生へ移動した理由として２学期の学校行

事において、２年生対象の行事と全学年の対象

の行事が集中し、非常に負担が大きいというこ

とです。９月には職場体験学習、地区陸上競技

大会、10月には地区駅伝競走大会、運動会（ま

たは文化祭）、そして中間テスト、11月には校

内合唱コンクール、標準学力調査、期末テスト、

12月（または１月）に修学旅行というように学

校行事が組まれておりました。そのため、大き

な行事を分散させるために、修学旅行を２年生

から３年生に移動させたそうです。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 健康保険課長 比嘉健治。 

○健康保険課長 比嘉健治 それでは比嘉麻乃

議員の大枠１についてお答えします。 

 まず①については、先ほど村長のほうからも

答弁がありましたとおり、最優先で取り組むと

いうことでしたので、担当課としても現在新年

度予算編成に向けて、子ども子育て支援の最重

要施策の一つとして調整している状況でありま

す。ですので、今後とも担当課としても取り組

みを強化していきたいと考えます。②について

ですが、現物給付を実施した場合、国民健康保

険の療養費等国庫負担金の補助金において減額

調整の制度があります。そのためやはり財政の

厳しい国民健康保険特別会計ですので、さらな

る一般会計からの繰り入れについて負担をお願

いすることとなるため、現段階においては、現

物給付の実施は考えておりません。また国にお

ける減額調整制度の見直しの話もありますので、

その辺を注視して考えていきたいと思います。

以上です。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 與儀 忍。 

○企画課長 與儀 忍 護佐丸バスの70歳以上

運賃無料化についてお答えいたします。 

 新聞やニュースなどで高齢者による交通事故

が多発していることがこのごろ報道されており

ます。運転者の加齢による運動能力や認知能力

の低下が主な原因であると言われていることか

ら、国や警察、各自治体におきましては、高齢

者の運転免許の自主返納を推進しております。

また国におきましては、自動車の運転に不安を

感じる高齢者の移動手段の確保など、社会全体

で高齢者の生活を支える体制の整備を着実に進

めるとしております。しかし、地方など公共交

通機関が十分ではない地域におきましては、移

動手段の確保に支障を来たしたり、また、外出

することが億劫になったりすることなどが心配

されているところでございます。現在、護佐丸

バスの運賃につきましては、一般の方は、１回

につき200円、65歳以上の高齢者や障がいのあ

る方などにつきましては、１回につき100円と

しております。高齢者の交通事故防止や引きこ

もり対策の観点から、70歳以上の高齢者に対し、

護佐丸バスの運賃を無料にしてはどうかという

提案につきましては理解できるところもござい

ますが、本村におきましては、当初から高齢者

に対しまして、半額の運賃を設定していること

や、民間バス運行事業者の理解、地域公共交通

協議会での議論、沖縄総合事務局からの認可の

関係から、すぐの実施は困難であると考えてお

ります。国や県の動向や無料化による効果、本

村財政への影響なども見きわめた上で検討した

いと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 では奥間南上原線

の舗装工事についてお答えします。 

 今回指摘された路線のほかにも村道ウフクビ

リ線、賀武道線等多数の路線のわだちがひどく

凹凸がありますが、この奥間・南上原線につい

ては、交通量も多く特に中城団地から上のほう

の浜田荘の前の凹凸がひどい状況であり、優先
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順位からしても、改良が必要と判断し新年度予

算を確保してまいりたいと思います。ただ、路

線延長が長く、単費での施工となるため凹凸が

ひどい箇所から年次的に改良してまいりたいと

思います。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 私も村長がおっしゃる

ように最優先に取り組むことは本当に大切だと

思います。そして、前向きに考えているという

お返事だったので、とてもうれしく思っており

ます。ぜひ新年度予算に入れていただき、取り

組んでいただきたいと思います。現在、県の子

ども医療費助成の基準は入院が中学校卒業まで、

通院は就学前となっていますが、先日の新聞で

も県のほうも基準の引き上げを検討していると

いうこともありましたので、それにも大きく私

は期待していきたいと思います。小学校卒業前

までかなと思いましたけれども、中学校卒業ま

で考えているということなので、すごくうれし

いです。本村のこの子供通院費、医療費が中学

校卒業までとなりましたら、子育て世代にとっ

ては安心、そして安心して子育てができると思

います。そして、これからこの本村で子育てを

しようか。そして子供たちを生み育てようとし

ている方々にとっても明るい見通しと、そして

希望が持てると思いますけれども、ずばりこの

実施はいつごろからなるのか、お答えください。

お願いします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えします。 

 もちろん今検討しているというか、この実施

をするのであれば、実施をするつもりではあり

ますけれども、来年の４月の診療からしっかり

とそれを取り組んでいきたいと。今財政のほう

でもそれを行った場合のシミュレーションとい

いますか、そういうのもしっかりとやりながら

今ここでやりますとお答えをしたいところでご

ざいますが、最終的に精査をさせていただいて、

そして決定をし、３月の予算にしっかりと計上

して議員の先生方の議決を経ながら、この実施

に向けて頑張っていきたいと、現在の私の心境

でございます。しっかりと取り組んでいきたい

と思っております。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 ぜひ来年４月からの取

り組みをよろしくお願いします。というのは、

最近は子供の医療費がどこまで無料化なのかで

引っ越し先を決めているという人もいるそうで

す。なので、もし今引っ越しを考えている人は

恐らく今年度中にこの引っ越し場所を決めると

思いますので、実は私の友人も中城に引っ越し

をしたいということで電話がありましたところ、

何歳まで医療費は無料なのという質問が先に来

たぐらいです。なので、もし来年の４月からと

いうふうになった場合には、どこよりも早く中

城が４月から中学生は医療費、通院費が無料だ

よということで大きくアピールをしていただい

て、人口増加にぜひつなげていただければなと

思っておりますし、早くこの小学校、中学校の

保護者たちに安心した子育てをさせていただき

たいと思います。それでは②の窓口無料化につ

いて再質問いたします。南風原町では御存じの

ように少子化対策、そして貧困対策として、平

成29年１月から病院窓口無料化の実施がほぼ決

定いたしました。そして全国の市町村で見てみ

ますと、約８割の市町村で窓口無料化を実施し

ておりますが、そのことに関しましては、本村

としてはどういうふうに考えでしょうか。南風

原はこれからやるんですけれども、本村はいか

がでしょうか。やはり窓口無料化に一歩踏み込

めないということは、ペナルティーがあるから

でしょうか、伺います。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１１時３２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時３２分） 
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○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 健康保険課長 比嘉健治。 

○健康保険課長 比嘉健治 それではお答えし

ます。 

 やはり現物給付を実施した場合、南風原町に

おいてもペナルティーについては、ちょっと懸

念されてはいると思うんですが、中城村におい

てもやはりそれも重要なひとつの予算が確保で

きるのかなの部分も出てきますので、またそれ

とほかに業務、事務的にどのような事務的な調

整が必要なのか。例えば医療機関との現物給付

ということになりますと、一度支払いをとめて

おくということになりますと、病院との市町村

独自で調整が必要になるなど、多岐にわたって

いろいろ業務的な負担も出てくると考えられま

すので、その辺も含めてちょっと難しいのかな

ということで、現在考えております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 南風原町に聞きました

ところ、南風原町はペナルティーを受けて立と

うではないかというその気持ちでやっているそ

うです。確かに、厚生労働省は窓口無料化を病

院の窓口無料化にした場合は、過剰な受診がふ

え、それに伴い医療費もふえてくるというふう

に懸念しているそうですが、親が子供の体調を

気にして不安になるのは当然だと思いますし、

少々のことで親は仕事を休んでまで窓口が無料

だからといって、病院に連れていく人は受診す

る人は、私はいないと思います。逆に実は重い

病気なのに受診することができなくて、重症化

することが逆に心配ではないかというふうに思

います。早期発見、そして早期治療で結果的に

はペナルティー以上に村負担の医療費の軽減に

もつながるのではないかと私は思います。何よ

りも命にかかわってくることなので、だからこ

そ全世帯への窓口無料化を実施してほしいので

すが、もしこれに時間がかかるのでしたら、立

てかえが困難な世帯からでも実施することはで

きないでしょうか。那覇市とかで今やっていま

すこども医療費貸付制度の実施の考えはないで

すか、伺います。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 これも一つの政策的なことでございますので、

あえて答弁させていただきますが、比嘉麻乃議

員がおっしゃったようなことは、私どもも今天

秤にかけたとは変な言い方ですけれども、これ

をとった場合にはここを失うことがあるも含め

て今検討しているところでございますし、今御

提案のあった那覇市がやっている貸付制度、こ

れについては、真剣に考えてみたいと思います。

ただ現物給付自体になりますと、ペナルティー

だけの問題ではなくて、私ども実は議員時代か

らこれを取り組んで一般質問をさせていただき

ましたけれども、非常に大きな壁があるといい

ますか、その医師会との問題、沖縄県全体の問

題、足並みがそろって初めてこれは大きく効果

が出てくるところがございまして、各病院と理

解がある病院とおのおのとその契約を結ぶとい

うよりもやはり本当のところは沖縄県全体で沖

縄県が音頭をとって、では全ての自治体はこれ

でいきましょうということでやれるんでしたら、

いいスタートが切れると思うんですが、今はま

だ足並みがそろっている状態ではございません

ので、今議員がおっしゃったような提案という

部分については、貸付制度ということについて

は、十分検討できる範囲だと認識をしておりま

す。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 こども医療費貸付制度

につきましては、早急に取り組んでいただきた

いと思います。それをやはり進めるには困窮世

帯の調査を早くしていただきたいと思います。

やはり貸し付けする制度なので、こういう調査

が必要だと思いますので、それをまた早急にお

願いいたします。本村全ての子供たちが平等で
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健やかに育つ環境をつくってほしいと思います。

本村は子育てしやすいまち、全国２位に輝いた

村です。他市町村にできて、中城村にできない

ということはないと思います。本当の意味での

貧困対策、そして少子化対策、そして子育てし

やすいまちに取り組むなら窓口無料化あるいは

早急にできるこども医療費貸付制度を取り組ん

でいただきたいと思います。どんどん実施され

ていく新制度の導入で職員の皆さんも大変だと

は思いますけれども、健康で元気な子供たちが

育つ中城村をつくるためにもよろしくお願いい

たします。先日、私が敬老会の司会をしました

後に、１人のおばあさんが私に声をかけてくれ

ました。いつも楽しくありがとうございます。

でも私たちはこうやって元気に御飯も食べるし、

病院にも行くことができるから私たちよりも貧

しい子供たちにお金を使ってねというふうに

言ってくれました。なので、その優しい人たち

のために、そのまたかわいい子供たち、そして

孫のために私たち一緒になって頑張っていきた

いと思います。 

 ではその優しいお年寄りの方のために、今度

は大枠２についていきたいと思います。現在、

本村の70歳以上の高齢者は11月末現在で2,426

名いらっしゃいます。その全ての高齢者の方が

もし護佐丸バスに月１回乗車した場合の運賃は

24万2,600円です。月４回乗車した場合だと97

万400円になります。既に運行開始をしている

護佐丸バスでの無料化になりますので、１人

乗っても10人乗っても燃料は変わらないと思い

ますけれども、無料化したことによって財政へ

の影響はありますでしょうか。いただいた資料

を見ますと65歳以上、１カ月護佐丸バスに乗っ

ている人は４月388名とか、多いときには７月

の495名になっています。１年間でしたら１月

に約500人の65歳以上の人が乗っているという

ことなので、１年にすると6,000人ですね。そ

れをバスの運賃で計算しましたら60万円です。

その無料化にした場合、もし乗車人数が２倍に

なった場合でも年間120万円の運賃となるわけ

なんですけれども、その財政への影響はありま

すか、伺います。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 與儀 忍。 

○企画課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 護佐丸バス全体の乗車に対する70歳以上とい

うふうなことでの集計はできないんですけれど

も、65歳以上の乗車割合は約20％でございます。

平成27年10月から平成28年９月までの運賃収入、

これはバス会社のほうが総合事務局への報告が

10月から９月ベースでありますので、それで計

算しますと、１年間で約306万円の運賃収入が

あることになっております。そのうちの51万円

が収入できなくなるというふうなことになりま

す。そうしますと収入の約６分の１が減収とい

うふうなことで財政的な影響はこういうものだ

ろうというふうなことで考えております。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 年間51万円でしたらす

ぐにでも私は希望したいと思います。確かにこ

の中城村は細い道など通ると路線バスとかもな

いので、護佐丸バスは本当に感謝していること

だと思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。この運転免許を手放せない理由の多く

はやはり車がないと買い物あるいは通院と生活

に不便があるという声が多いです。買い物した

際の荷物運びですとか、あと病院に行くときも

高齢者のために、また自家用車に近いのはタク

シーだとは思いますけれども、護佐丸タクシー

につきましては、様子を見ながらまた今後、私

なりにも考えて、そして次回にでも質問してい

きたいと思いますが、まず護佐丸バスのほうか

ら実証していただきたいと思います。確かに護

佐丸バスの運賃は65歳以上が100円という高齢

者にとっては本当に優しい運賃ではありますけ

れども、高齢者の方にとって、この中城村が自

分たちのために運賃を無料にしたのなら滅多に
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行かないサンエーに行ってみようかねとか、あ

るいは宜野湾のリウボウに行ってみようかねと

いうことで、行動範囲が広がって楽しい日々を

送ってくれるのではないかなって私は思います。

本村で力を入れている子育て支援もとっても大

切だとは思いますけれども、これまで本村のた

めに貢献してこられた高齢者のために70歳以上

の方の護佐丸バス無料をするということで、高

齢運転者による事故防止ですとか、あるいは家

に閉じこもりがちな高齢者の外出がふえ、気分

転換になりそして健康づくりにもつながるので

はないかなと思いますので、ぜひよろしくお願

いいたします。 

 では次に大枠３について再質問いたします。

課長がおっしゃるとおり私も浜田荘の前から凹

凸がひどくて今朝もそこを通りながら１日も早

くこの道路をきれいにしてほしいなというふう

に思いました。修繕してほしいなと思いながら、

きょうここに来ましたけれども、本当に凹凸が

ひどいです。単費での施工になりますので、ひ

どい箇所からの修繕になるとは思いますけれど

も、ぜひおっしゃっていたように新年度で予算

を確保していただいて、早期の改善を願ってい

ますが、やはりこの浜田荘前を通ると本当に危

険です。私は毎日通っているので、ここは

ちょっと凹凸がひどいなというところではハン

ドルを強く握りしめることができるんですけれ

ども、初めて通る人はやはりハンドルはそんな

に強く握っていないと思うので、少しでもハン

ドルがゆがむと事故になると思います。大事故

になる前にお願いしたいと思います。やはりこ

の浜田荘前につきましては、凹凸がひどいので

危険です。今年度の予算でどうにか修繕するこ

とはできないでしょうか。新年度ではなくて、

今年度の予算でお願いしたいんですが。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 お答えします。 

 私も現場に行くときに、毎日通っている路線

ではありますけれども、確かに浜田荘のところ

を今凹凸がひどくて、すぐにでも改善したいん

ですけれども、ほかの路線も維持管理の範囲で

やっていく場所が結構あるものですから、どう

しても今回、積算したら浜田荘のところ50メー

トルをやったとして、450万円予算がかかると

いうことであれば本年度予算では厳しいと。そ

れと検討したのが、これは土木用語でオーバー

レイと言って、かさ上げして舗装をやる工法も

あるんですけれども、それをやってまた来年こ

こを改良するということは二重の経費になって

いきますので、来年度新年度予算が確定できれ

ばやっていきたいと思います。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 奥間南上原線は、通

勤・通学で朝夕利用者の車が多いので、本村に

とっても重要な生活道路になっていると思いま

すので、ぜひとも早い修繕をお願いいたしまし

て、大枠４の中学校の修学旅行について再質問

していきたいと思います。 

 先ほど教育長のほうから26年度中に考えたこ

とだということだったんですけれども、２学年

の行事が多くて負担になるからということで、

その中に職場体験があります。職場体験は中学

２年生で行われますけれども、その中学２年生

でやる職場体験を私は１年生に持っていっても

いいんじゃないかなというふうに思っています。

それぐらいこの高校入試というのは、大切なこ

とだと思うんですね。これまで中学２年生で

行っていたことで、これまでは忙しくなかった

のでしょうか。でも忙しいからといって、わざ

わざ受験の３カ月前にやるのはちょっとどうか

なと思います。私はこれまでバスガイドとして

多くの修学旅行生を案内してきましたけれども、

中学３年生の12月に県外から沖縄に旅行に来る

という生徒はまず記憶にないです。中学３年生

でしたら、大体沖縄に来るのは５月ごろとなっ

ています。私が調べたところ、沖縄県中頭郡、
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要するに西原町、中城村、北中城村、北谷町、

嘉手納町、読谷村と９校の中学校がありますけ

れども、その中で中学３年生で修学旅行を行っ

ているのが、ここ中城中学校だけでありますけ

れども、それについてはどうお考えでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 お答えします。 

 麻乃議員がお話にもあった２年生職場体験学

習を１年生にできないかというお話ですね。そ

れは既に学校長とはお話をしておりまして、た

だもう次年度の修学旅行までもう契約がなされ

ているので、早くても30年度からになろうかと

考えております。２年生は確かに先ほど申し上

げたように行事が、２年生の行事と学校全体の

行事が集中していまして、私もこの職場体験に

ついては、１年生に移行して修学旅行を30年度

から２年生に移動するということを校長とも既

に話し合っておりますので、そのように進めて

いきたいと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 比嘉麻乃議員。 

○２番 比嘉麻乃議員 ぜひ職場体験を１年生

に持ってきて、早く中学２年生の修学旅行に戻

していただきたいと思います。２泊３日の修学

旅行といっても出発前日は荷物の点検ですとか、

あるいは旅行の話、そして修学旅行が終わった

ら回復日ということで、１日お休みですよね。

なので、この時期に５日間も受験勉強ができな

いというのは、学校だけでもなく塾に通ってい

る生徒たちは５日間も学校での勉強、そして塾

での勉強ができなくなるわけなんです。受験生

にとっては本格的な受験勉強をする大切な時期

でもありますし、生徒だけではなくて、教師の

皆さんも実は修学旅行の計画どころではないと

思うんです。子供たちのことで受験のために一

生懸命、先生も取り組んで本当は修学旅行の計

画どころではないんじゃないかなって私は思い

ます。そしてこの12月というこの時期はインフ

ルエンザも流行しますので、やはりこの時期よ

りは５月のほうがいいんのかなと思います。も

し３年生でやるんでしたら、５月のほうがいい

んじゃないかなというふうに思います。やはり

今でも今後、中学３年生でこうやって修学旅行

を続けていくのかという不安に思っている保護

者が多いです。私のところにも無名でどうにか

してくれないかという保護者からの電話が入っ

たほどです。すごく私も共感して今回一般質問

に上げさせていただきました。何度も言うよう

に本来なら中学２年生での実施に戻してほしい

のですが、どうしても３年生というんでしたら、

せめて５月ごろを提案していただきたいと思い

ます。平成30年度に中学２年生にするというこ

となんですけれども、恐らくわかります飛行機

ですとか、あとはホテルの契約上の問題で一、

二年は旅行社と契約をしているというのはわか

りますけれども、もう１年でも早く、来年度は

きっと難しいなかなと思いますけれども、今の

１年生が２年生に上がるときにでも２年生に

やっていただきたいなと思います。一生に一度

の中学生での修学旅行を心から楽しんでもらう

ことを願いまして、大枠４の質問を終わらせて

いただきます。では少しお時間がありますので、

一言いいでしょうか。子供の帰宅を呼びかける

村内放送が10月から５時30分になりまして、童

神の曲はとてもいいと思います。ありがとうご

ざいます。新聞に子供が登校しているのを見ま

した。この音を聞いて５時30分には帰ろうとい

う気持ちになったという作文を読んで、すごく

うれしく思いますし、これまで地域の人たちも

子供たちが遅くまで遊んでいるのに、いつ声を

かけていいのかわからないという人たちもいた

ようなんですが、もう音楽が鳴ったから帰りな

さいよというふうに声かけができるようになっ

たというふうに聞いております。そして、９月

の一般質問のほうで企画課のほうに要望しまし

た自治会加入の要望なんですが、早速チラシを

つくってもらって今南上原にもそれが到着して、
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これから加入率を挙げようねということで、み

んなで頑張っております。そして都市建設課の

新垣課長、田んぼのようなちゅらばる公園が今

もう全面芝生植えかえをして、とてもきれいな

公園になっています。まだ入ることができない

んですが、芝生がちゃんと生えてきて、また数

カ月後には子供たちが楽しく遊んでいるのを楽

しみにしております。では私からの一般質問を

終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で比嘉麻乃議員の一

般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１１時５５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時３０分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして、新垣博正議員の一般質問を許し

ます。 

○１２番 新垣博正議員 ハイサイ、こんにち

は。午後のトップとして一般質問を行います。

それでは通告書に従いまして、大枠１、無形文

化財の保存継承についてであります。①無形文

化財への育成、支援はどのように行っているか、

お伺いいたします。②保存、継承する団体等へ

の通年を通しての育成支援はあるのか、お伺い

いたします。③伝統文化を伝承する人材に対し、

「伝統芸能保持者」としての認定証などを与え

るなどの考えはないかお伺いいたします。 

 大枠の２番、学校現場における教職員の勤務

時間の管理について。①沖縄県人事委員会によ

る「2016勧告」が出されていますが、勤務条件

改善の要請をどのように受けとめているか、所

見を伺います。②学校現場の実態を把握した上

で「適正な勤務環境の確保に向け、勤務管理シ

ステムの導入等実効性のある具体的な取り組み

を進める必要がある」旨の指摘がなされていま

すが、どのような見解、対応を考えているのか

をお伺いいたします。③超過勤務実態の記録を

３年間保存することを徹底することとされてい

ますが、現在それが徹底されているか伺います。

以上、簡潔明瞭な答弁をお願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 新垣博正議員の御質問にお

答えいたします。 

 大枠１番、大枠２番ともに教育委員会のほう

で答弁をさせていただきますが、私のほうでは

議員御質問の教育委員会に係ることではありま

すけれども、③の伝統芸能保持者の認定などは

どうかという非常にユニークな発想で大変私と

しては個人的には興味があるなと。伝統芸能に

携わる方々のモチベーションも高くなるでしょ

うし、これがひとつの地域おこしの起爆剤にで

もなれば、少なからずいい影響が出てくるもの

ではないかなと思っております。教育委員会の

協議を待ちたいと思っております。以上でござ

います。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 新垣博正議員の御質問大

枠１、２についてお答えします。 

 大枠１の①教育委員会は、補助金を含む直接

的な育成、支援は行っておりませんが、村から

自治会運営補助金の中で、歴史、文化活動費と

いうことで、各種活動団体への助成は行ってお

ります。また、育成として発表の場は重要だと

考えておりますから、護佐丸まつり等各種イベ

ントへの積極的な出演依頼と出演謝礼金等によ

る助成は実施しております。②①でお答いたし

ましたが、通年を通して直接的な育成支援はご

ざいません。③伝統芸能保持者の認定について、

現段階では考えておりません。保存団体の現状

と課題を踏まえ、保存団体からの意見・要望等

の意見の聞き取りを行い、伝統芸能保持者とし

ての認定も必要なのかも含め、検討したいと考

えております。 

 大枠２の①これまで、教職員の出勤の管理は

行っておりますが、勤務時間の管理は行ってい
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ません。出勤時間や退勤時間の記録はとってい

ないのが現状です。学校現場において、勤務環

境の整備は、課題として捉えております。②教

育委員会は、これまで、学校現場の勤務時間の

管理について関与して来なかったのは事実であ

ります。今後は、出勤・退勤時間を正確に把握

するために、どのような勤務管理が、学校現場

にふさわしいか、教育委員会と校長会・教頭会

と協議しながら検討を考えていきたいと思いま

す。③、①で答弁したように、現在、学校現場

では勤務時間の管理について、具体的に取り組

んでいませんので、超過勤務の記録の存在はご

ざいません。今後は、勤務管理体制を整備して

いくとともに、超過勤務の記録をとり、保存し

ていくよう対応してまいります。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 それでは順を追って

詳細の質問を行います。無形文化財に指定され

ているのが、県指定で伊集の打花鼓（ター

ファークー）、そして村指定で津覇の獅子舞と

いう２つですよね。私もそういう認識を持って

いますが、今、教育長の答弁では全くないとい

うことで、ほとんどが出演依頼だけ、それに伴

う謝礼金といいますか、そういったのが発生す

るということで答弁をいただきましたが、やは

り文化財の中でも無形文化財というのは、型を

保存していったり、継承していくというのは非

常にエネルギーを使うと思います。そして、そ

れを正しく後世に伝えていくという役割も担っ

ていると思いますし、それは保存していく方々

だけではなくて、やはり村を挙げてとか、地域

を挙げてかかわっていくということが私は必要

ではないかなと思っております。私も個人的に

は若い時代には伊集の打花鼓（ターファークー）

を、演技した経験がありますので、何らかの形

でやはり支援策が必要だろうというのはずっと

思い続けてはいたんですけれども、今日に至っ

ても衣装のつくりかえとか、道具の整備とか、

そういったのは単発的に補助をいただいてはい

るんですけれども、通年を通して演技を継承し

ていく。あるいは技を磨いていくというような

ことに対しては、何らその保存団体の自助努力

に任されているというような現状を鑑みますと、

いつの日にかこれらにも限界が来ないかなとい

うのを心配、危惧をしております。そういった

意味においても、ぜひ育成については真剣に考

えていただきたいと思うんですけれども、そこ

でちょっと確認したいんですけれども、指定を

受けている芸能と未指定の芸能の策というのは

どのように違うのか、お伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１３時３８分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時３８分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 県指定を受けること

によって、何が違うのか。村指定を受けること

で、この芸能に対して扱いの何が違うのか。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 県指定、村指定、今おっしゃっていただきま

した伊集の打花鼓（ターファークー）と津覇の

獅子舞、まだ指定を受けていない和宇慶の獅子

舞の直接的な違いというのは、現状ございませ

ん。補助金に対しても今先ほど直接的な支援は

行っていないと教育長が申し上げておりました

けれども、必要な衣装や、道具につきましては

各種補助金を使っております。和宇慶獅子舞に

おきましても、自治会が補助をいただいて道具、

衣装等の整備はしている現状でございます。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 それでは指定を受け

たからといって、何か特別に教育委員会やある

いは県も含めてだと思うんですけれども、違い

というのは、特にないということですよね。た
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だ、指定を受けたからほこりがあるよという程

度のものなのか、その程度の話にどうしても聞

こえてならないんですけれども、それに関して

は何らかの形で支援策があってもいいんじゃな

いかなと思うんですけれども、これまでそう

いったことを検討されたことというのは全くな

かったんでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 先ほどの答弁の追加になりますけれども、各

団体、保存会に対しての補助とか、村の支援と

しては変わらないというところでの答弁として

おります。やはり県指定、村指定になるとやは

り格式としての違いが出てくると思いますので、

それによって出演依頼も違ってくるところもあ

ると思います。先ほど来、育成支援をしていな

いと申し上げましたけれども、何もしていない

ということではなくて、現状を踏まえますと、

直接的に保存会に対して育て上げるという育成

というのはちょっと村では無理があるんじゃな

いかなと、地域で引き継がれた地域でしか守っ

ていけない技術や思いも含んだ伝統文化であり

ますので、手助けとして協力して盛り上げる支

援の方法を考えますと、発表の場を積極的につ

くると、そこへの招待をする。運営費につきま

しても、助成やその活動を広く世間に知らしめ

るところでの発信。それに興味を持ってもらっ

て知名度を上げると、それが活性化につながる

ということで、村としては、今申し上げたよう

な支援をしているつもりでございます。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 出演依頼とかが多く

なればなるほど、ある意味では誇らしい部分も

あるとは思いますが、そういう反面裏返しで非

常に負担がかかるという現実的に避けられない

部分もあります。こういったのが悪い意味で捉

えれば重荷になってしまって、この芸能を継承

するのに対して、非常に負担感を感じてしまう

というという状況に陥り始めている部分も私は

あるんじゃないかなと思っているんですよ。そ

こでやはり指定を受けたからには指定としての

相応の価値と支援策があってもいいんじゃない

かなと思いますし、その辺がないというのが、

逆にいえば今まで不思議だったなというふうに

気がしてならないんですけれども、今後、指定

を受けたというような誇りと、そして村全体と

しても誇りだということで、しっかりと検討し

ていただければと思います。ちょっと研究して

いただければと思います。それで飛びまして、

３番のほうに移らせていただきます。③ですね、

芸能保持者というのもこれも全くないし、検討

もないということなんですけれども、せめてお

金の支援がなかったら、やはりこういう箔をつ

けるというのが正しい言葉かどうかわかりませ

んが演じる側にもそういったほこりを持っても

らって、それなりに認められたというような思

いがするような何らかの認定書というのを与え

ても私はいいんじゃないかなと思います。結構、

この芸能保持者という言葉はよく使われます。

例えば組踊とか、琉球舞踊の中でもそういった

演じる方に対してはそういう言葉が使われます。

それに対してはどのような支援策があるのかと

いうのは、私もよく存じてはないんですが、こ

のなんといいますか、組踊とか琉球舞踊とはや

はり同じ芸能であっても地域で受け継がれてい

く芸能というのはやはりこれはある意味、こと

をちょっと意味するんじゃないかなと思います。

やはり地域で守っていかなければならないとい

う限定された中で保存・継承するというのは、

それ相応のエネルギーも使いますし、思いも使

います。そして、何といっても単純に商業主義

に走るわけにはいかないというところもありま

すので、どうしても自腹を切って、負担を狭め

ながら継承していかなければならないというこ

とを考えた場合には誇りにもって、この芸能を

保存・継承していくということに対しては、こ
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のような伝統芸能保持者というような認定書な

どを与えていって、若い人たちにも私もこのよ

うに認められたんだ。そしてそれをしっかりと

また技も技能も磨いていって、また次の世代に

しっかりと伝えていくんだという誇り、そう

いったモチベーションを高めるような中身には

なるんじゃないかなと思いますので、これも十

分検討してみてはいかがかなと思うんですけれ

ども、再度、この意見を言いましたので、それ

に対してどのような考えをお持ちなのか、もう

１回お伺いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 今、御意見がありました演者の誇り、モチ

ベーションが上がる点からは非常にすばらしい

御提案だと思います。村長答弁でもありました

けれども、活性化は今後につながるものであれ

ば、非常にすばらしいと私自身も思っておりま

す。そこで保持者になってのメリット、デメ

リットというのを少し考えてみました。おっ

しゃるようにこれまでの御尽力への感謝、敬意

を払うというところでは名誉を含んだ点では非

常にすばらしいメリットにつながると思います。

しかし、１回の表彰ではありませんので、継続

して保持者を維持しなければならないというこ

とから逆に保持者であるがゆえに縛りや責任も

伴ってくると思います。また、生活に支障が出

ないとも言えません。なぜかと申しますと、保

持者認定であるがゆえにいつでもどこでもどん

なときでも出演しなければならないというよう

な責任感とかがついてきたり、あくまでも無償

ボランティアの出演でありますので、それが精

神的苦痛やまた生活の収入の支障へつながらな

いというところも言えないものですから、その

辺も考慮しながらまた伊集の青年に少し話を聞

いたんですが、県指定の、無形文化財だから簡

単に演技できないというお声も聴きました。よ

り厳格的になるところでの理解をつけているも

のですから、それによって伝統者離れというの

も進むこともあり得るなというところもありま

すので、行政において、むやみやたらに指定を

するのではなく、当事者である活動団体にも保

持者の認定が必要なのかというのも含めて、保

存・継承に役立つのかなど意見を聞いて、検討

してまいりたいと思います。先ほどありました

けれども、国の重要無形文化財というのは、い

わゆる人間国宝と言われている方に対しては、

国は200万円の助成をしているそうで、県にお

きましても、個々の認定はしているんですけれ

ども、民俗文化におきましては、国指定が９件、

村指定が６件ありますけれども、どれにおきま

しても各保存会が保持団体として指定を受けて

おりますので、その辺の現状も御報告しておき

ます。民俗文化財というのは、衣食住でなりわ

い。宗教、信仰、年中行事等に関する風俗慣習、

民俗芸能、民俗技術など人々が日常生活の中で

生み出し、継承してきた有形・無形の文化財を

指すものでありますので、特に民俗芸能とは民

俗行事の中に伝承された地域住民の郷土芸能で

ありますので、個人がつくり、受け継いだとい

うところではなくて、地域のものが主たる構成

員となって、団体として保存しているというと

ころの認定のほうが正しくないかなと認識して

おります。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 いろいろと見解とい

いますか、述べていただきましたけれども、団

体というのも私も十分理解はしているんですよ。

でも団体を構成するのは一体誰なのと言ったら、

やはり人間が演じるんですよ。やはり人間が演

じるということを忘れてはならないと思うんで

すね。団体という無形の何といいますか、団体

は自然人ではないんですよね、団体は。やはり

生身の人間が感情もあるような人間がこれを演

じていって、これまで長い歴史の中で、継承し

てきたというのが、この無形文化財、踊りなん
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ですね。という意味においても、別に私は国や

県の基準にとらわれる必要は全くないと思いま

す。やはり中城がこの芸能を愛しているのかと

いうのに、照らし合わせた場合にどう思うのか

ということで、自分たちでやはりその基準を

しっかりとつくっていただいて、評価していく、

これが後に継承されていく。ただ単に与えたか

ら重荷を背負う。私はだから①②の順番で③に

持っていったんですけれども、①②が全くなく

て、③だけ与えて重荷だけ背負わしてあなた方

はちゃんとしっかりとルールを守りなさいよ、

社会的秩序も保ちながらやりなさいよとかとい

うふうにもうがんじがらめにするようなことで

私はこういった提案をしているわけではありま

せんので、あくまでも日常生活も営みながらこ

ういったものが地域で受け継がれていくという

ことの大切さというのを訴えているわけであり

まして、そこだけ焦点を当てて飛躍していって、

何といいますか、本当に人格も高潔でというの

が、監査委員の基準の中でもあったようですが、

そういうふうな意味合いでがんじがらめで捉え

るというわけではなくて、やはり地域に大切に

これまで保存して継承されてきたものだから、

そういったのに少しでもモチベーションを高め

る上でも必要ではないかということで、提案を

したまででありますので、その辺は誤解のない

ようにしっかりと団体とも膝を交えて、今後後

世に伝えていくためにはどのようなものがベス

トなのかということを今後考えていただきたい

ということをここで打ち止めしまして、次の質

問のほうに移らせていただきます。 

 大枠の２番、教育長の答弁でしたが、ほとん

どがないないづくしで、現状も把握されていな

いという実態、これはちょっとびっくりします

よね。今まで本当に変な意味、野ざらしにする

状態といいますか、全く勤務状態が把握されて

いないというのは、摩訶不思議で聞いていて

びっくりするような状態なんですけれども、学

校現場にはタイムカードの存在はしないんで

しょうか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 安田 

智。 

○教育総務課主幹 安田 智 お答えいたしま

す。 

 教育現場ではタイムカードは私も30年余り勤

務してきておりますが、一切設置されておりま

せん。出勤はどういうふうにやっていますかと

いうと、出勤簿に押印をするということで管理

されている状況です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 ちょっと驚きと言い

ますか、私はその以前にちょっとこの話を聞い

たのでびっくりもしているんですけれども、村

長、その状態は知っていました。タイムカード

がない状態があるというのは。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 知りませんでした。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 多分知らないと思い

ますね。村長も民間の会社で仕事をされた経験

がおありですので、どんなに小さな二、三名ぐ

らいの零細企業でもタイムカードぐらいはあっ

て、社長は出勤・退勤というのかな。そしてそ

れに伴って給与計算とか、そういったのにやら

れていくと思うんですね。その実態はわからな

い状態で今日まで来てこれだけ新聞で取り上げ

られるようになって何となく動き出したような

ことで、新聞記事には中城村がことしの11月か

ら調査をしたというふうに書かれているんです

けれども、それの状況をちょっと聞かせていた

だけますでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 安田 

智。 

○教育総務課主幹 安田 智 お答えいたしま

す。 
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 マスコミでも取り上げられておりましたので、

本村４学校におきましても、勤務時間帯の管理

についてどうしたらいいのかということもあり

ましたので、まずは実際に結局学校現場に負担

増にはなるんですけれども、どうしてもやはり

管理体制というのを考えなければならないとい

うこともあって、まずは１カ月限定ということ

で11月分の調査を依頼しました。今学校現場か

ら上がってきておりますので、この集計に関し

ては今集計中でありますので、またこの集計結

果をもとにして校長、教頭と体制をどういうふ

うにやっていくかということを協議してまいり

たいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 ちょっと最初に戻り

ますけれども、この2016年勧告というのは非常

に私は重たいものだというふうに思っておりま

す。特に学校現場における教職員の勤務実態の

管理については改善の余地があることから、管

理監督者においては、所属職員の勤務時間を正

確に把握するための取り組みを引き続き求める

とともに、任命権者においても学校現場の実態

を把握した上で適正な勤務環境の確保に向け勤

務管理システム導入等実効性のある具体的な取

り組みを進める必要があるというふうに指摘を

されております。勤務管理システムが全くない

状態で来て、全くいわゆる世間一般で言う残業

状態というのもわからないということになるん

でしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 安田 

智。 

○教育総務課主幹 安田 智 お答えいたしま

す。 

 教職員の皆さん、やはり公務員におきまして

特に教職員に関しては公務員の中でも特殊性が

やはりあります。時間外勤務、要するに残業と

いうふうな時間帯につきましては、文科省でも

大きくその辺は取り上げられて課題として提示

されております。ですから時間外手当につきま

しては、昭和41年以前ですかね、それがあった

みたいんですが、これはちょっと私の今意見に

なりますけれども、その以降、残業手当に関し

ては教職員の残業手当は莫大なものになってい

く。これは教職員の職種から考えるともう本当

にいろいろな多種多様にわたった対応があるわ

けです。ですから、それ以降、教職員調整額と

いうことでの残業手当に代わる一律の４％の手

当てが毎月支給されているという状況が今現在

に至っています。ですので、この時間外業務に

関しては当たり前に存在しているという前提で

今文科省のほうでも、この教職員調整額という

のがついているということになっておりますの

で、現在教職員の時間外勤務というのははかり

知れないというのはおかしいですね、当たり前

に今存在しているというふうに捉えております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 同様な指摘が最近の

新聞では県立病院のほうにも指導が行われたと

いうのを御存じだと思います。北部病院、あと

南部医療センターあたりに、ここもやはり学校

現場と病院も似ていて、聖域と言ったらおかし

いですけれども、特殊勤務というような環境に

あってそういったものがかなり疎かになってい

て、もう超過勤務が恒常化していたというとこ

ろで指摘をされていると思います。近年、全国

的なニュースになりましたが、電通の事件があ

りました。過労死の自殺に追い込まれるという

悲劇があったんですね。これは見過ごせないな

と思うんですよね。こういう実態を現実的に企

業ではありますが、民間で起こった教職員の間

でもそういった事件が起こりかねない緊急な事

態の一歩手前まで、私は来ているんじゃないか

なと思います。2014年の都道府県別の病休、精

神疾患の割合というのが、データで示されてお

りますが、沖縄県は病休、休職者が420名、そ

してそのうち精神疾患で病んでいるのが174名
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ですね。総数の割合にしますと2.86％ですね。

これはもう全国の倍、トップレベルのトップで

す。そして精神疾患に至っては1.19％というこ

とで、大阪とか、広島というのも全国的には何

かその割合が高いということで、全国的な

ニュースの中では取り上げられるらしいんです

けれども、大阪で0.73％なんですね。そして広

島が0.84％、群を抜いているという実態がこの

データでも示されております。こういった実態

を結局のところは見過ごしてしまっていて、指

摘されないと動かないという現実はもうちょっ

と常軌を逸しているというふうに言いたくなる

ような現状であります。そういった先生方に教

えられている子供というのは、非常にストレス

がたまっている人間に教育を施されるというこ

とは、余りいい環境ではないんじゃないかな。

ましては医者にとっても例えてもストレスがば

んばんたまっているお医者さんに診察をしても

らったら、ちょっと怖いなというようなイメー

ジで私たちは受け取ってしまうんですけれども、

まさに子供たちがそういう環境の中に置かれて

いる先生から教えをこうというような状況が続

いてしまうと一体この教育環境はどうなってし

まうんだろうというのを心配するんですね。そ

ういう意味においては、ぜひこのタイムカード

に準ずるものでもいいですから、設置するとい

う考えは全くないんでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 安田 

智。 

○教育総務課主幹 安田 智 お答えいたしま

す。 

 タイムカードまたはＩＣカードとか、ほかの

市町村でもそういう採用していくという話は

ちょっとは聞いてはおります。先ほど博正議員

のお話の中で精神疾患の教職員も多くなってい

るという話がありましたが、この時間の管理と

要因というか、あるというか、この辺の関連性

というのはすぐには出せないと思うんですが、

私もこの教職にかかわってきた中で、やはり適

正といいますか、この子供たちとのかかわり保

護者とのかかわり、同僚とのかかわり、やはり

これまでのこの先生方がかかわってきたいろい

ろな状況の中で、精神的にそういう時間的な量

というよりも、そういうコミュニケーション能

力とか、そういう対人的な部分のものが一番要

因が高いんじゃないかというふうにそういう精

神疾患の休職に関してはそういうふうに捉えて

おりますので、ただ時間管理に関してはもうこ

れは労基法でもうたわれておりますので、しっ

かり捉えていきたいなというのが考えておりま

す。ただ、このタイムカードに関してはまた予

算的なものもありますし、このカードで個々の

所要の時間が出されるのか。それともまた手作

業になってやっていくのか。そうなるとまた管

理職の負担につながっていきますので、その辺

タイムカードを押すことによって、自動的にま

た勤務時間も出されるようなそういうシステム

があれば、またそれも採用のひとつになってい

くのかなと思います。ですから、今後この辺は

まだ予算との兼ね合いもありますので、検討し

てまいりたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 ぜひ前向きに検討し

ていただきたいと思います。何か聞くところに

よると県庁あたりではちょうど駅の改札のよう

にしてピッと、データを読み取って出勤・退勤

というのを瞬時に記録されるというふうに伺っ

ております。また最近はパソコンの中にもそう

いうふうなソフトがあって、専用のパソコンを

入り口に置けばそれを番号で入力していけば記

録されるという方法などもいろいろなシステム

が開発されてあるようですので、教員だからと

いうことで特殊という言葉でごまかされないで

やるそれなりの入力の方法もいろいろあると思

いますので、しっかりとこれは管理していくと

いうことを私のほうからも強く働きかけていき
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たいと思います。それでこの出退勤記録が３年

間保存されていなければという法律もあるよう

ですが、この法律の根拠というのは御存じです

か。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 安田 

智。 

○教育総務課主幹 安田 智 この３年間保存

というのは私自身もちょっと勉強不足で存じ上

げていませんでした。申しわけございません。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 これほとんど認識が

ないというふうに、これもびっくりするんです

けれども、労働基準法の第109条という条項が

ありまして、労働者名簿、賃金台帳及び雇い入

れ解顧、災害補償、賃金、その他、労働関係に

関する重要な書類を３年間保存しなければなら

ないというふうになっております。これは罰則

もあるんですけれども、罰則の存在というのも

知りませんでしたでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 安田 

智。 

○教育総務課主幹 安田 智 お答えします。 

 労使の中ではそういったことをきちんとやら

なければならないということは聞いておりまし

たが、罰則まではちょっと把握しておりません

でした。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 私がこういう質問を

通告しているわけですから、関連資料はぜひ準

備して答弁に備えていただければなと思います。

それではしょうがないので、私が読み上げます。

この労働基準法第109条、同条に違反したとき

は使用者は30万円以下の罰金に処せられるとい

う罰則規定が労働基準法第120条にまた規定を

されているようであります。これは、厚生労働

省が国会で答弁した中でも述べられているとお

りでありますので、そういった認識はぜひ持っ

ていただいて、法令に違反したら罰則もあるん

だよということを今後とも認識をしていただい

て、改善に取り組んでいただきというふうに思

います。特に中学校に関してなんですけれども、

部活動などが日常化している現状というのは、

これもいわゆるボランティア的な捉え方のほう

が一般的にも捉えられていると思うんですけれ

ども、それでもやはりこれは数えようによって

は勤務時間、働いている時間だという捉え方も

あるわけですよね。その辺の改善というのは考

えがあるのか、ないのかを伺います。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 安田 

智。 

○教育総務課主幹 安田 智 お答えいたしま

す。 

 部活動についても先生方の厚意をもって、先

生方が御指導をしているという部分は強く感じ

ております。特にこれは部活動は時間外の活動

になります。ただし、学習指導要領の中に今回

の、現行の学習指導要領には、部活動のあり方

について、やはり教育的効果は高いということ

で記述はされております。さらにこの部活動に

おいてはしっかりと業務改善にもつなげなけれ

ばならないということで、県のほうからも提言

されておりまして、この一部の職員にやるので

はなくて、全職員体制で実施していくようにと

いうことと、あとは外部指導者を特に地域のそ

ういう経験のある方、また知識のある方々をボ

ランティアとしても活用していくようにという

こともあります。あと活動時間、活動時期の適

正化ということも挙げられておりまして、時間

制限をしっかり設けて実施するようにと、夏時

間、冬時間というふうに時間を設定していくよ

うにというふうに出ております。それとノー部

活動デーの設定です。これも教職員の残業をで

きるだけ減らすということでの１つの方法とし

て、今挙げられております。あと１週間に必ず

休養日も設けるようにというふうなことも挙げ

られております。さらにこの外部指導者への先
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生方だけではなく、しっかりと共通理解をして

子供たちへの指導も外部指導者にも学校の方針

と経営方針等も含めて伝達もしていくようにと

いうことで挙げられております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 改善に向けて少しで

も意識を向けていただきたいと思います。それ

でこの土日を返上して指導に当たる部活動のあ

り方というのを見直すべきだ。負担軽減に取り

組むべきだということが県とか、そういったと

ころでも取り上げられてきているようでありま

す。それでこれを含めると過労死のラインを越

えているというふうに言われているんですね。

過労死のラインというのは、月何時間ぐらいの

労働時間が過労死というラインなのかを、もし

存じ上げているんでしたらお答えいただけます

でしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１４時１５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時１５分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 教育総務課主幹 安田 智。 

○教育総務課主幹 安田 智 80時間以上とい

うふうに言われています。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 お答えいただいたと

おりでありますが、まず基本的なところから

ちょっと労働時間について、お話ししたいと思

いますが、労働基準法では原則１日８時間、週

40時間働く時間を上限としている。だが労使が

同法36条いわゆる三六協定を結べば、残業は事

実上捉え方によっては無制限になるという捉え

方もあるようであります。しかしながら、人間

の体ですからこれはやはり限界があると思うん

ですね。以前に沖縄県教職員組合がアンケート

をとったときに３割近くの教職員が超過労勤務

の月80時間の過労死ラインを越えているとの推

計を公表したというふうに言われております。

こういう実態が現実的に沖縄でも起こっている

ということですね。そういう意味においては、

政府は過労死防止対策白書というのをまとめて

ありますが、これはお目通しいただいたとか、

存在があるというのも知っておられたでしょう

か。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 安田 

智。 

○教育総務課主幹 安田 智 お答えします。 

 過労死防止白書を初めて私も聞きました。初

めてです。 

○議長 與那覇朝輝 新垣博正議員。 

○１２番 新垣博正議員 ぜひこういった政府

が発表しているものではあるんですが、お目通

ししていただいて、今後の過労死防止等にある

いはまた労働時間の適正な管理というところに

も目を向けていただくように提案をいたします。

ぜひ先生方がよりよい職場環境、そしてそれを

つくり上げていくために教育委員会もさまざま

な支援策と言いますか、そういった対策を講じ

ていただくことを期待いたしまして、私の一般

質問を終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で新垣博正議員の一

般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１４時１８分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時２９分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続いて、新垣德正議員の一般質問を許します。 

○１１番 新垣德正議員 こんにちは。議長の

お許しも出たところ、通告に従いまして一般質

問を行いたいと思います。 

 まず大枠の１番から読み上げていきたいと思

います。大枠の１番、防犯、交通安全について。

村内各地区からの防犯灯、カーブミラー、ガー

ドレール設置要請の対応と、その状況について。
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①村内各自治会、住民よりそれらの設置要請等

が行われていると思うが、どのように対応し、

取り組んでいるのか。②それらについて現在ど

れだけの数の要請が村内各地域から上がってい

るのか。防犯灯、カーブミラー、ガードレール

等について個別で、お答えいただければと思い

ます。 

 大枠２番、教育現場における種々の取り組み

について伺います。戦後71年を経てさきの大戦

の記憶が薄れていく中、ますます“平和”の重

要性が増していると考えますが、各学校現場に

おける平和学習の取り組みが気になるところで

あります。以下のことで質問させていただきま

す。①全国的に戦争体験者の高齢化で、戦争

“語り部”の減少が懸念されておりますが、本

村でもそのような“語り部”的な学習への取り

組みがあるのかを伺います。②「学校現場に政

治を持ちこむな」と言う声がある中、平和教育、

平和学習を実施するに当たり、どうしても政治

を意識しなければならない現状もあると考えま

す、特に本県においては、平和を語る上で米軍

基地問題は避けては通れないことだと考えてお

ります。そのことに関し、学校現場では児童生

徒に対し、どのような認識をもって対応してい

るのか伺います。 

 続いて、新学習指導要領について。３番目、

①新学習指導要領では、アクテイブラーニング

の推進ということで、児童生徒の能動的学習参

加を促しております。聞こえはよいのですが、

考え方次第では、教師個人の考え方、理念さえ

も封印されることにもなりかねず、教育現場で

の教師に対する外圧につながることにならない

か危惧されております。教育長の考えを伺いま

す。④今後外国語教育の充実を図るとして小学

校３年生から英語の授業が始まることとなって

おりますが、国の数だけ言葉もあるのに、なぜ

英語なのか、選択肢はないのか。それに関して

文科省から何らかの説明があるのかということ

です。⑤学校現場において教職員に対するさま

ざまな制約が広がる中、教職員のますますの過

重労働が懸念されております。特に最近表面化

してきた教職員の時間外労働の問題に関して、

各地区教育委員会の対応が注目されております

が、本村教育委員会においてはその件に関して、

実態の把握、もしくは対策等は講じられている

かということなんですが、５番に関しましては、

先ほど博正議員からも質問があったのに重複し

ておりますので、かいつまんでちょっとだけは

質問させていただきたいと思います。以上、よ

ろしくお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 新垣德正議員の御質問にお

答えをいたします。 

 大枠１番につきましては、都市建設課のほう

でお答えいたします。 

 大枠２番につきましては、教育委員会のほう

でお答えをいたします。 

 私のほうでは、御質問の平和の継承と申しま

すか、大枠２番の平和について少し所見を述べ

させていただきますが、議員おっしゃるとおり

さきの大戦での記憶が薄れていく中ということ

で、御質問であります。私も同感でありますし、

また語り部が当然毎年少なくなっていくといい

ますか、じかに声を聞く機会は当然少なくなっ

ていくと思っております。それをどう継承して

いくか。これは村行政としましても、いろいろ

な例えば写真展だとか、歴史資料館を利用した

平和展だとか、いろいろな形で教育委員会と手

を携えてその辺は積極的に取り組んでいきたい

と考えております。詳細につきましてはまた教

育委員会のほうでお答えをさせていただきます。

以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 新垣德正議員の御質問、

大枠２についてお答えします。 

 まず①学校現場では、毎年６月を「平和につ
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いて考えよう」と位置づけ、平和教育旬間や平

和教育週間を設定して平和に関する取り組みを

行っております。ことしも、小学校では、戦争

体験者をお招きし、戦争の悲惨さや平和の尊さ

などを語っていただいております。 

 ②学校現場は、政治には中立的な立場をとっ

ていますので、教員による政治思想の介入は、

ないものと考えております。慰霊の日に向けて

の特設授業や社会科の授業、５月15日沖縄県が

祖国復帰した日、さらに、米兵が、不祥事を起

こしたときなどに、戦後、沖縄は日本から切り

離され米軍の施政下に置かれていたこと。沖縄

県民が基地の存在があるがゆえに、アメリカ軍

人に虐げられ民主主義が踏みにじられていた歴

史があったこと。日本復帰したことなど、児童

生徒へは、米軍基地問題について、現状説明に

とどめられております。 

 ③「学習指導要領とは何か」について、お答

えします。全国のどの地域で教育を受けても、

一定の水準の教育を受けられるようにするため、

文科省が、学校教育法等に基づき、各学校で教

育課程（カリキュラム）を編成する際の基準を

定めたものです。社会の変化等に応じ、およそ

10年をめどに改訂されております。次期学習指

導要領では、社会において、自立的に生きるた

めに必要な「生きる力」を育むという理念をさ

らに継続し、新しい時代に必要となる資質・能

力の育成や教科等の新設及び目標・内容を見直

し、子供たちの主体的な学び、対話的な学び、

深い学びができるよう指導方法を工夫し、授業

改善を行うことを求めております。そのため、

次期学習指導要領は、教育現場の教師に対し外

圧となるものとは考えておりません。 

 ④中学校の外国語活動においては、学習指導

要領の中で英語を取り扱うことを原則として記

載されております。その他の外国語については、

「英語の目標及び内容等に準じて行うものとす

る」と記載されており、英語以外の選択肢はあ

るものと考えます。英語を選択している要因と

して考えられることは、英語が広く世界でコ

ミュニケーションの手段として用いられている

実態があります。例えば、国際的会議の国際連

盟では、英語は使用語(使われる言葉)となって

いたり、ノーベル賞の授賞式では英語でのス

ピーチが慣例です。また、各種学会の論文は、

英語で作成されたりしております。 

 ⑤これまで、教育委員会として、教職員の勤

務時間管理については把握していませんでした。

今回マスコミ等でも報じられましたので、11月

分のみ出勤・退勤の時間の調査を実施いたしま

した。しかし、学校からの調査を現在、集計中

であります。集計がまとまりましたら、結果を

元に、今後の対応策を教育委員会と校長・教頭

と協議し、検討したいと考えております。以上

です。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 大枠１についてお

答えします。 

 ①について。毎年、交通安全対策特別交付金

を活用し防犯灯・道路反射鏡の設置を行ってお

り、設置数については、毎年平均、防犯灯３基、

道路反射鏡４基程度を新設している状況であり

ます。設置箇所については、自治会、地域の

方々から要望のあった場所や、各自治会から都

市建設課に対する要望書を提出していただいて

おりますので、その要望箇所の現場を確認し、

優先順位をつけて設置しています。 

 ②について。今年度までの要望数について。

道路反射鏡41カ所、防犯灯48カ所、ガードレー

ル３カ所となっており、その要望箇所から優先

順位をつけて平成26年度には、道路反射鏡５カ

所、防犯灯４カ所、ガードレール１カ所、平成

27年度には、道路反射鏡４カ所、防犯灯３カ所

の新設を行っております。平成28年度は、道路

反射鏡４カ所、防犯灯３カ所を設置予定をして

います。以上です。 
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○議長 與那覇朝輝 新垣德正議員。 

○１１番 新垣德正議員 では順を追って再質

問をさせていただきたいんですが、今回、私の

一般質問というよりは、どちらかといったら意

見書の文言に終始してしまうのかなというよう

なところもございますが、ぜひ皆さん御理解い

ただきたいと思います。まず第１番目に、今都

市建設課長に答弁いただいたんですが、この予

定されている中に久場地区がありますかという

ことです。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 お答えします。 

 各自治会の要望書の中で一番久場自治会が要

望書が多くて平成26年13カ所、27年度にも貞則

議員からの要望書が１カ所、27年の３月にもあ

りました。しかしながら、現場を確認したら優

先順位が低いということで判断していますので、

それでほかの自治会のほうを充ててやっていま

す。本当は緊急を要すれば優先的にやっていき

ますけれども、現場を確認して必要かどうかと

いうのは判断し決定していますので、この辺は

御理解くださいということでお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 新垣德正議員。 

○１１番 新垣德正議員 課長が言われること

はよくわかるんですよ。ただこれは手前みそで

ちょっと申しわけないんですが、久場というと

ころはどうしても人口が多い地域になっており

まして、その人口割からしても久場の要望とい

うのは、ぜひ優先的にしていただきたいなとい

うふうに思っております。ぜひまたその辺も勘

案していただいて、対処していただければと

思っています。課長に対しては以上です。 

 続きまして、大枠２番の教育現場における

種々の取り組みについて、私なりにちょっとい

ろいろなことを申し上げたいんですけれどもよ

ろしいでしょうか。まず過去の戦争の歴史を検

証して伝えていくことは大変重要なことだと

思っております。先ほども村長のほうも同じ考

えだということで、大分力強いお言葉だったと

思っております。特に悲惨を極めた沖縄戦の実

相を語り継ぎ児童生徒たちに平和がいかに尊い

かを教え導くことは、平和教育の根幹をなすべ

きことで最も重要な取り組みの１つだと考えて

おります。しかし、私はもう１つもう一歩踏み

込んだ平和教育の取り組みが必要に思えるので

すが、それ我々大人を含めて子供たちも戦争と

いうものがいかに悲惨で恐ろしいものかはさま

ざまな場面を通してよく知っているとは思って

おりますが、しかし感覚としてはどうでしょう

か。戦争は過去の出来事で今の自分たちは関係

ない全く違う次元の出来事だと捉えられている

ように感じられて仕方がありません。子供たち

の書いた平和についての作文などを目を通して

みるんですが、その中では戦争は嫌だ、平和は

大切なんだ。いつまでも今の平和が続くように

願います。自分も平和を守っていきたいです。

というように言葉をつないでいますが、これは

この間の慰霊の日の中学生の生徒会長が読み上

げた文の中にもやはりそういうふうなことが書

かれておりました。平和は大切だと、そしてそ

の平和を守っていきたいんだということを書か

れておりました。ただ、その平和を守るために

どうしたらいいのかという確固とした答えを子

供たちに示せていないのが、今の私たち大人で

あり、学校現場における平和教育の現状ではな

いかと思っております。凄惨を極めた地獄のよ

うな沖縄戦も過去の出来事であり、現実として

自分とは関係のない。絵空事のようなしか思え

ないところで終始しているというのが実態では

ないでしょうか。教え子を二度と戦場を送らな

い。その決意のもと、戦後教育が始まったと

思っております。二度と過ちは繰り返さない、

そのことを社会においては地域の大人が、家庭

であれば親が、学校であればその教師が子供た

ちに対して、きちんと教えていくべきことだと

実感いたしております。なぜ、さきの大戦は起
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こったのか。なぜ日本中が戦争へ戦争へと突き

進んだのか、あの当時、なぜ社会は親はそして

教師は住民を子を教え子を「万歳、万歳」と叫

んで戦地へ送ったのか。なぜ一億総玉砕という

言葉を何の抵抗もなく、受け入れてしまったの

か。そのことの理由を、そして原因を追及し、

検証を重ねることで平和について皆で考えるそ

れが今私たちに求められていることではないか

と思っております。その原因を明確化すること

により、平和を築くために今何をなすべきか。

社会においては我々大人が果たすべき役割。そ

して教育現場においては、教育者が子供たちに

対して果たすべき役割。そしてその子供たちは

自分たちの未来に対して果たすべき役割。その

ことをしっかり見つめ、そういった現実味のあ

る平和教育、平和学習の取り組みが必要だと考

えております。その件に関して教育長、ぜひお

考えを聞かせていただきたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 お答えします。 

 今の語り部の話にしても、大変大切だなと

思っています。ただひとつに今の教師のほとん

どが戦争体験がない人、私もそうですけれども、

そういった意味で少し薄れている感はあるので

はないかなと思います。德正議員がおっしゃっ

ている戦争の悲惨さ、恐ろしさ、こういったも

のを本当にどうしてそういった悲惨さ、恐ろし

い戦争が起こったのかということを子供たちに

説いていかない限りなかなか浸透していかない

と思っております。そういったことで学校現場

においても、教育委員会と協力しながら多くの

語り部をお招きして、学校、小学校、中学校と

連携しながら一緒に本当に戦争の悲惨さだよと

いうことを訴えていく必要があるということは

同感しております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣德正議員。 

○１１番 新垣德正議員 教育長、ちょっと

突っ込んだ質問をするんですが、先ほど教育長、

この政治的な中立的の立場で今教育現場に立っ

ているという話をされていましたが、私いつも

それを思うんですが、教育現場において、政治

的中立というのはどういうふうなことを政治的

な中立と言っているのか、教育長の考えでよろ

しいです。ちょっと聞かせていただけますか。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 政治思想というのもあり

ますけれども、この政治思想に偏らないといい

ますか、そういったのが中立的立場ではないか

なと。ですからあるものを捉えてこうだ、ああ

だということではなくて、これはこういうふう

に考えられるという指導していくのが私はひと

つの中立的な立場を守っていくことで必要では

ないかと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣德正議員。 

○１１番 新垣德正議員 中立的立場というの

は本当に難しい範囲で、人それぞれ皆さん、中

立については思いがあると思います。ただ、よ

く高江での抗議行動の話も今からするんですが、

その中においてもそこの警備に当たっている機

動隊の皆さんは全て異口同音に、私たちは中立

なんだと言います。でもやっていることという

のは何でこれが中立なんだろうということが

多々あります。ほとんどそうです。例えば辺野

古での抗議活動のときに、カヌー10何隻カヌー

が出たときにそこに対峙した海保の巡視船、こ

れがそれ以上の数でそれに対処したんですね。

それ彼らは中立と言うんですね。そういう話に

なってしまったら、私の偏見的なところも出て

きてしまうかもしれませんが、でも本当にその

中立というのは、我々は本当にもっと自分に問

いかける必要があると思うんですよ。それはそ

こにいる皆さんも一緒なんですが、特に教育現

場においてもその先生方が確固とした自信を

持って、今子供たちに対してほしいというのが

今の私の気持ちなんですね。というのが今から

ちょっとその話もするんですが、学校現場にお
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ける政治との関連性についてなんですが、なぜ

このような質問をするかといいますと、せん

だって小学校の高学年ぐらいの女の子、児童３

人が私たちが吉の浦から辺野古に行こうとして

いるときにバスの中からちょっと顔も知ってい

たので、その子１人、それでちょっと会話を交

わすことがあったんですね。そのときに冗談め

かして、今から辺野古で抗議に行くけど、みん

なも一緒に行こうというふうに言ったんですね。

そしたらそのうちの１人の女の子が「えっ」と

いう顔をして、「何ね、辺野古って」というこ

とが返ってきたんです。そしてその後の２人の

女の子に顔を向けて、「知ってる」とみたいな

感じで、あとの２人の女の子も「えっ、何のこ

とだろう」というふうな顔をしていました。私

はもうその反応がすごくショックといいますか、

残念といいますか、何とも言えない複雑な気持

ちになったんですね。そこでまた伺うんですが、

この沖縄の過去の戦争と平和はもとより、現在

の戦争と平和を学ぶ重要な拠点となっていると

私は考えております。この沖縄で。学校現場で

の平和教育の一助として沖縄の米軍基地問題に

焦点を当てた平和学習などを行うことを進めた

いと思いますが、その辺のことはどうでしょう

か。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１４時５３分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時５４分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 教育総務課主幹 安田 智。 

○教育総務課主幹 安田 智 お答えいたしま

す。 

 今の質問なんですが、学校現場、特にこの辺

野古の基地の問題に関して、特化してそういう

ふうに授業で取り上げるというのは多分どの学

校でもすぐ取り上げてはいないと思います。た

だ例えば中学校の公民の中では日米安保は教科

書の中には言葉として出てきますので、そう

いった教科書と関連した状況の中で教師はこの

沖縄県の今抱えている問題もやはり材料として、

資料として話は出してくるかと思います。また、

歴史の学習の中でもやはり太平洋戦争とそして

日本が復帰したというような歴史の中で今現在

の沖縄のあり方についても触れるというのは先

ほど教育長のほうにもありましたが、教師はそ

ういった部分で、今現在の辺野古基地問題に関

しては先生方としては触れていくかというふう

に考えております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣德正議員。 

○１１番 新垣德正議員 今主幹がおっしゃる

ように、今悲しいかなこういう取り組みを県内

のそういう公立の学校でやられているかといっ

たら多分やられていないと思います。その教師

個人の思いでもってそのグループ的なことで

やっているところはあるかもしれません。とい

うのは、向こうの現場にも今高校生であったり、

大学生であったり、そのサークル的なものでそ

こへ訪ねてくる子供たちもいます。生徒たちも

います。それにはその教師の方の率先性でもっ

て来る生徒たちが結構いらっしゃいます。そう

いうのをいろいろ話を聞いたりして、その子た

ちのやはり意識が高いんですね。平和に対する

意識がすごく高いです。今言うように「辺野

古ってどこなの」「高江ってどこなの」と最初

はそうだったかもしれませんけれども、でもそ

れに関心を持って足を運んで、その現実を見て

その子たちはいっぱい学んでいくんですよ。そ

してそれを持ち帰ってまた自分の友人なり、知

人に知らせているという、それで何遍かまた足

を運んでくるというそういう生徒たちや若者た

ちも実際います。だからそれが公の部分では取

り込めないというのは、それはいたし方ないの

かなと思いますけれども、でも皆さん一緒だと

思うんですね。平和は大切なんですよ。そうで

すよね。平和は大切なんです。ただそれだけな
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んですよ。ではその平和を守るために我々は何

をするべきかというのをただそれだけなんです。

今先ほど言われたように、その平和学習の一環

としてできないかということなんです。という

のが、今行われていることは全く一緒なんです

ね。その沖縄戦のガマの見学のようによく行き

ますよね、子供たちは。沖縄戦を疑似体験する

ということで、ガマのほうに行ってそこでその

当時をしのぶということもちょっとおかしいこ

とではありますけれども、それと一緒なんです

ね。昔はそういうところに住んでいたんだよと、

戦争当時はそこにいたんだと。それでおじい

ちゃん、おばあちゃんたちはそこで身をひそめ

て砲弾から避けていたんだという話をみんなさ

れます。それでそういう経験をなさった方々が

そういう話も子供たちにします。それと一緒な

んですよ。それは昔のこと。では今はどうかと

いうことなんです。今、そういう子供たちを引

き連れて、ぜひそういう高江であるとか、辺野

古にいる。そこはほとんど７割、８割はもう本

当、今で言う前期高齢、後期高齢の皆さんです。

もうお年寄りの皆さん、すごいパワーではある

んですが、７割、８割はそういう人たちがそこ

に陣取っております。そして座り込んで声を上

げて、それを阻止しています。新しい基地をつ

くることに反対して。なぜかと言ったら、そう

いう方々ほど戦争の悲惨さをひしひしと感じて

いると思うんですね。その身近にいたというこ

とで、その恐ろしさを絶対もうこれ以上、子や

孫たちには経験させたくないということで、そ

ういう活動をなさっています。そういう話をよ

く聞かされます。まさにその行動だなと思って

おります。それと同じようにそこに行って、で

は今の現状を子供たちに教える。今こうこうで

ここはよくマスコミなんかで言われているよう

に、もう政府からしたらそこにいる人たちはな

らず者であり、犯罪者なんですよ。言うことを

聞かない、ただそれだけで。それで足を引っ

張って、手を引っ張って引きずり出してそこか

らゲートを全部取り払って、排除して、本当に

悲しくなります。あの経験をしてみたら本当に

人というのは、あんなふうに自分の力を全て手

を引っ張り、足を身動きできない状況というの

は、本当に屈辱的です。そういうことまでされ

ていながらでも、みんなそれを平和のため、そ

れで未来の沖縄のためにということで頑張って

いる方がいっぱいいらっしゃいます。ぜひその

ことを伝え、そのことを見てほしいんですね。

なぜこんなにおじいちゃん、おばあちゃんたち

がこんなにまでして、杖をついて、老体に鞭

打って頑張っているのかというのを。それは他

人事ではないんですよ。皆さんそう思って向こ

うで頑張っていらっしゃいます。そのことを私

は本当にぜひ伝えていってほしいんですね、子

供たちに。それを伝えることができるのは、教

育現場の中において、それは先生方がそれを伝

えてほしいということがあるんです。先ほど博

正議員の質問の中でもあったように、本当に教

職員というのは、今すごい多忙を極めているブ

ラック企業的な時間の中で、多忙を極めている

という話をされておりましたが、そこに輪をか

けるようにそういう話を持っていったら大変で

はあるとは思うんですが、でも実際そこは大切

なところだということで、ぜひやってほしいん

ですが、どうですか。もう一遍お願いします。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 お答えします。 

 德正議員と思いは同じだと思います。教え子

を二度と戦争に送らないという、私も信念に

持っております。ただそういったことをどのよ

うに子供たちに伝えていくかというのは、なか

なか難しいというか、校長会、教頭会にもそう

いったものを出して、意見等を聞きながら対応

していきたいと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣德正議員。 

○１１番 新垣德正議員 現在、本村において
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は建白書を実現する中城村民会議という取り組

みの中で、毎月２回、辺野古、高江に行く行動

を実施しております。これに参加することもま

た本村、各学校の平和学習の一環として捉える

ことができるのかなと私は考えております。今

言うように、そんなに堅苦しいことではなくて

もいいと思うんですね。ついでにちょっとあの

辺を寄ってみようかぐらいでもいいと思うんで

すよ。北部の山原の山を散策するいろいろな動

植物がいます、そこには。中南部で見られない

ような植物もいっぱいあります。そういうのを

見るというのを口実でもいいと思うんですよ。

そういう中でもって、その行動をとれることも

可能かなと私は考えていますので、ぜひその辺

のことは検討してもらいたいなと思っておりま

す。それは教育現場だけの話ではないんですね。

我々大人もそうなんですが、大体我々の日々の

営み、日常の全ては平和だから存在するもので

あって、平和だから皆さん朝の日課の散歩もで

きるし、平和だから毎日の仕事も勤しめるし、

平和だからそれぞれのスポーツも楽しむことも

できるし、平和だからそれぞれ子供たちは部活

で汗を流し、一生懸命それぞれの夢に向かって

打ち込めると思っているんですよ。この恩恵を

ただ座って手を合わせ、祈るだけでは守られる

ものではないと私は考えております。平和を守

るためには我々一人一人がふだんの努力を惜し

まずにしていかなければ平和は天からおりてこ

ないと思うんですね。それで今そういうことを

高江や辺野古で行われることを我々、常に意識

してほしいと思うんですね。そこで１つ私最近

ずっと前から聞こうかなと思っていたことがあ

るんですが、執行部の皆様なんですけれども、

執行部の皆さんはここにいらっしゃる偉くなら

れて課長という職を得られております。その前

までは皆さんよく職労を通してそういう基地の

反対であるとか、そういうものによく顔を出さ

れて、参加をされていたのを私とても頼もしく

覚えておるんですが、そういう課長になられた

ときのそれの縛りがあるのか私ちょっと聞いて

みたいなとずっと前から思っていたんですけれ

ども、副村長答えられますか。なぜ、課長に

なったらそういう行動には自粛するような何か

規則みたいのがあるんですかね。 

○議長 與那覇朝輝 副村長 比嘉忠典。 

○副村長 比嘉忠典 お答えいたします。 

 德正議員がおっしゃる縛りとかそういうのは

ありませんが、なかなか組織から抜けたという

か、この安堵感があってなのかという感じはし

ます。課長になってこの部分で組合から大きい

大会などについては、呼びかけ等いろいろある

中で、こういう現状に今、高江とか辺野古につ

いては平日でありますし、なかなか年休をとっ

て行く機会が少ないのかなということを考えら

れます。この趣旨に対しては皆さん、これまで

運動した中で趣旨についてはみんな御理解をし

ているというふうに考えております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣德正議員。 

○１１番 新垣德正議員 そういうことであれ

ば、皆さんも燃えつき症候群的なものなのかな

と今捉えたんですが、ぜひそういうことにも皆

さんがそういう興味を示し、そういう行動を起

こすということは、本当にほかに今部下という

んですか、その各部署のその人たちにもすごく

励みになることではないかなと私は思っており

ますので、ぜひ皆さんの率先的な取り組みを期

待いたしております。よろしくお願いしたいと

思います。これはまた教育委員会のほうになる

んですが、実はよく周辺住民の方からも話が

あったり、よくテレビの中でもインタビューを

受けた方でよく言われることに、国が決めたこ

とに反対してもしょうがないじゃないかという

ことをよく聞くんですね。それでもう諦めてし

まって、もう見ざる、聞かざる、言わざるを決

め込んで、ただ黙り込んでいるという状況が

多々あります。でも物事というのは、国が決め
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るものではなくて、私たち国民が決めるという

本質を見誤ってはいけないと思っております。

憲法の定めるところの主権在民の主役は私たち

国民であることを常に主張し続ける必要がある

と思っておりますが、そこでもう一つ、お聞き

したいんですが、教育現場における主権者教育

の実態、どのようになされているのか。例えば

その主権者教育の具体的な取り組みなどがあっ

たら聞かせていただきたいと思いますが。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課主幹 安田 

智。 

○教育総務課主幹 安田 智 お答えいたしま

す。 

 主権者教育に関しましては、６年生では浅く

民主主義について指導すると思いますが、さら

に深く指導する中では、中学校３年生の公民の

ほうで授業の中で取り上げて話されているとい

うふうに捉えております。やはり日本は法治国

家という部分で、この主権者ということを子供

たちには指導していると捉えております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣德正議員。 

○１１番 新垣德正議員 この今言われたよう

に日本は法治国家だということをみんなが意識

する必要があると思うんですね。あるところで

法治国家、法治国家と言って騒いでいる方もい

らっしゃいますが、まさにそれに関してはよく

あれは全て放置した法治国家だというふうなこ

ともあります。学校現場に政治を持ち込むなと

いうことをよく聞くことがありますが、そんな

ものは到底不可能な話で教育現場においては教

科書採択問題であったり、国旗国歌法の強要問

題であったり、まさに戦前の軍事教育にも見ら

れるように教育現場ほど政治利用はされるもの

はないのではないかと私は考えているんですよ。

だからこそ現場の教職員の皆さんには先ほど述

べたように戦後の平和教育の原点とも言えるべ

き教え子を二度と戦場へ送らないの言葉を実践

し、そのためにはいかなることがあっても体を

張ってでも子供たちを守っていただきたいと

願っております。 

 新聞紙上に児童生徒が沖縄戦体験者に話を聞

く特集記事の連載が組まれておりますが、読ま

れた方もいらっしゃると思いますが、その聞き

取りの中で生徒からなぜあのとき「おじいさん

たちは、大人たちは戦争に反対の声を上げな

かったの」という質問を受けていたんですね。

それに対する答えが「あの時代はそんなことが

言える時代ではなかった。そんなことを言った

ら捕まりよったよ」と答えております。私は果

たしてそれが本当に正しい答えなのだろうかと

思っておりました。その方にとって実際はそう

だったかもしれませんが、しかし物事には必ず

順序というものがあり、そうなる前には物が言

えなくなる前には絶対、物が言える状況があっ

たと思うんですね。物が言えなくなったのでは

なくて、物が言えるときに物を言わなかった。

そしてついに物が言えない状況に世の中がつく

られたということではないんでしょうか。まさ

に物を言わぬ民は滅びるの例えと一緒ではない

でしょうか。なんだか最近、当時と今の時代が

すごくオーバーラップして危機感を感じざるを

得ませんが、決して他人事ではないと考えてお

ります。 

 この間、あるテレビの番組の中なんですが、

この方が言っていたものに「今、戦場において

流される多くの子供たちの血は基地が存在する

限り、私たち基地を支える人たちの手を真っ赤

に染める。そしてその責任から逃れることはで

きない。これはそのテレビ番組で退役した元ア

メリカ海兵隊員の言葉なんですが、その昔、ベ

トナム戦争の当時、この沖縄が現地の人たちか

ら悪魔の島と言われていたことと全く一緒です。

我々はその責任から逃れることができないんで

す、基地がある限り。その基地から戦闘機が飛

び立ち、そしてそこで爆撃、空爆をしてそこに

いるちっちゃい子供たち、多くの子供たちの血
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が流れるんですよ。それを基地を支えている私

たちの手を真っ赤に染めるまさにそのとおりだ

と思うんですね。そのことを私たちはもっと認

識すべきことではないかと思っております。軍

事基地が存在するということは、そういうこと

なんですよ。だからこれ以上、沖縄に基地をつ

くらせない、人殺しに加担をしないという思い

で、老体に鞭を打ち子や孫たちのために声を上

げ続けている人たちがいるということです。そ

の人たちは決して政府から犯罪者扱いされるよ

うな言われは何一つありません。そういう気持

ちをもってその人たちは米軍基地建設に反対し

ているんですね。 

 そして頑張る人たちがいる反面、当の子供た

ちが何の関心も示さず、辺野古が何なのか、高

江が何なのか知らないということは、本当に悲

しいことだし、その無理解、無関心の先にはま

たもやあの戦前のような一億総玉砕的な破壊に

向かうのではないか、破滅に向かうのではない

かという危機感を感じ禁じえません。決して、

そうならないように戦争のない平和な未来を守

るために今この場所にいる私たち一人一人が行

動し、立ち上がることを希望しております。

ちょっと時間はあと少しなので、次の質問に

ちょっと移らせていただきたいんですが、これ

は先ほど博正議員の質問にあったんですが、新

学習指導要領についてですね、急ぎちょっとか

いつまんで、先ほどお話しされたようにそれら

の問題が表出してきたということで、もはや知

らぬ存ぜぬでは通らないと思いますので、教職

員の職場労働環境の整備は喫緊の課題として取

り組む必要があるととても感じております。皆

さんそうだと思うんですが、何か学校というの

は普通の職場とはやはり何か一線かけ離れてい

るのかなというふうなものを私たちは何の疑問

も差し挟むことなく、今日も生きていると思う

んですね。労働時間がどのぐらいあるのか、そ

れがその教職員に対してどれだけの実効性を持

つのかというのも、これは役場の執行部の皆さ

んもよく知っていると思うんですよ。労働時間

が幾らあるというのは、教職員の現場にはそれ

がないということ自体がとても特殊では済ませ

ていられないのかなと思います。その辺のこと

に関して、もう一遍ちょっとしっかりとした取

り組み。どういう取り組みができるかというの

をお聞かせいただければと思いますが。これは

ぜひ職場環境に関しては、また教育総務課の課

長のほうもいろいろ思いがあると思うんですが、

ぜひ課長のほうからお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えし

たいと思います。 

 先ほどうちの主幹から答弁あったと思います

が、これまで教職員の勤務体制に対しては、教

育委員会は実際のところ把握しておりませんで

した。このたび、マスコミからそういう報道が

あって、実際に調査に取り組んでいるのが現状

であります。これからの対応ですけれども、先

ほど教育長からもあったんですけれども、校長

会、教頭会、それぞれあります。実際に現場に

いるのは校長、教頭でありますので、どういっ

た対応ができるのか、どういった管理ができる

のかを協議して、これから管理に携わっていき

たいと思っております。以上であります。 

○議長 與那覇朝輝 新垣德正議員。 

○１１番 新垣德正議員 ぜひ実のある、実効

性のあるものにしていただければと思っており

ます。最後にちょっと面白いブラック企業川柳

というのが手元にありますので、それを読み上

げて、その質問を終わりたいと思います。残業

代出たら年収1,000万円というのがありました。

ありがとうございました。 

○議長 與那覇朝輝 以上で新垣德正議員の一

般質問を終了終わります。 

 本日の日程はこれで全部終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまで
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した。 

  散 会（１５時１９分） 
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○議長 與那覇朝輝 皆さん、おはようござい

ます。昨夜９時50分、名護市安部の海岸でオス

プレイの墜落事故が起こっております。人家に

も近く重大事故であり、今後の新聞報道等注視

していきたいと思います。 

 それではこれから本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 質問時間は答弁を含めず30分以内とします。

それでは通告書の順番に従って発言を許します。 

 最初に大城常良議員の一般質問を許します。 

○３番 大城常良議員 おはようございます。

３番 大城常良であります。議長のお許しが出

ましたので、これより通告書に従いまして、12

月定例会一般質問を始める前に、しばしお時間

をいただきたいと思います。きのうの15年度の

沖縄県の人口動態のほうが出ておりまして、こ

としも沖縄県は出生率が42年連続の全国１位と

いうことになっております。合計特殊出生率の

ほうも1.96ポイントということで、これは31年

連続１位。一方で離婚率のほうも12年連続１位

ということで、相反してよく考えてみますと、

シングルマザーが毎年毎年ふえてくるかなとい

うような危惧もしているものであります。あと

１件は、先ほども議長から話がありましたとお

り、昨夜９時過ぎに名護市沖ということでテレ

ビではあったんですが、オスプレイの不時着、

私から言えばあれは胴体のほうが完全に割れて

おりまして、墜落ではないかという感じでもあ

るんですけれども、やはり我が沖縄県はこうい

う事態がいつ起こるかわからないかということ

も含めまして、一歩間違えれば県民の本当に生

命が危ぶまれるという大惨事になりかねないよ

うなことでありまして、激しい怒りを感じてい

るところであります。この事故は起こるべくし

て起こった事故ではというふうに私は思ってい

るものですから、県民の命を守るためにも、我

が村議会としても、厳重な抗議を提案したいと、

要請するものであります。 

 それでは通告書に従って、一般質問に入らせ

ていただきます。大枠１番、（学校給食）共同

調理場の運営について伺いたいと思います。①

本村の児童、生徒に対し毎日、安心、安全な給

食を提供していただいていますが、調理場で働

く現場からは職員数（調理員）の不足が指摘さ

れているがどのように考えているのか、教育長

の見解を伺いたいと思います。②教育総務課長

が共同調理場の所長を兼任しているが、調理場

に所長を置く考えはないのか伺います。③危機

管理マニュアルは確立されているのか伺います。 

 大枠２番、新庁舎建設についてであります。

①現在の進捗状況はどうなっているのか。②建

設費18億円と仮定し、返済等のシミュレーショ

ンを作成して、今後の村財政への負担と影響を

示せると思いますが、伺います。③村民に対し

て理解を得るために、丁寧な説明会が必要だと

思いますけれど、そこのほうを伺います。 

 大枠３番、公共駐車場整備計画について。①

３月定例会で公共駐車場整備基本計画委託料と

して800万円計上されましたが、進捗状況を伺

います。これに関しても今回の補正予算で質疑

もいたしました。それに関連して二、三質問を

させていただきます。以上、簡潔な御答弁よろ

しくお願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは大城常良議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番につきましては、教育委員会でお答

えをいたします。 

 大枠２番、大枠３番はそれぞれ総務課、企画

課でお答えをさせていただきます。私のほうで

はきのうの御質問にもありましたけれども、新

庁舎建設についての所管を述べさせていただき

ますが、現在、順調に推移していると認識をし

ております。場所も確定をし、そしてプロポー

ザルで設計も委託先が決まりました。今後、住
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民の方々への説明会も含めて、早目早目に進め

ていければいいなと思っておりますので、また

皆様の御理解のほうもよろしくお願いをいたし

ます。詳細につきましては、また担当課のほう

でお答えをさせていただきます。以上でござい

ます。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 おはようございます。大

城常良議員の御質問大枠１の①は私から。②③

については教育総務課長から答えさせます。 

 ①本村共同調理場は、平成27年度より調理員

１名が運営主任として、調理場の事務を主とし

て業務を行っております。調理員の不足の対応

としましては臨時調理員で対応しております。

新年度におきましては、臨時調理員の増員を予

定しております。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それでは大城議員

の質疑の大枠１番の②から答えていきたいと思

います。 

 共同調理場の所長は、現場を統括する意味で

も兼務ではなく調理場に所長を置いた方がよい

と考えております。将来的には、運営主任が所

長にできないか、それを検討してまいりたいと

思っております。 

 次、大枠３番ですけれども、中城村共同調理

場「危機管理作業マニュアル」は平成19年に作

成されております。本年度一部修正を行ってい

るところでございます。以上であります。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 私のほうからは大枠２の①と③、それから大

枠３についてお答えいたします。 

 新庁舎建設の進捗状況については、地権者の

６名の事業同意の承諾をいただいております。

設計者の選定は村長からもありましたように、

我々プロポーザル方式を採用し、中城村新庁舎

建設事業プロポーザル審査委員会設置要綱に基

づきまして、９月20日にはプロポーザルの審査

委員８名が委嘱され、11月22日に会議室におき

まして、審査委員会が行われその結果を村長に

報告し、11月30日には事業者、設計業者の委託

契約を有限会社エン設計と米須設計事務所の２

組のＪＶで行っております。今後はこの設計事

務所とともに設計事業を進めながら今後は作業

に移りたいというふうに思っております。 

 それから③について、９月23日に住民説明会

を開催しておりますが、その中でも多くの御意

見がございました。設計業務の委託先も決まり

ましたけれども、今後の村民への説明について

は実際の設計業務の開始する中で、改めて説明

会の場を設けるということを今考えています。

このことについては、金城議員の質問もござい

ましたので、重複しますけれども、申し上げて

おきます。 

 それから大枠３についてですけれども、公共

駐車場の整備については、平成28年９月30日に

基本計画策定委託業務を発注いたしまして、10

月31日には業務を完了してございます。今後の

状況につきましては、基本計画をもとに地権者

への事業の説明及び、事業同意取得に向けての

説明を行ってまいります。また、補正予算にも

計上してありますように、用地費・補償費及び

委託費の追加交付申請を行い、実施設計物件調

査なども同時に行って、用地交渉を進めてまい

りたいというふうに、今考えてございます。以

上です。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 與儀 忍。 

○企画課長 與儀 忍 庁舎建設に伴う村財政

への負担並びに影響についてお答えいたします。 

 庁舎建設には、国や県の補助金を活用するこ

とができないため、庁舎建設基金や村債、一般

財源を充当することなどを考えております。基

本設計におきまして、概算の建設費用を見積も

りまして、財源をどのようにするか概略を立て

たいと考えております。実際の建設費用が不確
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定である現時点では、村財政への影響を示すの

は難しいため、実施設計等を通しまして、建設

費用を算出した上で将来の本村財政に及ぼす影

響を考慮するとともに、でき得る限り建設費用

の抑制に努めたいと考えております。なお、建

設費用全てを庁舎建設基金で賄うことはできま

せんので、建設年度における一般財源の確保、

後年度以降の公債費など、村財政への影響はあ

るものと考えております。どれぐらいの影響が

あるかということの具体的な数値につきまして

は、基本設計及び実施設計における建設費用な

どの算出後になるものと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 改めまして、大枠１番

のほうから再質問をさせていただきます。 

 まず共同調理場のほうですが、現在の調理員

の方々は今何名で対応していらっしゃるのか。

そして、１日何食分の調理をしているのか伺い

たいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 平成28年度調理員の数でありますけれども、

正職員が４名、臨時職員６名の合わせまして10

名で調理を行っております。食数としましては、

日々、数は違うのですが、平均しまして1,835

食をつくっております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 私も二度ほど調理場に

出向いて実態調査ということになるかもしれま

せんけれども、どういう働き方をしているのか。

調理員の方々とも話をしながら聞きとりをした

んですけれども、現在、調理員の方々は業務の

サイクル上、食事時間も長くて30分、短い方で

は15分程度で終わっていると聞いております。

平成25年より職員が５名、それから臨時が５名

の10名体制になっておりましたけれども、平成

28年度までの４年間で、これは111食ふえてい

るわけです。25年から28年までですね。27年度

からは先ほど言われたとおり職員が４名、これ

は正職員ですね、臨時の方が６名ということで

その体制になっておりまして、食数の増加と正

職員の減というのは、妥当かどうか教育長お答

えできますか。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 お答えします。 

 できましたら本採用が一番いいけれども、財

政との絡みで29年度から先ほど答弁したように

１名臨時職員の増を考えております。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 これだけの食事時間、

妥当な食事時間をとっていないということでご

ざいますので、これはサービス残業的な、残業

といいますか、それが常態化しているというふ

うに見受けられますので、そこも踏まえて十分

議論していただいて、果たして臨時社員１人で

十分なのか、そこも再検討していただきたい。

ちなみに北中城村ではほぼ同じ食数なんです。

1,900食に近いんですけれども、その中で係長

が１名、正職員が５名、臨時、日々雇用を合わ

せたらトータルで12名の職員で対応していると

いうことになっております。それが果たして本

村これで十分な人員対応なのかなということを

踏まえますと、２名が今欠員で、１名を補充す

るということなんですけれども、これでも果た

して火に油、それぐらいのものではないかなと

思いますので、これはもう十分に議論していた

だいて、本当に現場とこれで十分なのかという

ことも確かめながら進んでいただきたいという

ふうに思っております。これは実際に調理場か

ら正職員、あるいは臨時職員の要請があったと

聞いておりますけれども、ありましたか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 調理場と職員労働組合から増員の要求がござ
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いました。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 今、増員の要求があっ

たということなんですけれども、恐らく３名ほ

どの増員依頼があったと思うんですけれども、

そこを１人にしたということですので、十分こ

こももう一度現場と話し合っていただきたいと

いうふうに思っております。まず総合的に見ま

して、教育長の学校給食に対してどのような見

解を持っておられるのか。毎日のように児童生

徒が本村でも1,900名ぐらい食べる食事に対し

て、どういう御見解を持っているのか、伺いま

す。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 お答えします。 

 学校給食については、安全・安心な食事とい

うことと、それからアレルギー対策が重要だと

考えております。それについては、前もってメ

ニューをあげまして、その保護者と調整して例

えばエビにアレルギーのある方でしたら、それ

を保護者と本人とそれから学校と調整しまして、

それを取り除くというふうにアレルギー対策も

行っております。そういったことが重要ではな

いかなと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 今の教育長が言われた

とおり、アレルギー対策そのほうも聞いてみま

したら、全ての食事はそのまま学校に持って

いっていると。その中で食事をしながらアレル

ギーのある子供は各自で取り除いて食べたり、

あるいは重度の場合には食べてないということ

も話を聞いているものですから、アレルギーに

対してもこれからどんどん中身を精査していた

だいて、どういう状況で本当にアレルギー対策

までできるのか、そこもひとつ検討をお願いし

たいというふうに思っております。 

 続きまして、スキルアップのために調理員と

いたしましても、いろいろなところで研修会、

それからそういうのがあるとは思うんですけれ

ども、それに参加は行っているのかどうか、こ

れをお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えし

ます。 

 調理員の研修ですけれども、まず西原町、中

城村、宜野湾市の３ブロックの研修会がござい

ます。そこで各調理場を回って、どういったこ

とをやっているのか。あとは中部の市町村の研

究会がございます。そこでは毎年１回研修会を

行っております。中部の学校給食研究会という

のもございます。そこでも毎年研修会を行って

おります。そこに参加しております。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 例えば今職員４名、臨

時６名ということなんですけれども、これは全

員がこの研修会に参加しているということです

か。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 宜野湾ブロックの場合は、平日にやっている

関係で正職員。残り中部学校給食、中部給食研

究会の２カ所は夏休み期間中で給食がないとき

にやっていますので、そこには臨時職員、正職

員も合わせて参加しております。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 夏休み前に臨時職員の

契約解除があるということを耳にしたことがあ

るんですけれども、これは実際はどうなのか、

教えていただけますか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 夏休み前というん

ですか、一応契約は半年更新でやっております。

ただ、夏休み期間は給食がないものですから、

20日間は休んでもらっているのが現状でござい

ます。 
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○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 共同調理場の建物自体

も年々劣化していくと、掃除しないといけない

ところが、多々出てきているという中で20日間

というよりは１日交替でもできれば清掃のほう

に回して、こういう夏休み期間でしかできない

ようなこともあるはずですので、そこはもう20

日間ずっと休ませるのではなくて、ぜひ掃除も

ひとつの仕事ですので、これも考慮に入れなが

らその辺の回転は行っていただきたいと思いま

す。 

 続いて②のほうにいきたいと思います。課長

先ほど運営主任を所長に将来的には考えている

ということなんですが、将来的というのは来年、

再来年、いつごろからの予定でそれを考えてい

るのか、伺います。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 現在の運営主任は、調理員から運営主任に

回って事務をやるようになって、今２カ年目で

あります。採用は現業職採用ということで、事

務の経験が少ないということで、事務の経験を

してもらってその所長に適格だということが判

断できたときに所長にできたらいいんじゃない

かなということで期日は打ってはおりません。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 今、期日は打っていな

いということですけれども、これは早目に対応

していただいて、これも調理場からはぜひにと

いうような話を伺っているので、教育長も含め

て協議していただきたいと思います。教育長と

課長の両名の方に聞きたいんですけれども、年

間にどれぐらいの頻度で調理場に行かれている

のか、教えていただけますか。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 トータルすると、詳しい

日数は数えたことがないんですが、十五、六回

は行っております。そのうち運営委員会という

のがありまして、それは２回ですね。それから

時々教育委員の皆さんと一緒に子供たちがどの

ような給食をいただいているかということを調

査といいますか、見ながら給食にも出かけて

行っております。そのほか職員から要請がなく

ても時々、課長と一緒にどういう状況なのかと

いうことを見るために出かけております。トー

タルで十五、六回だと思います。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 不定期ではあるんですけれども、大体月２回

は調理場のほうには行っていると思います。何

か問題があった場合は、ほとんど四、五日続け

て行く場合もございます。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 現場で働く調理員の

方々は日々、児童生徒の食事、給食をつくって

いるという中で、大変厳しい仕事に邁進してい

るということですので、ぜひ時間があいた場合

には行って激励をするなり、頻繁に足を運んで

行ってもらいたいなというふうに思っておりま

す。 

 次の３番に移りたいと思います。異物混入の

件ですが、危機管理マニュアルの件なんですけ

れども、平成19年に作成したということで、こ

ちらに管理マニュアルもありはするんですけれ

ども、この中で食中毒、それから異物混入、過

去何件ぐらいあったのか。過去５年ぐらいでい

いですので、お願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えし

ます。 

 過去の件はちょっと覚えておりません。こと

し６件あったと思います。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 今、課長のほうからは
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ことし６件あったということなんですけれども、

普通は異物混入した場合には異物混入報告書を

携えて学校に行き、どういう状況で、どういう

原因で入りました。報告書に原因はこれですと

いうようなことも報告に行くかと思うんですけ

れども、誰がどのようにして学校あるいは異物

混入したところに行っているのか、伺います。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 まず異物混入があった場合、学校から調理場

のほうに報告がございます。調理場でどういっ

た経緯でその異物が混入したかということを追

究しまして、それをまず教育委員会のほうに提

出します。そこでその原因を特定しまして、運

営主任のほうが学校のほうに説明に伺っており

ます。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 この前も学校に行った

際に聞いたんですけれども、異物混入あります

かと、年間二、三件はあるかもしれませんよと

いう話もしていたんですけれども、運営主任が

行くということであるんですけれども、これは

所長を兼任している課長も同行していくのが妥

当な話ではないかなというふうに思っているん

ですけれども、そこはどういう考えで運営主任

だけを行かせているのか、伺いたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 お答えいたします。 

 確かに兼務ではありますけれども、所長であ

りますので、同行するのが筋かと思いますけれ

ども、これまで業務の関係で同行していないと

いうのが現状であります。これからはできるだ

け時間をつくって、同行できるようにしていき

たいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 学校で話を聞きました

ら、運営主任一人でかわいそうな顔をして来て

いたと、それを説明していろいろやって帰って

いたんだけれども、ちょっとかわいそうだなと

いうふうに思ったという話も聞いているもので

すから、ぜひひとつ関係者の管理をしている方

も同行して、ぜひ行っていただきたいというふ

うに思っております。これは異物混入対策に対

して、現場での訓練、そういったものは毎年何

回かはやっておられますか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えし

ます。 

 毎年やっているかということですが、まず一

番は、その異物混入があったとき、それからま

たその対策をどうするかというのが一番多いあ

れであります。年に１回先ほどありました３町

村の研修会、そこでまた異物混入に対しては集

中的に研修をしております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 できるだけ異物混入と

いうのはないのに越したことはないと思います

ので、ぜひ職員の管理も十分に徹底しながら異

物混入がないように、現在の調理場の労働環境

は改善しないといけないところが多々あると思

います。それが児童生徒へ安全な給食を提供す

るためにも現場の声に十分耳を傾けて、今後改

善に取り組んでいただきたいと思っているので、

課長、それから教育長よろしくお願いしたいと

思います。 

 続きまして、大枠２番のほうに移りたいと思

います。新庁舎建設についてでありますけれど

も、プロポーザルで決定はしたということなん

ですけれども、その中でプロポーザルをするに

当たり、審査する上で技術提案書というのがあ

るはずなんですけれども、これは委員に対して

何日前に配付されたのか、伺います。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 お答えします。 

 委員にいつ配付したかという御質問ですけれ
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ども、６業者には10月４日に指名通知を行って

います。それから提案を11月11日まで約40日間

資料配付して技術提案まで作成して提出しても

らっています。８名の委員には11月11日締め切

りですので、11月14日月曜日には配付してあり

ます。それから22日にプレゼンして決定して

きょうに至っています。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 これから庁舎建設、初

めてのプロポーザルというようなことも本村で

はあるかと思うんですけれども、約１週間で業

者からの資料、技術提案書が配付されたと。８

名の委員がいるかと思うんですけれども、この

８名の委員もこれは初めてのことでありますと

いうことで、これは１週間の資料配付で副村長

のほうも10分しかやっていないという話も聞き

ましたので、これはその期間、あるいはこの時

間で十分プロポーザルが開けたのかという疑問

が浮かんできているものですから、そのほうは

どうですか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 お答えします。 

 今回の技術提案については、きのうも金城議

員に説明したとおり、６つの項目から委員を採

点しています。業務の理解度、業務の取り組み、

適格性、独創性、実現性、課題ということで６

つの提案を技術提案させています。これは１週

間あれば２枚のペーパー、Ａ３のペーパーでい

ろいろな耐震性、免震性、構造とか書いてあり

ますので、１週間あれば十二分に審査できると

思っています。10分間のプレゼンに対しては短

いか、長いかという話がありますけれども、10

分で十二分にプレゼンできる内容になっていま

した。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 手元にプロポーザルの

審査公表ということで、審査委員長のほうから

の用紙があるんですけれども、その中でも本庁

舎計画は限られた予算内で庁舎として機能性と

クオリティの確保はもとより、津波や土砂災害

への対応という厳しい制約の中で取り組む必要

があると、はしよって言いますけれども、その

結果、１等案はプロポーザルに求められる要件

を明快に解決して、表現され説得力のある提案

として高く評価されたと。とりわけ簡潔な一体

型の庁舎計画は配置計画や資質、配置の柔軟性

があり、経費変動に対する面積調整及び構造計

画の選定に有効であるということも踏まえて、

それが他地域の庁舎建設にないこの場所ならで

はの建築表現となり得るものであると。好評化

でつづられているんですけれども、ちょっとこ

の詳細を見ましたら、地図もあるんですけれど

も、これで本当に大丈夫なのかなと。プロの

方々がやったこちらにこういうのもありはする

んですけれども、プロの方がやったから大丈夫

だろうとは思うんですけれども、そこもまた

じっくり今後とも私たちは、チェックしていき

たいというふうに思っております。 

 続いて、プロポーザルで業者選定も終わりま

して、29年５月までに基本設計、29年末までに

は実施設計の完了予定で進んでいると、きのう

の答弁でありましたけれども、設定額が13億

5,000万円という、これはプロポーザルに提案

した金額なんですけれども、この算出方法とい

うのは、どういうやり方で出されたのか、お願

いします。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 算出方法については、中城村の新庁舎建設計

画、それのほうに載っているというふうに理解

しておりますけれども、まず面積が4,700平米、

その積算で平米当たり、その計画の中では平米

当たり30万円ということで計算なされて13億円

というような積算でございます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 比較検討した中城村新
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庁舎建設基本計画策定報告書ですね、これは25

年10月に出されてはいるんですけれども、これ

は比較検討した庁舎、南風原町、北谷村、読谷

村、これは建設して大体どれぐらいになるのか、

これ総務課長わかりますか。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 このほうも計画書の58ページのほうに載って

いまして、竣工年月日、南風原町が1998年、そ

れから北谷町が同じく1998年、読谷村が1997年

というふうになっております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 ほとんど10年を超えて

いる庁舎ですので、その金額で本当につくれる

のかという疑問を呈されたわけでありますけれ

ども、もう１回協議・検討していただきたいと

いうふうに思います。あとは地権者６名が同意

の承諾を得られたという答弁でありましたけれ

ども、これは借地ではなくて、100％買い取り

で、用地取得できるのか伺います。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 今、９筆の６人の地権者がいらっしゃいます。

この６人のうちの二人の地権者が借地というよ

うな形で今合意を得ています。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 借地が恐らく2,928平

米、今回取得する土地の約40％が借地というこ

とになろうかと思うんですけれども、現在本村

においては、公共施設が９カ所あるんですけれ

ども、その中の合計借地面積が３万9,020平米、

坪数にして１万1,805.5坪、これの年間の借地

料が今2,361万1,000円、これが年間発生してい

るわけであります。さらにあと2,000平米以上、

借地でやるということになった場合には、また

約200万近くの借地料がくっついて2,500万円を

毎年支払わなければならないという状態になっ

てしまうものですから、それを考えるとどうし

ても地権者との用地買い取りの交渉、これがで

きないのかどうかお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 今の買い取りの話でございますけれども、当

然我々基本的に買い取りを前提に交渉してまい

りました。これが基本でございます。これがベ

ストでございましたけれども、どうしてもその

地権者の方のその買い取りの同意が得られない、

ベストではないけれども、ベターでいこうとい

うことで村長の判断もありまして、そういうふ

うになっております。まだ契約までにはまだ交

渉の時期もございますので、その辺はまた交渉

の余地はまだあるというふうに思っております。

以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 これはできるだけ買い

取りをしていただいて、こういったのは毎年負

債と一緒ですよ。この借地というのは。毎年毎

年払うのが決まっているということでございま

す。これは村長もよく御存じのとおり土地は借

りれば10年、20年あるいは50年、全て返済しな

いといけないと、買っておけば何十年間の後に

は村の村有地になるということですので、ぜひ

ひとつこれも十分に踏まえて、これは私からひ

とつ提案があるんですけれども、村長、毎年

2,000万円ぐらいの予算を組んで、それを公共

施設、先ほど言った平米数の用地買収を年間少

しずつでも進めていかれないのか、そこはどう

ですか。予算面のところもあろうかと思うんで

すけれども、2,000万円の予算を組んでいただ

いて、その予算で毎年少しずつできるところか

ら用地を買収をしていくというような発想はど

うですか。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 一つの案としては今議員から提案していただ

いた件も十分検討の中に入ってくると思います
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けれども、場所によりけりもありますし、その

地権者の御事情もありますので、最優先される

のは地権者の事情ということから我々は、例え

ば地権者のほうから、これは買い取ってもらえ

ないかだとか、例えばの話ですよ。そういうも

のであれば今のお話で何とかそこに今まで大変

お世話になってきたわけですから、何とかして

希望をかなえてあげられないかなとか、そうい

う検討の中では入っていきますけれども、常に

優先するのは地権者の意向をしっかりと聞いて、

そして我々で財政的な部分もありますので、

しっかり判断をしていきたいなと思っておりま

す。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 今、確かに村長が言わ

れたとおり、予算面もありますし、一番はやは

り地権者との双方の合意がなければできない話

ではあるんですけれども、そこはひとつ十分協

議していただいて、できるところから少しでも

借地を減らしていくという意味でも、ぜひ協議

は行っていただきたいというふうに思っており

ます。 

 次②のほうですね、企画課長のほうから先ほ

ど恐らく実施設計が終わってからの話になるだ

ろうということでございますけれども、これは

９月議会でも善功議員が聞いて、同じ答弁で

あったんですけれども、やはり建築金額が18億

円というような数字も出ている中で、ぜひシ

ミュレーションだけは出していただきたいと。

それをお願いして②は終わりたいと思います。 

 次③のほうですね、先ほどきのうの答弁のほ

うで課長のほうから29年２月に基本の方向性、

５月、９月、計３回説明会を予定しているとい

うことでありましたけれども、９月23日の説明

会では特に防災面に対して、村民が非常に不安

を抱いているということが恐らく、全課長ある

いは議員の方々もわかったというふうに思うん

ですけれども、その地震・津波に対して、答弁

というよりは質問されたことに対して、ちゃん

と受け答えのできる地震・津波に精通した専門

家あるいは琉大の神谷検討委員会の委員長、彼

も含めて、ぜひ説明会には呼んでいただいて、

それをちゃんと村民が納得できるような説明を

していただきたいと。今一番村民が危惧してい

るのは防災、地震・津波に対してのことしかな

いと、私は思っているものですから、防災面に

対してできるだけ確実な情報を村民に与えてい

ただきたいということも踏まえて、ぜひ専門家

を招いて説明をしていただきたいというふうに

思っております。課長やる予定はありますか。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 去る９月23日の説明会におきましても、当然

我々、防災の面というのは予想されましたので、

委員長の神谷先生にも打診して出席のお願いを

しました。ただ、どうしても日程の都合が合わ

ないということで、参加できませんでしたけれ

ども、議員がおっしゃる専門家、我々は神谷先

生を専門家と位置づけていますけれども、ぜひ

出席を依頼したいというふうに考えています。

以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 やはり説明会というの

は、村民に対しての説明ですので、そういった

方を呼んで、その方ができなければ説明会をず

らしてまでも、ぜひ一緒に参加していただいて

逐一村民の声に反映させていただいて、解決を

していただきたいというふうに思っております。

庁舎建設に関しては私のほうでは用地の買い取

りとそれから村民への納得のいく説明を果たさ

ない限り厳しいものになっていくのかなという

ふうに思っているものですから、村民の理解が

得られるように行政として説明責任を十分果た

していただきたいと思って、３番のほうに進み

たいと思います。 

 公共駐車場整備についてでありますけれども、
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これも補正予算の中で場所、それから平米数が

決定し、これから実施設計に入っていくと聞い

ておりますけれども、地権者が３名おられると

いうことで、それは交渉は始まっているのかど

うか、伺いたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 今予定している公共駐車場の場所については、

３地権者ですかね、いらっしゃいます。今その

地権者のほうにはそういう計画があるというこ

とは打診はしてございます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 今、課長打診はしてあ

るということでの答弁ですけれども、承諾して

いるわけですよね。これはもう買い取りで売っ

てもいいというようなところまで話は水面下で

は進んでおられるのか。そこを教えてください。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 買い取り云々というよりは、まずその地権者

の確認とそして意志があるかどうかということ

と、相続関係もございますので、そういった形

の相続が可能かどうかというような調査をして

ございます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 やはりまだ決定してい

ないところで用地交渉はできないのかなという

雰囲気ではあるんですけれども、この敷地面積

が3,139坪、広大な用地であるものですから、

私も見に行ったんですけれども、本当に農地と

しても１等地、また場所としても１等地という

感じがしたんですけれども、あれだけの大きな

用地を工事するのに関して、例えばこれもシ

ミュレーションになるかと思うんですけれども、

大体工事費はどれぐらいかかるのか。その工事

費は一括交付金も含め活用されるのか、それを

お願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 工事費については約１億5,000万円、それか

ら今一括交付金を充てられたということですけ

れども、そのほうも一括交付金で充てられると

いうことで、今考えてございます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 ことしの祭りの件なん

ですけれども、護佐丸まつりが２日間、それか

らグスクの響き、あるいはプロジェクション

マッピング、これで護佐丸まつりが8,344人、

グスクの響きが約1,273名、マッピングが２日

間で3,665名という状況で今回あったんですけ

れども、マッピングに関しては去年の３分の１

程度しか入場者数がいないものですから、これ

は観光課長どういう状況でこれだけ減ったのか。

原因がわかるのであればお願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

します。 

 2016のプロジェクションマッピングの参加者

の減というのがありますが、やはり昨年１万人

を超して、今回3,000人というのは大分減って

おりますが、今回２日間に渡り、沖縄周辺に雷

雨注意報が出ている状況で、どうもお客さんの

出足をくじいたかなということであります。実

質的には中城城跡では雨が降らず実施はできた

状態ですが、天気に左右されたんじゃないかな

というふうに思っています。広報活動、それか

らポスターなどは前年同様しっかり職員が頑

張って広報活動もしていますので、考えられる

のは天気かなと思っておりますが、詳しい部分

につきましては、これから皆さんの意見を聞い

てさらに分析していきたいと思っています。以

上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 今課長のほうから天気

のせいではないかということなんですけれども、
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天気のせいにしてはあまりにも減少幅が大きす

ぎるというふうに思っているものですから、ぜ

ひこれは原因を突きとめて、本当に天気だけな

のか、あるいは広報それから周知も徹底して

やったと私も理解はしているんですけれども、

なぜ人数がこれだけ減少したか、それは徹底し

て検証のほどお願いしたいと思います。あとは

今吉の浦、それから成田山、普天間自動車教習

場、イオンライカム、そこを借りての駐車場の

確保になっているわけですけれども、今回開か

れたまつりの中で、この駐車場の状況はどう

だったのか、教えてください。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

したいと思います。 

 まつりのときの周辺駐車場の利用状況と受け

とめておりますが、今回、先ほどの御質問にも

ありましたとおり、3,000人の状況からすると

今回、土日普天間自動車学校の敷地も借用でき

たせいもありますが、スムーズに駐車はできて

いるということであります。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 やはり入場者数が少な

くなればそれと駐車場も使い勝手が、使いやす

くなるということでありますけれども、そこら

辺も踏まえて、４番目の質問に移るんですけれ

ども、総務課長から駐車台数が補正予算の中で

400台駐車が可能という答弁があったんですけ

れども、この数字的な根拠というのは、どこか

らはじき出してきたのか。教えてください。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 まずこの数値の根拠は2014年におけるプロ

ジェクションマッピングの入場者数が8,310名

であったことから、最大利用数が8,310人と見

込んでおります。駐車場の場合、駐車利用率、

それから乗用車一人当たりの乗車人数が影響し

ていきます。その中で中城村城跡のイベントの

際、交通手段を国土交通省から出された都市公

園利用実態調査の広域公園を参考に算出いたし

ました。この調査では乗用車利用率が68.4％で

すね。入場者数の68.4％であるため、8,310人

の68.4％、一人当たり４名と考えまして、

1,421台が必要台数というふうなことになりま

した。そこで我々現在、使用している駐車場、

吉の浦公園が320台、吉の浦会館が150台、普天

間自動車学校が250台、成田山駐車場が150台、

それから浜漁港が150台、計1,020台は確保でき

るだろうと、収容が可能だろうということで、

先ほど申し上げました1,421台から現在の台数

1,020台を差し引くと約400台が不足になるので

はないかということで、400台の駐車場を確保

したいということでございます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 最大の駐車台数を見込

んでのことだというふうに理解しましたけれど

も、とりあえず駐車場用地が本村の財産になる

こと自体はこれはいい話だと思っております。

私が心配しているのは優良農地１等地ですよ、

そこをつぶして駐車場をつくって、それからあ

と四、五年すれば一括交付金があるのか、ない

のか。恐らく縮小あるいは廃止ということに現

状の政府のやり方を見ておりましたら、なりか

ねない中でそれが終わった場合、果たして今ま

でどおりプロサッカーチーム、あるいは年間10

ぐらいのまつりを開催して、今までどおり本当

にできるのかどうか、それができなくなった場

合にこの公共駐車場はどう利用していくのか。

これは中長期的な計画の中で村民の理解が得ら

れ、それから本村のさらなる発展のためにつな

がるような政策を進めていただきたい。そのよ

うに思っております。以上で終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で大城常良議員の一

般質問を終わります。 

 10分間休憩します。 
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休 憩（１１時０８分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時１９分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続いて、石原昌雄議員の一般質問を許します。 

○１番 石原昌雄議員 こんにちは。１番 石

原昌雄。通告書に沿って一般質問をさせてもら

います。 

 大枠１番、民泊・民宿について。村長の施策

の中に、世界遺産中城城跡入場者数15万人の達

成がありますが、中城村を訪れる観光客やサッ

カーキャンプの応援客の村内受け入れを進める

時期と考え質問します。①民泊の現状はどのよ

うに取り組んでいますか。②民泊を今後どのよ

うに支援する考えがありますか。③民宿につい

て取り組むことはありますか。 

 大枠２番、各字公民館の活用拡大について。

村内の各字公民館は、補助事業などを取り入れ

環境のよい施設となってきました。しかしなが

ら、その利用状況は低いと思慮されます。これ

までは各種団体の活動の場合などが利用の主で

あり、今後は地域の活性化やボランティア活動

の場として、常に公民館がオープンしてほしい

との声もあります。以下の質問をします。①各

字公民館はどのような拠点と考えますか。②近

隣市町村の公民館の利用や書記等の配置状況は

わかりますか。③常に公民館をオープンするに

は書記などの配置が必要ですが支援する考えは

ありますか。④貧困対策の支援箇所としても考

えられるがどうですか。 

 大枠３番、村道井水線の改良計画について。

南上原地区は、村道整備がおくれがちであった

が、区画整理事業が進んでいく中で、多くの村

道が整備され、また、新設されてきました。し

かしながら、区画整理事業の対象外になった地

域は、村道整備がおくれています。計画を伺い

ます。①村道井水線、新田線の改良計画はあり

ますか。②井水線は行きどまりとなっているが、

延長してその解消が必要であります。今後の計

画に入れられますか。答弁よろしくお願いしま

す。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 石原昌雄議員の御質問にお

答えをいたします。 

 大枠１番につきましては企業立地・観光推進

課のほうでお答えをいたします。大枠２番につ

きましては企画課、福祉課、そして大枠３番に

つきましては都市建設課のほうでお答えをいた

します。 

 私のほうでは、御質問の大枠１番、民泊・民

宿について、少々所見を述べさせてもらいます

けれども、議員おっしゃるとおりその民泊・民

宿について、我々中城村はホテルの計画はござ

いませんし、また実際ありませんので、そこに

どうやって広げていくか、特に民泊のほうです

ね、私も歓迎式などで経験はございますけれど

も、後で企業立地のほうから詳しい答弁をさせ

ますが、やはり受け入れ家庭の裾野をどう広げ

ていくか。これは非常に可能性の高い事業でご

ざいますので、積極的に我々行政としてもそこ

には一歩踏み込んだ形で支援なり、あるいはい

ろいろな相談事も含めて、一緒になってやって

いきたい分野でございます。将来的には、今大

型ＭＩＣＥの誘致に成功して、いろいろな土地

利用の見直しが入ってきますので、将来的には

ホテルの話も出てくるとは思いますけれども、

しかし、これはまだ数年後の話でございますの

で、これからはそこも踏まえた形で民泊のほう

の応援をしていきたいなと思っております。以

上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 では石

原昌雄議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 ①本村の民泊の現状は、ＮＰＯ法人しまん

ちゅ活力支援隊が44世帯で受け入れ家庭を確保
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して、沖縄生活体験の受け入れをしているとこ

ろでございます。県外の神奈川県の高等学校を

年間３校から４校を３年目になりますかね、受

け入れている状況でございます。今後も、継続

して、先ほど村長から基本的な考え方が答弁さ

れたようにＮＰＯ法人しまんちゅ活力支援隊と

協議しながら、できる限り世帯の拡充それから

体験プログラムの開発、それから昨年パンフ

レットも作成しましたので、修学旅行受け入れ

のピーアールもかねて活動していきたいと思っ

ております。それから民泊についてですが、民

泊については基本的には制度的なものもござい

ます。取り組みについては、修学旅行生の受け

入れやアフターＭＩＣＥ、中城湾港にはクルー

ズ船の寄港徐々にではありますが、ふえてきて

いるということも踏まえて、中部圏域一帯的に

観光・レクリェーションの拠点として、サンラ

イズの開発も含めながらホテルも民宿も踏まえ

ながら今後検討していきたいと考えております。

以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 企画課長 與儀 忍。 

○企画課長 與儀 忍 各字の公民館について

お答えいたします。 

 各字の公民館は、地域の幅広い年代の方々が

集い、親睦を図りながら地域づくりの活動拠点

として、また、伝統文化の継承、福祉事業、地

域の安心・安全を維持するための防犯対策、災

害時の避難所としての防災拠点など、地域住民

にはなくてはならない大変重要な施設であると

考えております。 

 次に、公民館の利用及び書記等の配置状況に

ついてお答えいたします。近隣市町村における

公民館の利用状況等につきましては、ほぼ本村

と同様な公民館の利用形態であると考えており

ます。また、書記等の配置につきましては、西

原町におきましては、書記を配置している自治

体に対し、町から毎月４万5,000円を補助し、

ほぼ毎日、公民館へ常駐しているようでござい

ます。北中城村におきましては、14自治会中、

４自治会におきまして、書記を配置しているよ

うでございます。村からの補助金はなく、自治

会育成交付金を充当しているようでございます。 

 次に、書記等の配置に対する支援についてお

答えいたします。社会教育法に基づく公民館に

つきましては、市町村教育委員会や管理団体等

が職員を配置することになります。しかし、地

域の自主的な組織団体である自治会が設置する

公民館いわゆる自治公民館につきましては、専

任職員等の配置は、それぞれの地域の判断であ

ると認識をしております。地域づくりにおきま

しては、常に自治会長あるいは書記などがいる

公民館は、公民館の多様な利活用が広がり、地

域活性化につながるものと考えておりますが、

村としての支援につきましては、あらゆる角度

から検証する必要があり、さらに、財源等の課

題があり、現時点では厳しいものと考えており

ます。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 お答えします。 

 大枠２、④について。各字公民館については、

ほぼ全公民館を介護予防体操で活用し、高齢者

の健康づくりに役立っています。子どもの支援

箇所としましては、地域の方々がボランティア

で公民館を活用し、放課後の居場所として学習

支援、スポーツ交流を行っている自治会があり

ます。正式な居場所事業として、県と調整しな

がら次年度貧困対策の予算が活用できるよう進

めている状況であります。介護予防体操と同様、

子供の居場所事業としても有意義に活用できる

ように今後地域の方々と調整しながら進めてい

きたいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 大枠３の①②につ

いては関連しますので、一括でお答えします。 

 この地区も当初の南上原土地区画整理事業計

画の地区に設定していましたが、減歩率等が高
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く現在の地区から除外した経緯があります。質

問の改良計画ですが、村道整備としての計画は

集落性が少なく、費用対効果を鑑みても、現段

階では計画はありませんが、南上原土地区画整

理事業も終盤に来ていることから、次の展開と

して、この地区も市街化調整区域であり現在の

土地利用からも、利用度が低く新規の土地区画

整理事業が可能か調査し住宅地としての整備を

行う必要があり検討しているところです。 

○議長 與那覇朝輝 石原昌雄議員。 

○１番 石原昌雄議員 答弁ありがとうござい

ます。それでは順を追って再質問をさせてもら

います。 

 まず大枠１番の①ですけれども、中城村での

民泊受け入れは修学旅行生の高校生のみになっ

ています。１カ所の高校で300人程度来ますけ

れども、そのうちのおよそ半分、150人程度が

本村の受け入れになっている状況だと思います。

そして、他市町村にも協力を得て受け入れ体制

を整えているところなんですけれども、受け入

れ民家をふやしていけば、より多くの生徒が中

城村で民泊させることができ、そして本土の若

者たちとのつながりが広がっていくものと思い

ます。村内での受け入れ民家をふやすための具

体的な考えもありますでしょうか、お願いしま

す。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

したいと思います。 

 御質問のとおり、民泊が抱える課題は受け入

れ家庭が少ないということであります。今年度

も茨城県、長野県、神奈川県からの高校生が民

泊に来ておりますが、半分は他市町村と協力で

受けているようなもので、学校からすると１校

分の受け入れを１市町村で受け入れを希望され

ているというのが現状であります。それを受け

て村としては去年民泊をふやすためにパンフ

レットも作成して、全家庭に配布しているとい

うことですが、毎年広報紙等で周知をしながら

民泊の楽しさというんですかね、それも説明し

ながら受け入れ家庭の拡大を図っていきたいと

思っています。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 石原昌雄議員。 

○１番 石原昌雄議員 その民泊受け入れの拡

大というのは、ぜひ積極的にお願いしたいと思

います。先ほど答弁の中にもありましたように

民泊のマニュアル、あるいはプログラムの開発

というのもやはり村のほうもしっかり一緒に

なってやってもらいたいと。今回、パンフレッ

トが作成されて、そういう紹介もできているん

ですけれども、こういうのも含めて、民泊をど

ういう形でやっているんですよみたいなのを村

内にももっと知らしめていって、本村ではやは

り最初にあったようにホテルとか、そういうの

がないわけですから、そういう宿泊しての中城

村での効果というのは、今のところ民泊しか期

待できないので、そういう面での取り組みをお

願いしたいと。民泊自体がイメージ的には大変

だよみたいなところではなくて、こういうこと

があるんですよみたいなところも村を挙げて

やってもらいたいなというふうに思います。 

 次に民泊の受け入れをしているんですけれど

も、そのときに入村式あるいは離村式というの

をやっていますけれども、村長先ほどありまし

たように何度かは参加されたかと思うんですけ

れども、実は先日の政務調査で青森県の南部町

というところにその取り組みを調査することが

できました。そこでは歓迎式典、また対面式と

いうのがしっかり行われておりまして、郷土芸

能などの披露も取り入れて、町のピーアールを

して、歓迎ムードを高めているということでパ

ンフレットを見ながら説明にもそのようになっ

ていました。この南部町の取り組みでは行政の

担当者が窓口となって受け入れの農家とうまく

連携して進めておりました。村と受け入れ農家
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というところが、常に連携を取っているという

ことがわかってきました。中城村においても入

村式や離村式について、もっとせっかく来たん

だからいい印象で、単なる堅い話だけをやって

持ち帰るのではなくて、和やかな雰囲気で受け

入れて、和やかな雰囲気で帰ってもらうとか、

そういうことも今後やってほしいと思うんです

けれども、この辺については、どうでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 ではお

答えいたします。 

 これまでにも入村式、離村式については、護

佐丸とともに迎え、送別したりはしております

が、主体としてＮＰＯ法人が今主体としている

状況です。せっかく民間活力で一生懸命やって

いるものに、村がすぐ加わって村が式典とか、

そういうものをやるというものではなくて、村

ができる範囲でやはり民間を主体としながら村

ができるものを支援していきたいなというのが

考えであります。村を挙げてやるということで

あれば、一生懸命式典に携わりながら村も支援

していきたいと思っています。まずは主体のＮ

ＰＯ法人の意見も調整しながら進めてまいりた

いと思っています。 

○議長 與那覇朝輝 石原昌雄議員。 

○１番 石原昌雄議員 確かに中城村ではＮＰ

Ｏ法人しまんちゅ活力支援隊が主体となって民

泊を受け入れているんですけれども、今後、村

はどのような関わり方を考えていくのか。また、

その支援の仕方についてもやはりしっかり今の

時期から見直さなければいけないと思います。

と言いますのは、これまで観光客の誘致、ある

いはサッカーキャンプの誘致、順調に進んでき

ています。人は来ました。さあどうするかとい

うのが課題だと思うんですよね。だから今のう

ちから幸いにＮＰＯ法人が４年程度先んじてそ

ういう事業をやっているわけですから、村もい

よいよ自分たちが呼んだお客さんをどう村内で

受け入れて取り組んでいくかという時期にもう

来ていると思います。そういう中ではこのＮＰ

Ｏ法人と村がやはり合体していかないと、これ

はどちらかというと、イメージ的には事業みた

いな感じがするけれども、一つの会社ではなく

て村民で取り組むというのが、今の民泊の状況

ですので、村としてもっと力を入れて、あるい

は修学旅行の方々も中城村がいいんじゃないか

という受けのよい地域に持っていかないといけ

ないと思うんですけれども、そこら辺について

どうでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

します。 

 そうですね。行政が絡む事業については、や

はり学校側としても安心・安全という商標と言

いますか、そういうのがいただけると思います。

積極的にこれから調整をしながら一緒になって

頑張っていきたいと思っています。可能性は十

分取り組める事業だと思っています。 

○議長 與那覇朝輝 石原昌雄議員。 

○１番 石原昌雄議員 ぜひこれからの取り組

みを一緒にやっていくと、もっと波及効果があ

らわれると思いますので、よろしくお願いしま

す。民泊については、おおよそそういう形で支

援をお願いしたいんですけれども、次の民宿に

ついてですけれども、青森の南部町では民泊を

やっている家庭に対して、また民宿の許可を

あっせんしていると、というのは一般客がまた

来れるわけですね。ですから中城村の場合はど

ちらかというと、一般客が今観光客、あるいは

スポーツの応援だと一般客もどんどん来ます。

そういう面からすると民宿のことについても、

今のうちから取り組まなければいけないだろう

と思います。民宿については保健所の管轄です

ので、そこら辺の状況もしっかり村のほうでも
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先んじて調べてもらい、民宿ができる家庭がふ

えるとそこの中でさらに別の形での交流ができ

ると思います。そういう面では民宿について、

村としてはどうでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

します。 

 民宿は宿泊施設という形になると思います。

その場合、施設の衛生の確保、それから宿泊者

の安全・安心なサービスの提供等が民泊とは

違ってきます。その辺が重要であることから、

やはり宿泊業者になるわけですね。そのために

はやはり旅館業法の営業許可を取得しなければ

ならないということであります。許可は保健所

の指導のもとで、衛生確保等の対策がとられて

おれば許可が下りるということですので、これ

も合わせて指導しながら受け入れ家庭を拡大し

ていったほうがいいということで考えておりま

す。 

○議長 與那覇朝輝 石原昌雄議員。 

○１番 石原昌雄議員 民宿も中城村において

は必要な箇所だというふうに思います。民泊・

民宿などがもっともっと定着していくと地域に

おいては、いわゆる地産地消、中城村に来た人

は中城村のものを食べて帰るとか、そういうふ

うな状況もおのずから生まれてきます。民泊農

家は料理とか、そういうのをする場合、そうい

うふうな材料を整えるわけですから、そういう

部分がふえていけば、そこのほうに農産物とか

の提供とか、いろいろなもので発展してくると

思いますので、ぜひとも民宿も含めて、民宿に

関しまして、村長どうですか。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 当然、民宿も含めて需要がどういうぐあいな

のかが、まず第一だと思っていますので、その

辺の調査もやりながらになると思います。ただ、

御承知のように先ほど担当課長から答弁があり

ましたけれども、少しハードルが高くなります

ね。旅館業法も含めた今その部分がかなり厳し

くもなってきているようですので、それは法規

的なものですので、それをちゃんと理解をして

そして一番いいのは村民の方々の家庭において、

そういうものを我々が啓発しながら、そこに答

えていただけるものがあれば、もちろん喜んで

協力はしていきたいなと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 石原昌雄議員。 

○１番 石原昌雄議員 そういう形でぜひ観光

客、それからそういうふうなお客さんの受け入

れを一緒にやってほしいと思います。 

 次に大枠２番のほうに移っていきます。各字

の公民館はいろいろな補助事業を受けて、施設

も充実してきました。しかしながら、地域活動

の拠点としては、まだまだ十分とは言えないと

思っています。老人クラブや子供会の活動が昼

間の時間帯に行われ、それから青年や婦人会な

どは夜の時間帯に活動をしています。あわせて

行政との連携事業も最近は行ってきております。

そして、さらに今後は各字の公民館における

サークル活動、あるいはボランティア活動も行

われていくと見られます。公民館がいつでも使

える使いやすい、要するに常時オープンの場所

であってほしいというふうに考えています。先

ほど答弁にもありましたように近隣市町村の職

員の配置も、この公民館利用の手助けになって

いるものだと思います。本村においても毎日と

はならないにしても、週に何回かは職員がいて、

公民館が利用できるような支援をしてほしいと

いうふうに思います。そしてまた先ほどもあり

ましたように、今後またこの貧困対策の支援の

場所としてボランティアが活動しやすい場所づ

くりとしても期待されますので、あわせてそれ

もよろしくお願いします。 

 大枠３にいきますけれども、残念なことにま

だ計画が取り組まれていないんですけれども、
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ここは生活道路でもあり、ある程度のでこぼこ

の箇所もあって、雨上がりには水たまりも結構

できています。ほかの地域と比較すると極端に

整備の行き届いていないイメージがありますの

で、そこら辺の補修等の計画にも取り組んでも

らえますでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 お答えします。 

 維持管理の件ですけれども、井水線について

は、奥のほうに３件のお家がありまして、よく

電話が来まして、でこぼこがある場合はうちの

職員がすぐ対応しています。それと村道新田線

１号、２号がありますけれども、これについて

も維持管理でできる範囲は管理してやっていま

す。あとその地域全体を見ると、今その道を新

設の単線を開けることの計画ではなくて、面整

備で全体を網羅した計画にしないと、この一帯

の土地利用はできないんじゃないかなと考えて

います。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 石原昌雄議員。 

○１番 石原昌雄議員 維持管理で当分の間は

やっていくという答弁ですけれども、あわせて

よろしくお願いします。確かに面的なことです

ると、もっと大幅な計画が必要だと思うんです

けれども、そこら辺も積極的に事業を入れてく

ださい。以上で質問を終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で石原昌雄議員の一

般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１１時５２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時３０分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして、外間博則議員の一般質問を許し

ます。 

○４番 外間博則議員 こんにちは。午後一番

の一般質問、議長より発言のお許しがありまし

たので、一般質問を行います。 

 それでは大枠１．環境問題及び整備について

お伺いいたします。まず３点ございます。①津

覇小学校（体育館）裏の駐車場の周辺の防犯灯

について、必要性があるのではないかと思いま

すので、設置の考えはあるか伺います。②農道

（勢理原２号線）の改修工事の時期はいつごろ

か。またいつ予定しているか伺います。③村内

において放置車両があちらこちらで見受けられ

ますが、パトロール等を実施し、放置した方へ

通知するための指導をどのように考えるかお伺

いします。 

 大枠２．農業振興についてお伺いします。①

今現在、島ニンジンの品質改良、琉大の教授を

中心に島ニンジンの改良の研究を現在行ってお

ります。その進捗と成果ですね、進捗をお伺い

いたします。②現在、耕作放棄地がこれからま

た答弁の中で面積数も出てくると思いますが、

現在の状況ですね、また今後どのような指導を

行っていくかお伺いします。以上。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは外間博則議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番につきましては教育委員会、農林水

産課、住民生活課、それぞれでお答えをさせて

いただきます。大枠２番につきましては、農林

水産課のほうで答弁をさせていただきます。 

 私のほうでは、大枠２番の耕作放棄地につい

てでございますけれども、いろいろな策を講じ

てその対策に努めているつもりではありますが、

残念ながら抜本的な解決には至っておりません。

これからも我々ができること、そして議員の皆

様方からの御意見も伺いながら、この耕作放棄

地対策については、しっかりとした策を講じて

いきたいと思っております。今後とも諦めずに

やっていきたいなと思っております。詳細につ

きましては、また担当課のほうでお答えをさせ

ていただきます。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 
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休 憩（１３時３４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時３４分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 訂正いたします。大枠１番

の①につきましては教育委員会ではなく、都市

建設課のほうでお答えをさせていただきます。

以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 都市建設課のほう

で答えていきたいと思います。 

 大枠１の①についてお答えします。村道立川

線には小学校の体育館近く角に防犯灯が１基設

置されています。議員が質問している職員駐車

場周辺には住宅もなく、防犯灯設置については、

緊急性からもすぐ設置するものではないですが、

体育館横に水銀灯が設置されています。学校に

確認したところ、現在タイマーが壊れていると

のことでした。修繕することによって解決にな

ると思いますので、その辺は学校のほうに連絡

すれば防犯灯は今のところは必要ないかなと

思っています。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 津覇盛之。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 津覇盛

之 それでは外間博則議員の大枠１の②及び大

枠２についてお答えいたします。 

 ②について。農道の改修工事については、９

月補正で予算化をしておりますので、早急に実

施したいと考えますが、時期については、農道

周辺の菊栽培農家の意向でもあります菊出荷

ピーク時を避けて年明け１月中には着手したい

と考えております。 

 大枠２の①昨年度は、村産の種子と渡名喜村

産等の種子を植えつけて栽培を行い、長さ、太

さ等の特性比較調査を行った結果、本村の島ニ

ンジンは重要形質のばらつきが著しく、品質退

化が進んでいることが明らかになりました。現

在の進捗状況は、在来集団の特性調査や遺伝・

環境による影響調査、優良種子選別の検討、優

良集団の選抜、試験圃場での栽培密度、耕土実

験等による栽培法の検討を行っている段階であ

り具体的な成果には、まだ時間を要するものと

考えられます。今後も各種調査や優良集団の選

抜及び栽培法の検討を継続し、島ニンジンの遺

伝変異の影響についても追究し、品質の向上及

び栽培方法の統一に向けて研究を行ってまいり

たいと考えております。 

 ②について。本村の農地面積は567ヘクター

ルあり、平成27年末の調査結果に基づく耕作放

棄地は206ヘクタールとなっております。その

うち再生利用が可能な荒廃農地が37ヘクタール、

再生利用が困難と見込まれる荒廃農地が169ヘ

クタールという状況になっております。再生利

用が可能な荒廃農地については、農業委員会が

実施する農地利用意向調査の結果に基づき、農

地中間管理機構等の活用を促し、農地貸しての

掘り起こしに取り組んで農地利用の推進を図っ

ていきたいと考えます。また、農業委員会等に

近隣住民から苦情等のある荒廃農地もあります

ので、今後、除草及び伐開等の適正な保全管理

をするように所有者に対して指導強化を図って

いきたいと考えます。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 仲村盛和。 

○住民生活課長 仲村盛和 それでは外間博則

議員の質問の大枠１の③についてお答えします。 

 道路、公園など公有地の放置車両については、

パトロールや地域からの相談などにより把握し

警告書の貼りつけ、警察への通報や陸運局への

照会を行い、所有者が判明した場合には所有者

に適正な処分を指導しています。また私有地の

場合には、土地所有者に管理責任があることか

ら、村で撤去・処分は行っておりません。以上

です。 

○議長 與那覇朝輝 外間博則議員。 
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○４番 外間博則議員 改めまして再質問をさ

せていただきます。順を追って質問いたします。 

 大枠１、①についてでありますが、津覇小学

校の体育館裏になりますかね、職員駐車場がご

ざいます。本来であれば道路側のほうに体育館

側のほうから設置すると駐車場の中のほうまで

防犯灯の機能性と言いますか、ライトアップで

きて駐車場のほうも明るくなるのかなと私自身

考えましたので、そういう設置を求めていまし

たが、どうしても体育館側からしますと、やは

り駐車場までは暗い状態といいますか、水銀灯

もちろん私も確認しましたけれども、部活終了

時、夕方６時半から７時ごろまで30分間自分も

父兄の方々が出入りするのを見たところ、やは

り駐車場の中のほうが大変暗い状態で送迎する

側の父兄の父母の方々もちょっと暗いんじゃな

いかなという、そういう要望もこれまでありま

したので、子供たちも走ったりして、部活を終

えたら走ってくるものですから、ちょっとした

けがとか、そういうのもあり得るのではないか

なと思いまして、危険性があるんじゃないかな

と私自身思いましたので、敷地内ということに

なると、体育館の学校敷地に防犯灯の設置はど

うかと考えましたけれども、そのお考えを教育

委員会のほうから答弁いただきたいんですけれ

どもよろしいでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 自分も早速、夜が更けてから津覇小学校裏の

職員駐車場のほうを確認してまいりました。議

員おっしゃるように、その駐車場の周囲には防

犯灯がなく、暗い状況になります。体育館の端

のほうから水銀灯で照らされておりますけれど

も、駐車場まではちょっとまだ暗い状況にあり

ます。あとはプール側から、この水銀灯で照ら

せるのか、またその駐車場内に防犯灯の設置を

したほうがいいのか、この辺学校側と調整して、

またお金もかかることですので、財政とも調整

して検討してまいりたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 外間博則議員。 

○４番 外間博則議員 もう一度だけ質問させ

ていただきますけれども、具体的に言うと駐車

場入り口側と出口側ですね、上のほうの両方出

入り口があります。これは川を隔てていますの

で、橋がかかっています。その部分なのか、入

り口部分と出口の部分に両方の設置するという

解釈でよろしいでしょうか、お伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 今は出口、入り口

両方設置するか、それとも小学校のプール側か

ら設置するか、検討してみたいと思っています。 

○議長 與那覇朝輝 外間博則議員。 

○４番 外間博則議員 ただいまの答弁の中で

ございましたけれども、やはり入り口のほうと

出口のほうですね、入り口から入る方もいるし、

出口からも込み合っている場合は、そういう出

入りがあるのを見かけましたので、両方明るい

状態で防犯灯なり、プール側からの水銀灯で対

応ができるのであれば、そのように駐車場部分

が効果的に明るくなる状態であれば、安全が保

たれると思います。ぜひ父母の方、児童の父母

の方からも、要望等がたくさんございましたの

で、安全面に関してもやはり必要でありますの

で、ぜひ検討いただいて、設置を強く要望いた

します。 

 続いて②農道ですね、勢理原２号線改修工事

についての時期ですね、いつごろかという質問

をしましたが、製糖期も今週土曜日の大安の日

に製糖が開始されます。それに対して、製糖が

始まるとやはり先ほど答弁にございましたけれ

ども、この周辺に菊畑もございます。一番その

菊畑寄りのほうがちょっと陥没してアスファル

トもひびが入って、大型車両が通るたびに凹凸

ができ、破損が広がるんじゃないかなという私

の懸念もございまして、時期的にも製糖期のそ
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の時期とかち合わないような時期とか、さとう

きび生産農家がたしか向こう二、三戸、四戸、

それだけ農家がいらっしゃいますので、これと

かち合わないような工事ですね、施行日から工

事完了まで、いつごろから着工して、施工完了

までの期間ですね、およその期間でよろしいで

すから、お答えできればよろしくお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 津覇盛之。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 津覇盛

之 それではお答えいたします。 

 工事は延長的に10メートル程度の工事規模で

すので、それは１カ月以内には完了すると思わ

れます。どうしても菊の出荷農家がしばらく出

荷までは待ってくれということもありますので、

あとは周囲に当然キビ作等もありますので、そ

の辺は担当にも地域の農家とは出荷調整をしな

がら工事を進めるようにということで工事を

行っていきたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 外間博則議員。 

○４番 外間博則議員 予算も計上され、一番

自分が感じたのが製糖期ですね、大型車両の往

来が激しい勢理原２号線ですので、工事中に大

型車両が入り込めないというような形にならな

いように、重ならないようにその時期等の調整

をいただいて、工事着工がスムーズに進められ

るように頑張っていただきたいと思います。 

 続いて③に移ります。現在、国道沿いも含め、

やはりそういう公園とか、公共施設内の周辺に

放置されている車両、ナンバーなしの廃車が行

く箇所で見られるんですけれども、この部分に

ついて、施設といいますか、国道に関しまして

は、歩道に面した潰れ地といいますか、買い上

げされた土地で、国有地もあるわけですよね。

その中に放置されたものも含めて、そういうパ

トロールして警告することは可能なのか、これ

も重ねてお伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 仲村盛和。 

○住民生活課長 仲村盛和 それではお答えし

ます。 

 まず日ごろからパトロールは行っております

ので、何台かナンバープレートが外れた車両は

把握しております。それに先ほど申し上げまし

たように警告書を張りつけています村有地であ

れば道路管理者と協力しながらどういうふうに

撤去していくかというのは相談できるのですが、

国有地に関しましては国道管理者へ情報を提供

し対応してもらいたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 外間博則議員。 

○４番 外間博則議員 大変難しい問題ですね。

住民課長にはやはり国道についての説明、

ちょっと厳しいところもパトロールいただいて、

国道事務所とも調整をしながら撤去に向けて頑

張っていただきたいと思います。 

 続きまして大枠２です。農業振興の第一であ

りますブランド品種の開発と品種改良、島ニン

ジンのこれまでの実績経過を伺いましたところ、

例年どおり３年目になりますか、２年目ですね。

次年度からは３年目を迎えるということで経過

も着々と進めていっていることと思います。こ

れまで実施計画を行ったところで、これまでに

３農家さんのハウスで、今現在研究されている

ということですので、この圃場でそういう結果

的、これまでの成果が出ているか、この研究を

している施設ハウス内の状況、今現在出荷中か

なと思いますけれども、時期的にいうとそうな

りますけれども、現在はどのようなちょっとし

た成果は出ているのか、太さ、長さ、この基準

の中でどれぐらいまでクリアしてきているか、

その成果、わかる範囲でよろしいですから、答

弁よろしくお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 津覇盛之。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 津覇盛

之 お答えいたします。 

 これまでの成果ということですけれども、昨



― 153 ― 

年の６月ぐらいから琉大の先生にお願いして、

特性の調査、今の段階というのはあくまでも特

性いわゆる形質や、色など、その辺の他の品種

種子と市販の種子とか、渡名喜村の種子とかと

植えつけをして、その成長過程とか、どういう

ふうな形で違っていくのかというのかを調査し

ております。一括交付金で設置しましたビニー

ルハウスについても、そこのほうで、一応３農

家ありますので、種子についてはそこで採取し

ていただいて、それを琉大のほうで当然比較す

るために植えつけ栽培をしている状況です。具

体的な成果というのは、いわゆる品質の固定と、

あと栽培方法の統一ということですので、これ

は今後、またある程度の期間は必要になるかと

思います。今現状はそういう状況です。 

○議長 與那覇朝輝 外間博則議員。 

○４番 外間博則議員 研究としましては、次

年度も継続して行っていくということでござい

ますので、今後も北浜が主ですよね、向こうの

島ダイコン、通称北浜デークニでしたか。ござ

いますけれども、これもあわせて品種的な中城

のブランドとして研究成果も上げていただき、

早目に農家の皆さんに普及できるような体制で

頑張っていただきたいと思います。つけ加えて

よろしいですかね。きのうの答弁にございまし

たけれども、教育長のほうから学校給食でもレ

シピの中に島ニンジン、地元産地の野菜が使用

されているということで、品質も上がればやは

り村内で消化する意味でもブランドの野菜が使

われているということは、子供たちにとっても

大変地元で生産された野菜が使用されているこ

とは大変よろしいと思います。そのためにも、

成果を求めるのではなくて、少しでも早目に研

究成果を出していただきたいと思います。 

 続いて②に移ります。耕作放棄地の現状です

ね、これまで耕作放棄地については、指導、警

告も含め、耕作放棄された農地に対しては、や

はり農林水産課としても農業委員も含めてパト

ロール等を行い、この現状復活、耕作できるよ

うな状態にあるという現状でありますが、今指

導しているということですが、現在荒廃地、休

耕地を含めて、村全体で206ヘクタール、その

うち再生が可能な農地、開発といいましたらあ

まり雑木やススキなど、そういう相当は荒れて

いないような土地ですね、それを早急に早目に

37ヘクタールのほうを先に先行して指導と３条

申請もございますので、貸し付けとか、そうい

う耕作できない、もちろん理由としては、高齢

化による労力不足で農地が放棄されているとい

うような状況ですので、早目に37ヘクタール、

可能なところだけでも早目に解消していただい

て、あとの全体の206ヘクタール、可能なとこ

ろでも農地管理機構等そういう中間管理を行う

中で、やはりあまりひどい荒地、それはちょっ

と時間をかけていかないといけないと思います

ので、農地所有者の方に草刈りなど、やはり道

路に面して農道ですので、多くの車の往来もあ

るし、小学校、中学生もこの農道を利用して通

学したり、下校時によく見かけるものですので、

やはり道路にも妨げにもなるような相当な荒地

があちらこちらにございます。その指導を草刈

り等を行っていただけるか、早目に現状として

は農地を解消するのが第一ですが、その道路面

とか、そういう迷惑になるような農地も多く存

在していますので、その点指導をどのように

行っていただけるか、よろしければ答弁求めま

す。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 津覇盛之。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 津覇盛

之 お答えいたします。 

 耕作放棄地の所有者に対しての指導について

は、これまでも何度か直接郵送をして指導を

行っております。それで解消ができた部分もあ

ります。今議員がおっしゃるように農道とか車

両の通行とか、歩行者通行に支障があるようで
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あれば、当然ながら所有者に対しての直接指導

もいたしますが、もし危険を伴うものであれば、

やはり農林水産課としましてもそういった草刈

り等を維持費で何とか処理するように考えたい

と思います。 

○議長 與那覇朝輝 外間博則議員。 

○４番 外間博則議員 確かに荒地ですね道路

にも影響のあるようなそういう土地に対しては

草刈りを行っていますが、一時的に終わってし

まうのではなくて、また翌年も、年が越すたび

に指導をするわけにはいかないですよね、その

中で自分の土地管理、財産ですので、強くペナ

ルティーもございませんので、農林水産課の指

導を強化して自分の圃場ですから、ちゃんとし

た管理をしていただくような指導を今後も続け

ていただきたいと思います。以上、本日の質問

を終わりたいと思いますが、最後に村長の公約

である住みよい村、住み続けたいまち中城村で

ございますので、これからも小さい児童・生徒

の皆さんが安全に部活も終えて、帰宅するまで

安全管理ということで、先ほど言いましたよう

に防犯灯はぜひ必要だと思いますので、よろし

くお願いします。以上で質問を終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で外間博則議員の一

般質問を終了いたします。 

 続きまして、伊佐則勝議員の一般質問を許し

ます。 

○８番 伊佐則勝議員 ハイサイ、グスーヨ、

チューウガナビラ。通告書に基づきましてこれ

より一般質問を行います。 

 大枠の１番、中城城跡と周辺整備事業につい

てでございます。中城村第四次総合計画の（後

期）基本計画が次年度スタートします。中城城

跡の保存整備とともに、県営中城公園整備事業

等、周辺整備と関連して以下質問をしたいと思

います。まず①中城城跡の整備事業についてお

伺いします。②現在執行中の城跡線整備事業の

完了年度をお聞きします。③県営中城公園整備

事業の進捗状況をお聞きします。④中城城跡の

正門と管理事務所の設置計画について伺います。

⑤県の事業で進めるいわゆる廃墟関連の情報は

ないかお伺いします。⑥城跡や県営公園へ誘導

する県道の新設計画はないか伺います。 

 大枠の２番、奥間斜面部分の県との協議経過

について。９月定例会で奥間喜納原斜面部の無

届け伐採面積が１ヘクタールを超えれば林地開

発の対象となり、林地開発許可制度については

県知事の許認可事項となり、森林審議会等で審

査及び現地調査を行い、許可・不許可の判断を

することになると思われるとの答弁がありまし

た。９月29日に南部林業事務所・農水課及び事

業者の「森の郷おくま」と再度現場立ち会いを

行い、早急な測量結果報告を指示しているが、

その後の経過報告を伺います。以上、簡潔明瞭

な答弁をお願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 伊佐則勝議員の御質問にお

答えをいたします。 

 大枠１番につきましては都市建設課のほうで、

大枠２番につきましては農林水産課のほうでお

答えをさせていただきますが、私のほうでは御

質問の城跡の周辺整備事業についてでございま

すが、言うまでもなく本村にとりましては、先

人たちに築いていただきました、この大きな宝

物でございますので、当然、私としましてもそ

の周辺整備も含めた保存などいろいろな事業が

ありますけれども、粛々と進めていきたいと

思っておりますし、最大の課題は、これは御質

問にありますが、廃墟をどうするか。これは旧

ホテル跡地でございますけれども、それにつき

ましても昨今では多少の光が見えてきたような

気がいたします。当然のごとく沖縄県ともしっ

かりと手を携えて、この問題に村としてもしっ

かりと取り組んでいきたいと思っております。

以上でございます。詳細につきましては担当課

のほうでまた答弁させていただきます。大枠１
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の①につきましては教育委員会のほうでお答え

をさせていただきます。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 伊佐則勝議員の御質問大

枠１の①についてお答えします。 

 平成25年度に基本整備計画の見直しを行い中

城城跡事業完了年度が平成41年度までの計画と

なっております。今後の調査の進展や自然災害

の影響、文化庁の補助金の減額などにより、完

了が延びる可能性もあります。今後の計画は平

成28年度から平成32年度までの一の郭整備。平

成33年度までで仮設道路の一部撤去と二の郭整

備完了。平成34年度で南の郭整備。平成35年度

から平成40年度まで西の郭整備。平成41年度で

北の郭・三の郭・周辺の環境整備を行うことに

なっております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 では大枠１の②③

⑤⑥についてお答えします。 

 ②について、平成30年度完了予定で進めてい

ます。③について、県の都市モノレール課に確

認したところ、28年度見込みの事業費ベースで

用地取得が76％、工事は47.1％進捗していると

のことでした。⑤について、現在廃墟ホテルに

関しては、建物の登記等の資料と現存する建物

の状況が異なることから、建物所有者同意のも

と測量等調査をしている段階であるとのことで

した。今後の予定はまだ決まっていないという

ことで報告を受けています。⑥について、現段

階において新設の県道計画はないとのことでし

た。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 伊佐議

員の御質問にお答えしたいと思います。 

 大枠１の④について。中城城跡の正門と管理

事務所の設置計画についてですが、基本的な考

え方になると思いますが、よろしくお願いしま

す。平成３年３月に中城村・北中城村共同で策

定した中城間切歴史的環境ネットワーク構想・

中城城跡公園基本計画の中で、史跡中城城跡地

区の検討は、現在の城内の進入は、城の裏門側

の駐車場から城内に入るようになっているが、

城の構えは城郭の西側の本来の表門であること

が。当計画では表門からの城への展開を図る、

また広域的な道路、アクセス道路、そして城内

へ進入する駐車場や園路などの見直しを提言し

ております。それに基づいて、現在村としての

実施は先ほど都計課長からもありましたとおり

歴史の道の整備、それから大瀬線、ウフクビリ

線等が着々と整備され、現在城跡線については

整備中ということであります。そういうことに

基づきまして、先ほど村長からもありましたと

おり城跡の表門の西側にはホテル等の建設をさ

れた廃墟といいますか、それがあります。その

ために大きく地形が改変されているところでご

ざいます。そのような当地区については公園計

画の核となる中心的位置であり、先ほど整備さ

れた道路の主要アクセス道路と駐車場の位置も

県営公園でも位置づけられているところであり

ます。また、そういう施設が整備されますとや

はりこの城の中心的機能を担う位置であります

ので、構造物の撤去後は、歴史的環境の回復を

図りながら御質問のある正門と管理事務所はそ

のような施設にあわせて検討していかなければ

ならないものだと考えております。以上でござ

います。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 津覇盛之。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 津覇盛

之 それでは伊佐則勝議員の大枠２についてお

答えいたします。 

 事業者である「森の郷おくま」のほうからは

10月12日付で測量結果の報告が村にありました。

伐採届出済以外に無届伐採が0.3ヘクタールあ

り、合計で１ヘクタールを超えておりましたの
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で、村としましては事業者に対し森林法の林地

開発に該当するため今後、沖縄県の指導を受け

るよう指示をしており、10月20日付で村から沖

縄県に対し、開発面積が１ヘクタールを超える

旨の報告をしております。沖縄県は11月10日付

で事業者に対し、森林法違反行為の中止及び復

旧計画の提出について指導を行っており、11月

21日までには当該開発区域の復旧・防災に係る

計画概要書の提出と、それに基づく復旧実施計

画書を12月21日までに提出するよう指導を行っ

ております。11月24日には、沖縄県に事業者か

ら復旧防災計画概要書の提出があり、違法伐採

した区域の復旧計画及び崩壊地の復旧計画と排

水・擁壁等施設計画についての概要が示されて

おります。今後につきましては、12月21日まで

に提出される復旧実施計画に基づいて、沖縄県

と事業者による協議が行われ、その後、村のほ

うにも具体的な復旧防災計画が示されるものと

考えております。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 それでは順を追って再

質問をさせていただきます。 

 まず①のほうでございますけれども、教育長

から答弁がございました。世界遺産である中城

城跡の保存・整備事業として今後とも文化庁の

補助金をしっかり活用していただきまして、そ

の事業執行をさらに推進していていただければ

なと思っておりますので、年次的に計画的に保

存・整備作業に邁進していただきたいと思って

おります。 

 次②、いかになりますか。やはり城跡の周辺

整備事業との関連が強くなってきますけれども、

やはり例の廃墟ホテルの撤去なしにはなかなか

整備事業もスムーズに進まないというふうなこ

とも考えられます。そこら辺、後ほどまた答弁

にもありましたけれども、そこら辺が早目に片

づいてもらって、やはり県営中城公園の整備事

業もスムーズに進行していただければなという

思いを託しながら再質問に移ります。現在、進

行中の城跡整備事業の完了年度につきましては、

30年度というふうな答弁をいただいております。

先ほど屋良課長の答弁の中にありました平成３

年のこれは中城村と北中城村で共同策定したと

いうふうなことでございますけれども、中城間

切歴史的環境ネットワーク構想の策定、平成６

年には同じく共同策定した中城城跡公園基本計

画の中で、いわゆる周辺整備として、やはり表

門から入り口を設定していくと、そこから城跡

を展開していくというふうな計画がうたわれて

いるかと思います。その中で要するにそこにア

クセスする道路網の整備に事業着手して、ウフ

クビリ線あるいは大瀬線、現在城跡線の整備中

でございまして、これが30年度には完了する予

定との答弁がございました。そうしますと、城

跡線が行きどまりになっておりまして、そこか

ら後は県営施設公園の整備事業に入っていくか

と思いますけれども、そこから駐車場をつくっ

て、いろいろな施設をつくっていくというふう

なことになるかと思いますけれども、平成30年

の完了予定で廃墟の問題があるので、ちょっと

再質問もなかなか難しくなってはいくんですが、

県としては城跡線が30年度に完了する。最終部

分については、既に完了しているわけなんです

けれども、県のいわゆる駐車場整備を初め、そ

の城跡周辺の上のほうの県営公園の整備事業に

取り組む予定かどうか、そこら辺わかりました

らお伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 お答えします。 

 現在、城跡線跡が30年度に開通予定しており

ます。その公園敷地内の入り口までうちのほう

で整備して、その後は西グスク駐車場を整備し、

今の廃墟跡地を通って、一の郭の正門まで整備

していくという計画ですけれども、今県のほう

としてはまだ駐車場の詳細設計も発注していな

い状況ですので、当分の間は工事も厳しいかな
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と思っています。県営公園の完了年月日は30年

を予定していますけれども、おそらく今の段階

ではあと５年延びる計画になろうかと思ってい

ます。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 では次の③の進捗状況

についてでございますけれども、用地取得関係

でこれは28年度末見込みの事業費ベースで用地

取得が76％、工事の進捗が47％というふうなこ

とでございます。まだ半分程度というふうな報

告がございました。実は第四次総合計画の中に

も中城公園整備事業については、列記されてお

りまして、その県営中城公園整備事業、概要と

いいますか、平成８年度に策定された中城公園

基本計画に基づき、平成９年から進められてい

る整備事業として「歴史・自然と共生する文化

創造の公園」をテーマとするということで、中

城城跡周辺については、中城城跡の計画的な保

存整備とともに周辺地域と一体となった県営中

城公園整備事業を促進しますというふうな総合

計画の中にも明記されてございますし、先ほど

事業年度の話がございました。それからします

と事業期間というのが平成９年から平成30年度

までが事業期間ということで、ちょうど城跡線

はもう入り口までいっていますよと、その事業

期間の年度が30年度まででというふうなことに

なっておりますけれども、やはり課長の答弁に

もありますように、おくれが生じていくのかな

ということで、どうですか５年もおくれそうで

ございますか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 お答えします。 

 今の工事の進捗47％を見ると、どうしてもあ

と５年はかかるかなと思っています。それと普

天間自練の問題、それからウーグスク登又線の

村道の問題もまだ解決していませんので、その

辺の解決をクリアしないと全体的な工事がつか

めないというのがあって、あと５年間はかかる

と思います。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 ④のほうでございます。

県営公園の整備事業と関連していきますので、

まずは廃墟ホテルの撤去なしにはその事業計画

は進行しない。中城城跡公園の基本計画の中で

表門からの城の展開を図るとのことでありまし

た。管理事務所等以外の施設の計画等について

ありましたら、お伺いしたいと思います。それ

については当然廃墟も全部撤去した後の事業、

いわゆる公園基本計画の中で、管理棟以外の施

設等の計画がありましたら、お聞かせ願いたい

と思っています。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１４時３１分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時３２分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 企業立地・観光推進課長 屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 ではお

答えいたします。 

 史跡区域以外は県営公園の範囲でございまし

て、どうしても県営公園の施設としての位置づ

けが必要だと考えております。当初の構想から

また変更がありまして、今のところ施設の整備

は県からはないということをお聞きしておりま

す。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 今の質問は中城公園に

つきましては、大きく分けて３つのゾーンぐら

いに分かれていますね。今の城跡線の入り口か

ら駐車場をつくって、そこに何か歴史資料館か

なにかそういうふうなこともあったと思います。

それはあくまでも県営中城公園の事業の範囲内。

私がお聞きしているのは、いわゆる城跡内の整

備の中で、いわゆる管理事務所、管理棟以外に

も何か併設するような計画はお持ちでしょうか

というふうな確認でした。なければないで結構
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でございます。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１４時３５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時３５分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 企業立地・観光推進課長 屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

します。 

 城跡の指定区域内のほうには基本的事務所等

の建物が建てられないということで、現在のと

ころないということでございます。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 ⑤のほうですね、廃墟

関連になりますけれども、廃墟関連につきまし

ては、現在測量等の調査が入っているというこ

とでしょうか伺います。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 都市計画モノレー

ル課に確認したところ、測量して登記簿謄本と

合わせながらの測量を行っているということで

聞いています。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 測量も早期に実施され

て地権者との補償額等の交渉で、早目に廃墟の

問題が片づけばおのずと周辺事業の進展も早く

なるかと思いますので、それにつきましてはお

互いに見守っていくしかないのかなと思ってお

ります。 

 引き続きまして、⑥の県道の新設計画の件で

ございますけれども、新設道路の計画は現在の

ところないという答弁でしたけれども、いわゆ

る私の質問の仕方が間違っていたらごめんなさ

い。いわゆる中城区域、村域を通る県道の施設

というふうな意味ではなくして、おそらく新設

道路の計画はないですよというふうな答弁につ

きましては、中城村域を通る新設道路の計画、

あるいは予定は今のところないですというふう

な答弁だったかと思います。これは北中城村地

内を要するに計画している県道がございます。

それは課長も確認済みでございまして、やはり

その県道もいわゆるこれは野嵩方面から北中、

ウーグスク、それから久場崎と熱田ぐらいの間、

国道329におりていく。そこが新設道路として、

県のほうでもまだその計画は生きているという

ふうな話を情報として聞いております。その道

路について、説明をしていただきたいんですが、

よろしくお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 お答えします。 

 私の知る限り説明していきたいと思います。

今回、去年の連絡会議でその件について、これ

は平成９年に中城村、北中城村で県の土建部長

と覚書をされています。その中で北中城村道を

ウーグスク登又線の拡充ということで、今の登

又農園から行ったところから中古車センターが

ありますけれども、そこから入って県道146号

線まで出る通過交通を伴った道の計画ですけれ

ども、これは北中城村がやりますよということ

で覚書されています。村は村道の平田線の廃止

をやりますと、それから北中城村は普天間自動

車の練習場移転に伴うのは北中城村でやります

よという覚書をやっていますけれども、去年の

会議の中では、県としても今中城公園北駐車場

250メートルありますけれども、そこを早目に

整備してくれと要請はされていますけれども、

北中城村としては、まだ基本設計段階で工事す

る段階ではないと事業認可もとっていないとい

うことで、今の現在の道になっています。その

件については、約１キロ余りの道の計画があり

ますけれども、前に進んでいない状況です。以

上です。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 中城公園のいわゆる事

業年度、事業期間といいますか、平成９年から

スタートしました。先ほどの城跡の整備計画も
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やはりその若干前からあって、結局は中城村と

してはそのアクセス道路を整備していくという

ことで着実に進めてきたと、もうその城跡線も

今完成間近だと30年度にはもう完了というふう

なところ。おそらく先ほども覚書の話が出てお

りましたけれども、やはり中城村としてはちゃ

んとしっかり年次的に事業を進めて、持ち分に

ついてはしっかりとアクセス道路をつくり上げ

てきたと。お隣ではあるけれども、よその村に

なりますけれども、なかなか私どもからは何も

言えないところはあるんですが、ここら辺、や

はり中城公園あるいは城跡への誘導するアクセ

ス道路として、ぜひとも再度北中城側と詰めの

協議ができないか。と申しますのは、その県道

がうまくいって完成したことを想定しますと、

いわゆる県道329号から久場地区に近いんです

ね。熱田地区に近いというふうなことでもある

んですが、まず避難道路としての活用も挙げら

れる。クルーズ船も入ってきます。クルーズ船

の乗客。前々の定例会でもそういうふうなク

ルーズ船の話、それを中城城跡に引っ張ってく

るというふうな話が出たんですが、そのクルー

ズ船のお客さんを城跡に誘導してくるというふ

うな道路としても非常に勝手がいいというふう

な思いを持っております。つきましては、そこ

ら辺のところ、やはり北中城側と再度協議の必

要性を感じておりますけれども、そこら辺につ

いてはお考えどうでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 お答えします。 

 中城公園の一環としての道路整備計画ですの

で、あくまでも窓口は都市計画モノレール課が

音頭をとって、連絡協議会も年に一、二回あり

ますので、その中でも村も何回か提言はしてい

るんですけれども、相手がいることですので予

算が今のところないと。基本計画もまだやって

いないという段階ですので、その辺は県のほう

からその覚書を遵守するように、おそらくそう

いう指導も入ってくるだろうと思いますので、

村から直接北中城村に行って、交渉というのは

できないものだと思っています。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１４時４６分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時４６分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 協議ができなかったら、

非常に難しいですね。これは中城村単独で要請

するわけにもいかないことですよね。そうであ

れば中部広域あたりで要請をするというふうな

手立てについては村長どういうふうな感じにな

るんですかね。難しいのかどうか。計画は生き

ているそうです。ただやはり北中城村のほうが

そういうふうな事情があるというふうなことで、

ごく最近の情報でございます。市町村から要請

がないんだというふうな話も一部情報として

入ってきております。だから足並みがそろわな

いことにはうまく要請もできないかと思います

けれども、そうであれば東西道路もやはり中城

村として必要になります。北中城村にはなりま

すけれども、そこら辺はもう一度協議する必要

性は非常に高いのかなと。繰り返しますけれど

も、先ほどのクルーズ船の問題、あとは避難道

路の問題、そこら辺も考えると中部広域あたり

でもし取り上げられるのであれば、一番よかっ

たのかなというふうなことでございますが、村

長、その件について一言できましたらお願いし

ます。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 隣同士の兄弟村でございますので、非公式に

は打診的な部分は行えるような気がいたします。

今中部広域の話もありましたけれども、中部広

域での話となっても、やはり主導権を握ってい

ただくのは北中城村ということになるものです
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から、ただこれは確かな情報ではないかもしれ

ませんが、多少諸事情があるようなニュアンス

を聞いておりますので、なかなか奥歯に物が挟

まったような言い方になってしまいがちではあ

りますけれども、知らない中ではありませんし、

非公式にしろ、多少の話し合いは可能かなとは

思っております。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 情報ですからあれです

が、その県道の開通によって大城地域下水道整

備ができるということで、それも含めますとや

はり今のダムの問題がございます。水質の問題、

そこら辺の問題も片づくのではないかなという

ふうな県の考え方といいますか、直接私聞いて

おりませんが、下水道の整備にもつながってい

くというふうなことでそういうふうな話も関連

して直接的なあれではないけれども、そういう

ふうな波及効果というのかな、そういった話も

伺っております。これは余談になりますけれど

も、皆さん新聞に記者席というのがあります。

ちょっと面白いあれでしたので、ちょっと読み

上げさせてもらいます。これはきのう、一昨日

ぐらいの新聞ですが、県議会の要するに記者席

ですので、県議会議員の質問の中で、新たな観

光資源としてロープウェイ整備を提言した県議

さん、県外事例を視察し、高コストでもないと

して可能性を見い出した様子で高いところから

見ると青い海が一段とよく見えると強調したと。

県には市町村から提案はないが、具体的な相談

があれば意見交換をしたいとの答弁を引き出し

たというふうな記者席の記事が載っておりまし

た。やはり再度アプローチしてもらって、非公

式でも結構かと思います。やはり兄弟村として

一緒に要請行動ができれば、ぜひとも首長同士、

非公式なり、まずはお会いしてもらってそうい

うふうなメリットの面を村長から強調していた

だいて県道がしっかりとまだ眠っているようで

ございますので、たたき起こしていただければ

なと思っております。 

 次に移ります。大枠の２番、報告を受けまし

た。二、三お聞きしたいと思います。１ヘク

タールを超えていたというふうなことございま

す。１ヘクタールを超した場合には林地開発の

対象になるとの話が９月定例会でありました。

今回の件につきましては、コンマ３ヘクタール

が無伐採というところで、その林地開発からは

外れているのか。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 津覇盛之。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 津覇盛

之 お答えいたします。 

 0.3ヘクタールが無届伐採ということで、当

初0.9ヘクタールとなっておりますので合計で

1.2ヘクタールで事業者側がそのまま１ヘク

タールを超えたままで開発を継続したいという

ことになりますと、やはり林地開発の許可が必

要になってきます。多分、今回の県の森林法に

よる指導については、復旧を行いなさいと。無

届伐採については、造林をして戻しなさいと、

あとは崩壊した部分については、ちゃんと対策

をとりなさいということの指導でありまして、

もし事業者がそれにのっとって復旧をすると。

そうなりますと、１ヘクタール未満での開発と

いうことになりますので、林地開発の対象には

ならずに、別の各種の許可が必要になるかと思

います。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 県からの指導がまたあ

るようですけれども、具体的な復旧計画の内容

を把握しているようでしたら伺いたいと思いま

す。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 津覇盛之。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 津覇盛

之 お答えいたします。 

 今の段階では県のほうには実施計画書のほう
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が21日に提出ということになっておりますので、

概要については、例えば無届伐採については造

林をして、復元をしていきたいと。あとの土砂

の崩壊部分については、調査測量を入れて検討

したいという報告のみです。実施計画について

は、21日以降になるかと思います。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 21日以降に復旧実施計

画、21日までに提出されるというふうなことで

すね。それで県と事業者との協議が行われ、村

のほうにもその時点で具体的な復旧防災計画が

示されるというふうな手はずになっていくのか

な。その場合に自治会への同じような具体的な

防災復旧計画の説明が事業者から予定されてい

るか。そこら辺はどうか。 

○議長 與那覇朝輝 農林水産課長兼農業委員

会事務局長 津覇盛之。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 津覇盛

之 お答えいたします。 

 この県との実施計画についての協議で県から

承認が得られれば事業者から地域に対して、こ

れは確認はとっておりませんけれども、地域へ

の説明はなされるものかと思います。 

○議長 與那覇朝輝 伊佐則勝議員。 

○８番 伊佐則勝議員 本件につきましては、

今後とも引き続き県としっかりと連携して、対

策を講じていただくことをお願いしまして、本

日の一般質問をこれにて終了いたします。 

○議長 與那覇朝輝 以上で伊佐則勝議員の一

般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまで

した。 

  散 会（１４時５９分） 

 

 

 

 

 

 

 

 



― 163 ― 

平成28年第７回中城村議会定例会（第７日目） 

招 集 年 月 日 平成28年12月９日（金） 

招 集 の 場 所 中 城 村 議 会 議 事 堂 

開 会 ・ 散 会 ・ 

閉 会 等 日 時 

開  議 平成28年12月15日  （午前10時00分） 

散  会 平成28年12月15日  （午後４時06分） 

応 招 議 員 

 

 

（ 出 席 議 員 ） 

議 席 番 号 氏   名 議 席 番 号 氏   名 

１ 番 石 原 昌 雄 ９ 番 仲 眞 功 浩 

２ 番 比 嘉 麻 乃 10 番 安 里 ヨシ子 

３ 番 大 城 常 良 11 番 新 垣 德 正 

４ 番 外 間 博 則 12 番 新 垣 博 正 

５ 番 仲 松 正 敏 13 番 仲 座   勇 

６ 番 新 垣 貞 則 14 番 欠   席 

７ 番 金 城   章 15 番 宮 城 重 夫 

８ 番 伊 佐 則 勝 16 番 與那覇 朝 輝 

欠 席 議 員 14 番 新 垣 善 功   

会議録署名議員 ９ 番 仲 眞 功 浩 10 番 安 里 ヨシ子 

職務のため本会議 
に 出 席 し た 者 議会事務局長 知 名   勉 議 事 係 長 比 嘉   保 

地方自治法第121 

条の規定による 

本 会 議 出 席 者 

村 長 浜 田 京 介 企 画 課 長 與 儀   忍 

副 村 長 比 嘉 忠 典 
企 業 立 地 ・ 
観光推進課長 屋 良 朝 次 

教 育 長 呉 屋 之 雄 都市建設課長 新 垣   正 

総 務 課 長 新 垣 親 裕 
農 林 水 産 課 長 兼 
農業委員会事務局長 津 覇 盛 之 

住民生活課長 仲 村 盛 和 上下水道課長 仲 村 武 宏 

会計管理者 比 嘉 義 人 教育総務課長 名 幸   孝 

税 務 課 長 稲 嶺 盛 昌 生涯学習課長 金 城   勉 

福 祉 課 長 仲 松 範 三 
教 育 総 務 課 
主 幹 安 田   智 

健康保険課長 比 嘉 健 治   
 



― 164 ― 

議 事 日 程 第 ５ 号 

日 程 件 名 

第 １ 一般質問 

 



― 165 ― 

○議長 與那覇朝輝 皆さん、おはようござい

ます。これから本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 質問時間は答弁を含めず30分以内とします。

それでは通告書の順番に従って発言を許します。 

 最初に、仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 皆さん、おはようござ

います。10月定例会の一般質問最後の日で、

きょうはトップバッターでありますが、ひとつ

よろしくお願いします。 

 それでは議長から一般質問のお許しが出まし

たので、質問をさせていただきたいと思います。 

 まず大枠の１番、吉の浦会館機能強化の整備

計画について。①文化振興・文化活動の核とな

る吉の浦会館の役割と施設の充実について。②

吉の浦会館施設老朽化への対応について。③吉

の浦会館の大幅な改修か新築の構想はあるか。 

 大枠２番、教育行政について。①南上原地域

では人口増加に伴い、就学前の児童が増加し、

南小学校においては今後児童の受け入れに必要

な教室が足りなくなる事態が予想されるが、そ

の対策は。②津覇小学校、中城小学校への校区

変更の問題が出ているが、対象地域の住民や保

護者の方々への説明や校区変更の進捗状況は。

伺います。 

 大枠１番の①から③に関しては関連事項の質

問になると思いますので、一括して質問をした

いと思いますのでよろしくお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは仲松正敏議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番、２番ともに教育委員会のほうでお

答えをさせていただきますけれども、私のほう

では大枠２番、南小学校の件、あるいは津覇小

学校、中城小学校の件で所見を述べさせていた

だきますが、この問題は大変大きな問題、課題

だと捉えております。であるがゆえに、教育委

員会にそのままどうぞということではなくて、

当然、私も一緒になってこの問題に取り組んで

いきたいと思っておりますし、詳細は後ほど答

弁させていただきますが、でき得る限り今の状

態を維持できないのか、あるいは増改築などの

ことも念頭に入れながら、その時代時代に合っ

た形でしか対応はできないとは思いますが、

しっかり一緒になって取り組んでいきたいと

思っております。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 おはようございます。仲

松正敏議員の御質問、大枠１①と大枠２につい

ては私から、大枠１の②、③については生涯学

習課長から答えさせます。 

 １の①中城村における農林水産事業等の振興、

生活改善の推進、住民の教養知識の向上、健康

福祉の増進及び地域連帯感の高揚を図る等、コ

ミュニケーション活動の場として重要な役割を

担っていると考えます。施設も催しや住民健診

などの事業での利用もふえているため、施設課

題の改善も含めて利便性の向上を図り、充実さ

せていただきたいと考えております。 

 大枠２の①中城南小学校は平成25年度に開校

いたしましたが、南上原地区の著しい人口増加

により教室数が足りず、平成27年に７教室増築

しました。しかし、児童数の増加により受け入

れ教室が足りなくなることが予想されます。対

策として、校舎と運動場との間に増築を考えて

おります。 

 ②中城南小学校の児童数の増加により、小学

校の校区の変更を検討してまいりましたが、工

区の変更を行っても中城南小学校は増築しなけ

れば教室数が足りないことから、校区の変更は

増築後に検討してまいりたいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 大枠１の②吉の浦

会館施設老朽化への対応についてお答えいたし

ます。 
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 施設建設から23年が経過し、各所に経年劣化

に伴う老朽化が見られます。過去にも雨漏りな

ど、支障、問題のある部分の改修工事などを

行ってまいりました。今後も経年劣化に伴う改

修は必要と考えております。 

 続きまして③吉の浦会館の大幅改修か新築の

基本構想はにつきまして、現段階での構想はご

ざいません。耐用年数からも建てかえは検討し

ておりません。施設課題の改善としまして、今

後躯体に影響を及ぼさない範囲での施設改修及

び施設整備により機能強化を図れるよう検討し

てまいりたいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 それでは順を追って大

枠１番のほうから再質問をしていきたいと思い

ます。 

 吉の浦会館は村民にとってさまざまな文化芸

術を身近で観賞、体験、交流する場、また文化

芸術を創造、発信、継承、育て広げる場で、人

と人とのつながりを地域づくりに生かす場とし

て重要な役割を担ってきました。一方で、会館

として既に23年がたち、耐震性の問題や老朽化

によって施設の設備等に多くの課題が出てきて

おります。村民が将来に希望を持ち、日々元気

に暮らしていけるよう、歴史と文化が薫るまち

中城村として、文化芸術振興を初めとする村民

生活に潤いを与える事業を続けながら、吉の浦

会館施設等のあり方を見直していくことが真に

求められていることとして提言いたします。 

 まず初めに、会館の耐用年数はどのくらいと

考えているかお伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 吉の浦会館は平成５年11月に落成式を行って

おり、建設から23年が経過しております。農林

畜水産業関係補助金により事業実施をしており

ますことから、同交付規則に規定されておりま

す鉄筋コンクリート構造の耐用年数は50年と

なっております。それからしますと、あと27年

の耐用年数があると考えます。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 吉の浦会館の年間を通

しての利用率はどうなっているか。それと村内、

村外の利用率の割合はどのくらいか。わかりま

したらお聞かせいただけますか。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 昨年度の利用数につきましては２万8,976人

です。ことしは９月30日現在で２万6,530人で

ございます。利用者の村内、村外の区分けにつ

いては、一人一人、村内、村外という区分がで

きませんし、利用申し込み者が村内であっても

利用者が村外などありますので、村内、村外の

区分の統計はとっておりません。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 今の数字からすると、

吉の浦会館というのは相当年間を通して利用さ

れているという感じがします。やはり耐用年数

が50年といっても、建設からもう23年ですか、

20年以上も経過したら老朽化に伴う改修工事が

必要となってくると思います。 

 それでは、吉の浦会館の現状と課題について

伺います。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 さまざまな要望、課題はございますけれども、

現在、吉の浦会館の機能として不足している多

目的トイレ、授乳室の新たな設置やトイレ個数

の増などは検討すべきかと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 過去に雨漏りなどがあ

り、改修工事も行ってきたと言われていますが、

今後も補修や施設整備の機能強化を図る必要性

があると思われますので、過去に改修工事はい

ろいろ行ったと思うんですが、もう少し具体的

に詳しく教えていただけますか。 
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○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 大きな工事なんですけれども、平成23年度以

前に調理室のロビーとクーラーの修理をしてお

ります。平成24年度から平成26年度にかけまし

て一括交付金を使った整備としまして、平成24

年度に屋根の銅板の撤去工事と、雨漏りの補修

工事としてシート防水工事を施工しております。

それに伴いまして太陽光の発電システムの設置

工事もしております。空調の改修とＬＥＤの交

換。平成25年度には吉の浦会館入り口フェンス

と看板の修理、改修をしております。平成26年

度に事務所、小中会議室、和室の空調改修をし

ております。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 やはりこれだけ年数が

たつと、いろいろ改修工事もされております。

吉の浦会館の利用者や来館者から、会館に対し

ての不満や要望とか声があると思うが、どのよ

うな内容等があるか伺います。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 正式な陳情書や要望書としていただいてはお

りませんが、これまで議会における一般質問や

文化関係団体等からの要望としまして、舞台裏

の通路の拡張、スポット照明や音響の改善や強

化、女子トイレの増などトイレ改善、授乳室、

おむつがえ台などの要望を口頭で伺っておりま

す。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 先ほど聞いた改修工事

の中身、トイレの改修工事や音響設備、照明設

備、舞台の向上についての改善工事がなかった

ので、それらのことを伺いたいと思います。会

館に来られて、まず誰もが利用するのはトイレ

だと思います。特に女性はトイレに関して敏感

で、においがして換気が悪いとか、水の流れが

悪い。イベントや発表会のときに女子トイレの

数が少なく、列をつくって長く待つ。そういっ

た不満の声が聞こえます。本村では唯一、多目

的に使われているこの施設であります。誰もが

利用するトイレに対して不満の声が出ているの

は、本村にとって大きなマイナスのイメージを

持たれ、大きな問題だと思うが、それに対して

どのような対処をしていくか伺います。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 開館から23年がたっておりますので、トイレ

の古さは感じられますが、掃除も定期的に行い、

また芳香剤等も活用して、汚い、臭いイメージ

を持たれないような管理はしているとの認識で

すが、議員の御指摘のとおり、今までもその流

れの改善というのは行っているつもりなんです

が、どうしてもイベント等のキャパがいっぱい

の状況で、大量の人が一斉に利用されますと、

どうしても流れが悪かったり、においの問題と

いうのは起こってしまうところでの意見ではな

いかと思いますが、今後、トイレの数の不足と

いうのは認識しておりますので、検討をして対

処できるように考えていきたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 ちなみに会館のトイレ

の清掃というのは、週何回行われているかお聞

きします。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 最低でも週１回は行っておりますけれども、

イベントの後や汚れがひどいときは随時掃除を

行っております。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 先ほども答弁がありま

したけれども、トイレの設備について若い母親

からの意見があって、会館では乳幼児の健診や

住民健診の話もありましたけれども、乳幼児の

母親からの要望として先ほども聞きましたが、

ベビーチェアやトイレの中に荷物置き場の設置、
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トイレの面積を広くしてほしいなど、小さい子

供連れの親にとって不便な思いをしているなど

の声が多数ありますので、やはり子育て中で大

変なときに施設を使いやすくして、少しでも子

育ての負担を軽くしてあげることは大切だと思

いますので、ぜひしっかり考えて対処していた

だくよう、よろしくお願いします。 

 やはりトイレを気持ちよく使うことができれ

ば、施設全体の印象がよくなり、逆にトイレに

対して不快感を持つと、どんなにすばらしい施

設でもよい印象は持ってもらえません。そう考

えていただいて、トイレの改修についてはぜひ

頑張っていただきたいと思います。よろしくお

願いします。 

 次に音響設備に関してお聞きしますけれども、

確認ですが、今までに音響設備を一度でも改修

したことがあるかどうか。どうですか。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 大幅な改修はございませんが、10年ぐらい前

にミキサー、音量を調整する機械の交換と、昨

年度はケーブルを交換しております。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 そのようにミキサーと

かケーブルを交換したとおっしゃっております

けれども、音響設備に対して村内で催し物やイ

ベントのときに、いつもかかわっている音響の

専門の方に聞いたところ、今、会館で使ってい

る備品は改修はしたけれどもかなり古いものだ

と。現在はどこでも使われていないそうです。

それで、会館で催し物があるときはやむなく自

分の音響機械を持ってきて対応しているとの話

を聞いております。私もいつだったか、民謡の

チャリティー公演のときに、スタンドとマイク

が足りなくて持参したこともありました。私も

琉球音楽にかかわっていて、本村の文化協会設

立当初から吉の浦会館を利用させてもらってい

ますが、これまで音響設備に関しては、私とし

ても何度も改善を担当課のほうにお願いしまし

たが、歌い手を生かすも殺すも音響ですと。何

回も苦い思いをしてきました。それは、村外か

ら吉の浦会館を利用された方々からも、そのよ

うな不満は指摘されております。 

 それと皆さん、記憶に残っていると思います

が、去る10月に行われた海外移住研修生の修了

式に、研修生がウチナーグチを使っての紙芝居

の発表の場でプロジェクターの機械が機能しな

くて、研修生も参加された方々もとても不快感

を持ったと思われます。たしかそのプロジェク

ターは昨年も故障したと記憶にあります。その

ような状況の設備に対して、一刻も早く改善さ

れるべきと思うが、課長のお考えは。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 今、御指摘の備品の古さや不備、また保守契

約で保守委託をしてもらっている会社からの持

ち込み、あとプロジェクターの問題等というの

は、運営する課として利用者に御不便をおかけ

して大変申しわけなく思っております。これま

で一向に改善されなかったというお話につきま

しても、言いわけになるかもしれませんが、こ

れまで農村改善センター吉の浦会館として施設

目的を持った建設及び施設整備でありました。

その後もその目的に沿った施設管理をしていま

すところから、一般的に多くの利用が各種大会

や式典、講演会などに利用されておりました。

利用での問題はなく、音楽とか演劇の発表会等

では御指摘のような音響、照明の問題があるか

と思います。その辺を踏まえまして、前回の議

会答弁でも述べましたけれども、来年度ですね、

吉の浦公園施設の整備計画の策定を一括交付金

を使ってチャレンジしてまいりたいと思ってお

ります。その中に吉の浦会館の機能強化として、

御指摘のあった内容も含めた整備ができればと

思っております。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 
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○５番 仲松正敏議員 吉の浦会館は農村環境

改善センターとしてつくられてはいるが、村内

で唯一、多種のイベントを行う施設なので、

せっかくいい舞台発表をされても施設の整備が

悪ければ舞台の質も落ちてしまうと思います。

さきの熊本震災のチャリティー公演でも、客席

のお客さん、多数の方から音響の質が悪いとい

う話が聞こえました。また私の近くに座ってい

た職員も、そういう話をしております。あのと

きは確か村長もデュエットで出演されたと思い

ますが、音響がよければもっとすばらしい喉を

披露することができたと思います。もともとい

い声はしているんですが。 

 次に照明器具や舞台に関してお聞きしますけ

れども、照明器具、たしか設置はされていると

思うんですが、今まで琉舞とか日舞のときに、

この照明器具がほとんど使用されていないと思

うんですけれども、この照明器具は故障をして

いるのか。チェック体制はどうなっているのか

お聞きします。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 スポットライトなど、照明器具に関しては設

置しており、機能しております。個々の利用に

ついては把握しておりませんが、利用は可能と

なっております。チェックにつきましては、定

期保守のチェック項目には今入っておりません

ので、今後は定期的なチェックをしてまいりた

いと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 次に舞台、どんちょう

の位置に関してですけれども、余りにも中のほ

うに入っていて舞台が狭く、舞踊家の方からも

う少し、たしかどんちょうは前のほうは１メー

トル30センチから１メートル40センチぐらいは

空いていると思います。後ろのほうも狭くて、

特にお琴の方なんかは琴が大きくて、とても通

路に不便だと言っております。どんちょうをも

うちょっと前のほうに寄せれば舞台も広くなる

し、後ろの通路も歩きやすくなると思いますが、

そのどんちょうに関して少しお聞かせいただけ

ますか。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 舞台とどんちょうにつきましては、議員の御

指摘のとおり、使い勝手がよくない状況かと認

識しております。現場も確認したんですが、簡

易な改修では対応できないと思いますけれども、

施設全体の改修レベル、先ほど申し上げました

ように施設全体の整備改修計画等で対応できれ

ばと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 もしその改修ができる

事業があれば、ぜひ改善していただきたいと思

います。 

 施設の設備等に関してはあらゆるジャンル、

全て同じだと考えられます。今回、吉の浦会館

の音響設備を含めたことを取り上げて話をして

おりますけれども、例えばサッカーも一緒だと

思います。スポーツ面でも、ピッチが悪ければ、

どんなにすばらしいプロの選手でも、ドリブル

してもボールはコントロールがうまくいかない

と思います。いいプレーができないと、やっぱ

り施設整備がなされていないと、そういうこと

からしても、やっぱり村長はぜひこの吉の浦会

館の施設の整備をよろしくお願いします。 

 続きまして大枠２番のほうに移ります。全国

的な少子化傾向は中城村においても例外ではな

く、本村では下地区の津覇小学校、中城小学校

の児童生徒数が大幅に減少し、学校小規模化が

進んできています。一方で、上地区の南上原地

域では人口増によって児童がふえ、南小学校は

大規模化し、上地区と下地区の学校間で教育条

件、教育環境、学校運営等でさまざまな問題が

生じ、村内の学校間に明らかに格差が生じてき

ていることは、もはや見過ごすことができない
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状況であります。このようなことから小学校の

適正規模、適正配置を進め、村内全域にわたっ

て教育の機会均等と公平性を確保することが緊

急の課題となっております。学校の適正規模、

適正配置の基本方針について教育長に伺います

が、この基本方針に沿って今後とも学校教育の

取り組みがなされると思います。やはり大切な

のは児童生徒の教育機会の均等、これが最も大

切だと思います。児童数によって学校間、また

は生徒間で格差が生じないようにするためにも、

学校の適正規模、適正配置について、教育長の

見解を伺います。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それでは、私のほ

うで答弁させてもらいたいと思います。 

 小学校の適正規模の学校は、学校教育法規則

第17条で決まっております。学級数がおおむね

12学級から18学級が適正となっております。適

正配置は通学距離がおおむね４キロ以内が適正

と言われております。学校施設費国庫負担法か

らいきますと、過小規模学級は５学級以下、過

大規模学級は31学級以上となっております。本

村の小学校におきましては、平成28年度には中

城小学校11学級、津覇小学校11学級、中城南小

学校19学級となっております。先ほど議員から

もあったように、中城小学校区域、津覇小学校

区域は児童数が少なくなっているんじゃないか。

南は多くなっているということで、どのように

考えているのかということでありますけれども、

住宅事情もございます。教育委員会では過小規

模学級、あと過大規模学校にならないようにと

考えているところであります。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 やはり学校の小規模化

が教育に与える弊害と問題点を、さまざまな角

度から整理し、早急に対策を講じていくことが

求められておりますので、しっかりと検討をし

ていただきたいと思います。 

 学校が小規模化してしまうと、各学年２学級

以上にすることによって人間関係に配慮したい

いクラス編成ができ、また習熟度、別指導等、

多様な指導体型をとることができる。先ほども

言ったように、スポーツでクラス対抗戦ができ、

競争力が養われ、部活動においてもより多くの

種目を多くの人数でできるため、生徒のモチ

ベーションが上がるなどの利点があるが、しか

し、近い将来、津覇小学校、中城小学校の小規

模化が進むと、そういった利点がなくなること

に対して懸念を抱いておりますので、しっかり

対処していただくようお願いします。 

 児童数が増加する地域における教室の確保に

ついてお聞きしますが、南上原地域においては

人口増加に伴い、就学前の児童が増加し、南小

学校では今後、児童の受け入れに必要な教室の

確保が困難な状況になると思われるが、受け入

れ教室の確保については先ほど教育長からも答

弁がありましたけれども、その対策をどのよう

に考えているかお聞きします。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 先ほど教育長からも答弁があったかと思いま

すが、議員おっしゃるように、南上原地区の人

口増加によりまして、中城南小学校は平成27年

度で７教室増築しました。それでも児童の増加

が大きく、受け入れ教室が足りないことが今予

想されております。その対策としましては、校

舎と運動場との間に増築を今考えているところ

でございます。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 校舎と運動場の間に増

築するとおっしゃいましたけれども、その建物

の構造上、何教室ふやせるかお聞きします。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 お答えいたします。 

 まだ設計に移ってはおりませんが、今、設計
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事務所と協議しまして、どのような構造ができ

るかと協議をしているところでありますけれど

も、１階部分はピロティにしまして、２階、３

階を普通教室にして、計４教室を増築できるん

じゃないかと。将来的にもしそれでも足りない

場合は、１階のピロティも普通教室にできるん

じゃないかということで、トータルしますと６

教室の増築は可能だと考えているところであり

ます。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 最初、３階建ての構造

と、建物ということで、最初は２階と３階を教

室にして、子供の児童数を考えたら下の下駄ば

きのほうもふやすということですが、建物全体

は一度に教室にしないで、児童の増加を見なが

ら教室をふやすということを考えると今おっ

しゃっていましたが、やはり現在の南上原地区

の増加率を考えると、一遍に１階部分も教室に

したほうがいいと思うが、また追加で増築する

となると、いろんな手続上、経費と時間もかか

り、職員の仕事もふえると思います。どうです

か。一度に６教室つくれないか。そういう考え

はないですか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えし

ます。 

 議員おっしゃるように、一度に６教室を増築

したほうが経費的には安くつくと思います。た

だ今、その芝生、現在増築を予定しているとこ

ろが運動会等で本部席となっているところです。

そこを全部教室に使いますと、運動会等でその

本部席がつくれるのか。その辺は学校と協議を

しながら、これから設計になりますので、その

辺は一度に６教室をつくるのか、最初は４教室

にするのかは、これからの検討事項になってく

るかと思います。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 また新しく校舎を増築

するということですが、本村は新庁舎建設も進

めていて、将来的には財政も大変厳しくなって

くると思います。そのような状況で学校校舎を

増築して教室をふやすというのは、校舎建設の

予算確保については大変厳しいと思いますが、

その辺はどうですか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 確かに村では、今、庁舎建設を進めていると

ころでありますが、どうしても中城南小学校の

児童数が多く、教室が足りませんので、同じ時

期にはなってくるかと思いますけれども、中城

南小学校の増築は進めていきたいと考えており

ます。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 予算の確保は大変厳し

いと思いますけれども、つくる段階になって予

算が確保できないとかそういったことにならな

いよう、しっかり頑張っていただきたいと思い

ます。 

 続きまして、南上原地域では先ほどから話し

ているとおり、人口増加に伴い就学前の児童が

ふえ、南小学校においては近い将来、児童の受

け入れに必要な教室の確保が困難となることが

予想され、校区変更の問題が出ている話を聞い

ているが、現在どのような状況か伺います。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 中城南小学校の児童数の増加により、我々も

校区の変更を検討してまいりました。しかし、

校区の変更を行って津覇小学校、中城小学校に

子供たちを転校させても、今、南上原地区だけ

の児童数でも教室が足りない状況にありますの

で、教室の増築を考えております。その場合、

教室を増築して校区変更するのは父兄に説明が

つかないんじゃないかということで、増築をし
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て、その後校区変更も必要でしたら、またその

ときに校区変更を検討してまいりたいと考えて

おります。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 この校区変更について

は、私のところに住民や保護者からいろいろ問

い合わせがありました。ほかの議員の方にもそ

ういう問い合わせがあったと聞いております。

この校区変更については、毎月行われている教

育委員会議で審議し検討されたと思いますが、

いつごろからその校区変更の審議をされたのか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えし

ます。 

 教育委員会では平成27年度末あたりからこの

南小学校の児童数の増加に伴い、検討をしてま

いりました。教育委員会議では平成28年度から

協議しております。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 校区変更についてのい

きさつというのは先ほどから伺ってわかります

けれども、では、その審議内容について伺いま

す。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 まず校区変更を行った場合、どの地区を中城

小学校に変更、どの地区を津覇小学校に変更す

るかということと、何年生から転校をさせるの

か、すぐ一度に、１年生から６年生まで転校さ

せるのかという協議を行ったところであります。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 南小学校の新設校舎の

段階においては、新垣、北上原、サンヒルズ、

登又の児童をそのまま中城小学校に通学させる

案とか、そういう検討はなかったですか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 中城南小学校が開校する前は、北上原、新垣、

サンヒルズ、登又は中城小学校区域でありまし

た。当初はそこに全部、中城小学校に、もとに

戻すという案もございましたが、津覇小学校の

児童数が余りにも減少傾向にあるということで、

２つに分けたほうがいいんじゃないかという案

もございまして、そのほうで当初は検討をして

まいりました。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 今回、かなり住民や保

護者に校区変更の情報が流れておりますので、

地域住民の代表者として自治会長を交えて、今

回の校区変更について、何らかの説明はされる

かどうか。その辺をお聞きします。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 校区変更は増築を終えてからの検討になりま

すので、増築が終わって教育委員会のどういう

ふうな仕様ということが決まりましたら、地元

への説明会を行いたいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 校舎を増築された後に

説明会ということですけれども、やはりその期

間までまだまだ大分日にちがあると思います。

その間、やっぱり今情報が流れておりますので、

その情報がいろいろ錯誤して、校区変更に対し

て悪いうわさが流れてしまうおそれがあります

ので、その辺はもう少し早目にできないか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 お答えいたします。 

 早目にできないかということでありますが、

教育委員会としての結論がまだ出ておりません

ので、今、説明して逆に混乱させるような状況

になるかと考えております。増築をすることに

よって校区変更をせずともよくなる可能性もご

ざいますので、その時点で増築をしたときに校
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区変更まで必要なのかどうかを検討しまして、

住民説明会を考えていきたいと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 仲松正敏議員。 

○５番 仲松正敏議員 やはり校区変更となる

と、多くの問題が出てくると思います。例えば、

校区変更の対象児童が新１年生からということ

になった場合、その１年生の児童に兄弟がいた

ら別々の学校に通学することになり、親からす

ると兄弟が同じ学校に通えば上の子が下の子の

面倒を見てくれる安心感があったのに、別々の

学校だと不安も大きくなると思います。また学

校行事等も、例えば運動会や学芸会、そのよう

な行事に関しても同じ日ですと、別々に行くこ

とになって、保護者の負担も大きいと思います。

それだけじゃなく、他地区だと防災の面からも

津波の心配までしなければならず、それからす

るとやはり校区変更に対して多くの反対意見が

出てくると思います。校区変更の説明会につい

ては、教育の機会均等と公平性を考えると一方

的なものであり、村民からすれば到底納得しか

ねないやり方だと考えられますので、結論をこ

れから出す前に、もっといろんな案を出し合っ

て検討し、十分な議論をお願いいたしまして、

私の一般質問を終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で、仲松正敏議員の

一般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１０時５６分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時０７分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして、安里ヨシ子議員の一般質問を許

します。 

○１０番 安里ヨシ子議員 質問の前に、本日

の新聞に載っていましたけれども、13日に起

こったオスプレイの墜落事故に対して、「県民

や住民に被害を与えなかったことは感謝される

べきだ」と米軍のトップであるニコルソン四軍

調整官の言葉に、胸が震えるほどの怒りを覚え

て、一言の謝罪もなく、逆に抗議に対し怒りを

示したという。以前から欠陥機と指摘されてき

た、そして配備に強く反対をしてきました県民

が、起こるべくして起こった今度のオスプレイ

の墜落事故は住民地域に近いだけに、あわや大

惨事になりかねなかった。絶対にこの配備を許

せない。心からの怒りで抗議をするものであり

ます。 

 以上を申し上げて、一般質問に移りたいと思

います。 

 大枠１番、待機児童対策について。①認可外

保育所の今まで果たしてきた役割について、自

治体が担うべき児童の保育、待機児童の対策な

ど、その役割を認可外保育園が担ってきました。

認可外保育園の果たしてきた役割は大変大きい

と思いますが、行政としてどのように認識をし

ていらっしゃいますか。②待機児童はゼロ歳か

ら２歳児が多い。手のかかるゼロ歳から２歳児

は、公立、認可園を問わず、断られることがあ

ると聞いております。その対策について伺いま

す。③県の実施する環境整備事業（認可外保育

所施設研修補助事業）の利用状況と、その補助

金の使い道などについて伺います。 

 大枠の２番、介護保険についてです。①第６

期事業計画保険料で、中城村は３ランクで高い

ほうに位置しております。その中で、全員住民

税非課税で年収が80万円以下の人が年間保険料

３万7,785円、一方で本人が住民税非課税で年

収が80万円以下でも、世帯に住民税課税者がい

ると保険料が７万5,571円と２倍になる。世帯

に住民税非課税者がいると、なぜ２倍になるか

お聞きいたします。②各字の公民館でやってい

る健康体操や筋トレに参加する人は女性が多く、

どこでも男性が少ない。そこで体育館のトレー

ニングルームを利用し、利用者の少ない昼間の

時間に開放して、65歳以上の男性の健康維持活

動ができないか伺います。以上、よろしくお願
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いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは、安里ヨシ子議員

の御質問にお答えをいたします。 

 大枠１番、２番ともに福祉課のほうで答弁を

させていただきますけれども、私のほうでは

少々誤解がある御質問がありましたので、あえ

てお答えをさせていただきますが、大枠１番の

②手のかかるお子さんを断っているということ

でございますが、絶対にそういうことはござい

ませんので、誤解のないようお願いいたします。

しっかりした入所規定がありますので、手がか

かるからといって断るということは絶対に公立、

認可園ともにございませんので、ここであえて

発言をさせていただきます。 

 それと①については認可外保育園の方々、先

生も含めまして、園を経営されている方々は、

これは議員おっしゃるとおり、大変大きな役割

を持っていると認識をいたしております。そう

いうことで認可外保育園から認可園への移行な

どにつきましては、私どもとしましても親身に

なってそこの園の希望がかなうように職員一同

努力をしているところでございます。これから

も認可外保育園、認可ももちろんそうですが、

同じ子供たちでございますので、しっかりその

辺はどういうことが子供たちのためによくなる

のかを考えながらやっていきたいと思っており

ます。 

 詳細につきましては、また担当課のほうでお

答えをさせていただきます。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 安里議員の御質問にお

答えします。 

 大枠１の①村内の認可外保育施設には30年以

上、保育業務に携わっている施設があります。

村内に認可保育施設が設置されていない時期か

ら村内の子供たちの保育の受け皿として、子供

たちの成長と、保護者の負担軽減に大変大きく

役割を果たしてきているものと認識しておりま

す。 

 ②村長の答弁にもありましたとおり、入所を

断ることはありません。まず入所に関しまして

は、入所期限内の申し込みが第一の条件になり

ます。その申し込みの書類によって、入所措置

点数をおのおのの子供たちにつけます。その点

数を用いて入所措置会議を開いて、どの子供た

ちも平等に公立保育所、認可保育所に入れるよ

うに入所会議を開いております。 

 ③村内の認可外保育施設８施設がこの補助金

を活用し、保育の質を高めております。補助対

象経費は、認可外保育施設における質の向上を

図るために必要な保育材料、備品、環境整備、

修繕に充てて、認可外保育施設の負担軽減を

図っております。 

 大枠２、介護保険料について。①介護保険料

は保険者である沖縄県介護広域連合会が設定し

ます。介護保険料は介護サービスに係る給付実

績と、これから予想される給付見込みによって

算出されています。本人の所得や世帯の課税状

況、また負担能力に応じて設定されています。 

 ②各字公民館で介護予防体操を行っています

が、議員おっしゃるとおり、女性の参加者が大

部分を占めています。中には半分以上男性で占

めている自治会もあります。福祉課としては、

特に65歳から70代前半の方々が介護予防体操へ

の参加が少ないということで、生涯学習課と今

調整をし、トレーニングルームを４月から活用

できるように考えているところであります。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 認可外保育所の今

まで果たしてきた役割については、大変重要だ

と認識なされていることはわかりましたが、公

共の施設を利用するときに同じ中城村の子供た

ちなのに、公立と認可外の子供たちとの差が大

きく感じられると。これは課長もお聞きになっ

ていると思いますが、中城城跡の見学に行った
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ときに、当然無料だと思ったのに認可外と聞い

た途端、「公立でないから入園料が発生します」

と言われて入園料を支払ったと。別の保育所の

話も聞きましたが、電話をして、「中城村の保

育園ですが入園料が出ますか」と、「入館料が

出ますか」と聞いたら、「無料です」と言って、

そこまで行ってから認可外と聞いた途端お金が

出るということで、「お金を持っていなければ

夕方までに持ってきたらいいですよ」と言われ

たということで大変憤慨をしておりましたけれ

ども、どうして公立と認可外との差があるのか。

村長は御存じですか。御存じないかと思います

けれども、それについてはどのように認識して

いらっしゃいますか。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 お答えします。 

 公立保育所、認可保育園、認可外保育園の子

供たちは、中城村の子供たちは入場料は全員無

料であります。私もこのことをある施設の園長

からお聞きしました。城跡の担当のほうに確認

しましたところ、無料であるとの返事をいただ

いています。無料になるには事前に免除申請が

必要であるということでありました。私はそれ

を聞いて、またその施設の園長に免除申請はさ

れましたかと確認しましたら、していなかった

ということでございました。これから中城公園

に入園する場合は、事前に免除申請をするよう

にということでお話をしております。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 これは申請書が必

要なら必要だということで、そこの保育園のほ

うに通知というか、その場ででもいいですので、

それを指導するのがこの公園の管理協議会です

か、そこがすぐお金が出ますと言われてお金を

払ったと。もう１カ所は電話をしてから行った

そうです。電話をして、子供たちですが行って

いいですかと聞いたら、「無料です」と言われ

て行って、そこに行ったら認可外と聞いた途端

お金が出ると言われたそうですので、とても憤

慨をしておりました。公立は人数が多いからだ

と思いますが、公立でも申請をしているんです

か。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

します。 

 城跡管理協議会の窓口で入場料とか払って観

覧するという手続ですが、基本的には、まず公

立等を問わず団体で観覧を申し込む場合は、ま

ず村内、村外問わず団体割引の申請とか、また

遠足等があれば免除申請等の話があると思いま

す。今回の件については、まず免除申請書が出

されていないということが原因だと思いますが、

本来、小学生以下は無料なんです。そこで入場

料を取るというのが、今、私のほうでは把握で

きていないという状況でございます。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 管理協議会に規定

があるかどうかわかりませんが、電話をして

「無料です」と。未就学児ですよね。たくさん

じゃないです。年長組だけだから10名以下だと

思うんですが、それについてお金を払いに、ま

た夕方持っていったということも聞いているし、

またある保育所では、こっちも未就学児で年長

組ではあるんですが、行くときに「行きます」

という電話はしているそうですので、申請書が

要りますとか、そういった配慮が必要じゃない

かと思うんです。行ってからお金が出ますと。

どうしようかと。お金を持っていればいいです

が、また通園バスのほうに取りに行ってお金を

払ったということで、大変認可外はお金が出る

のかという感じで、とても憤慨なされていまし

たので、私もそれは認可外だからと。そして、

小学生以下は無料である、しかも村内の保育所

ですので、そこにお金が出るということはとて

も考えられないと思いました。非常に配慮が足
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りないといいますか、それを感じました。団体

と言っても10名ぐらいですので、その場で「次

はこういうふうに申請してください」というよ

うな配慮をして、無料で見学させるべきだった

んじゃないかと考えております。保育園のほう

では、この世界遺産というのがどういうことな

のか、どういうものなのかということを、やは

り小さいころから中城村にはこういった世界遺

産があるよと、それを誇りに思うと同時に城跡

というのがどんなものであるかというのを、

やっぱり子供心にもそれを認識することはでき

ると思いますので、そういった面で何で中城城

跡なのかといったときに、園のほうではそう

いった中城村の遺産、世界でも重要なものです

ということで、それをやっぱり子供たちにもお

話しして聞かせるために行ったのに、非常に不

愉快な思いをして帰ってきたと言っていました。

管理協議会で規則とかそういったものがなされ

ているのでしたら、見てみたいものだと私も

思っておりますが、今後、やはりそこまで、こ

の何名以上からが団体か知りませんが、そこで

申請書が必要ですよと、そういった話をちゃん

としないで、すぐ認可外だからあなた方はお金

が出ますよと。団体だからと言わないで、認可

外だからということだったと聞いていますので、

それに対して今後はどのような指導をしていき

ますか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

します。 

 確かにそういう状況をお聞きすると、気配り

が足りなかったのかと思いますが、これは実際

に私も今聞いて対応に苦慮しておりますが、状

況を聞いてまた対応したいと思いますが、まず

中城城跡への団体の申請については、私も手元

に資料がありませんが、基本的には未就学の子

供たちは無料ですので、そこからお金を取った

ということはあり得ない話でございますので、

確認させていただきます。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 ただでさえも認可

外保育園についてはいろいろと公立との差を、

今まで何回かほかの人も質問をしていて、認可

外と公立との差が非常に大きいということも言

われておりますので、職員はこういったことに

ついて、認識を深く持ってほしいと思います。

当然無料だと、そういうことで行ったと。電話

もしていますので、何で申請書があるというの

もわかりませんでしたので、管理協議会にも

言って、そういった決まりがあるかどうかを聞

いてみたいと思っております。 

 公立に通っている子供たちの親御さんには、

税金とかそういったのが高いのか、認可外に

通っている子供の親御さんなんかも、同じよう

に税金を払っているのに何でそういう差がある

のかと、父母の皆さんの中ではそういう意見が

ありますので、それもよく認識してほしいと

思っております。 

 それは終わりまして、待機児童でゼロ歳から

２歳まで、村長から私が誤解しているというお

話がありましたが、認可園でやっぱり大きい子

で４、５歳の子は先生が30名に１人ですよね。

ゼロ歳から２歳は３名に２人の先生がつくとい

うことで、やっぱり公立ではきちっとやられて

いるかもしれませんけれども、ほかの園ではや

はり小さい子は取りたくないと。そういうこと

があって、ほとんど認可外保育園に小さい子を

預けている状況です。その対策も考えてほしい

と思います。 

 次に、県の事業で認可外保育所施設研修補助

事業ということで、県が実施する研修を受講し

た保育所に限り、先ほどおっしゃっていました

が環境整備とか修繕費、そういった事業がある

ということですけれども、具体的にどういった

ものに使えるかということは御存じですか。 



― 177 ― 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 お答えします。 

 保育の質の向上に必要な遊具、用具、あとは

教材、保健衛生費などがあります。また建物の

修繕にもこの補助が適用できます。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 それで、これは村

のほうに申請書を出して、何々を買いますとい

うことで申請書を出しますよね。そうしたら、

村のほうがこれはだめとか、これはいいとか決

めて保育所のほうに通知をしますか。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１１時３４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時３４分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 お答えします。 

 ４月に入って、村のほうから施設のほうに補

助金申請の案内をします。６月までに、施設か

ら村へ申請があります。それを受けて村が７月

ごろ、県のほうにまとめて補助金申請をします。

９月ごろ、決定通知書が来ます。それを受けて、

各施設へ村のほうから補助金決定、事業を開始

していいですよという通知をいたします。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 保育所の話では、

中城村は決定通知が来るのが遅いと。６月に申

請書を出して、11月ですがまだ来ないというこ

とですので、もしクーラーとか何とかが買える

かどうかわかりませんが、それを申請した場合

には、冬になってからそれが来るんじゃないで

すかと笑っていましたけれども、11月になって

もまだ来ないということについてはどうですか。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 お答えします。 

 前年度までは９月で補助金交付決定を各施設

へ行いました。議員おっしゃるとおり、平成28

年度、今年度はちょっとおくれていまして、11

月25日に施設のほうへ補助金決定通知をしてお

ります。２カ月おくれが生じました。施設のほ

うへ確認したところ、事業執行には問題ないと

いうお話を聞いております。担当のほうが忙し

いということは理由にはならないんですけれど

も、そういうおくれが出たことは本当に申しわ

けない。各施設に対して、本当に子供たちのた

めに必要なものは早目にそろえて保育の質を向

上するべきだと思います。この件に関しては、

今後、そういうことがないように来年度からは

頑張りたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 それで、研修を受

けていないとその補助金が受けられないという

ことですよね。それについて那覇市のほうでは、

同じような研修を３回やっているそうです。な

ぜかと言ったら、この日に受けられない保育園

が出てきたときに、次の日に受けられる。また

そこでできないと次の日に受けられるというこ

とで、漏れがないように３回も研修を行ってい

るという話を聞きました。それとまた北中城村

の大庭学園ですか、福祉関係の学校があります

けれども、そこで週に何回ですかね。大庭学園

も無料で保育士の資格を取らせるための研修を

そこでやっているということで、担当とかが工

夫をすれば漏れがないような対策がとれると思

うんです。小さい保育園だと、家庭的保育所み

たいなところは５、６名ぐらいですよね。その

ときに１人は食事をつくったりいろいろやるし、

１人がこの子供たちを見ていて、１人が研修に

行った場合、この子供たちを誰が見るのかとい

うことになるわけです。だから、それを講師を

呼んで土曜日にやるとか、日曜日にやるとか、

保育に支障を来さないような方法が考えられな

いかどうかお聞きします。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 この事業は毎年、全認
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可外保育施設が実施しております。県の研修も

この全認可外保育施設は受けています。議員

おっしゃったとおり、やっぱり小さいところは

そういう事情もあると思いますので、また近隣

市町村の状況を聞きながら、できるところは今

後またやっていきたいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 何回も聞きますけ

れども、この補助金で、この認可外保育園で小

さい保育園も、これ公立は誰かが欠席した場合、

加配がありますよね。認可外保育所というのは、

よっぽど本人が病気じゃない限り休めないと。

そういう中で、１人の保育士でも欠けた場合、

やはり子供のほうにそのしわ寄せが行くと思う

んです。だからこの保育に、子供たちに支障が

ないような、そういった研修方法ですか、それ

を考えてほしいと思っております。ちゃんと考

えてほしいと思います。 

 それで、その補助金が使えるものについて課

長はお聞きになっているかと思うんですが、１

保育所がカメラを要望したらできないと言われ

たそうですけれども、通園バスにこのお金を使

うということで不可が出たということですが、

どうしたらカメラや通園バスに使えるのかお聞

きしたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 この事業の補助金に関

しましては、県の要綱で限度額があります。カ

メラ、通園バスが不可ということは担当から聞

いていませんので、確認して返答をしたいと思

います。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 カメラはできない

と言われたと。担当かどうかはわかりませんが、

カメラを買うと申請を出したら、カメラはでき

ませんよと。なぜできないかと言ったら、これ

は家族が使うからできないと、そう言われたそ

うです。カメラというのは、保育園では非常に

必要なんです。なぜかと言ったら、卒園アルバ

ムをつくるのに非常に必要です。これは園です

ので、写真でもってその１年間の活動状況、子

供たちの活動状況を、１年を通してどんな生活

をしてきたかというのを写真で見ることになり

ますので、絶対にこれは必要不可欠なものだと

思っております。通園バスも１カ所、ちゃんと

した通園バスがありますけれども、それについ

ても家族が乗り回すわけはないです。それでも

通園バスにはなぜか不可が出たということです。

県のほうに電話をしたら、県のほうはいいです

よということでそれに使ったということもあり

ますので、ぜひ大人の目線で見るだけじゃなく、

子供の目線で見てそういったものをやってほし

いと思っております。今、担当は男の人ですよ

ね。この担当は女性のほうにお願いしたいと

思っていますけれども、どうですか。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 職員ですので、女性、

男性は問わないと思います。今、担当は議員

おっしゃったとおり男性であります。経験もあ

りますし、また認可保育所、公立保育所、また

認可外保育所の園長先生方からもいろいろ相談

を受けて、信頼されているとは思います。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 なぜ女性がいいか

ということですけれども、やはり女性は、男性

だとやっぱり子供の気持ちがわからないとは言

いませんが、子供の目線でものが考えられるか。

女性だと母性本能というのがあって、絶対に子

供たちがマイナスになるようなことはやらない

と思います。男の人だと園長さんとは仲良しか

もしれません。園長とかそこの保育士なんかと

は仲良しかもしれません。経験があると言って

いますが、そんなにないんじゃないですか。若

い人だのに。絶対に担当は女性に変えるべきで

す。中城村はいつも男性ですよね。それはいい

として、なるべく母性本能を持っていて、子供
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たちを中心にものを考えてくれる人を配置して

ほしいと思います。 

 この事業ではなく、牛乳とかそういったのは

村の事業ですよね。認可外保育所に配られてい

る牛乳ですけれども、なぜ牛乳に限定している

のかお聞きします。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 お答えします。 

 今、議員のおっしゃっている事業は健やか保

育事業の件だと思います。以前はミルク代とい

うメニューがありました。現在はそれをいろい

ろまとめて、給食費として支払いをしておりま

すので、必ずミルクという限定ではありません。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 あと一つ、認可外

保育所の中で、６名に１人はやはり障害、何ら

かの障害を持っている子たちがいると言われて

いますので、保育園からのお願いといいますか、

それが60名ぐらい子供たちがいれば、そのうち

の10名ぐらいは変だなと思う子がいるそうです。

それで臨床心理士を１年に１回ぐらいはそこに

回して相談ができるように希望をします。 

 介護保険の広域化でそれが決まるということ

ですが、この前親のほうが来て、何で私は収入

がないのにこんなに介護保険料が出るかという

ことで、80万円以下だけれども、その世帯に住

民税課税者がいるということで倍になると。な

ぜか。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 非課税世帯を本人は非

課税ですが課税世帯ということで保険料が高く

なっております。窓口にもたくさんの相談者が

お見えになりました。それをまた一つ一つ説明

して、一応納得してお帰りになりました。広域

連合に確認したところ、標準は９段階、それを

介護広域は負担能力に細かく対応できるように

ということで12段階に設定してあります。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 12段階に設定した

のは非常にいいとは思うんですが、この息子が

課税者で親は非課税だと。息子は自分の保険料

も出すし、親の保険料も出すということで、皆

さんは税金の二重取りじゃないかと私は思って

いますが。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 お答えします。 

 各世帯、状況が違います。二重取りではない

と考えます。おのおのの世帯、その人に合った

課税をしているものと広域連合からは返事があ

りました。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 何名かそういった

お話、相談がありましたので、私はそれを聞い

ていますけれども、広域連合でどういう感じで

やられているのか、私も検討してみたいと思い

ます。 

 ②のほうですけれども、各字の公民館でやっ

ている健康体操には女性が多いということで、

このトレーニングルームを開放することはでき

るんですか。福祉課長、男の人の健康づくりに

ついてです。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１１時５４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時５４分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 体育館のトレーニング室の利用につきまして

は非常によいことだと思いますので、先ほど福

祉課長の答弁にございましたけれども、福祉課

の事業目的で現在使用していない午前中の時間

の使用は可能だと思いますが、今、担当で検討

をしているということです。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 でも、今度介護の
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１、２が保険から外されるということで、非常

にいろいろ心配をしておりますけれども、それ

が地域の支援事業に移行された場合、サービス

の確保ができるかどうかお聞きします。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 お答えします。 

 要支援の方の事業が市町村へおりてきていま

す。福祉課としては介護予防体操を充実させ、

いろんなメニューをこれからも考えていきたい

と思います。介護予防を充実していくことによ

り、介護認定率が下降傾向であります。そうい

うことは元気なお年寄りがふえてきている状況

で、これからも介護予防体操を充実させ、介護

認定率を下げていきたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 介護１、２は今度

保険から外されることで、地域には大変な仕事

が入ってくると思います。ただ、この１、２か

ら外された場合にサービスが抑制される、そう

いうことで重症化になるという心配があります

ので、そこを重視してその介護予防をやってほ

しいと思っております。老人クラブのない字が

ありますので、そこのお年寄りの対策とか、村

老連との情報交換や連携、そして連携をして認

知症対策や健康づくりに取り組んで頑張ってほ

しいと思っております。いつだったか、お年寄

りに予算をつぎ込むのは枯れ木に水をやるのか

と言った大臣がおりましたが、若い人はちょっ

とわからないかもしれませんが、枯れ木でも水

をやれば芽が出る、元気が出ると認識しており

ますので、人生最後まで元気でいたいものだと

思っております。 

 中途半端な質問になりましたけれども、私の

一般質問はこれで終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で、安里ヨシ子議員

の一般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１１時５９分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時３０分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして、新垣貞則議員の一般質問を許し

ます。 

○６番 新垣貞則議員 それでは通告書に基づ

いて、６番 新垣貞則、一般質問を行います。 

 大枠１番です。久場地区の住みよいまちづく

りを図る。①久場地区から泊地区の排水路対策

の今後の取り組みは。②吉の浦火力発電所から

発生する騒音対策は。③久場地区の拝所に説明

板を設置する方法は。 

 大枠２番です。健康長寿社会の実現に向けて。

①生活習慣病の対策として（早世の予防の取り

組みは）。②高齢者の健康づくりを図る取り組

みについて（認知症対策は）。③環境を整備し

て健康なまちづくりを図るには。 

 次、大枠３番です。人材育成を強化して中城

村の活性化を図る。①吉の浦公園を整備して人

材育成を図るには。（陸上競技場の管理棟ドア

の修繕、ハードルの購入、水銀灯の設置）②中

城村の「中学生・高校生・大学生」を2020年東

京オリンピックに参加させると取り組みは。以

上、簡潔な答弁をお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは新垣貞則議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番につきましては都市建設課、住民生

活課、教育委員会のほうでお答えをいたします。 

 大枠２番につきましては健康保険課と福祉課。 

 大枠３番につきましては教育委員会のほうで

お答えをさせていただきますが、私のほうでは

議員お尋ねの大枠３番の人材育成についてでご

ざいます。先ほど貞則議員から、本村で活躍す

る中学生、高校生のいろんな記事やら名簿やら

をいただきましたけれども、大変スポーツを通

して人材育成をしていくという観点からは、大

変我々もそれに向けて取り組んでいかなければ
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ならないなと思っております。環境をつくって

いくのが我々の仕事だと思っておりますので、

これが東京オリンピックにつながるかどうかは

別にいたしましても、そういう思いで、また教

育委員会と手を携えてやっていきたいなと思っ

ております。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 新垣貞則議員の御質問、

大枠１の③については私から、大枠３について

は生涯学習課長から答えさせます。 

 ③久場地区の説明サインの設置についてはか

なりの予算も必要とするため、村単独の予算で

は財政上困難であると考えております。一括交

付金を活用した設置は可能かと考えられますが、

できる前提として村の文化財指定を受けないと

実施は困難であると考えております。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 大枠１の①につい

てお答えします。 

 平成28年11月29日、火曜日に、光栄県議を介

して安里ヨシ子議員、それから新垣貞則議員、

新垣德正議員、仲松正敏議員４名で県の港湾課

と面談し、きょう、質問している管理の協議を

行いました。導流堤の新規事業として要望をお

願いしましたが、厳しいとの回答になりました

が、村としては緊急性を要することから地域排

水を管理する必要性もあり、県に対して資材の

提供をお願いしたところ、鋼管の10メートル掛

けるφ（ファイ）１メートルを、７本から10本

を提供することになりました。１本当たり40万

円から50万円します。今後はこの鋼管を利用し

て、現在の排水をスムーズに流水するように県

港湾課と占用申請協議を行い、今年度の予算で

施工費が確保できるよう努めてまいりたいと思

います。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 住民生活課長 仲村盛和。 

○住民生活課長 仲村盛和 それでは新垣貞則

議員の質問の大枠１の②についてお答えいたし

ます。 

 沖縄電力は環境保全協定に基づいて、騒音に

ついて年１回の測定報告の義務があり、毎年４

月に測定結果の報告を受けております。測定地

点は吉の浦火力発電所の敷地境界の３地点で測

定を行っております。これまで報告されている

内容では、測定値は協定に定める基準値内に収

まっています。 

○議長 與那覇朝輝 健康保険課長 比嘉健治。 

○健康保険課長 比嘉健治 新垣貞則議員の大

枠２の①及び③についてお答えします。 

 ①の対策といたしまして、集団健診及び個別

健診において特定健診を実施し、その結果に基

づき生活習慣病の発病予防と重症化を防ぐ必要

のある方々へ専門職の保健師及び管理栄養士に

よる保健指導と、また専門医療機関への受診が

必要な方へは医療機関への受診勧奨を行ってお

ります。そういうことをすることによって生活

習慣病を予防できるということで、その対策を

行っております。 

 ③について。健康なまちづくりを図るには、

全国、また沖縄においてもやはり生活習慣病に

よる予防が取り組まれており、中城村において

も予防可能な生活習慣病を予防することで健康

なまちづくりへつながると考えており、今後も

特定健診の受診しやすい環境整備、専門職によ

る特定保健指導の行える環境整備を図ることだ

と考えています。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 新垣貞則議員の質問に

お答えします。 

 大枠２番の②高齢者の健康づくりとして介護

予防体操を各字公民館、吉の浦会館、老人福祉

センターで体操を行っています。特に認知症に

特化した体操として拮抗体操、ノルディックウ

オーキング、ヨガ体操、指の運動ということで

琴教室を実施しています。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 
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○生涯学習課長 金城 勉 大枠３番、①につ

いてお答えいたします。 

 吉の浦公園施設や備品につきましては、不備

や不足があることは認識しております。その改

善に向けまして、次年度に吉の浦公園施設整備

計画の策定を一括交付金事業としてチャレンジ

してまいりたいと考えております。計画的に整

備を行っていき、しっかりとした整備計画を進

め、機能強化を図ることで競技者の練習環境及

び村民が気軽にスポーツを楽しむことができる

環境が整えられ、人材育成につながると考えて

おります。 

 ②オリンピック競技者へ直結する具体的な取

り組みではございませんが、これまで国内の

トップアスリートを招いてスポーツ講演会を実

施し、競技力の向上、オリンピックを目指す高

い意欲や意識を育てる取り組みを行ってまいり

ました。またマスターズではありますが、県内

在住の世界レベルのアスリートであります福里

氏によります「トップアスリートから学ぶ陸上

教室」を開催し、子供たちに身近に世界レベル

を見て感じる体験を通して、夢を持ってもらう

取り組みも行っております。 

 また、各種大会で優秀な成績の結果、県外派

遣になる選手につきましては、人材育成による

派遣費の助成も行っております。11月の沖縄県

民体育大会におきまして、女子空手個人型で優

勝しました與那覇綾子さんの活躍は東京オリン

ピック出場に向けて大きな可能性を秘め、期待

が高まっております。競技者になり得る強化指

定選手などについては、今後、国や県、関係機

関や協議組織と連携を図り、何らかの支援や助

成を検討していきたいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 それでは大枠１番です。

久場地区の住みよいまちづくりを図るについて

質問をします。 

 ①です。久場地区から泊地区の排水路対策と

いうことで、今後の取り組みについては、先ほ

ど都市建設課長から答弁がありましたように、

泊側の排水路はヒューム管７本から10本入れて

排水をスムーズにするとありました。それで今

年度の予算で執行できるように予算確保に努め

るとありました。非常にすばらしいことだと

思っております。 

 それでちょっとお聞きしたいことがあるんで

すが、久場から泊地区にかけての排水路があり

ますが、それはどういった対策をなさるおつも

りですか。 

○議長 與那覇朝輝 都市建設課長 新垣 正。 

○都市建設課長 新垣 正 お答えします。 

 各自治会とも排水が詰まっているところは、

うちのほうで年に二、三回しゅんせつしていま

すので、もし地域の自治会から詰まっています

よというのがあればすぐに対応してまいります

ので、よろしくお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 都市建設課長も現場を

確認していると思いますが、久場地区から泊地

区にかけての排水路は今冷蔵庫が捨てられてい

ます。それからペットボトルが捨てられて、ご

みやヘドロがたまっています。その対策として

先ほど維持管理の範囲内でやるというのがあり

ましたので、非常にすごいことだなと思ってい

ます。このヒューム管と排水路の掃除を一緒に

やったらスムーズに行くと思います。これはも

う長年の懸案事項ですので、それをすることに

よって久場地区から排水路の環境整備ができる

と思います。 

 次、②吉の浦火力発電所から発生する騒音対

策に質問をします。地域住民から吉の浦火力発

電所のマルチガスタービンからの音がうるさい

との連絡を受け、10月に電力、行政、久場地区

の住民で現場を確認しました。電力からは騒音

の時間、風向、風速を測定し、データを後日説

明するとありました。いまだに説明がなされて
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いないです。やっているのは一部の人だけに

データを説明しています。今後も発電所から発

生する問題が出てきます。村として発電所から

発生する課題について、どういうふうに対策を

するつもりですか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

いたします。 

 これまで沖縄電力から発生する諸問題につい

ては、吉の浦火力発電所の立地に伴う地元三者

連絡協議会でしっかり検討をし、課題を解決し

てきました。ただ今回、この協議会の期間が３

年間という期間でありまして、既に期間が過ぎ

てはおりますが、沖縄電力が今継続についての

難色を示していて、これについて村としては地

元の要望を受けておりますので、継続開催でき

るように要請を今しているところでございます。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 今、課長からありまし

たように、三者連絡協議会の目的は吉の浦火力

発電所の運転開始に伴い、久場区、泊区に対し

環境の保全に鑑み、三者の円滑な連携の体制の

構築を図り、地元住民も安全・安心な生活環境

を期することを目的とありますので、それで今、

三者連絡協議会はないような状況で、開催され

ていません。こういった課題がどんどん出てく

ると思いますので、ぜひ三者連絡協議会は必要

だと思っていますので、行政のほうも必要だと

言っていますので、これを開催できるように電

力と調整をして、騒音の問題とか、先ほどの排

水路の問題とかいろいろな問題があると思いま

す。そこら辺を電力とそのように調整をして、

よろしくお願いします。 

 次、③です。久場地区の拝所に説明板を設置

する方法について質問します。平成28年５月26

日付で久場自治会長から生涯学習課長宛てに久

場区拝所タントゥイナー、ウフガーなどの掲示

板の設置の依頼文書がありました。説明板設置

については、村の文化財指定を受けないと実施

は困難であるとありました。村の文化財を受け

るには、どういった流れで村の文化財の指定を

受けられますか。そして教育委員会としては、

各地区の先人から受け継いだ文化財を保存し後

世に継承しなければなりませんが、どんな方法

で継承していくつもりですか。そして中城村文

化財保護条例の趣旨は何でしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 久場地区からの看板設置の依頼がございまし

た。今、御発言にあったように一括交付金の活

用でしかできないと。その前には村の指定を受

けないといけないと回答した次第でございます。

村の文化財指定につきましては、各字もしくは

教育委員会が調査した上で重要性をもって文化

財保護審議会に諮ります。そこで認定されて、

初めて村の文化財の指定となります。文化財の

保護継承につきましては、文化財につきまして

は、もちろん過去から引き継がれている重要な

もので、未来永劫継承していかなければならな

いというところで、有形文化財につきましては

保存と継承のために予算を使いながら修繕、も

しくは保持に努めていくことを目的としており

ます。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 久場の拝所は本土の高

校生、修学旅行生を民泊で預かって、毎年15名

ほど村文化財ガイドの比嘉盛昭さんが久場の拝

所の歴史を説明しています。集落祭祀は毎年５

行事を実施しています。久場集落は米軍に接収

され、戦後の厳しい時代の中、新部落を建設し

戻ってきました。拝所に説明板を設置したら平

和学習に役立ちます。村の文化財には無形民俗

文化財、有形民俗文化財があり、また史跡その

他の文化財に久場のムラガーがあります。この

久場のムラガーを有形文化財に指定できないで
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しょうか。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 先ほども申し上げましたけれども、村指定の

文化財になるためには十分な調査が必要だと

思っております。久場地区で継承されている伝

統はございますが、村として十分な詳細調査が

なされていない現状がございます。現在、一括

交付金を活用しまして村内全域の悉皆調査を字

単位で順次実施しております。久場地区におき

ましては、平成29年度に調査を行う予定でござ

います。その調査を実施した後に、地域内にお

いて重要性の高いものを村の調査の結果をもと

に村の指定文化財として指定を行っていき、そ

の上で看板設置等の検討をしてまいりたいと

思っております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 久場のムラガーのほう

がその他の文化財に入っていますので、全てが

文化財には該当しないと思いますので、まずそ

れを指定してから先ほど言ったような掲示板と

かができると思いますので、そこはまた調整を

なされてください。 

 宜野湾市は一括交付金事業として文化財説明

板標識設置事業として観光振興及び文化財文化

教育に処するため、各地区の公民館に地域文化

財案内板を設置しています。久場公民館にも地

域文化財案内板を設置して、久場の拝所や文化

財の紹介ができ、観光振興及び文化教育が図ら

れると思います。久場公民館に地域文化財案内

板を設置する考えはないでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 ただいま御意見のございました宜野湾市の文

化財関係に関する一括交付金の事業を含めまし

て、本村でも一括交付金を活用した事業として

検討してまいりたいと思っております。また重

複にもなりますが、その基本として村の文化財、

全てを調査した上で、一括交付金事業として実

施したいと思っておりますので、この１件だけ

ではなくて、村内の重要性の高いものを全て含

んだ事業として実施していきたいと考えており

ます。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 私が言っているのは、

その文化財指定じゃなくても公民館のほうにこ

ういったマップが宜野湾市はあるんです。そこ

で拝所とかいろんなものがあるものだから、そ

こで公民館に標示板ができるんです。これは文

化財指定を受けてなくてもやっています。公民

館に拝所のとかいろんなものができますので、

それができないかということですので、宜野湾

市がやっていますので、中城村も一括交付金で

できると思います。これは文化財指定を受けな

くても案内板は設置できます。宜野湾市はこれ

を喜友名とか、それから我如古とか、いろんな

ところを整備してやっていますので、これを一

括交付金でやっていますので、そういったのも

参考にして中城村も取り入れたほうがいいと思

います。 

 それから近年、祭祀や行事などの信仰をめぐ

る個々の考え方、社会環境の変化、産業構造の

変化も時代の変遷とともに移り変わっておりま

す。そこで久場地区はみずからの地域の祭祀を

保全伝承し、後世に継承していく責任を担って

います。以上のことから各拝所に説明板を設置

して、それから歴史的貴重な祭祀、行事などが

埋もれ去ることがないように大切に保存してい

きます。一括交付金を活用して、こういった各

地域の文化財に説明板や、公民館には文化財案

内板を設置してください。そうすることによっ

て文化財の保護と継承につながると思います。 

 次、大枠２番に行きます。健康長寿の社会実

現に向けてです。①生活習慣病の対策として早

世の予防の取り組みは、沖縄県の生活習慣病に

よる死亡率が約５割を占めています。若い世代
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から介護になってくる人が多く、６割が脳卒中

です。脳卒中を引き起こす原因とされているの

が慢性閉塞肺疾患です。沖縄県は肺疾患の死亡

率が全国一という不名誉な結果となっています。

慢性閉塞肺疾患は何が原因で起こりますか。 

○議長 與那覇朝輝 健康保険課長 比嘉健治。 

○健康保険課長 比嘉健治 それではお答えし

ます。 

 慢性閉鎖性肺疾患とは長期の喫煙などによっ

て起こる肺の炎症の疾病で、やはり原因として

は喫煙、たばこが主な原因とされています。以

上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 今、健康保険課長から

答弁がありましたように、長期の喫煙などでも

たらされる肺の炎症、疾患です。肺気腫や慢性

気管支炎がこれに含まれます。肺の生活習慣病

と言われているたばこ１本の煙には約40種類の

発がん性物質が含まれます。１日３時間以上、

他人のたばこの煙を吸う場所にいる女性は子宮

頚部から発がん物質が検出され、がんのリスク

は３倍から４倍に増加することが報告されてい

ます。国立がん研究センターの研究発表では、

他人のたばこの煙を吸い込み、受動喫煙で肺が

んになるリスクは、評価は、従来のほぼ確実か

ら確実になったと公表されています。日本では

肺がんによる死亡のうち、男性が70％、女性は

20％で喫煙が原因とされています。厚生労働省

の専門会議でたばこ白書が出ています。たばこ

白書のポイントとして、どういった内容ですか。 

○議長 與那覇朝輝 健康保険課長 比嘉健治。 

○健康保険課長 比嘉健治 それではお答えし

ます。 

 たばこ白書のポイント内容ということであり

ましたが、現在、ちょっと把握しておりません

で、勉強不足ということもありますが、文書の

通知等をまた確認して報告していきたいと思い

ます。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 厚生労働省のたばこ白

書が新聞に出ていまして、他人のたばこの煙を

吸う受動喫煙は肺がんの危険性が確実に高まる

と。受動喫煙が原因の死者は年間１万5,000人、

日本の防止対策は世界最低レベルとなっていま

す。それから、この医療費などに係る損失は

4.3兆円と挙げられています。 

 次、全国的に糖尿病の患者数がふえています。

糖尿病は重症化すると目、神経、腎臓を傷める

原因となります。また心臓や脳などの欠陥を傷

つけ、生活の質を低下させる。脳血管疾患の原

因にもつながり、重い障害が残ることが多く、

寝たきりの原因や腎臓透析の原因になります。

腎臓透析は１人年間500万円から600万円かかり、

国保医療費を押し上げ、大きな経済負担となっ

ています。その対策はどのようなことを実施し

ていますか。 

○議長 與那覇朝輝 健康保険課長 比嘉健治。 

○健康保険課長 比嘉健治 人工透析の対策と

いうことで、本村においてはやはり、現在、生

活習慣病予防の中で実施しております。慢性の

腎臓病により腎臓の機能が低下することによっ

て透析が必要となると言われていますので、そ

の主な原因であります高血圧、糖尿病、脂質異

常などのやはり生活習慣病の予防が重要だと考

えていますので、その早期発見、早期治療を行

うためには特定健診をまず受診していただき、

その結果に基づく保健指導、それに取り組んで

います。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 沖縄県の働く世代の健

康は、生活習慣病から糖尿病を発症し、それが

原因で脳卒中や心筋梗塞などの病気になり、施

設で寝たきりの状態が10年から20年も続き、村

の医療費が伸びて社会保障費を増加させ、村の

財政を圧迫します。那覇市は早世の予防として、

働く世代の健康受診率、内臓肥満、肺がんの死
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亡率、喫煙率、アルコール性肺炎による死亡率

の統計を出して早世の予防に努めています。本

村は生活習慣病などのデータ分析は実施してい

ますか。 

○議長 與那覇朝輝 健康保険課長 比嘉健治。 

○健康保険課長 比嘉健治 それではお答えし

ます。 

 働き盛りの生活習慣病のデータ分析というこ

とですが、本村におきましても平成27年３月に

策定しました保険事業実施計画を策定します。

その中において分析はしておりますが、那覇市

のような少し細かな部分はないかと思いますが、

分析のほうを行っています。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 多分、那覇市のように

はできないと思います。これは職員が二、三名

いて初めてこういったデータがとれますので、

若い人たちが健康であることが中城村のすばら

しい未来が築かれると思います。早世の予防科

学的根拠を得るために、琉大との連携とかそう

いったのはとれないのかと思っていますので、

今後そういった方法があるか、検討なされてく

ださい。 

 次、②です。高齢者の健康づくりを図るには。

認知症対策について質問をします。認知症は10

年後は700万人になり、政府統計では65歳以上

の高齢者は５人に１人に当たるとされています。

中城村でも平成27年３月現在で702人と、約５

人に１人の割合で認知症になっています。高齢

者健康づくりとして公民館を活用して介護予防

事業とし、とよむ貯筋教室、それからちゃ～が

んじゅ～教室をやっています。平成27年度の事

業の効果はどうでしたか。それと同じようにふ

れあい事業を実施しての事業の効果はどうでし

たか。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 お答えします。 

 先ほどの答弁と重なりますが、介護予防体操

は週15回、吉の浦会館、各字公民館、老人福祉

センターで実施しています。特にちゃ～がん

じゅ～教室は週３回、津覇小区域、中小区域、

上地区ということで、送迎もしながら実施して

います。その効果として介護認定率が下がり、

健康な高齢者がふえています。それよりも高齢

者が外に出て、知人、友人と会話することが一

番の効果だと思います。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 こういった介護予防の

教室が終わったら、公民館を活用してサークル

とかをやっているところ、事業が終わってから

も継続しているところ、そういった地域はあり

ますか。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 お答えします。 

 介護予防体操は４カ月スクールで行っていま

す久場地区、伊集地区は続けて踊りとかそうい

うサークル活動をしていると聞いています。ま

た、北浜地区でも女性を中心に高齢者も集まり、

カラオケとかゆんたく会を実施しています。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 今、課長からお話があ

りましたように、久場はあけぼの会を組織して、

毎月第３水曜日に健康づくりを高齢者の方々が

やっています。公民館の活用方法をサークル化

してやれば、もっともっと認知症の対策とか、

また高齢者の健康づくりに役立つと思いますの

で、そこら辺はまた普及してやられてください。 

 それから先ほど公民館を活用して月12地区を

巡回指導して高齢者の健康づくり事業を実施し

ています。中城村の高齢者は毎年ふえ続けてい

ます。各地区の公民館を活用しての健康づくり

を図るには、認知症の専門的な知識を持った専

門職が必要だと思っております。そうすること

によって各地区の公民館が活性化し、高齢者の

健康づくりが図られ、医療費の削減になり、社

会保障費の抑制につながります。北中城村は認
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知症施策総合事業ということで、常勤１人、そ

れから非常勤２人を配置して認知症対策に取り

組んでいます。本村の認知症対策職員は何名い

ますか。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 お答えします。 

 認知症推進事務局を設置し、キャラバンメイ

トということで１名、認知症推進委員が研修を

受けて３名いますが、それぞれ兼務でやってい

ます。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 県のほうも認知症のほ

う、窓口に担当職員を置くようにというのがあ

りますので、そういったところで今後予想され

る認知症も、もう将来的には４名に１人になる

かもしれませんので、早くそういった対策を

やってください。 

 それから厚生労働省の資料からですが、介護

が必要になった原因として2010年の１位は脳血

管障害が21.5％、認知症が15.3％です。認知症

が年々増加しています。認知症の原因としてア

ルツハイマー病、神経細胞が死滅し脳全体が萎

縮する病気です。認知症はアルツハイマー病が

50％から60％を示します。しかし、軽度認知障

害は脳内ネットワークを活性化すれば回復につ

ながるとされています。つまり、学習、トレー

ニングをすれば認知症は予防されるといわれて

います。どういった運動が認知症の要望に効果

があるとされていますか。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 お答えします。 

 先ほどいろいろなメニューを答弁しましたが、

私の考えではノルディックウオーキングが一番

効果があるのかなと感じます。ウオーキングを

しながら下半身も鍛え、上半身も鍛えられると

いうことで効果があります。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 軽度の認知症障害の疑

いがある人は、イリノイ大学研究では、息がは

ずむ程度のウオーキングを１時間、週３回、１

年継続したら認知機能がよくなった。またカナ

ダでも通常の歩行よりも強いウオーキングなど

の運動を週３回以上している人は、認知症が原

因とされているアルツハイマー病のリスクが半

分になったとされています。それから飛騨高山

市ですが、健康づくりウォーキングとして、各

地域に健康づくりウォーキングコースを設定し

ています。ウオーキングは健康にどういった効

果があるとされていますか。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 ウオーキングは有酸素

運動に分類されると思います。その効果として、

体脂肪の燃焼、血液の循環がよくなります。そ

れで脳の血流もよくなり、認知症にも効果があ

ります。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 飛騨高山市では健康ウ

オークの効果をですね、生活習慣病の予防にな

ると。それからスタミナがアップする、老化を

防止する、ストレスを解消するとありますので、

そういうことでウオーキングをたくさんやられ

てください。 

 次、③です。環境を整備して健康なまちづく

りを図るについて質問をします。吉の浦総合ス

ポーツクラブ主催による第７回護佐丸ウォーキ

ングが11月17日に開催され、定員150名は10日

間で定員に達しました。今回は特別に来賓挨拶

で、文化庁の山下信一郎氏が挨拶をし、一緒に

ウオーキングをして中城湾の絶景を楽しんでく

れました。護佐丸ウォーキングの参加者から、

途中途中雑草や木が大きくて中城湾が見えない、

見えるようにしたら日ごろから歴史の道として

ウオーキングをする人がふえるので、雑草や木

を切ってほしいとの要望があります。一括交付

金の中に文化財及び文化財周辺環境美化整備事

業があります。参加者の要望を聞いて環境を整
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備できないでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 まずイベントに対し誤解を招かないために御

説明いたしますが、護佐丸ウォーキングは非常

に人気のあるイベントで、今回も開始から、早

い段階で締め切りいたしました。お断りした方

も何十名とおります。そのような状況もありま

すので、ウオーキングの実施前には都市建設課

の協力により、実施の影響範囲となる歴史の道

コース全長の草刈りを行ったことからも、ウ

オーキング実施中参加者からそのような意見は

事務局として聞いておりません。ウオーキング

終了後、多くの参加者からアンケートの回収を

いただきました。どれも賞賛と感謝の内容で、

とても好評を得ております。景観不良や雑草の

苦情などの意見はございませんでした。また文

化庁の山下信一郎氏からも、整備後の活用がす

ばらしく、文化振興のみならず健康増進と村の

特産物の島ニンジンの食事提供もありましたの

で、地域特産物の推奨と非常にすばらしいとお

褒めをいただいております。 

 景観につきましては、コースの随所でよい眺

望が望めたと思います。場所によっては視界を

遮る大木、雑木もあります。それは自然の参道

でございますので、また民地でございますので、

視界を遮る大木だからということで、邪魔だか

らということで切ることができない場所もある

ことを御理解していただきたいと思います。し

かし、議員御指摘のようにイベント時には手入

れをしておりますが、常時そのような状況では

ございません。その状況も踏まえ、一括交付金

活用による事業実施を都市建設課で検討してい

る状況でございます。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 これも私は住民から聞

いた、参加者から聞いた、そういった途中途中

木が生い茂っていますので、それを切ったら中

城村の海とか見えるよということで言われてい

ます。 

 それでは次、現在、老人福祉センターは沖縄

県で早目に建設され、ここで健康づくり教室な

どが開始され、高齢者の方々の健康づくりとな

りましたが、建設してから約50年余りがたち、

老朽化しています。現在、老人福祉センターの

施設はどんな状況でしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 お答えします。 

 老人福祉センターは来年40歳を迎えると思い

ます。現在の状況、ことしの夏、全面クーラー

を入れかえしまして、サークル活動、調理教室、

運動教室が快適にできるように整備いたしまし

た。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 40年経過ですか。担当

のほうから、事務所は雨が降ったら雨漏りし、

事務所は亀裂があって少し凹凸しています。10

年後の将来像として中城村民一人一人が自分に

合った幸福を感じ、生き生きと健康に暮らせる

まち、健康都市の実現を目指さなければなりま

せん。そのために（仮称）護佐丸健康センター

をつくり、ここから健康づくりの拠点として高

齢者の健康づくり、子育ての健康支援を図った

ほうがいいと思う。村民一人一人が健康に暮ら

せる社会を目指して、これからそういった基金

とかをやらないといけないと思います。すぐに

はできないと思いますので、そういった基本構

想とか基本計画、そういった基金を考えていま

すか。 

○議長 與那覇朝輝 福祉課長 仲松範三。 

○福祉課長 仲松範三 老人福祉センターの建

てかえになると思いますが、現在のところ予定

はありません。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 少しずつそういった基

金とかはやられたほうがいいと思いますので、
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今後の課題として考えていってください。 

 次、大枠３番です。人材育成を強化して中城

村の活性化を図るです。備品倉庫の修繕、ハー

ドルの購入、水銀灯の設置ですね。先ほど生涯

学習課長のほうからありましたけれども、備品

管理倉庫の修繕として119万1,000円がこれに組

まれています。いまだに直されていませんが、

なぜいまだに執行されていないのか、その理由

を説明してください。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 当初予算では現状復旧、今ある棟と同じ機能

を有する、同じものをということで計画してお

りました。吉の浦公園施設整備計画の策定を来

年度行うというところがございました。という

ところから、この方法でいいのか、お金のかか

らない方法はないかということで現在検討をし

ております。予算措置もされておりますし、も

ちろん使い勝手が悪い状況も把握しております

ので、年内には対応したいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 当初予算で護佐丸陸上

競技場の管理棟ドアの修繕費が組まれています。

119万1,000円組まれて、今ドアがもうあかない

状況になっているんです。子供たちは棒高跳び

のマットも出せなくて練習できない状況になっ

ているんです。当初予算で119万1,000円組まれ

ています。それで、なぜいまだに執行されてい

ないのか、その理由を説明してください。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 当初予算の119万1,000円につきましては、備

品倉庫のドアの修繕費ということで計上させて

いただいております。重複しますけれども、現

況復旧の予定で予算計上はしましたが、設置後

２年から３年では全体改修が入る、予定変更に

なり、当初の計画と内容が異なったために金額

を落とした修繕ができないかというところで検

討をしていった中で現在の予算執行ができてい

ない状況でございます。修繕がおくれてしまい

まして、使い勝手が悪い状況から利用者に御不

便をかけている状況に関しましては、申しわけ

ないと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 課長、すみませんが、

私は今、管理棟がもう閉まっていまして、そこ

には備品倉庫がありますよね。ここもあかない

状態というのはわかりますか。これはそのまま

放っておくんですか。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 予算執行の改善までは完全な形の復旧にはな

りませんけれども、御指摘のあったところを再

度、確認して、修繕までに対処できることがあ

れば対処いたいと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 それでは次に行きます。

陸上競技場は子供たちが陸上、小学生、大人の

皆さんが練習をしています。午後６時ごろには

暗くなります。生徒たちがけがをしますので水

銀灯の設置、駐車場も暗くて生徒たちが交通事

故に遭わないか心配です。体育館の１階のギャ

ラリーに水銀灯が30個ぐらいあると思います。

それを使用して陸上競技場と駐車場に水銀灯を

設置する考えはないでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 現在、修繕の予算も今年度初めに見込んでい

た内容以外の余力はございませんので、個別へ

の対応というのは現在困難かと思います。先ほ

ども申し上げましたが、次年度以降の吉の浦公

園施設整備計画の中で検討していきたいと考え

ております。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 こうした課題は施設整

備をすることによって、子供たちが伸び伸びと
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スポーツができます。そこで人が成長し、人が

育つんです。教育は導きだと思います。子供た

ちの可能性を信じて、施設を整備して個々の能

力を伸ばして、子供たちをトップの選手に導い

ていくんです。そうすることによって人材の強

化が図られ、地域の活性化が図られる。私は人

財育成なくして中城村の発展はないと思ってい

ますので、教育委員会もそういった制度をしっ

かりやってください。 

 次、②です。中城村の中学生、高校生、大学

生、2020年東京オリンピックに参加させる方法

について質問をします。私は中城村から初のオ

リンピック選手が出てほしいと、いつも夢を追

い続けています。それを達成するためにはどん

な方法があるのかを探しています。村長も教育

長も子供たちに夢の話をよくします。すばらし

いことだなと思っています。中城村初のオリン

ピック選手を育てるには、村長を初め、行政の

皆さんの力なくしてそれはできません。 

 教育長に伺います。オリンピック選手を育成

するには中学校の時期が大切です。中城村から

初のプロ野球選手、多和田真三郎さんも野球専

門の米須先生、仲程先生の指導のおかげでピッ

チャーとして活躍しました。先輩方は沖縄１位

になり、全国大会で３位の実績を残しました。

すばらしい指導者のもとですばらしい指導を受

けたことで、多和田さんはプロ野球選手になれ

たと思います。中城村からオリンピック選手を

育成するためには、中学校の先生方の役割は非

常に大きいものがあると思います。中城村から

オリンピック選手を育成するために、中学校に

どんな人事を考えていますか。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 お答えします。 

 私も議員と同感でありまして、先ほど生涯学

習課長からもありましたが、女子空手個人型で

優勝した與那覇綾子さんが東京大会では金メダ

ルを取るんじゃないかと、大きな期待を持って

おります。人事についてということですので、

それにお答えしますけれども、教職員の人事は

御存じのように、学校長が教員需給計画に基づ

いて行われます。教育長は学校長から校務分掌

や教科等の適材配置について要望や要請を伺い、

その内容を中頭教育事務所の人事担当者と面談

し、学校長の要望、要請を優先順位をつけて伝

えるのみであります。そのため、人事異動の権

限は中頭教育事務所にあるため、オリンピック

に関連した人事配置については、教育長として

は要望はできますが、人事の配置というのはで

きません。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 学校長と教育長と調整

をされて、すばらしい人材はたくさんいると思

います。先生方がですね。やっぱりオリンピッ

クに出るには、全国大会に行けるような中学校

にしないと、プロ野球もオリンピックの選手も

出ないと思いますので、そこら辺は学校長とも

相談されてください。 

 ことし５名の国体選手が出ました。こういっ

た国体選手が出るということは非常にすばらし

いことだなと思っています。陸上では西波照間 

匠さんが棒高跳びで、兼次祐希さんが5,000

メートル、山内梨愛さんが400メートルリレー、

バスケットでは稲嶺明莉さんがキャプテンとし

てチームをまとめて５位入賞できました。また

比嘉杏美乃さんが柔道で参加しました。三重県

は全国大会や国際大会で活躍できる選手を強化

していて、オリンピック選手を育成するために

トップアスリート応援基金を設立して選手強化

をしています。本村も全国大会で戦える子供た

ちを指定して、トップアスリート応援基金を設

立する考えはないでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 オリンピックや国体で戦えるトップアスリー

トの育成については、村単独では限界があるか
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と考えます。そのため、村単独の取り組みとい

うよりは、国のＪＯＣだったり、また県の沖縄

県体育協会、関係機関、団体とも連携を図りな

がら、村としての対応を検討したいと考えます。

基金設立につきましても、国、県においてはオ

リパラ選手輩出事業なども取り組んでおります。

支援方法についても検討したいと考えておりま

す。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 ５名の国体選手が出て

いますので、ぜひこういった子供たちを強化指

定してオリンピック選手に育てるような対策を

とられてください。 

 次、村長にお伺いします。沖縄県中学校駅伝

大会が11月19日にありました。女子の部で４位

という成績を残しております。来年度は沖縄１

位を目指して頑張っています。夏休みには全部

活動、約250名余りの生徒たちが地区陸上大会

に向けて陸上競技場や6,000メートル、1,200ウ

オーキングコースで練習を頑張っています。ウ

オーキングコースを全天候型にしたら、生徒た

ちの競技力の向上にも役立ちます。将来、中城

村から初のオリンピック選手の育成が図られる

と思います。そのほかにも子供からお年寄りの

方々の健康づくりにも役立ちます。新都心や県

総合の全天候型のウオーキングコースでは、た

くさんの人が健康づくりウオーキングを取り入

れています。全天候型にすることによって、高

齢者のひざや腰の負担も軽減され、平たんだか

ら転倒防止も図られます。たくさんのウオーキ

ングやジョギングをする人がふえて、医療費の

削減が図られ、社会保障費の抑制につながると

思います。そして、吉の浦公園に子供からお年

寄りが集まり、お互い同士挨拶を交わし、ゆい

の村、ゆいのまちになると思います。村長が目

指す住みたい村、住みたくなるまちにつながる

と思います。生徒たちにオリンピックの夢を、

子供からお年寄りには健康を。次年度、生涯学

習課長からありましたように、吉の浦公園整備

計画があります。その中に吉の浦公園のウオー

キングコースを全天候型にする、取り入れる考

えはないでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それではお答えいたします。 

 新垣貞則議員、議員当選以来、今の件は私も

耳にしておりますし、またお気持ちもよくわか

るつもりでございます。今お話がありました次

年度から行う吉の浦公園一帯の整備事業計画の

中にこれが取り入れられるかどうかも含めて、

しっかりと検討をさせていただきたいと思いま

すし、またオリンピック選手、もちろん沖縄か

ら個人でオリンピック選手になった、メダルを

取ったオリンピック選手はおりませんので、中

城村出身のオリンピック選手が個人でメダルで

も取れば、これは史上初になりますので、そう

いう大きな夢なども広がっていくような気がい

たします。そういう意味では、何ができるかは

今ここでは申せませんが、思いは同じでござい

ますし、またそれに向けてできるものを一つ一

つクリアしていければいいなと思っております

ので、一緒にひとつ御協力のほどもお願いした

いと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 新垣貞則議員。 

○６番 新垣貞則議員 最後に今、村長から話

がありましたように、西波照間 匠君は棒高跳

びで今回４メートル95センチを飛んでいます。

オリンピックに出るには５メートル60センチを

飛べば2020年の東京オリンピックに出れる。と

いうことは、あと約60センチ飛べばオリンピッ

クの代表選手に選ばれる。そのほかにもたくさ

んの子供たち、先ほどの空手の與那覇綾子さん

とか、たくさんの子供たちが、人材がいますの

で、今がチャンスです。東京オリンピックがあ

るからやらないといけないと思います。中城村

から初のオリンピック選手を育てるためには教

育の現場、それから現行政、地域全体でその機
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運を高めないと、地域全体の盛り上げが必要で

あります。夢のような話ですが、できないこと

を考えるのではなく、できる方法を探すのです。

中城村の子供たちは宇宙のように、無限の才能

を持っています。その無限の才能を開花させる

ためには、今できることをやればいいかと思っ

ています。それで中城村から初のオリンピック

選手を出す、山びこ、山びこ、山びこ、現実に

できるようになると思います。 

 今できる方法として、私の考えですが、トッ

プアスリートの応援基金を設立する。そして全

国大会や国際大会に出る選手を強化指定して、

大会参加費、強化合宿、遠征費などを支援して

いきます。村長と教育長は子供たちに夢を与え

る政策をやっています。中城村からオリンピッ

ク選手を出す。その夢を現実にするためには、

村長、教育長の力なくしてはできないと思いま

す。行政の力が必要ですので、私にできること

があればぜひ協力します。熱い志があれば必ず

できると思いますので、中城村から初のオリン

ピック選手が出るために、みんなで頑張ってい

きましょう。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 以上で、新垣貞則議員の

一般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１４時３７分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時４８分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 続きまして、仲眞功浩議員の一般質問を許し

ます。 

○９番 仲眞功浩議員 皆さん、こんにちは。

最後の質問者であります。皆さん、私も含めて

でありますが、長丁場で少々お疲れのところが

あるかもしれませんが、最後までしっかりと

やっていただきたいと思います。 

 それでは通告書に従い、一般質問を行います。

まず初めに、村が主催、共催、後援するイベン

ト等についてお伺いいたします。①中城村が

300万円以上の予算を計上して主催、共催、後

援する祭りやイベント等にはどのようなものが

あり、その目的、予算規模、開催頻度等はどの

ようになっているのかお伺いいたします。②村

がイベントやその関連事業の主催者となる場合、

村以外の者が実施するイベントや事業の共催、

後援となる場合にはどのような事務手続を経て

決定されるのか。また、共催や後援に関する事

務取扱要領等は制定されているのかお伺いしま

す。 

 大枠の２点目に、教育行政についてお伺いい

たします。①中城小学校及び津覇小学校には音

楽教科担当の職員が配置されておらず、学芸会

等の行事対応で支障を来していると聞いており

ますが、現状と今後の対応についてお伺いいた

します。②中城ジュニアオーケストラに所属す

る村出身の団員数が徐々に減少しているようで

ありますが、団員構成の現状と中城ジュニア

オーケストラの運営や活動の課題についてお伺

いいたします。③文部科学省が実施した公立小

中学校施設のトイレの状況調査の結果が公表さ

れましたが、本村の現状と改修計画等はどのよ

うになっているのかお伺いいたします。 

 大枠３点目に、新庁舎建設についてお伺いい

たします。①新庁舎建設については、現建設候

補地に対し多くの村民が津波対策等の面から懸

念をしておりますが、どのように対応するのか

お伺いします。②新庁舎建設候補地の用地取得

の交渉を始めているようでありますが、現状と

対応についてお伺いします。③新庁舎建設の予

算規模はどのようなものになっているのかお伺

いいたします。簡潔明瞭な答弁を期待します。

よろしくお願いします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 仲眞功浩議員の御質問にお

答えをいたします。 

 大枠１番につきましては企業立地・観光推進
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課。大枠２につきましては教育委員会。大枠３

につきましては総務課のほうでお答えをさせて

いただきます。 

 私のほうでは、本議会でも何度か答弁をさせ

ていただきましたが、新庁舎建設についてであ

ります。御承知のとおり、今プロポーザルで設

計業者も決まり、場所の選定も終わり、いよい

よスタートをしていく中で、やはり一番大事な

部分、議員の御質問にもあります津波対策、防

災関係も含めた形ですばらしいものが設計とし

てでき上がってくるものと期待をしております。

これからでございますが、できるだけ早く着工

にこぎつけることができるように、法規上のク

リアも含めて今後は取り組んでいきたいと思っ

ております。詳細につきましては、また担当課

のほうでお答えをさせていただきます。以上で

ございます。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 仲眞功浩議員の御質問、

大枠２の①については私から、②については生

涯学習課長、③については教育総務課長から答

えさせます。 

 ①について。今年度の中城小学校と津覇小学

校においては、専科は理科専科を配置しており

ます。両校に音楽専科が配置されていない理由

ですが、学校における職員の数は、教職員配置

基準に基づいて決定されています。そのため、

今年度の中城小学校と津覇小学校の学級数は両

校とも13学級となっており、専科を担当する人

数は１名のみとなります。そこで専科担当が１

名の場合、理科専科または音楽専科のどちらか

を配置するかは、学校運営上、校長の裁量で決

定されます。今後の対応策としましては、次年

度の人事異動において音楽指導ができる教諭を

優先的に配置してもらうよう、中頭教育事務所

へ要請しているところであります。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 では、

仲眞功浩議員の御質問にお答えしたいと思いま

す。 

 大枠１の①です。中城村が300万円以上の予

算を計上して主催、共催、後援する祭り、イベ

ント等についてですが、イベントについては各

課にまたがりますので、私のほうで取りまとめ

て答弁させていただきたいと思います。まず世

界遺産中城城跡プロジェクションマッピング事

業、予算規模1,450万円、開催頻度は毎年でご

ざいます。目的が、中城村における観光振興の

一環として、世界遺産中城城跡において光を音

楽を融合させた、プロジェクションマッピング

を行い、中城城跡の新たな魅力の創出と日没後

の観光メニューを提供することで集客力の増加

を目指します。また事業を実施することで、地

域活性化や地域経済への波及効果を図る目的と

しております。 

 次に世界遺産劇場、中城狂言、予算規模が

1,080万円、単年度でございます。目的が文化

芸術による地域活性化、地域文化の国際発信及

びインバウンドの増加を目指し、世界遺産中城

城跡において中城村歴史文化振興発信事業を実

施する。また、中城城跡を観光やイベントの拠

点として活用するため、世界遺産をステージと

した利用方法を構築し、中城城跡の新たな魅力

を発信していき、年間来場者数15万人を目指す。 

 ３番目に、中城村グスクの響事業、1,769万

円。毎年。目的は、世界遺産に登録されている

県内のグスクの所在地の伝統エイサーの集結、

披露、琉装ファッションショーのイベントを開

催し、世界遺産中城城跡と中城村の伝統芸能を

生かした観光振興を促進することで、中城城跡

への年間来場者数の増加を目指す。 

 ４番目、とよむ中城産業まつり、予算規模

500万円。開催年度、３年間隔。平成27年度に

行いました。目的は、中城村内で生産、製造、

または提供される全産業の製品を村内外にア
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ピールするとともに、販売量と市場の拡大を図

ることを目的に開催する。また製品の展示及び

即売に通じて、生産、加工、販売及び消費する

方々が交流や商談を行うことで、中城村の産業

の振興発展、さらには住民生活の向上に寄与す

ることはもちろんのこと、斬新な発想や消費者

の声を反映した新たな製品や産業の誕生を目指

します。 

 ５番目に、中城護佐丸まつり、予算規模

1,000万円。３年間隔。平成28年度に行われて

います。中城護佐丸まつりは村民全員参加によ

り、触れ合いを広め、連帯意識を高め、郷土愛

に満ち、生きがいあふれる活力ある郷土づくり

に努めるとともに、心豊かな暮らし、住みよい

村、とよむ中城づくりに寄与することを目的と

しております。 

 次に中城村文化まつり、予算規模が240万

5,000円です、それについては委員からの要望

もありまして掲載しているところです。開催頻

度については３年間隔の、平成26年度に行われ

ております。自然と風土、歴史と伝統に培われ

た郷土の文化及びその資料を広く村民に公開す

るとともに、意欲的な舞台発表を通して文化の

継承と創造発展に寄与し、村民の文化の向上を

図ることを目的に開催するという主なイベント

でございます。 

 次に②でございますが、村以外の者が実施す

るイベントや事業の共催、後援になる場合には

どのような事務手続を経て決定されるかという

ことですが、基本的には村から交付金を補助し

て、実行委員会が行う事業を行うものは村事業

として捉えて主催で行っております。それから

イベント業者から共催等の依頼を受けた場合に

は、そのイベントの事業の趣旨内容等を精査の

上で、その都度上司にお伺いを立てて判断して

いるところでございます。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 大枠２、②につい

てお答えいたします。 

 団員数63人のうち村の出身者30人となってお

ります。現状としまして、毎週土曜日、午後２

時から５時までの間、中城小学校の多目的教室

を使用しまして、父母会が中心の指導により練

習を行っております。活動費につきましては、

村からの育成補助金10万円と、団員１人当たり

月1,000円の年間１万2,000円の団員費を徴収し

て活動資金としております。運営としまして、

楽器も結構そろっていて、運営も父母会を中心

にまとまっていらっしゃって、練習会場も確保

されているという点からは、ほかのジュニア

オーケストラと比べても非常によい環境で、運

営状況もいいのではないかというところで伺っ

ております。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それでは大枠２、

③についてお答えいたします。 

 本村の現状は、小中学校のトイレの便器の数

は237基ございます。設置状況としまして、洋

式便器が121基、和式便器が116基ございます。

率にしますと洋式トイレが51.1％、和式トイレ

が48.9％となっております。次に改修計画でご

ざいますが、洋式便器の目標設置率を80％とい

たしますと、70基の便器の改修が必要になりま

す。70基を改修しますと高額な費用になるため、

単年度での改修は難しいと思われます。財政と

協議し、計画的に改修できるように検討してま

いりたいと思っております。以上であります。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 大枠３について、新庁舎建設についてなんで

すが、①から③まで、先ほど村長からも答弁が

ございました。それからまた新庁舎建設につい

ては２名の議員から質問もございましたので答

弁が重複しますけれども、御了承をお願いいた

します。まず①について。平成23年の東日本大

震災において津波被害の恐怖を目の当たりにし、
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全国的に津波に備えるという意識が大変高まり

ました。本年も熊本県であのような大地震が起

き、いつ起こるかわからない災害への備えは大

変重要であると認識してございます。御承知の

とおり、本村の地形は大地と斜面地、平地と特

徴的な地形でございますが、新庁舎については

災害時の拠点となることから、できる限り安全

な場所に建設することは大変重要なことでござ

います。土砂、津波、両方のリスクが想定され

る地域でありますので、さまざまな観点から最

もリスクの低い場所を決定させていただきまし

た。津波対策については最大水深高が１メート

ル未満であり、設計において村道吉の浦線の高

さに合わせて造成することで浸水や津波被害を

軽減し、それから地震、津波などさまざまな災

害を想定しながら、どのような設計、工法がよ

り安全かを検討しながら進めていきたいと考え

ております。 

 それから②について。新庁舎建設については

現在、地権者の皆様に庁舎建設の計画地として

の説明をさせていただき、お願いしてまいりま

した。幸いにも地権者の皆様、６名全員に事業

同意を承諾していただいたところでございます。

11月30日には有限会社エン設計、それと米須建

設設計事務所のＪＶ（共同企業体）と設計業務

委託を行ってございます。 

 ③について。庁舎の予算規模についてでござ

いますが、現在、現段階では新庁舎建設基本計

画でしか申し上げられませんが、概算で18億円

になっております。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 それでは、改めて細か

い説明をさせていただきたいと思います。 

 先ほど総務課長からもお話がありましたが、

最後になりますと、どうしても前の議員の方の

質問と重複するところが出てきますので、私の

ほうでもこれはなるべく視点を変えて、確認の

意味も込めて再質問という形でさせていただき

ますので、その辺はよろしくお願いしたいと思

います。 

 それではまずイベントと祭りについてお伺い

しますけれども、今、毎年多額の予算をつぎ込

んで行われているのが、中城城跡の入場者を

アップするためのイベントであり、これは本当

に地域活性化につながっているのかというのを

私は非常に懸念をしております。入場者数15万

人達成、これが数値目標として大きく前面に出

て、本当に地域活性化に結びつくような事業展

開はなされていないというような気がしてなり

ません。このイベントを通して、具体的にどの

ような地域活性化を狙っているのかお伺いした

いと思います。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 では、

お答えいたします。 

 イベントにおける地域活性化にどのようなも

のがあるかということでございますが、やはり

出演する方々の人材育成であったり、それから

地域の出店者の購買、販売意欲であったり、そ

れから村民が集って地域の特産品で販売してい

るものを知るということも、やはり地域活性化

につながっているものだと認識をしております。

さらにはイベントを通して子供たちに出演して

もらって、それがまた将来の人材育成につなが

ると。希望も持っているところであります。今

まで中城城跡の入場者数も2000年の年には約６

万8,000人の状況です。それから見ますと、観

光を誘致するということであれば、全国的に視

野を持たなければならない。イベントがなけれ

ば、今までどおりの中城城跡の知名度であった

と感じております。今回このような、例えばプ

ロジェクションマッピングをやったおかげでほ

かのプロダクションからも、ぜひここでイベン

トを、コンサートをさせてくれという相談もき

ています。それがまさしく地域に呼び込んだ地
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域の活性化であり、経済効果だと思っておりま

す。今回御質問のように、目には見えない経済

効果ではありますが、どうか今、中城城跡を世

界に売り込んでいく、知名度を向上させる。そ

して中城村に中城城跡があるという村民に誇り

を持たせるための基盤づくり、種まきだという

御理解をいただきたいと思います。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 今、知名度アップ、と

にかく知ってもらうと。そういうのが主な段階

だというのはわかりますが、確かにそうだと思

うんです。だけど、それと並行してその受け皿

をどのようにつくっていくかというのが、実は

大事な問題だろうと思っています。今の状況で

すと、イベントを打ってお客さんを集めて、お

客さんは終わったら「はい、終わりました。楽

しかった。すばらしかった」、それでバスに

乗って帰って、「はい、終わり」と。次のイベ

ントでもまた同じようにたくさん集まっていた

だいて、喜んでもらって帰ってもらったという

ことで、後に残っているのは何かというような

ことでありますけれども、そこにあるのはただ

入場者数が今のところそこでふえて、あるいは

その入場者数が１人当たり400円ですか。その

売上料がふえるというような、そういう単純な

構造になってしまっているわけです。残念なこ

とに、今までそこに周辺に一つのお土産店とし

てありましたきなこやさん、これも見切りをつ

けて撤退してしまったと。そういう状況を考え

ますと、やはりただこのお客さんを集めて入場

者数をふやすと。そういうことはもう、それは

それで大変重要なことなんですが、その後の受

け皿として、そこにどういう経済効果をもたら

すかと。そういうことを考える時期にきている

のではないかと思うんです。今15万人というの

は、そうですね、今、沖縄には700万人の観光

客が来ているという話です。その２％でも中城

村に立ち寄ってもらえれば、14万人です。それ

が来るということになります。たった２％です

よ。 

 そういうような状況も考えると、一番の大き

な問題は、中城村がまだ観光業者、観光者の皆

さんじゃなくて、多分、大きい原因は観光業者

の皆さんにとってまだ魅力がないと。そういう

状況であって、中城村のほうに業者から送り込

めていないという状況だと思うんです。このよ

うな状況をどう打開していくかというのが一番

大きな問題だと思うんです。それで考えますと、

700万人という観光客を考えますと、ほんの少

しだけ何パーセントか寄っていただければ、５

万人、10万人とふえちゃうわけです。これをい

かにしてやるかと。そういうことも並行して考

えないと、イベント依存の活性化というのは非

常に難しいものがあると思います。この辺は

重々考えてやっていただきたいと思うんですが、

なぜ中城村に観光業者からそのコースに入れて

もらえないか。そういうことをチェック、ある

いは聞いたことはございませんでしょうか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

します。 

 まず観光業者の、なぜコースに入っていない

かということは、これまで観光事業として中城

城跡に取り組んでいなかったという知名度の低

さがありまして、まだ旅行会社としても魅力度

がわからないということがあります。もう１点

目には、時間的なコース設定、中城城跡は点で

あり線がないということもありまして、いかに

素通りしているかという多さが出てきておりま

す。そのようなことも考えまして、まず知名度

をアップしなければならないと。御指摘のとお

りですが、いかに観光客を導くか、私たちも今

悩んでいるところでございます。皆さん、村民

の知恵もお聞きしながら、できるだけ導ける、

また素通りを避ける、それからそこに落とす経
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済効果も図りながらというのが一番理想と考え

ております。一つ一つ、一生懸命頑張っており

ますので、まずはこの３年間、知名度アップの

事業を展開してきました。それから特産品づく

りも手がけてきました。今年度からはまたそう

いう御指摘のとおり、もう少し課題を見つめ直

して、またさらに観光推進を図っていければと

思っています。以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 最近の新聞だったんで

すけれども、中城村の吉の浦会館でゆがふ塾の

発表会があったと。それが中城村の観光振興と

かそういうものについての発表だったらしいん

ですけれども、これをごらんになられたかどう

かお伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 参加し

ております。ただ、時間的に次の会議がありま

したので、４時ごろ退席しております。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 私も新聞で初めて知っ

たんですが、この中で中城城跡を生かすすばら

しい発表があったと聞いております。このよう

なことを参考にしながら、あまりくどくど申し

ませんけれども、イベント依存というのを、た

だ単に入場者数はふえるかもしれませんが、や

はりその受け皿づくりというのがもっとも大事

なことであって、それを本当にこういう提案と

か、真剣に考慮して考えて検討して、次の段階

へと進めていただきたいと思います。この辺は

しっかり対応していただきたいと思います。 

 それから次に移りますけれども、最近、中城

村がチケット販売等の営業活動を伴うイベント

の主催者、後援者になるケースが多くなってお

りますが、主催者、共催者ともなれば相応の責

任が発生すると考えております。したがって、

おいそれとそれを引き受けるわけにはいきませ

ん。しっかりした基準、企画で当該事業の適否

を定め、適切な事務処理等を経て決定する必要

があると思うが、どのように考えますか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

します。 

 イベントの主催、共催、後援の範囲ですが、

村としては何らかの村とかかわりのあるものに

ついての共催をしているわけでありまして、単

なる企業から共催してくれということで共催し

ているものではないということを御理解いただ

きたいと思います。ことし、イベントが多くて、

いろんな世界遺産劇場等に共催をしております

が、その事業については沖縄県戦略的課題解決

型観光商品等支援事業の一括交付金を活用した

事業で、企業と一緒にアイデアを出してコンペ

事業に応募して取り組んでいる事業ということ

であります。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 実は2001年７月に、兵

庫県明石市で発生した明石市花火大会歩道橋事

故というのがありましたけれども、課長はこの

ことを記憶しておりますか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 はい、

覚えております。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 その件に関してマスコ

ミ報道では、兵庫県警察の警備体制の不備、そ

れから事故対応の問題ということで報道されま

したけれども、結局は９遺族が明石市、それか

ら兵庫県警、それからニシカン、これは警備会

社ですね。そこを相手に民事訴訟を起こしまし

た。そして、結果的に2005年にこの神戸地裁は

この３者に対して、明石市、それから県警、警

備会社に対して５億6,800万円の賠償を命じま
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した。これはどうして明石市がそのようなこと

になったと思われますか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

します。 

 詳細についてはちょっと存じておりません。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 これは不備はあっても、

やはり主催は明石市なんです。そういうことも

ありまして、やはりそういうものに対しては必

ず主催者である、特にこの自治体については責

任が問われます。その辺も踏まえて、やはりそ

ういうものを決定するに当たっては、ちゃんと

した事務取扱手続要領、これが必要だと思いま

すけれども、どのようにお考えですか。 

○議長 與那覇朝輝 企業立地・観光推進課長 

屋良朝次。 

○企業立地・観光推進課長 屋良朝次 お答え

します。 

 御指摘のとおりの責任は法律上あるかもしれ

ませんが、イベントを実施するに当たっては安

全対策もしっかりし、事業計画に基づいて行う

必要があります。そのような主催、後援等のも

のについては今までと同様、上司にお伺いを立

てて、その都度ケース・バイ・ケースで行きた

いと思っています。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 課長はそのような事務

手続要領というのは必要ないと、そういう結論

でございますか。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 今の話などは、主催する部分については村が

当然全ての責任を負うということでやっていく

わけですから、私が最終的にこれは主催で、あ

るいは共催でという判断をしながら、もちろん

担当課も含めた、これはいろんな多岐にわたっ

てのイベントなどがあるものですから、全てが

しゃくし定規に行くようなものではないと思っ

ております。ですから、最終的にこの内容も

しっかりと把握しながら説明も聞いて、それで

最終決断を下すべきものだと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 あくまでもこれは最終

的に村長が判断するから、それでやっていくと。

今まで他市町村では、後援とかそういうものに

関する事務取扱要綱というのはきっちりと定め

られてやっておられるんです。中城においては

そういう手続要綱とか、そういうものを定める

意思はないということでよろしいですか。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 仲眞議員、他市町村がどうとかというのは定

かではないなと思います。私どもがただやって

いないというだけのことではなくて、どこに価

値観を置いているかということがまず第一で、

しっかり責任を負って、村長、そして担当も含

めてこの事業に対してやっていこう。そのため

にはどういう、例えば保険のこともあるでしょ

う。いろんなその事業に対する思い入れもある

でしょう。いろんなものを含めながら検討をし

ていく。書類が回ってきてポンポンポンと決済

するようなものよりは、しっかりと話し合いを

持って結論を出すのがいいと私は思っておりま

す。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 それは、もう村長がそ

ういうお考えだから。私がどうのこうの言う問

題じゃない。ただ、他市町村ではしっかりとし

た基準を持って後援になる、あるいは主催にな

ると、そういうのを定めてこれに遵守した取り

扱い規定を設けて手続を経て、最後には村長、

あるいは市町村長が決するということでありま

す。それが中城村は必要ないということであれ

ば、もうしょうがないですがこれ以上は何も言
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うことはありません。 

 次に移ります。専科についてお伺いしますけ

れども、今、中城小学校、津覇小学校において

は18学級に満たないから２人の専科の担当を配

置できないと、そういう状況でよろしいですか。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 そのようであります。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 今現在、両小学校にお

いて学級数は13ですか。この13学級が２人配置

の基準である18学級に行く予測といいますか、

見込みというのはあるのかどうか。あるとした

ら、いつごろ２人の専科配置の基準学級まで

持って行けるのか、その辺の見通しをお願いし

ます。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 将来的な中城小学校、津覇小学校の学級数で

ありますけれども、現状か、それより下がる見

込みであります。平成34年までは今検討してお

ります。以上であります。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 今のお話しからします

と、これはもう将来的にしばらくそういう状況

は避けられないと、そういうことであります。

見込みとしては。ということは、これはもう対

処療法では当分できないと。そういう話になっ

てくると思うんです。そうなりますと、これは

今までの兼任というんですか、これはそういう

先生方を配置してもらって、これが配置できる

かどうかもよくわからないという状況ですが、

このままの状況を続けていくと、これは非常に

教育上大きい問題があるんじゃないかなと。長

年にわたってそういう状況は避けられないとい

う状況がはっきりしていると思いますけれども、

教育長、これに対してはどのような対策が必要

だと思いますか。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 お答えします。 

 先ほどの答弁でお答えしましたが、音楽指導

のできる教諭の配置というのを教育事務所に強

く要望をしております。特に中城小学校と津覇

小学校に要請をしておりまして、学級担任をし

ながら音楽の指導もできるという要望をやって

おります。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 これができるかどうか

というのは、そのときにならないとわからない

わけです。大変厳しいと思います。これではど

う対応したらいいかと申しますと、例えば非常

勤講師とか、そういうものを村費でやっていた

だくと、採用してもらうと。非常勤講師とか、

あるいは臨時教員とか。そういうことも可能か

どうか。お伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 お答えします。 

 今すぐ答えを出すということはちょっと厳し

いですので、財政と相談をしながら、そういう

人事的な教諭ができるかどうかを検討していき

たいと思っています。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 もう１回お聞きします。

村費で予算計上ができれば、この臨時教員、あ

るいは非常勤講師、その辺の対応で解決できる

問題ですかというのをお伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 教育長 呉屋之雄。 

○教育長 呉屋之雄 可能性はあると思います

が、人事権は中頭教育事務所にありますので、

そこの人事担当とも相談の上、オーケーであれ

ばそのような措置もできると思います。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 要するに、村費を使え

ば解決できるような問題の可能性が大きい問題

ですね。そんなに大きい予算額にはならないと

思うんですけれども、村長としてはこういう状
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況というのはぜひ避けていただきたいんですけ

れども、中城小学校、津覇小学校だけ専科の担

任がいないと。非常にふびんな状況なんです。

両方を面倒見てもらえる先生、村費を出してい

ただければ採用すればできるということであり

ますので、その辺は本当に真剣に考えていただ

きたいと思います。 

 それから次にお伺いしますが、先ほどジュニ

アオーケストラの団員の問題がありましたが、

中城村出身は30名と答弁がありました。その内

訳をお願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 小学生が４名、中学生が９名、高校生が17名

の計30名となっております。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 これですね、本当に厳

しい状況じゃないかと思います。小学生は４名

です。それから中学生が９名、高校生が17名。

さて、この高校生が卒業していったらどうなる

んだろうと。私はその辺の存続さえ危惧するわ

けでありますが、この現状に対して教育長はど

のような対策が必要だと思いますか。 

○議長 與那覇朝輝 生涯学習課長 金城 勉。 

○生涯学習課長 金城 勉 お答えいたします。 

 まずジュニアオーケストラの団員の目標とし

まして70名程度という目標を持っておりますの

で、現在の63名からしますと目標に近い数字で、

団としての支障はない状況でございます。ただ

いま御指摘の中城村の小学生が４名のお話をさ

れておりましたが、現在、南小学校におきまし

ては吹奏楽部がございます。趣旨目的も同じく、

音楽を通して青少年の健全育成につながってい

るというところで、そこを取り込む活動という

のは必要かと考えております。もう一つ、現在、

県内のジュニアオーケストラにおける現状なん

ですけれども、県内各地で立ち上げはしており

ますが、読谷、佐敷、那覇などはどんどん消滅

していっている厳しい現状がございます。それ

からしますと、県内で一番歴史のある子供たち

が楽しく音楽に親しみ、音楽を通して健全育成

につながっている、非常にすばらしい受け皿と

しての役割も持っていると思っております。そ

の組織の持つ魅力、役割を県内全体に間口を広

げているというのは、逆にすばらしいことだと

思っております。その辺も含めて理解していた

だきながら、村内の構成員をふやす努力を、し

てまいりたいと思っております。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 まさにそのとおりです。

そういう中にもあって、やはり小学校において

音楽の専科の必要性は感じませんでしょうか。

なんとしてもこの誇りある、伝統ある中城ジュ

ニアオーケストラを、そこに中城村の子供たち

が１人でも多く入れる環境をつくると。そうい

う意味でも、村長、これは村費を少し投入して

でも、大体300万円とか400万円ぐらいじゃない

ですか。それぐらいだと思いますので、そして

このジュニアオーケストラを育てる意味からも、

やはり両小学校に専科の、まあ掛け持ちでいい

です。掛け持ちできるような臨時、あるいは専

科の先生を配置していただきたい。これを強く

私は要望したいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 次です。トイレのほうに移っていきますけれ

ども、中城村の現状としては51.8％が洋式だと

いうことで、教育委員会としては最終的に80％

まで上げていきたいという計画でございますか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 それではお答えい

たします。 

 教育委員会では80％を目標に洋式に改修して

いきたいと思います。これを全部洋式に変えま

すと、日本の文化は和式でありますので、そう

いったのも残していきたいと考えております。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 
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○９番 仲眞功浩議員 課長、私はこれは大変

すばらしい計画だと思っています。ただ、金の

かかることでありますので、やはりしっかりし

た年次計画を立てて、ぜひその方向に持って

いっていただきたいと思います。 

 その前に、今、学校の現状というものを、中

城小学校の例になりますけれども、少し御紹介

したいと思います。中城小学校の現場、状況、

実態等を申しますと、一つの例として職員トイ

レ、男女とも。これは和式だけだと聞いており

ますけれども、これは教育委員会としてはそれ

を確認してございますか。 

○議長 與那覇朝輝 教育総務課長 名幸 孝。 

○教育総務課長 名幸 孝 今、手元にどこに

和式があるのかという、資料としては準備して

おりませんが、資料はございます。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 職員トイレは和式しか

ないそうです。それでどういうことが起こって

いるかと申しますと、お客さんが来たときは

しょうがないから保健室ですか、そこに案内し

て用を済ませてもらっていると、そういう状況

らしいです。こういう、本当に厳しい状況が起

こっているのが実態でございます。これは大変

厳しい状況じゃないかと思います。校長として

も恥ずかしながらという話をしていましたが、

特にまた女性職員にとっては大変厳しいものが

ある。特に妊娠中の職員がおられましたら、本

当にこれは厳しい状況にあって、今のところ保

健室、あるいは保養室ですか、そこに行って用

を済ますという現状のようでありますので、や

はり真剣な、厳しい状況にあるということを理

解してもらって、優先順位をつけてどこからや

るべきかというのは、本当にしっかりした計画

で対応していただきたいと思います。現状とし

てはそうなんです。そこではちょっとできない

から保健室とか、そこに案内していると。実態

はそういう実態らしいです。それから小学校６

年生の教室の階のところではトイレが壊れて、

もう閉鎖されておりました。洋式トイレは。和

式だけになっている。その辺の実態調査をして、

ぜひ対応をお願いしたいと思います。よろしく

お願いします。 

 それから次の新庁舎の関係に移って行きます

けれども、先ほどの説明会、９月でしたか、新

庁舎についての説明会を持たれたんですけれど

も、このときに一番大きい問題、質問、疑問が

投げかけられたのは、津波対策の件でした。浸

水域じゃないのかと。そういうことが一番大き

な問題で、ほとんどの方がそう言っておりまし

た。中城村においての浸水域というのはどれぐ

らいですか、９メートルぐらいですか。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１５時４５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１５時４６分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 浸水域と、先ほどは水深高という説明で１

メートル以内だと説明をしましたけれども、浸

水域は８メートルだと認識しています。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 浸水域は８メートルと

いうことに対して、この新庁舎建設の候補地に

挙がっている場所は、ほとんどそれに近い状況、

ほとんど一緒じゃなかったかと思いますが、そ

れはどの程度の海抜レベルになっているんです

か。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 今、建設を予定している場所については、一

部の浸水域が１メートルで、そのほかはもう外

れていますので、吉の浦線に使づけば10メート

ルに近いということでございます。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 
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○９番 仲眞功浩議員 ほとんどがこの８メー

トルですか、それ以上だと。そういう理解でよ

ろしいですか。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 先ほど言いましたように、一部は１メートル

の水深高が入っていますが、そのほかについて

は、要は吉の浦線沿いは８メートル以上あると

いうことです。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１５時４８分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１５時４９分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 大変失礼しました。海

抜がありまして、海抜は国道沿いが大体10メー

トルぐらいだと思っています。今のところは海

抜８メートルです。訂正しますけれども、浸水

域は１メートル未満です。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 ちょっと休憩をお願い

します。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１５時５０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１５時５１分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 わかりました。そうい

うことで説明会のときに皆さんが心配していた

のは、浸水域ということで全員があの辺を見て、

余りにも近過ぎると。なぜ国道より上にできな

いかという話です。そういうことになりますと、

これはちゃんと村民の心配、この前出ていたあ

れはクリアできると、そういうお話ですか。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 先ほどの答弁と重複しますけれども、設計等

のかさ上げ等による１メートル以上の設計、か

さ上げ等によってクリアできると理解していま

す。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 じゃあ、結論から申し

ますと、かさ上げ等、そういうことを一部か全

部かわかりませんが、その処理をすれば浸水域

とかそういう問題はクリアできるということで

す。理解としては。ただ、村民はどれぐらいの

浸水域からの安全といいますか、その辺を求め

ているかというのは、これはもう皆さんがちゃ

んと示して説得してもらう以外にはないと思う

んですが、この件に関しては先ほどとちょっと

重複しますけれども、説明会とかそういうもの

はいつごろ予定しておりますか。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 今、設計の段階で前の答弁にもありましたけ

れども、まず３回の説明会を今予定しています。

その中でアンケート調査なり、意向調査なり、

それをやりながら説明していくということにな

ります。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 これはぜひ実施してい

ただきたいと思います。我々もまだちょっと不

明瞭なところ、私の理解不足もあったとは思う

んですけれども、そういう状況で、村民の皆さ

んもそういうのが本当にクリアできていないと

ころがあるわけです。それであのようなたくさ

んの心配事が寄せられたわけです。その辺は

しっかりと説明をして、これはやはり村民のコ

ンセンサスを得られないと、これから50年も続

く庁舎の建設ですから、本当に村民の総意を得

られて着工ができて完成させていただきたいと

思いますので、丁寧な説明会をぜひ実施してい

ただきたいと思います。その合意を得て、すば

らしい庁舎建設に臨んでいただきたいと思い
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ます。 

 それから次の用地取得の問題についてちょっ

と指摘があるんですけれども、この用地の取得

に関しては賃借、あるいは買い取りというのが

あると思うんですけれども、この辺の状況はど

うなっているのかお伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 大城議員のときだった

と思うんですが、御説明を申しましたけれども、

９筆の６地権者がございまして、その中の２筆、

２地権者については借地、それから残りは買い

取りということになります。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 済みません、先ほど当

初で申し上げたことに重複することがあると思

うんですけれども、確認の意味も込めて質問を

しますので、この辺はよろしくお願いしたいと

思います。 

 それでこの賃借の部分に対して、ただ賃借料

としては年間どれくらい、現在のベースでよろ

しいと思うんですが、どれくらいかかるのかお

願いします。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えいたします。 

 今、村は坪2,000円で全筆契約をしてござい

ます。それからすると885坪という形になりま

すので、177万円の年間の賃借料が発生します。

以上です。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 それに基づいて新庁舎

の耐用年数を50年と考えますと、大体どんなも

のですか。8,000万円か9,000万円ぐらいの金額

になるのかな。それぐらいになるかと思います。

そうすると単純に考えますと、大体50年この賃

借料を払うとしますと、今のベースで考えます

と、大体買い取り価格とほとんど同じような金

額になるかと思います。そうなりますと、この

50年後を考えますと、今現在の買い取り価格と

同じような金額を払って借地、賃借料ですね。

50年もたったら、この財産は残っていないとい

う状況が起こりますよね。賃借でやりますとね。

これは大変不合理じゃないかと思うんです。今

後もこういうことがありますと、これは後々大

変悪い前例になるんじゃないかと思います。そ

ういう意味で、この賃借、借地というものじゃ

なくて、買い取りでぜひやっていただきたいと

思うんですけれども、これはどうしても買い取

りにはいけそうにない物件なんですか。この辺

をちょっとお伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 買い取りと賃借、個人的意見を言わせていた

だきましたら、買い取りでありがとうございま

すという話でございます。ここは建物がもう永

年にわたって建てられる、建ってしまう土地で

ございますので、我々は利息も出ないものを、

結局買い取りであれば当然これは利息が発生す

るわけでございますから、利息が出ないものを

単純に計算、今もし仲眞議員がおっしゃる金額

であれば毎月毎月元金だけを払っていって、30

年、40年、50年と。そして、確かにその後は私

どもの取得ではありませんけれども、しかし、

使用期間で考えた場合には、これは大きなメ

リットにあると思いますし、初期投資をしない

ということになりますと、これも大きなことに

なると思います。これは考え方の違いで、どこ

が当たっている、間違っているということでは

ないと思うんですけれども、ただ、議員がおっ

しゃるように買い取りができれば、それにこし

たことはないかもしれませんが、賃借というこ

とが間違った方向性ではないということが言い

たくて、今答弁をさせていただきました。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 私もどっちがいいとは

断言できませんが、ただ、この賃借となると非

常に大きなリスクが伴うということでいろいろ
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と心配しております。これは相続に絡む問題で

す。どうしてもこれは長期になりますけれども、

途中で相続の問題が発生してくるだろうと思い

ます。その場合において、いろいろあって、ぜ

ひとも買い取りでやってくれと。途中からです

ね。そういうケースも発生することが予想され

るわけです。そのときにどうなんだろうという

のが一つの大きな問題です。例えば、もう買い

取りを終わられたときは、もう既にそのときは

土地の上に建物も建って、この土地の価格とい

うのは相当上がっているはずなんです。農地

だったのが宅地とかになります。そういうもと

において買い取りをおられた場合に、土地です

よ、大変大きな、我々としては損失を迫られて

くる。そういうのもある。そういう例が全くな

いわけじゃないんです。相続問題がこじれて、

一方が慌てて買い取りを迫られたと、おられた

と。そういうケースを聞いたことがあります。

そういうリスクというものをどのように考える

かお伺いします。 

○議長 與那覇朝輝 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 正直な話、リスクよりも私の経験上を言わせ

ていただきますと、底地、建物が建っている底

地の買い取りというのは、相場の半分から３分

の１ぐらいになります。ですから、通常の場合

でしたら、これは市場の常識の話で、我々自治

体には当てはまらないかもしれませんけれども、

しかし、今議員が懸念するようなことはほとん

ど起こらないものだと思ってはおります。私自

身はですね。逆に買い取りになったときには、

底地の金額ですから、これは世間一般常識的に

は金額は半分から３分の１程度。そして、例え

ばお互いの条件が合わないということであれば、

この買い取りの義務もありませんので、大変奥

歯に物が挟まった答弁で申しわけないんですが、

相手のあることなものですから、今確認をさせ

ていただきましたけれども、今わかっている段

階では、将来的にさほどのリスクは負わないだ

ろうというのは社会通念上、私の経験も含めて

そうなると思っております。 

○議長 與那覇朝輝 一般質問続行中ですけれ

ども、定刻の４時を回っておりますので、終了

まで延長したいと思いますので、御了解をお願

いいたします。 

 それでは、仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 この道ベテランの村長

がおっしゃることなので、そんなに心配はない

かということもありますけれども、ただ、本当

に私は心配は心配です。これは今どういうこと、

どんなことが起こるか全く予測できないですよ

ね。この相続の問題というのは。特に外人さん、

嫁さん、あるいはお婿さんが外人さんが絡んで

くる問題となると大変厳しいものになる。容赦

しないと。あるいは、あまりにも不誠実なブ

ローカーとかが絡んでくると、凶悪的にそうい

うこともおられると、迫られると、そういうこ

ともあります。この辺、私はそういうことで

ちょっと心配なところがあるんですが、そうい

うことも含めて、本当にこれは買い取りででき

ないのか。そういうことを担当者はしっかりと

何回も足を運んでやっていただきたいと思うん

ですが、この辺についてはどうでしょうか。課

長。 

○議長 與那覇朝輝 総務課長 新垣親裕。 

○総務課長 新垣親裕 お答えします。 

 買い取りについては、まだ契約まで時間もあ

りますので、また努力してまいりたいと思って

おります。以上です。 

○議長 與那覇朝輝 仲眞功浩議員。 

○９番 仲眞功浩議員 これは一つの前例とし

て、買い取りじゃなくて、これから村に対して

は賃借でいったほうが得だといろいろ判断がで

きて、あまり売るのが、買い取りに応じなく

なってくる懸念も一応私は持っておりますが、

その辺についても心配しているわけです。どう
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せ新庁舎をつくるんだったら全額買い取って、

その敷地を村の財産として残せるような道とい

うのも、本当に精いっぱい頑張っていただきた

いと思います。 

 これをもちまして一般質問を終わります。 

○議長 與那覇朝輝 以上で、仲眞功浩議員の

一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

  散 会（１６時０６分） 
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意見書第16号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交代制労働の改善を求める意見書 

意見書第17号 「介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善の実現」を求める意見書 

意見書第18号 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書 

意見書第19号 米軍新型輸送機オスプレイ墜落に対する意見書 

決議第６号 米軍新型輸送機オスプレイ墜落に対する抗議決議 
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○議長 與那覇朝輝 皆さん、おはようござい

ます。それではこれより本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 陳情第19号 監査委員への税理士

登用について（陳情）を議題とします。 

 本件について委員長報告を求めます。 

 総務常任委員長 新垣博正。 

○総務常任委員長 新垣博正 皆さん、おはよ

うございます。それではお手元の資料をお目通

しください。読み上げて報告にかえます。 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会議長 與那覇 朝輝 殿 

 

総 務 常 任 委 員 会  

委員長 新 垣 博 正 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された陳情を審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第95条第１項の

規定により報告します。 

 

記 

 

番  号 
付 託 
年月日 

件     名 審査の結果 

陳情第19号 12月９日 
監査委員への税理士登用について（陳

情） 
不 採 択 

 

 

 

○議長 與那覇朝輝 これで委員長報告を終わ

ります。 

 これから陳情第19号 監査委員への税理士登

用について（陳情）の委員長報告に対する質疑

を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１０時０２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時０５分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 これから陳情第19号 監査委員への税理士登

用について（陳情）を採決いたします。 

 本案における委員長報告は不採択です。本案

は委員長報告のとおり決定することに御異議あ
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りませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、陳情第19号 監査委員への税理士

登用について（陳情）は委員長報告のとおり不

採択となりました。 

 日程第２ 陳情第20号 不服申立機関（第三

者機関）委員への税理士の登用について（陳情）

を議題とします。 

 本件について委員長報告を求めます。 

 総務常任委員長 新垣博正。 

○総務常任委員長 新垣博正  

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会議長 與那覇 朝輝 殿 

 

総 務 常 任 委 員 会  

委員長 新 垣 博 正 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された陳情を審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第95条第１項の

規定により報告します。 

 

記 

 

番  号 
付 託 
年月日 

件     名 審査の結果 

陳情第20号 12月９日 
不服申立機関（第三者機関）委員への

税理士の登用について（陳情） 
不 採 択 

 

 

 

○議長 與那覇朝輝 これで委員長報告を終わ

ります。 

 これから陳情第20号 不服申立機関（第三者

機関）委員への税理士の登用について（陳情）

の委員長報告に対する質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１０時０８分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時１０分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 これから陳情第20号 不服申立機関（第三者

機関）委員への税理士の登用について（陳情）
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を採決いたします。 

 本案における委員長報告は不採択です。本案

は委員長報告のとおり決定することに御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、陳情第20号 不服申立機関（第三

者機関）委員への税理士の登用について（陳情）

は委員長報告のとおり不採択となりました。 

 日程第３ 陳情第23号 平成29年度福祉施策

及び予算の充実について（要請）を議題としま

す。 

 本件について委員長報告を求めます。 

 総務常任委員長 新垣博正。 

○総務常任委員長 新垣博正  

 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会議長 與那覇 朝輝 殿 

 

総 務 常 任 委 員 会  

委員長 新 垣 博 正 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された陳情を審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第95条第１項の

規定により報告します。 

 

記 

 

番  号 
付 託 
年月日 

件     名 審査の結果 

陳情第23号 12月９日 
平成29年度福祉施策及び予算の充実に

ついて（要請） 
採  択 

 

 

 

○議長 與那覇朝輝 これで委員長報告を終わ

ります。 

 これから陳情第23号 平成29年度福祉施策及

び予算の充実について（要請）の委員長報告に

対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 休憩します。 

休 憩（１０時１３分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時１５分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 これから陳情第23号 平成29年度福祉施策及

び予算の充実について（要請）を採決いたしま

す。 

 本案における委員長報告は採択です。本案は

委員長報告のとおり決定することに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、陳情第23号 平成29年度福祉施策

及び予算の充実について（要請）は委員長報告

のとおり採択されました。 

 日程第４ 陳情第13号 過度な競争になって

いる「学力推進運動」を改め、子どもたちに豊

かな教育を求める陳情を議題とします。 

 本件について委員長報告を求めます。 

 文教社会常任委員長 新垣德正。 

○文教社会常任委員長 新垣德正 この案件は、

９月定例議会において、陳情が上がってきてい

たものなんですが、継続審議ということでなっ

ておりました。今回、もう一遍審議した結果、

採択ということで、ここで読み上げて報告した

いと思います。 

 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会議長 與那覇 朝輝 殿 

 

文教社会常任委員会  

委員長 新 垣 德 正 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された陳情を審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第95条第１項の

規定により報告します。 

 

記 

 

番  号 
付 託 
年月日 

件     名 審査の結果 

陳情第13号 ９月９日 

過度な競争になっている「学力推進運

動」を改め、子どもたちに豊かな教育

を求める陳情 

採  択 

 

 

 

○議長 與那覇朝輝 これで委員長報告を終わ

ります。 

 これから陳情第13号 過度な競争になってい

る「学力推進運動」を改め、子どもたちに豊か
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な教育を求める陳情の委員長報告に対する質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから陳情第13号 過度な競争になってい

る「学力推進運動」を改め、子どもたちに豊か

な教育を求める陳情を採決いたします。 

 本案における委員長報告は採択です。本案は

委員長報告のとおり決定することに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、陳情第13号 過度な競争になって

いる「学力推進運動」を改め、子どもたちに豊

かな教育を求める陳情は委員長報告のとおり採

択されました。 

 日程第５ 陳情第24号 子どもの医療費助成

への「罰則」廃止と、国の制度化を求める陳情

書を議題とします。 

 本件について委員長報告を求めます。 

 文教社会常任委員長 新垣德正。 

○文教社会常任委員長 新垣德正 読み上げて

報告いたします。 

 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会議長 與那覇 朝輝 殿 

 

文教社会常任委員会  

委員長 新 垣 德 正 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された陳情を審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第95条第１項の

規定により報告します。 

 

記 

 

番  号 
付 託 
年月日 

件     名 審査の結果 

陳情第24号 12月９日 
子どもの医療費助成への「罰則」廃止

と、国の制度化を求める陳情書 
採  択 
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○議長 與那覇朝輝 これで委員長報告を終わ

ります。 

 これから陳情第24号 子どもの医療費助成へ

の「罰則」廃止と、国の制度化を求める陳情書

の委員長報告に対する質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１０時２１分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時２３分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから陳情第24号 子どもの医療費助成へ

の「罰則」廃止と、国の制度化を求める陳情書

を採決いたします。 

 本案における委員長報告は採択です。本案は

委員長報告のとおり決定することに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって陳情第24号 子どもの医療費助成へ

の「罰則」廃止と、国の制度化を求める陳情書

は委員長報告のとおり採択されました。 

 日程第６ 陳情第25号 貧困をなくし、子ど

もの未来を保障する対策を求める陳情書を議題

とします。 

 本件について委員長報告を求めます。 

 文教社会常任委員長 新垣德正。 

○文教社会常任委員長 新垣德正 読み上げて

報告いたします。 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会議長 與那覇 朝輝 殿 

 

文教社会常任委員会  

委員長 新 垣 德 正 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された陳情を審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第95条第１項の

規定により報告します。 
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記 

 

番  号 
付 託 
年月日 

件     名 審査の結果 

陳情第25号 12月９日 
貧困をなくし、子どもの未来を保障す

る対策を求める陳情書 
採  択 

 

 

 

○議長 與那覇朝輝 これで委員長報告を終わ

ります。 

 これから陳情第25号 貧困をなくし、子ども

の未来を保障する対策を求める陳情書の委員長

報告に対する質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１０時２５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時２９分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 ほかに質疑ありますか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから陳情第25号 貧困をなくし、子ども

の未来を保障する対策を求める陳情書を採決い

たします。 

 本案における委員長報告は採択です。本案は

委員長報告のとおり決定することに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって陳情第25号 貧困をなくし、子ども

の未来を保障する対策を求める陳情書は委員長

報告のとおり採択されました。 

 日程第７ 陳情第26号 「無料低額診療事業

の保険薬局への拡充を政府に求める意見書」の

提出を求める陳情書を議題とします。 

 本件について委員長報告を求めます。 

 文教社会常任委員長 新垣德正。 

○文教社会常任委員長 新垣德正 読み上げて

報告いたします。 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会議長 與那覇 朝輝 殿 

 

文教社会常任委員会  

委員長 新 垣 德 正 
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委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された陳情を審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第95条第１項の

規定により報告します。 

 

記 

 

番  号 
付 託 
年月日 

件     名 審査の結果 

陳情第26号 12月９日 

「無料低額診療事業の保険薬局への拡

充を政府に求める意見書」提出を求め

る陳情書 

採  択 

 

 

 

○議長 與那覇朝輝 これで委員長報告を終わ

ります。 

 これから陳情第26号 「無料低額診療事業の

保険薬局への拡充を政府に求める意見書」提出

を求める陳情書の委員長報告に対する質疑を行

います。 

 質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから陳情第26号 「無料低額診療事業の

保険薬局への拡充を政府に求める意見書」提出

を求める陳情書を採決いたします。 

 本案における委員長報告は採択です。本案は

委員長報告のとおり決定することに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって陳情第26号 「無料低額診療事業の

保険薬局への拡充を政府に求める意見書」提出

を求める陳情書は委員長報告のとおり採択され

ました。 

 日程第８ 陳情第27号 介護保険制度の見直

しに対する陳情書を議題とします。 

 本件について委員長報告を求めます。 

 文教社会常任委員長 新垣德正。 

○文教社会常任委員長 新垣德正 読み上げて

報告いたします。 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会議長 與那覇 朝輝 殿 
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文教社会常任委員会  

委員長 新 垣 德 正 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された陳情を審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第95条第１項の

規定により報告します。 

 

記 

 

番  号 
付 託 
年月日 

件     名 審査の結果 

陳情第27号 12月９日 介護保険制度の見直しに対する陳情書 採  択 

 

 

 

○議長 與那覇朝輝 これで委員長報告を終わ

ります。 

 これから陳情第27号 介護保険制度の見直し

に対する陳情書の委員長報告に対する質疑を行

います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから陳情第27号 介護保険制度の見直し

に対する陳情書を採決いたします。 

 本案における委員長報告は採択です。本案は

委員長報告のとおり決定することに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって陳情第27号 介護保険制度の見直し

に対する陳情書は委員長報告のとおり採択され

ました。 

 日程第９ 陳情第28号 「要介護１・２」の

「一部保険給付からの除外」を中止し、安心、

安全の介護保障を国の責任で実現するよう求め

る陳情書を議題とします。 

 本件について委員長報告を求めます。 

 文教社会常任委員長 新垣德正。 

○文教社会常任委員長 新垣德正 読み上げて

報告いたします。 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会議長 與那覇 朝輝 殿 
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文教社会常任委員会  

委員長 新 垣 德 正 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された陳情を審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第95条第１項の

規定により報告します。 

 

記 

 

番  号 
付 託 
年月日 

件     名 審査の結果 

陳情第28号 12月９日 

「要介護１・２」の「一部保険給付か

らの除外」を中止し、安心、安全の介

護保障を国の責任で実現するよう求め

る陳情書 

採  択 

 

 

 

○議長 與那覇朝輝 これで委員長報告を終わ

ります。 

 これから陳情第28号 「要介護１・２」の

「一部保険給付からの除外」を中止し、安心、

安全の介護保障を国の責任で実現するよう求め

る陳情書の委員長報告に対する質疑を行います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから陳情第28号 「要介護１・２」の

「一部保険給付からの除外」を中止し、安心、

安全の介護保障を国の責任で実現するよう求め

る陳情書を採決いたします。 

 本案における委員長報告は採択です。本案は

委員長報告のとおり決定することに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって陳情第28号 「要介護１・２」の

「一部保険給付からの除外」を中止し、安心、

安全の介護保障を国の責任で実現するよう求め

る陳情書は委員長報告のとおり採択されました。 

 日程第10 陳情第29号 安全・安心の医療・

介護の実現と夜勤交代制労働の改善を求める陳

情を議題とします。 

 本件について委員長報告を求めます。 

 文教社会常任委員長 新垣德正。 

○文教社会常任委員長 新垣德正 読み上げま

して報告いたします。 
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平成28年12月16日 

 

中城村議会議長 與那覇 朝輝 殿 

 

文教社会常任委員会  

委員長 新 垣 德 正 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された陳情を審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第95条第１項の

規定により報告します。 

 

記 

 

番  号 
付 託 
年月日 

件     名 審査の結果 

陳情第29号 12月９日 
安全・安心の医療・介護の実現と夜勤

交代制労働の改善を求める陳情 
採  択 

 

 

 

○議長 與那覇朝輝 これで委員長報告を終わ

ります。 

 これから陳情第29号 安全・安心の医療・介

護の実現と夜勤交代制労働の改善を求める陳情

の委員長報告に対する質疑を行います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから陳情第29号 安全・安心の医療・介

護の実現と夜勤交代制労働の改善を求める陳情

を採決いたします。 

 本案における委員長報告は採択です。本案は

委員長報告のとおり決定することに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって陳情第29号 安全・安心の医療・介

護の実現と夜勤交代制労働の改善を求める陳情

は委員長報告のとおり採択されました。 

 日程第11 陳情第30号 「介護従事者の勤務

環境改善及び処遇改善の実現」を求める陳情を

議題とします。 

 本件について委員長報告を求めます。 

 文教社会常任委員長 新垣德正。 

○文教社会常任委員長 新垣德正 読み上げて

報告いたします。 
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平成28年12月16日 

 

中城村議会議長 與那覇 朝輝 殿 

 

文教社会常任委員会  

委員長 新 垣 德 正 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された陳情を審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第95条第１項の

規定により報告します。 

 

記 

 

番  号 
付 託 
年月日 

件     名 審査の結果 

陳情第30号 12月９日 
「介護従事者の勤務環境改善及び処遇

改善の実現」を求める陳情 
採  択 

 

 

 

○議長 與那覇朝輝 これで委員長報告を終わ

ります。 

 これから陳情第30号 「介護従事者の勤務環

境改善及び処遇改善の実現」を求める陳情の委

員長報告に対する質疑を行います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから陳情第30号 「介護従事者の勤務環

境改善及び処遇改善の実現」を求める陳情を採

決いたします。 

 本案における委員長報告は採択です。本案は

委員長報告のとおり決定することに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって陳情第30号 「介護従事者の勤務環

境改善及び処遇改善の実現」を求める陳情は委

員長報告のとおり採択されました。 

 日程第12 意見書第11号 子どもの医療費助

成への「罰則」廃止と、国の制度化を求める意

見書を議題とします。 

○議長 與那覇朝輝 休憩します。 

休 憩（１０時４４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時４５分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 提出者の趣旨説明を求めます。 

 本件について提出者の趣旨説明を求めます。 

○文教社会常任委員長 新垣德正 それでは意
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見書第11号を読み上げて提出いたします。  

 

意見書第11号 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会 

 議長 與那覇 朝輝  殿 

 

提出者 

 中城村議会 文教社会常任委員会 

委員長   新垣 徳正 

 

 

子どもの医療費助成への「罰則」廃止と、国の制度化を求める意見書 

 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条第３項の規定により提出いたします。 

 

提案理由 

 12月９日に本委員会に付託された陳情第24号を審査の結果、採択となり別紙意見書を提案す

る。 

 

子どもの医療助成への「罰則」廃止と、国の制度化を求める意見書（案） 

 

 子どもが病気やけがで医療機関を受診すると、医療費の３割（小学校入学前は２割）を自己負

担します。この負担が、アトピー性皮膚炎やぜんそくなど慢性疾患で継続的な治療が必要な子ど

ものいる家庭に重くのしかかっています。急に高熱が出たのに手元にお金がなくて病院に行けな

い事態は、病状が急変しやすい幼い子どもたちにとって命にかかわる問題です。 

 「お金がなくても子どもが医者にかかれるように」と、医療費無料化を求める運動が全国各地

で巻き起こり、自治体独自の助成制度を導入する動きが広がりました。中学３年までの無料化を

実現した群馬県では、無料化後、虫歯処置完了の子どもが全国平均を上回りました。医療費無料

化が所得の違いに関係なく、全ての子どもの健康を守る上で大きな役割を果たしています。経済

的負担が軽くなることで病気の早期発見・治療が可能になり、重症化を防ぎ、医療費を抑制して

いる効果も生まれていることは明白です。 

 ところが、国は、独自に窓口無料化をしている自治体に対し国民健康保険の国庫負担金の減額

という「罰則（ペナルティー）」を科し、子育て支援の取り組みを妨げています。全国知事会も 
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「少子化対策に取り組む地方の努力の足を引っ張るもの」と廃止を求め続けています。 

 子育て世代を応援する医療費助成は、少子化や地方の人口減少に歯どめをかける重要な制度で

あるだけでなく、「子どもの貧困」が広がる中、いよいよ緊急課題になっています。 

 よって、国において、地方自治体が単独で行う窓口無料化に伴う「罰則」を廃止するととも

に、全国一律の子どもの医療費に対する助成制度を創設するよう強く要望します。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

 

平成28年12月16日 

沖縄県中城村議会 

 

（宛先） 

 衆議院議長  参議院議長  内閣総理大臣  財務大臣 

 総務大臣  厚生労働大臣 

 

 以上であります。よろしくお願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 これで提出者の趣旨説明

を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１０時４９分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時５７分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す意見書第11号は、会議規則第39条第３項の規

定によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第11号は委員会付託を省略

します。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから意見書第11号 子どもの医療助成へ

の「罰則」廃止と、国の制度化を求める意見書

を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第11号 子どもの医療助成

への「罰則」廃止と、国の制度化を求める意見

書は原案のとおり採択されました。 

 10分間休憩します。 

休 憩（１０時５９分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時１２分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 日程第13 意見書第12号 貧困をなくし、子

どもの未来を保障する対策を求める意見書を議

題といたします。 

 本件について提出者の趣旨説明を求めます。 

 文教社会常任委員長 新垣德正。 
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○文教社会常任委員長 新垣德正 では読み上

げて提案いたしたいと思います。 

 

 

 

意見書第12号 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会 

 議長 與那覇 朝輝  殿 

 

提出者 

 中城村議会 文教社会常任委員会 

委員長  新垣 徳正 

 

貧困をなくし、子どもの未来を保障する対策を求める意見書 

 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条第３項の規定により提出いたします。 

 

提案理由 

 12月９日に本委員会に付託された陳情第25号を審査の結果、採択となり別紙意見書を提案す

る。 

 

貧困をなくし、子どもの未来を保障する対策を求める意見書（案） 

 

 日本の子どもの貧困率は６人に１人、とりわけ沖縄では３人に１人が貧困の状態にあります。

特に一人親世帯において深刻で、水道や電気などのライフラインが止められたりした家庭も少な

くありません。就学援助制度や生活保護といった既存の制度も活用していない、または知らない

といった状況も報告されています。 

 子どもの貧困は、家庭の経済的困難から学業や健康、成長に大きく影響し、時には生命に関わ

ることもあります。給食費などの学校納付金が納められず、遠足や修学旅行などの学校行事に参

加できなかったり、通院するための費用を準備できなくて病気を長引かせ、重体になったりと

いったケースも報告されるなど、深刻です。 

 非正規労働者が多いことからくる低賃金、長時間労働という親の労働環境は、子どもの貧困の

背景に大きく関係しています。また認可保育所の圧倒的な不足、民設民営の学童保育の多さから

くる高い保育料と多い待機児童といったことなどから子どもを預けて安心して働くことができな

いなど働く親への支援が不足していることも影響しています。 
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 お金がないために満足に食事ができなかったり、進学や学校行事への参加をあきらめたりする

ことなどがないように、次の事項について強く要望します。 

 

記 

 

１．親の貧困解消のために、最低賃金の大幅な引き上げ、非正規雇用の規制、申請しやすい生活

保護行政による生活保護率の向上、最低保障年金制度の創設などを行うこと。 

２．就学援助金を元の国庫補助金へ戻すこと。同時に給食費の無償化を実現すること。 

３．国の制度として高校生や大学生などへの給付型奨学金制度を創設すること。 

４．教育予算の大幅な増額により、保護者の経済的な負担を軽減すること。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。 

 

平成28年12月16日 

沖縄県中城村議会 

 

（宛先） 

衆議院議長 参議院議長 内閣総理大臣 財務大臣 総務大臣 厚生労働大臣 

 

 以上であります。 

○議長 與那覇朝輝 これで提出者の趣旨説明

を終わります。 

 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す意見書第12号は、会議規則第39条第３項の規

定によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第12号は委員会付託を省略

します。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから意見書第12号 貧困をなくし、子ど

もの未来を保障する対策を求める意見書を採決

いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第12号 貧困をなくし、子

どもの未来を保障する対策を求める意見書は原

案のとおり採択されました。 

 日程第14 意見書第13号 無料低額診療事業

の保険薬局への拡充を政府に求める意見書を議

題といたします。 

 本件について提出者の趣旨説明を求めます。 

 文教社会常任委員長 新垣德正。 

○文教社会常任委員長 新垣德正 それでは読

み上げて意見書を提案いたします。 
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意見書第13号 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会 

 議長 與那覇 朝輝  殿 

 

提出者 

 中城村議会 文教社会常任委員会 

委員長   新垣 徳正 

 

無料低額診療事業の保険薬局への拡充を政府に求める意見書 

 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条第３項の規定により提出いたします。 

 

提案理由 

 12月９日に本委員会に付託された陳情第26号を審査の結果、採択となり別紙意見書を提案す

る。 

 

無料低額診療事業の保険薬局への拡充を政府に求める意見書（案） 

 

 わが国は国民皆保険にもかかわらず、経済的な理由で十分に医療にかかれない方も少なくあり

ません。沖縄県内においても、こどもの貧困が全国ワースト１であり、格差と貧困が広がってお

り、経済的困難な方が多数おられます。そのような方に対しては、一定の基準を満たせば、社会

福祉法第２条第３項第９号の「生活困難者のために、無料又は低額な料金で診療を行う事業（無

料低額診療事業）」を実施している医療機関において診療を受けることができます。 

 しかし、医薬分業が進展する昨今において、保険薬局は無料低額診療事業の対象事業所になれ

ないことから、院外処方箋を発行する無料低額医療事業の医療機関を受診された患者の薬の自己

負担はその対象となっていないため、治療を中断する事態も生まれています。 

 深刻な状況を受け、自治体独自に無料低額診療制度を受けている患者に対し保険薬局での薬代

の助成実施が広がっており、利用者から喜ばれています。沖縄県内では那覇市が薬代の助成を

行っております。この制度を確実に生活困難者の受診権を守ることができるよう、安心して無料

低額診療事業が受けられるよう、保険薬局を対象事業所とするよう求めるものです。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出いたします。 
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  平成28年12月16日 

沖縄県中城村議会 

 

（宛先） 

  衆議院議長  参議院議長  内閣総理大臣 

  財務大臣  総務大臣  厚生労働大臣 

 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 これで提出者の趣旨説明

を終わります。 

 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す意見書第13号は、会議規則第39条第３項の規

定によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第13号は委員会付託を省略

します。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから意見書第13号 無料低額診療事業の

保険薬局への拡充を政府に求める意見書を採決

いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第13号 無料低額診療事業

の保険薬局への拡充を政府に求める意見書は原

案のとおり採択されました。 

 日程第15 意見書第14号 介護保険制度の見

直しに対する意見書を議題とします。 

 本件について提出者の趣旨説明を求めます。 

 文教社会常任委員長 新垣德正。 

○文教社会常任委員長 新垣德正 読み上げて

意見書を提出いたします。 

 

 

意見書第14号 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会 

 議長 與那覇 朝輝  殿 

 

提出者 

 中城村議会 文教社会常任委員会 

委員長   新垣 徳正 
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介護保険制度の見直しに対する意見書 

 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条第３項の規定により提出いたします。 

 

提案理由 

 12月９日に本委員会に付託された陳情第27号を審査の結果、採択となり別紙意見書を提案す

る。 

 

介護保険制度の見直しに対する意見書（案） 

 

 現在、政府内で介護保険制度の見直しの検討が進められています。その中には、ヘルパーの生

活援助や福祉用具サービスを自己負担に切り替える、利用料２割負担の対象者を拡大する、要介

護１、２の通所介護を市町村が実施する総合事業に移す等、さらなる給付の削減・負担増をはか

る内容が盛り込まれています。利用者からは、「生活援助を減らされたれ生活が成り立たない」

「利用料が２倍になったらサービスを減らさざるを得ない」など、見直し案に対する悲痛な声が

多数寄せられています。家族の介護負担を増大させるこうした見直しは、政府が掲げる「介護離

職ゼロ」政策そのものにも真っ向から反するものです。 

 サービスの削減・負担増では高齢者の生活を守り、支えることはできません。 

 これから高齢化が一層進展していく中、お金の心配をすることなく、行き届いた介護が保障さ

れる制度への転換はすべての高齢者・国民の願いです。そして介護を担う職員が自らの専門性を

発揮し、誇りをもって働き続けられる条件整備を一刻も早く実現させなければなりません。 

 介護保険制度の見直しに対して、利用者本人も家族も安心して利用できる制度になるように、

次の事項について、強く要望します。 

 

記 

 

１．生活援助をはじめとするサービスの削減や利用料の引き上げを実施しないこと。 

２．家族の介護負担が軽減されるよう制度を抜本的に改善し、施設などの整備を早急に行うこ

と。 

３．介護従事者の大幅な処遇改善、確保対策の強化をはかること。 

４．以上を実現するために、政府の責任で必要な財政措置を講ずること。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。 

 

平成28年12月16日 

沖縄県中城村議会 
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（宛先） 

衆議院議長 参議院議長 内閣総理大臣 財務大臣 法務大臣 厚生労働大臣 

 

 以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長 與那覇朝輝 これで提出者の趣旨説明

を終わります。 

 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す意見書第14号は、会議規則第39条第３項の規

定によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第14号は委員会付託を省略

します。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから意見書第14号 介護保険制度の見直

しに対する意見書を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第14号 介護保険制度の見

直しに対する意見書は原案のとおり採択されま

した。 

 日程第16 意見書第15号 「要介護１・２」

の「一部保険給付からの除外」を中止し、安心、

安全の介護保障を国の責任で実現するよう求め

る意見書を議題とします。 

 本件について提出者の趣旨説明を求めます。 

 文教社会常任委員長 新垣德正。 

○文教社会常任委員長 新垣德正 それでは読

み上げて意見書を提案いたします。 

 

 

意見書第15号 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会 

 議長 與那覇 朝輝  殿 

 

提出者 

 中城村議会 文教社会常任委員会 

委員長   新垣 徳正 
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「要介護１・２」の「一部保険給付からの除外」を中止し、 

安心、安全の介護保障を国の責任で実現するよう求める意見書 

 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条第３項の規定により提出いたします。 

 

提案理由 

 12月９日に本委員会に付託された陳情第28号を審査の結果、採択となり別紙意見書を提案す

る。 

 

「要介護１・２」の「一部保険給付からの除外」を中止し、 

安心、安全の介護保障を国の責任で実現するよう求める意見書（案） 

 

 長寿を喜び、高齢者を尊ぶ習慣がわたしたちの社会にはありました。しかし、医療や介護の自

己負担増大や長期療養の受け皿の困難も進み、自己責任論が流布される中、長寿を本人も家族も

喜べない風潮が広がっています。「医療難民」「介護難民」「介護自殺」「介護殺人」までも社会問

題化しています。こんな時代だからこそ、高齢者も家族も安心して生活できる介護保障の充実が

求められます。しかし、現在の介護保障制度の動向は、充実とは逆で、昨年４月に「『要支援者

に対するデイサービス』と『ホームヘルプサービス』を介護保険から市町村の事業に移す」「特

別養護老人ホームへの入所を要介護３以上に限定する」「介護報酬を大幅に引き下げる」など、

介護保険の範囲縮小等の制度改定が実施されたばかりですが、財務省は、利用者にとってさらに

改悪となる提案を準備しています。具体的には 

○軽度者（介護１，２）への生活援助を原則自己負担に 

○軽度者の福祉用具・住宅改修を原則自己負担に 

○要介護１，２の通所介護を市町村事業へ移行させる 

○65歳から74歳の利用料金負担を原則２割へ 

このまま実行されると、要介護認定を受けた人（約444万人）の過半数を占める要介護１、２の

軽度者（約299万人）の訪問介護などを保険給付から外れることになります。財務省の財政制度

審議会では、清掃や調理の生活援助利用が軽度者に多いことを繰り返し問題視し、「原則自己負

担」を求めており、実施されたなら利用者は10倍の自己負担増になります。利用抑制が一時進

み、一見保険財政は改善されたように見えますが、利用者家族の生活困難や介護離職の増加、更

に長期的には重症化による介護保険財政の悪化という悪循環を生むことになります。 

 生活援助サービスは、訪問介護で、掃除、洗濯、調理、買い物、薬の受け取り、衣類の整理・

補修、ベッドメイクなど、日常生活を支えています。生活援助は、ケアプランにもとづき計画的

に実施されているもので、専門家が利用者の状態に気づき、早期対応を可能にしています。生活

援助の「保険給付からの除外」は、そのような対応を難しくし、その結果、利用者の重症化がす

すみ、むしろ介護保険財政を圧迫しかねません。「医療・介護総合法」では、市町村の事業に移 
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され、17年度から全自治体で実施するとしていますが、各地で「受け皿」不足が浮き彫りにな

り、利用者・家族の不安を高めています。特別養護老人ホームの入所条件も「要介護3」以上と

されたため「要介護2」以下の人たちの行き場探しが、ますます困難になっています。介護保険

は保険料を払うことで介護サービスを利用できる制度として成り立ってきました。それが、サー

ビスの後退の連続では、「負担あってサービス無し」という「制度の根幹」にかかわる重大な問

題と言わざるを得ません。介護保険が利用者にとって安心して利用できる制度として信頼を高め

るために、次の事項について、強く要望する。 

 

記 

 

１ 介護保険が、利用者にとっても、利用家族にとっても、安心して利用できる制度として信頼

を高め、重症化を予防することで保険財政悪化も防げるように「要介護１、２」などの軽度

者を「保険給付から除外」する計画を中止すること。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

平成28年12月16日 

沖縄県中城村議会 

 

宛先 

衆議院議長  参議院議長  内閣総理大臣 

財務大臣   総務大臣   厚生労働大臣 

 

 以上であります。よろしくお願いいたします。 

○議長 與那覇朝輝 これで提出者の趣旨説明

を終わります。 

 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す意見書第15号は、会議規則第39条第３項の規

定によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第15号は委員会付託を省略

します。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから意見書第15号 「要介護１・２」の

「一部保険給付からの除外」を中止し、安心、

安全の介護保障を国の責任で実現するよう求め

る意見書を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第15号 「要介護１・２」
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の「一部保険給付からの除外」を中止し、安心、

安全の介護保障を国の責任で実現するよう求め

る意見書は原案のとおり採択されました。 

 日程第17 意見書第16号 安全・安心の医

療・介護の実現と夜勤交代制労働の改善を求め

る意見書を議題とします。 

 本件について提出者の趣旨説明を求めます。 

 文教社会常任委員長 新垣德正。 

○文教社会常任委員長 新垣德正 それでは読

み上げて意見書を提出いたします。 

 

意見書第16号 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会 

 議長 與那覇 朝輝  殿 

 

提出者 

 中城村議会 文教社会常任委員会 

委員長   新垣 徳正 

 

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交代制労働の改善を求める意見書 

 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条第３項の規定により提出いたします。 

 

提案理由 

 12月９日に本委員会に付託された陳情第29号を審査の結果、採択となり別紙意見書を提案す

る。 

 

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交代制労働の改善を求める意見書（案） 

 

 厚生労働省は「看護師等の『雇用の質』の向上のための取り組みについて（５局長通知）」や

「医師、看護職員、薬剤師などの医療スタッフが健康で安心して働ける環境を整備するため『医

療分野の雇用の質』の向上のための取り組みについて（６局長通知）」の中で医療従事者の勤務

環境の改善のための取り組みを促進してきました。また、医療勤務環境改善に関する改正医療法

の規定（2014年改正）では、勤務環境改善に向けた各医療機関の取り組みを支援するよう都道府

県に求めています。 

 しかし、国民のいのちと暮らしを守る医療・介護現場は深刻な人手不足となっています。その

ため、労働実態は依然として厳しくなっており、安全・安心の医療・介護を実現するためにも医

師・看護師・介護職員の増員や夜勤改善を含む労働環境の改善は喫緊の課題となっています。 
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 「医療機能の再編」を前提とした医療提供体制の改善ではなく、必要な病床機能は確保したう

えで労働者の勤務環境を改善していくとこによる医療提供体制の改善が求められています。看護

師の具体的な勤務環境の改善を可能にする増員計画を作成し、そのための看護師確保策を講じて

いく必要があります。 

 安全・安心の医療・介護を実現するためにも、医師・看護師・介護職員の大幅増員・夜勤改善

を図る対策を講じられるよう、下記の事項について要望します。 

 

記 

 

１．医師・看護師・医療技術者・介護職などの夜勤交替制労働における労働環境を改善するこ

と。 

①１日８時間以内を基本に、労働時間の上限規制や勤務間のインターバル確保、夜勤回数の制

限など、労働環境改善のための規制を設けること。 

②夜勤交替制労働者の労働時間を短縮すること。 

③介護施設などにおける１人夜勤を早期に解消すること。 

２．安全・安心の医療・介護を実現するため、医師・看護師・医療技術者・介護職を増員するこ

と。 

３．患者・利用者の負担軽減をはかること。 

４．費用削減を目的とした病床削減は行わず、地域医療に必要な病床機能を確保すること。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

 

平成28年12月16日 

沖縄県中城村議会 

 

（宛先） 内閣総理大臣 厚生労働大臣 財務大臣 文部科学大臣 総務大臣 

 

 以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長 與那覇朝輝 これで提出者の趣旨説明

を終わります。 

 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す意見書第16号は、会議規則第39条第３項の規

定によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第16号は委員会付託を省略

します。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 
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 これから意見書第16号 安全・安心の医療・

介護の実現と夜勤交代制労働の改善を求める意

見書を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第16号 安全・安心の医

療・介護の実現と夜勤交代制労働の改善を求め

る意見書は原案のとおり採択されました。 

 日程第18 意見書第17号 「介護従事者の勤

務環境改善及び処遇改善の実現」を求める意見

書を議題とします。 

 本件について提出者の趣旨説明を求めます。 

 文教社会常任委員長 新垣德正。 

○文教社会常任委員長 新垣德正 では読み上

げて意見書を提出いたします。 

 

 

意見書第17号 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会 

 議長 與那覇 朝輝  殿 

 

提出者 

 中城村議会 文教社会常任委員会 

委員長   新垣 徳正 

 

「介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善の実現」を求める意見書 

 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条第３項の規定により提出いたします。 

 

提案理由 

 12月９日に本委員会に付託された陳情第30号を審査の結果、採択となり別紙意見書を提案す

る。 

 

「介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善の実現」を求める意見書（案） 

 

 超高齢化を迎える中で、介護従事者の人材確保・離職防止対策は喫緊の課題となっています。

厚生労働省が発表した介護人材需給推計では、団塊の世代が75歳以上となる2025年には37.7万人

が不足するとしています。2015年４月の介護報酬改定では、介護職員の低賃金の改善を図るため

として介護職員処遇改善加算が強化されました。しかし、同時に基本報酬が引き下げられ、事業

者は厳しい事業運営を強いられており、これ以上の処遇改善を事業所に委ねることは困難です。 
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人材不足は地域の介護施策に深刻な影響を与えるため、国の施策として人材確保・離職防止策を

講じる必要があります。 

 介護職場の労働環境も深刻な状況となっています。介護保険施設の人員体制は、法定で利用者

３人に対して介護職員１人以上となっていますが、多くの介護施設では利用者の安全や必要最低

限の介護を提供する体制を確保するため、職員を加配しています。（介護事業経営実態調査）。介

護現場では年次有給休暇はもとより、公休すら計画通りに取得できないという実態が横行してお

り、法定基準を大幅に引き上げ労働環境の改善を図る事は離職防止をすすめる上でも重要な課題

となっています。 

 本来、介護施設等の安全・安心な職員体制や介護現場で働く労働者の確保は国の責任で行われ

るべきです。しかし、現実には、職員の充実は事業所の努力に委ねられ、処遇改善も利用者・国

民の負担に依拠し、さらには介護報酬の引き下げによって処遇改善や体制確保を不安定にしてい

ます。人材確保・離職防止の実質的な対策、及び安全・安心の介護体制の確立など、介護従事者

の勤務環境改善及び実質的な対策、および安全・安心の介護体制の確立など、介護従事者の勤務

環境改善及び処遇改善を図る対策を講じられるよう、下記の事項について要望します。 

 

記 

 

１．介護職員をはじめとする、介護現場で働くすべての労働者の処遇改善を図ること。 

２．介護保険施設の人員配置基準を利用者２人に対して介護職員１人以上に引き上げること。夜

間の人員配置を改善（一人夜勤の解消）すること。 

３．上記の項目の実現を図るために介護報酬の大幅な引き上げを行うとともに、処遇改善につい

ての費用は国費で賄うこと。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

 

平成28年12月16日 

沖縄県中城村議会 

 

宛先 

 内閣総理大臣  厚生労働大臣  財務大臣 

 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提出者の趣旨説明

を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１１時３３分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時３８分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 質疑はございませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質
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疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す意見書第17号は、会議規則第39条第３項の規

定によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第17号は委員会付託を省略

します。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから意見書第17号 「介護従事者の勤務

環境改善及び処遇改善の実現」を求める意見書

を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第17号 「介護従事者の勤

務環境改善及び処遇改善の実現」を求める意見

書は原案のとおり採択されました。 

 日程第19 意見書第18号 地方議会議員の厚

生年金制度への加入を求める意見書を議題とし

ます。 

 本件について提出者の趣旨説明を求めます。 

 宮城重夫議員。 

○１５番 宮城重夫議員 それでは意見書第18

号を読み上げて御提案いたします。 

 

意見書第18号 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会 

 議長  與那覇 朝輝  殿 

 

 

提出者 

中城村議会議員 宮 城 重 夫 

賛成者 

中城村議会議員 新 垣 博 正 

中城村議会議員 金 城   章 

 

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書 

 

 上記議案を別紙のとおり、地方自治法第112条及び会議規則第14条第２項の規定により提出し

ます。 

 

提案理由 

 国民の幅広い政治参加や地方議会における人材確保の観点から、地方議会議員の厚生年金制度 
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加入のための法整備を早急に実現する為。 

 

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書（案） 

 

 地方分権時代を迎えた今日、地方公共団体の自由度が拡大し、自主性及び自立性の高まりが求

められる中、住民の代表機関である地方議会の果たすべき役割と責任が格段に重くなっている。 

 また、地方議会議員の活動も幅広い分野に及ぶとともに、より積極的な活動が求められてい

る。 

 しかしながら、昨年実施された統一地方選挙において、町村では議員への立候補者が減少し、

無投票当選が増加するなど、住民の関心の低下や地方議会議員のなり手不足が大きな問題となっ

ている。 

 こうした中、地方議会議員の年金制度を時代に相応しいものにすることが、議員を志す新たな

人材確保につながっていくと考える。 

 よって、国民の幅広い政治参加や地方議会における人材確保の観点から、地方議会議員の厚生

年金制度加入のための法整備を早急に実現するよう強く要望する。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

平成28年12月16日 

沖縄県中城村議会 

 

送付先 

  衆議院議長  参議院議長  内閣総理大臣  内閣官房長官 

  財務大臣   総務大臣   厚生労働大臣 

 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○議長 與那覇朝輝 これで提出者の趣旨説明

を終わります。 

 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す意見書第18号は、会議規則第39条第３項の規

定によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第18号は委員会付託を省略

します。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから意見書第18号 地方議会議員の厚生

年金制度への加入を求める意見書を採決いたし
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ます。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第18号 地方議会議員の厚

生年金制度への加入を求める意見書は原案のと

おり採択されました。 

 日程第20 意見書第19号及び日程第21 決議

第６号については関連しますので、一括審議に

していきたいと思いますが、御異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって日程第20 意見書第19号 米軍新型

輸送機オスプレイ墜落に対する意見書及び日程

第21 決議第６号 米軍新型輸送機オスプレイ

墜落に対する抗議決議を一括議題とします。 

 本件について提出者の趣旨説明を求めます。 

 大城常良議員。 

○３番 大城常良議員 こんにちは。新聞紙上、

あるいはマスコミ等でも今相当話題になってい

る、大変本件においては厳しい事柄であります

ので、読み上げて御提案をいたしたいと思いま

す。 

 

 

意見書第19号 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会 

 議長  與那覇 朝輝  殿 

 

 

提出者 

中城村議会議員 大 城 常 良 

賛成者 

中城村議会議員 仲 松 正 敏 

外 間 博 則 

仲 座   勇 

石 原 昌 雄 

安 里 ヨシ子 

比 嘉 麻 乃 

 

米軍新型輸送機オスプレイ墜落に対する意見書 

 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条第１項及び第２項の規定により提出します。 
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提案理由 

 12月13日の米軍新型輸送機オスプレイ墜落に伴い住民の生命の危機を感じ、住民の生命・財

産・安心を守る立場から、関係機関に対し厳重に抗議する為。 

 

米軍新型輸送機オスプレイ墜落に対する意見書（案） 

 

 12月13日午後９時50分ごろ、名護市安部の沿岸部に夜間給油訓練中の普天間飛行場所属の垂直

離着陸機ＭＶ22オスプレイが墜落した。 

 本土復帰以後、県内での米軍機墜落事故は今回を含め48件、今回の墜落事故は起こるべくして

起きた事故にほかならない。県民の命を軽視することに対し激しい怒りを禁じえない。さらに、

安慶田副知事の抗議に対し、在沖米軍のトップ、ニコルソン四軍調整官の対応は、沖縄はアメリ

カの所有物であり、植民地であるがのごとく、墜落したことを肯定し、あろうことか「被害がな

かったことに感謝すべきだ」とまで言い切った。これは県民の感情を踏みにじるものであり、言

語道断である。 

 米軍新型輸送機オスプレイは、2012年10月、普天間飛行場に配備された。開発段階から墜落事

故が相次ぐなど安全性への懸念から、配備前の2012年９月には配備に反対する10万人規模の県民

大会が開かれたが、米軍が配備を強行し12機配備された。その後、更に12機が追加配備され、現

在24機が配備されるに至った。オスプレイは普天間飛行場に隣接する本村の上空でも連日のよう

に飛行が確認され、村民は極めて危険な状況にさらされている。 

 これまでも幾度となく繰り返される米軍機事故の抗議に対し事故原因の究明、再発防止策への

何の手立てもなく訓練を続けてきた。日常的に米軍基地と隣り合わせの生活を余儀なくされてい

る沖縄県民にとっては、一歩間違えれば生命・財産にかかわる重大な事故につながりかねない大

きな不安と恐怖を与えるもので、これ以上一切の飛行を容認できない。 

 よって本村議会は、村民及び県民の生命・財産・安全を守る立場から関係機関に対し、厳重に

抗議するとともに、下記事項について強く要請する。 

 

記 

 

 １，今後一切米軍機の訓練飛行の中止を求める。 

 ２，オスプレイを含む全ての米軍機の飛行中止と配備撤回を求める。 

 ３，在沖米軍の全面即時撤退を求める。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

平成28年12月16日 

沖縄県中城村議会 
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送付先 

 内閣総理大臣  外務大臣  防衛大臣  沖縄及び北方対策担当大臣 

 外務省特命全権大使（沖縄担当）  沖縄防衛局長  沖縄県知事 

 

決議第６号 

 

平成28年12月16日 

 

中城村議会 

 議長  與那覇 朝輝  殿 

提出者 

中城村議会議員 大 城 常 良 

賛成者 

中城村議会議員 仲 松 正 敏 

外 間 博 則 

仲 座   勇 

石 原 昌 雄 

安 里 ヨシ子 

比 嘉 麻 乃 

 

米軍新型輸送機オスプレイ墜落に対する抗議決議 

 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条第１項及び第２項の規定により提出します。 

 

提案理由 

 12月13日の米軍新型輸送機オスプレイ墜落に伴い住民の生命の危機を感じ、住民の生命・財

産・安心を守る立場から、関係機関に対し厳重に抗議する為。 

 

米軍新型輸送機オスプレイ墜落に対する抗議決議（案） 

 

 12月13日午後９時50分ごろ、名護市安部の沿岸部に夜間給油訓練中の普天間飛行場所属の垂直

離着陸機ＭＶ22オスプレイが墜落した。 

 本土復帰以後、県内での米軍機墜落事故は今回を含め48件、今回の墜落事故は起こるべくして

起きた事故にほかならない。県民の命を軽視することに対し激しい怒りを禁じえない。さらに、

安慶田副知事の抗議に対し、在沖米軍のトップ、ニコルソン四軍調整官の対応は、沖縄はアメリ 
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カの所有物であり、植民地であるがのごとく、墜落したことを肯定し、あろうことか「被害がな

かったことに感謝すべきだ」とまで言い切った。これは県民の感情を踏みにじるものであり、言

語道断である。 

 米軍新型輸送機オスプレイは、2012年10月、普天間飛行場に配備された。開発段階から墜落事

故が相次ぐなど安全性への懸念から、配備前の2012年９月には配備に反対する10万人規模の県民

大会が開かれたが、米軍が配備を強行し12機配備された。その後、更に12機追加配備され、現在

24機が配備されるに至った。オスプレイは普天間飛行場に隣接する本村の上空でも連日のように

飛行が確認され、村民は極めて危険な状況にさらされている。 

 これまでも幾度となく繰り返される米軍機事故の抗議に対し事故原因の究明、再発防止策への

何の手立てもなく訓練を続けてきた。日常的に米軍基地と隣り合わせの生活を余儀なくされてい

る沖縄県民にとっては、一歩間違えれば生命・財産にかかわる重大な事故につながることは明白

であり、大きな不安と恐怖を与えるもので、これ以上一切の飛行を容認できない。 

 よって本村議会は、村民及び県民の生命・財産・安全を守る立場から関係機関に対し厳重に抗

議するとともに、下記事項について強く要求する。 

 

記 

 

 １，今後一切米軍機の訓練飛行の中止を求める。 

 ２，オスプレイを含む全ての米軍機の飛行中止と配備撤回を求める。 

 ３，在沖米軍の全面即時撤退を求める。 

 ４，ローレンス・ニコルソン四軍調整官の更迭を求める。 

 

 以上、決議する。 

 

平成28年12月16日 

沖縄県中城村議会 

 

送付先 

 駐日米国大使  在日米軍司令官  在沖米四軍沖縄地域調整官 

 在沖米国総領事 

 

 以上でございます。 

○議長 與那覇朝輝 これで提出者の趣旨説明

を終わります。 

 これから意見書第19号 米軍新型輸送機オス

プレイ墜落に対する意見書に対する質疑を行い

ます。 

 休憩します。 

休 憩（１１時５５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時５９分） 

○議長 與那覇朝輝 再開します。 

 これで提出者の趣旨説明を終わります。 
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 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終了します。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す意見書第19号は、会議規則第39条第３項の規

定によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第19号は委員会付託を省略

します。 

 これから討論を行います。 

 外間博則議員。 

○４番 外間博則議員 ただいまの意見書、米

軍機オスプレイ墜落に関する意見書に対し、賛

成の立場から討論を行います。 

 賛成理由として述べさせていただきます。３

日前の12月13日に起こった墜落事故に対し、オ

スプレイ配備への不安が現実となり、その思い

も恐れる結果となっております、その意見書に

私自身も賛成であります。先日行われました会

見でニコルソン四軍調整官の発言に対し、抗議

をいたします。コメントでは謝罪を行わず暴言

を行って、暴言をしたことに対し県民の怒りも

抑えられない気持ちであると思います、この通

訳に対し謝罪も行わず感謝すべきだと、そうい

う発言をしており大変怒りを感じさせる発言だ

と思います。それに対し、県民の方々のこれま

で恐れていたことが現実に起きてしまったこと

を深く謝罪すべきものを感謝すべきということ

を述べたことに対し、私も抗議を行いたい気持

ちであります。したがって今の意見書に対し、

私も賛成の立場であります。 

○議長 與那覇朝輝 ほかにありますか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、こ

れで討論を終わります。 

 これから意見書第19号 米軍新型輸送機オス

プレイ墜落に対する意見書を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第19号 米軍新型輸送機オ

スプレイ墜落に対する意見書は原案のとおり採

択されました。 

 続いて日程第21 決議第６号 米軍新型輸送

機オスプレイ墜落に対する抗議決議に対する質

疑を行います。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「質疑なし」と認め、質

疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す決議第６号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、決議第６号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「討論なし」と認め、討

論を終わります。 

 これから決議第６号 米軍新型輸送機オスプ

レイ墜落に対する抗議決議を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 與那覇朝輝 「異議なし」と認めます。

したがって、決議第６号 米軍新型輸送機オス

プレイ墜落に対する抗議決議は原案のとおり採

択されました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 これで本定例会を閉会いたします。大変御苦
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労さまでした。 

  閉 会（１２時０６分） 

 

 地方自治法第123条第２項の規定によりここ

に署名する。 
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